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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルは、Oracle8i用の Enterprise JavaBeansを作成する出発点となるものです。
アプリケーション開発に役立つ多数のコード例が含まれています。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle8i用のサーバー側 Enterprise JavaBeansの開発に役立ちます。プ
ログラマ向けに書かれていますが、設計者、システム・アナリスト、プロジェクト・マネー
ジャおよびネットワーク中心データベース・アプリケーションに関心のある担当者にも参考
になります。このマニュアルを有効に活用するには、Javaと Oracle8iに関する実務知識が必
要です。 

前提となる関連ドキュメント前提となる関連ドキュメント前提となる関連ドキュメント前提となる関連ドキュメント
このマニュアルの前に、次のマニュアルを読んでください。

� 『Oracle8i Java開発者ガイド』には、データベース・サーバーにおける Javaを理解する
ための技術上の背景情報が記載されています。エンタープライズ・アプリケーション開
発用の Oracle8i JVM実装の利点を総合的に説明するとともに、Oracle8i JVMの基本事
項と Oracle8i JVMに付属するツールの技術面の概要も述べます。

� このマニュアルの補足資料として Sun Microsystemsの EJB 1.1仕様書。 このマニュアル
は、EJB 1.1仕様の詳細に関する基礎知識を前提としています。

Enterprise JavaBeansに関する情報源の詳細は、xページの「参考資料」を参照してくださ
い。

参考資料参考資料参考資料参考資料

書籍書籍書籍書籍
� 『Core Java』（Cornell & Horstmann著、第 2版、Volume II、Prentice-Hall、1997年）で

は、EJBに関係するいくつかの Javaの概念をわかりやすく説明します。たとえば、
Remote Method Invocation（RMI）インタフェースについて記述されています。

� EJBの概要をまとめた『Developer's Guide to Understanding Enterprise JavaBeans』は
http://www.Nova-Labs.comから入手可能です。

オンライン情報オンライン情報オンライン情報オンライン情報
Javaに関しては役立つ情報源が多数あり、オンラインで入手できます。たとえば、Sun 
Microsystemsのホーム・ページでオンライン・マニュアルとチュートリアルを参照または
ダウンロードできます。URLは次のとおりです。

http://www.sun.com

現行の 1.1 EJB仕様書は、次の URLで入手可能です。

http://java.sun.com/products/ejb/docs.html
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代表的な Java Webサイトとしては他に次のサイトも参照してください。

http://www.gamelan.com

Java APIのドキュメントは、次のサイトを参照してください。

http://www.javasoft.com

Patricia Seyboldグループの Anne Thomasによる白書（Sun Microsystemsがスポンサーと
なっている論文）は、次の URLで入手可能です。

http://java.sun.com/products/ejb/white_paper.html

関連資料関連資料関連資料関連資料
このマニュアルでは、記述の中で、詳細の参照先として次の Oracle関連資料を紹介してい
ます。

『Oracle8iアプリケーション開発者ガイド 基礎編』

『Oracle8i Java開発者ガイド』

『Oracle8i JDBC開発者ガイドおよびリファレンス』

『Oracle8i SQLリファレンス』

『Oracle8i SQLJ開発者ガイドおよびリファレンス』

構成構成構成構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

第 1章「概要」では、Oracle8iの観点から EJB開発モデルの概要を記述しています。

第 2章「Enterprise JavaBeans」では、Oracle8i JVM用の EJB開発を説明します。この章は
EJBに関するチュートリアルではありませんが、Sun Microsystemsの仕様書に記載されてい
る EJBの基本概念をいくつか説明します。 各例は、セッション Bean実装に重点が置かれて
います。

第 3章「IIOPアプリケーションの構成」では、データベース内で EJBを実行するための必
須構成について説明します。

第 4章「エンティティ Bean」では、エンティティ Beanの実装方法について説明します。 エ
ンティティ Beanのコンテナ管理の永続モデルと Bean管理の永続モデルの詳細を説明しま
す。

第 5章「JNDI接続とセッション IIOPサービス」では、セッション管理、セッション IIOP
サービスおよび JNDIネームスペースについて説明します。 JNDIおよびセッション IIOP
サービスを使用して、サーバー内に配置されている EJBにアクセスする例と使用例が含まれ
ています。 
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第 6章「IIOPのセキュリティ」では、認証用のセキュリティ・オプションについて説明しま
す。

第 7章「トランザクション操作」では、EJBの開発時に使用する JTAトランザクション・イ
ンタフェースについて説明します。

付録 A「XMLディプロイメント・ディスクリプタ」では、EJBおよび Oracle固有のディプ
ロイメント・ディスクリプタについて説明します。 両方のディプロイメント・ディスクリプ
タに含まれる全要素の詳細と意味が含まれています。

付録 B「コード例 : EJB」には、EJBアプリケーションの例を掲載します。 

付録 C「略称と頭字語」には、頭字語のリストを掲載します。

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルは、次の規約に従います。

Javaコード例では、次の規約に従います。

固定幅フォント 固定幅フォントは、Javaのプログラム名、ファイル名、パス名
およびインターネット・アドレスを表します。

{ } 中カッコ {}は、文のブロックを囲みます。

// ダブルスラッシュが先頭にある行は、行末までがコメントであ
ることを示します。

/*  */ スラッシュ -アスタリスクとアスタリスク -スラッシュは、複数
の行にまたがるコメントであることを示します。 

... 省略記号（...）は、説明内容と無関係な文または句が割愛されて
いることを示します。

小文字 キーワードと、1単語からなる変数、メソッドおよびパッケージ
の名前を表します。

大文字 定数名（static final変数）、および組込み SQLデータ型にマッピ
ングされる、提供されるクラス名には大文字を使用します。

大文字と小文字
の組合せ

クラスおよびインタフェースの名前と、複数の単語からなる変
数、メソッドおよびパッケージの名前は大文字小文字を混ぜて
表します。クラスとインタフェースの名前は、大文字で始まり
ます。複数の単語からなる名前は、2番目以降の単語も大文字で
始まります。
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概要概要概要概要

この章では、Oracle8i JVMにおける分散オブジェクト開発の全体像を説明します。 ここで
は、Enterprise JavaBeans（EJB）開発のうち Oracle8i JVMに特有の側面に重点を置き、EJB
の標準的な開発モデル全般について簡単に説明します。

この章では、次のトピックを説明します。

� Enterprise JavaBeansについて

� EJBの実装

� 基本概念

� EJBの種類
   概要 1-1



Enterprise JavaBeansについて
Enterprise JavaBeansについてについてについてについて
Oracle8i JVMは EJB 1.1仕様に準拠しており、拡張性とパフォーマンスの高い EJBの実行環
境を提供します。 

Enterprise JavaBeans（EJB）は、分散アプリケーションを開発するためのアーキテクチャで
す。さらに、EJBアプリケーションは Javaのみで開発できます。 開発者は、CORBAアプリ
ケーション用の IDLなどの新しい言語を習得せずに済みます。 

EJBは、トランザクションを単位とするコンポーネント・ベースの分散コンピューティング
のためのアーキテクチャです。EJBの仕様には、Bean自体の形式のみでなく、Beanが動作
するコンテナで提供する一連のサービスも規定されています。このため、EJBは分散アプリ
ケーション開発のための強力な開発手法となっています。Bean開発者もクライアント・ア
プリケーション・プログラマも、トランザクション・サポート、セキュリティ、リモート・
オブジェクト・アクセスなどのサービスの詳細や、その他多数の複雑で間違いを起こしやす
い問題に気を配らなくて済みます。EJBサーバーおよびコンテナにより、これらの機能が提
供されます。 

EJBアーキテクチャを採用すると、サーバー側の開発が Javaアプリケーション・プログラマ
にとって非常に容易になります。開発者は実装の細かな部分からは解放され、トランザク
ション・サポートやセキュリティなどのサービスは使用しやすい方法で提供されるので、比
較的短期間で EJBを開発できます。さらに、EJBには移植性があります。EJBサーバー上で
開発された Beanは、EJB仕様を満たす他の EJBサーバー上でも動作します。 

EJB開発の役割開発の役割開発の役割開発の役割
EJB仕様は、エンタープライズ Bean開発を次の 5つの役割分担の上に規定しています。

� EJB開発者が、個々の EJBを実装するコードを作成します。このコードは、通常データ
ベース・アクセスを伴う、アプリケーションのビジネス・ロジックです。

EJB開発者とは、SQLと、SQLJまたは JDBCを使用するデータベース・アクセスの両
方に精通した Javaアプリケーション・プログラマのことです。

� EJB実行者が、EJBをインストールし、公開します。この作業には、EJBのトランザク
ション面の性質の理解が必要であるため、EJB開発者と連携を取りながら実行します。
EJB実行者は、配置するそれぞれの Beanのプロパティを指定したディプロイメント・
ディスクリプタ・ファイルを記述します。 

EJB実行者は、ネットワーク・ポート、必要なデータベース・ロール、その他スキーマ
に固有の要件などのデータベースに固有の事項も含めて、EJBのランタイム環境をよく
理解している必要があります。Oracle8i Serverに対して、EJB実行者には、データベー
ス内で EJBホーム・インタフェースを公開し、この情報をクライアント側のアプリケー
ション開発者に通知する責任があります。

� EJBサーバー・ベンダーで、EJBコンテナの動作するフレームワークが実装されます。
Oracleでは、Oracle8iデータ・サーバーが EJBコンテナをサポートしているフレーム
ワークです。
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Enterprise JavaBeansについて
� EJBコンテナ・ベンダーで、実行時に EJBをサポートするサービスが提供されます。た
とえば、クライアントが Beanでトランザクション・サポートを自動処理にする場合に
は、コンテナ・フレームワークとデータ・リソースとを合わせたもので EJBをサポート
します。

� アプリケーション開発者が、サーバー EJB上のメソッドをコールするクライアント側
コードを作成します。

EJBサーバー開発者と EJBコンテナ開発者の役割は、明確には区別されていません。たとえ
ば、コンテナとサーバーの間の標準化された APIはありません。このため、EJBサーバーと
コンテナの初期の実装を、同じベンダーが行うことは、よくあることです。Oracle8iの場合
もそうです。

Oracle8iのののの EJB実装の機能実装の機能実装の機能実装の機能
Oracle8i の EJB実装では Oracleデータベース・サーバーを利用することによって、次の機
能を提供しています。

� JNDIインタフェースを介した OMG CosNamingサービスによる、Beanの簡単なロケー
ティングおよび活性化。

� 索引付き表への高速なアクセスなどのパフォーマンス上の利点を持つ、データベースを
ネーム・サーバーとして使用するセッション・ネームスペース。

� セキュリティを高めるセキュア・ソケット・レイヤー（SSL）接続。

� オブジェクトに対する標準 Oracleデータベース認証およびマルチレイヤー・アクセス制
御。

� トランザクション・デマーケーションのための Java Transaction Architecture（JTA）の
実装。

� Bean管理のトランザクションのための UserTransactionインタフェース。

� EJBアプリケーションを配置するための支援ツール。

IIOPを介したを介したを介したを介した RMI
EJBは、Javaの Remote Method Invocation（RMI）をトランスポート・プロトコルとして規
定します。 EJBは、概念上は、Javaの Remote Method Invocation（RMI）モデルに基づいて
います。たとえば、EJBのリモート・オブジェクト・アクセスとパラメータの受渡しは、
RMI 仕様に従います。

EJB仕様では、トランスポート・メカニズムが純粋な RMIであることを規定してはいませ
ん。 Oracle8i EJBサーバーでは、トランスポート・プロトコルに IIOPを介した RMIが使用
されます。CORBA Internet Inter-ORB Protocol（IIOP）は、CORBAおよび次期バージョン
の RMI用のトランスポート・プロトコルであるため、Oracle8iでは、様々なオープン・シ
ステムへの直接的なオブジェクト指向アクセスを効率よく実行できます。 
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Enterprise JavaBeansについて
IIOPトランスポート・プロトコルトランスポート・プロトコルトランスポート・プロトコルトランスポート・プロトコル
Oracle8iは、Javaで実装された IIOPプロトコルのインタプリタを備えています。大手
CORBAベンダーの Java ORBを埋め込み、データベース上で動作するように Visigenic Java 
IIOPインタプリタをパッケージし直しています。Oracle8iは拡張性が高いサーバーであるた
め、インタプリタの主要コンポーネントのみを必要とします。これは、次の作業を行う一連
の Javaクラスです。

� IIOPプロトコルのデコード

� 関連する Javaオブジェクトの検出または活性化

� IIOPメッセージが指定するメソッドの起動

� クライアントへの IIOPリプライの返信

Oracle8iでは、ORBスケジュール機能を使用しません。Oracleマルチスレッド・サーバー
はディスパッチを行うため、サーバーは IIOPメッセージを効率よく、拡張性の高い方法で
処理できます。

Oracle8iでは、このインフラストラクチャの上に EJBのプログラミング・モデルが実装され
ます。

JNDI
EJB開発者は、EJB仕様に従ってアクセスに JNDIを使用します。 各 Beanは、配置プロセス
中に自動的に公開されます。 JNDIは、CosNamingレイヤーを介して、公開されている Bean
へのアクセスを可能にします。

図 1-1は、JNDIを使用してデータベース内で公開されているリモート・オブジェクトにア
プリケーションからアクセスする方法を示しています。
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Enterprise JavaBeansについて
図図図図 1-1 リモート・オブジェクト・アクセスリモート・オブジェクト・アクセスリモート・オブジェクト・アクセスリモート・オブジェクト・アクセス

ステートフルとステートレスのセッションステートフルとステートレスのセッションステートフルとステートレスのセッションステートフルとステートレスのセッション Bean
EJB仕様では、ステートレス Beanとステートフル Beanの、2種類のセッション Beanが規
定されています。 

� ステートレス Beanは、あるメソッドの起動と、その次の起動との間で、状態またはを
共有しない Beanです。主に、OLTPアプリケーションに関連する要求など、頻繁に発
生する短い要求を処理するために Beanをプールしている、中間層アプリケーション・
サーバーで使用されます。

� ステートフル Beanは、長期間のセッションに役立つ Beanです。長期間のセッションで
は、メソッドを起動してから次のメソッドを起動するまでの間、インスタンス変数やト
ランザクション状態などの状態を維持する必要があります。

Oracle8i ORBと Java VMはマルチスレッド・サーバー（MTS）のもとで実行されるので、
Oracle8i JVMの場合、ステートレス・セッション Beanとステートフル・セッション Bean
の違いは重要ではありません。 したがって、EJBでは、新しいセッション中に要求に応じて
ステートフル・セッション Beanのみが活性化されます。 ステートフル Beanでは、ステート
レス Beanと同じパフォーマンスを出しつつ、カンバセーショナル・ステートも保持されて
います。

オブジェクト

JNDI

セッション

アクティブに

公開されている

名前、クラス、ヘルパー
名前、クラス、ヘルパー

Oracle8i

参照 された
オブジェクト

オブジェクト
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EJBの実装
EJBの実装の実装の実装の実装
完全な EJBを開発するには、次の 4つの主要コンポーネントを作成する必要があります。

� ホーム・インタフェース

� リモート・インタフェース

� リモート・インタフェースの実装—実際の Beanクラス

� 各 EJBのディプロイメント・ディスクリプタ

クライアント・アプリケーション自体が Beanに直接アクセスすることはありません。直接
アクセスしないかわりに、コンテナでは Beanのサーバー側プロキシの役割を果たす、
EJBObjectと呼ばれるサーバー側オブジェクトが生成されます。EJBObjectがクライアントか
らメッセージを受け取るので、コンテナは Bean実装にメッセージを送信する前に独自の処
理を挿入できます。

1-7ページの図 1-2に、これらのコンポーネント間の相互作用を示します。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

ホーム・インタフェース コンテナ自体により実装されるオブジェクトである、ホーム・オブ
ジェクトへのインタフェースを指定します。 ホーム・インタフェー
スには、Beanの作成方法を指定する create()メソッドがありま
す。 ホーム・インタフェースはホーム・オブジェクトとともに、EJB
のファクトリ・オブジェクトとして機能します。

リモート・インタフェース Beanに実装するメソッドを指定します。これらのメソッドでは、
Beanのビジネス・ロジックが実行されます。Beanもまた、Beanの
ライフ・サイクルの様々な時期に EJBコンテナによりコールされる
サービス・メソッドを実装する必要があります。 この種のサービ
ス・メソッドの詳細は、1-7ページの「基本概念」を参照してくだ
さい。

Bean実装 リモート・インタフェースと必要なコンテナ・メソッドを実装した
Javaコードが含まれます。

ディプロイメント・ディス
クリプタ

配置とデータベースへのロードに関する Beanの属性を指定します。
たとえば、ディプロイメント・ディスクリプタにより、Beanのト
ランザクション・プロパティを宣言します。配置時に、EJB実行者
はアプリケーション開発者とともに、コンテナでトランザクショ
ン・サポートを管理するのか、クライアントにそれを管理させるの
かを決定できます。
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基本概念
図図図図 1-2 基本的な基本的な基本的な基本的な EJBコンポーネントの関係コンポーネントの関係コンポーネントの関係コンポーネントの関係

基本概念基本概念基本概念基本概念
EJBの実装の詳細を説明する前に、基本概念をいくつか明確にしておく必要があります。ま
ず第 1に、Beanはコンテナ内で実行されることを思い出してください。コンテナは、EJB
サーバーの一部であり、多数のサービスを Beanに提供します。このようなサービスとして
は、トランザクション・サービス、同期サービスおよびセキュリティなどがあります。

これらのサービスを提供するために、Beanコンテナは Beanメソッドのコールに割り込むこ
とが可能です。たとえば、クライアント・アプリケーションが、新しいトランザクション・
コンテキストの作成を Beanに要求するようなトランザクション属性を持つ Beanメソッド
をコールするとします。Beanコンテナは、メソッド・コールの前に新しいトランザクショ
ンを開始し、可能な場合には、メソッドの完了時に、値がクライアントに戻される前に、ト
ランザクションをコミットするよう、コードを挿入できます。

このような理由や、その他の理由から、クライアント・アプリケーションはリモート Bean
メソッドを直接的には起動しません。 そのかわりに、クライアントは、ORBとコンテナが仲
介する 2段階のプロセスで Beanメソッドをコールします。

コンテナ�

setX( ... ) {}
getX( ... ) {}

Oracle8i

クライアント�

サーバー�

xBean x=home.create();
.
.
.
setX(42, "hiya");
r3=getX();

作成�

ejbCreate

メソッド�
の起動�

ホーム・�
インタフェース�

リモート・�
インタフェース�

Bean�
インスタンス�
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基本概念
1. クライアントが、リモート・インタフェース・オブジェクト以外から Beanメソッドを
起動します。

a. クライアントが、リモート・メソッドのローカル・プロキシ・スタブを実際にコー
ルします。 

b. スタブはパラメータ・データのマーシャリングを実行し、サーバー上のリモート・
スケルトンをコールします。 

2. スケルトンは、データのアンマーシャリングと、Beanコンテナへのアップコールを実
行します。 

このステップが必要なのは、このコールがリモート的な性質を持つためです。このス
テップはクライアント・アプリケーション開発者と Bean開発者の双方に対し完全に透
過的である点に注意してください。クライアントあるいはサーバー・アプリケーション
を作成するうえで、詳細を知っている必要はありません。しかし、何が起きているのか
を把握しておくと、特に Beanの配置中に起こることを理解する場合に役立ちます。

3. Beanコンテナがスケルトン・アップコールを受け取り、コンテキストで要求される
サービスを挿入します。次のものがあります。

� 最初のメソッド・コールでの、クライアントに対する認証の実行

� トランザクション管理の実行

� Bean自身の中の同期メソッドのコール

� 認証チェックと切替え

4. コンテナがメソッドのコールを Beanに委譲します。 

5. Beanメソッドが実行されます。 

6. メソッドが戻ると、制御のスレッドは Beanコンテナに戻り、コンテキストで必要とさ
れるサービスが挿入されます。 

たとえば、メソッドがトランザクション・コンテキストで実行されている場合、Bean
コンテナでは Bean記述子内のトランザクション属性に応じて、可能であればコミット
操作が実行されます。

7. Beanコンテナではスケルトンがコールされて、そのスケルトンではリターン・データ
のマーシャリングが実行され、その結果がクライアント・スタブに戻されます。

これらのステップが、クライアント側とサーバー側のアプリケーション開発者に対して表示
されることはありません。EJB開発モデルの大きな利点の 1つは、開発者が複雑なトランザ
クションと認証管理から解放されることです。
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EJBの種類
EJBの種類の種類の種類の種類
EJBにはセッション Beanとエンティティ Beanの 2種類があります。 セッション Beanでは 1
つ以上のビジネス・タスクが実装されますが、エンティティ Beanは複雑なビジネス・エン
ティティです。それが両者を簡単に区別できる相違点です。 セッション Beanにはリレー
ショナル表内のデータの問合せおよび更新を行うメソッドが含まれる場合があります。エン
ティティ Beanでは、ビジネス・データが直接、または他の永続 Beanを介して間接的に表
現されます。 

セッション Beanは、多くの場合、サービスの実装に使用されます。たとえば、アプリケー
ション開発者はデータベース内の在庫データの検索と更新を行う 1つまたは複数のセッショ
ン Beanを実装することがあります。セッション Beanを使用してデータベース・サーバー
内のストアド・プロシージャを置き換えることで、Oracle8i Javaサーバー特有の拡張性を活
用できます。

エンティティ Beanは、多くの場合、データとその計算を伴うビジネス・サービスを容易に
するために使用されます。 たとえば、アプリケーション開発者は、発注に含まれる品目の検
索と計算を行うエンティティ Beanを実装できます。 エンティティ Beanでは、必要なタスク
の実行中に複数の依存永続オブジェクトを管理できます。

永続性永続性永続性永続性
セッション Beanは本質的に永続性（Persistence）があるわけではありません。Persistence
という言葉は、Beanの特性（エンティティ Beanには永続性があり、セッション Beanには
本質的な永続性はありません）を指す場合もあれば、データを将来のインスタンス化で取り
出せるように Beanが保存するデータを指す場合もあります。永続データはデータベース内
に保存されます。

したがって、セッション Beanではその状態を Oracle8iデータベースに保存できますが、ビ
ジネス・データが直接表現されるわけではありません。 エンティティ Beanは、ビジネス・
データを自動的に（コンテナ管理の永続エンティティ Bean内に）保持するか、または
JDBCや SQLJを使用するメソッドにより保持し、Beanに（Bean管理の永続エンティティ
Bean内で）コード化されます。

同期インタフェースを実装すると、セッション Beanのデータの格納および取出しを自動化
できます。 
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EJBの種類
セッションセッションセッションセッション Bean
セッション Beanはクライアントで作成され、通常は、そのクライアントに固有となります。
Oracle8iでは、複数のクライアントが 1つのセッション Beanを共有できます。

セッション Beanは、サーバーのクラッシュやネットワーク障害の後には存続しないという
意味で一時的なものです。 以前に存在していた Beanをクラッシュ後にインスタンス化して
も、前のインスタンスの状態はリストアされません。 状態は、エンティティ Beanにのみリ
ストアできます。

ステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッション Bean
ステートフル・セッション Beanでは、メソッド・コールから次のメソッド・コールまでの
間、状態が維持されます。たとえば、セッション Beanの 1つのインスタンスで JDBCデー
タベース接続をオープンし、この接続を使用してデータベースから初期のデータを取り出す
ことができます。たとえば、ショッピング・カート・アプリケーション Beanは、活性化さ
れると同時に、顧客プロファイルをデータベースからロードできます。これにより、そのプ
ロファイルは Bean内のメソッドから使用できるようになります。

代表的なステートフル・セッション EJBは、比較的多目的のオブジェクトです。１つの
Beanでほとんど常に複数のメソッドを含んでおり、それらのメソッドにより統一された論
理的なサービスが提供されます。たとえば、ショッピング・カート・オンライン・アプリ
ケーションのサーバー側を実装するセッション EJBには、購入可能な商品のリストを戻すメ
ソッド、顧客のショッピング・カートに商品を入れるメソッド、注文するメソッド、顧客の
プロファイルを変更するメソッドなどが実装されるはずです。

セッション Beanが維持している状態のことを、Beanの「カンバセーショナル・ステート」
と呼びます。これは、Beanが、電話による会話（カンバセーション）のように、1つのクラ
イアントとの接続を維持しているためです。

Beanの状態は Bean自体においては依然として一時的なデータであることに注意してくださ
い。クライアントから Beanへの接続が切れると、その状態は失われる場合があります。こ
れはクライアントがタイムアウト前に再接続できるかどうかに依存します。

エンティティエンティティエンティティエンティティ Bean
エンティティ Beanは、サーバーのクラッシュやネットワーク障害の後にも存続するという
意味で永続的なものです。 エンティティ Beanが再びインスタンス化されると、前のインス
タンスの状態が自動的にリストアされます。 エンティティ Beanの詳細は、4-2ページの「エ
ンティティ Beanの定義」を参照してください。
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Enterprise JavaBeans

この章では、Oracle8i Server環境で Enterprise JavaBeansを開発し、配置する方法を説明し
ます。EJBと EJBアーキテクチャに関する完全なチュートリアルではありませんが、この章
の説明を読めば、EJBアプリケーションの開発を開始できます。 

この章では、次のトピックを説明します。

� Enterprise JavaBeansの起動

� Enterprise JavaBeansの作成

� Beanの実装

� クライアント・アプリケーションの開発

� EJBの配置

� プログラミングの制限事項

� デバッグ手法
Beans 2-1



Enterprise JavaBeansの起動
Enterprise JavaBeansの起動の起動の起動の起動
Enterprise JavaBeanには、リモート・インタフェースおよびホーム・インタフェースという
2つのクライアント・インタフェースがあります。 リモート・インタフェースでは、オブ
ジェクトのクライアントで起動できるメソッドを指定します。ホーム・インタフェースは、
クライアントでのオブジェクトの作成方法を定義し、そのオブジェクトの参照を戻します。 
クライアントでは、Beanに対するメソッドの起動時に、両方のインタフェースが使用され
ます。

次の図とステップでは、クライアントが Bean内のメソッドを起動するときに発生するイベ
ントについて説明します。

図図図図 2-1 セッションセッションセッションセッション Beanのライフ・サイクルにおけるイベントの発生順序のライフ・サイクルにおけるイベントの発生順序のライフ・サイクルにおけるイベントの発生順序のライフ・サイクルにおけるイベントの発生順序

図中の番号は、次の各ステップの番号に対応しています。

1. クライアント 1が、Bean Xのホーム・インタフェースを検索します。

JNDI検索中に、データベースにより要求のサーバー側セッションが作成されます。 

2. クライアント 1に、ホーム・インタフェース Xの参照が戻されます。

3. クライアント 1が、ホーム・インタフェース Xで createメソッドを起動します。

Beanインスタンスは、JNDI検索時に確立されたセッション内で作成されます。

4. ホーム・インタフェース Xが、リモート・インタフェース Xをインスタンス化します。
コンテナはこのクライアント用の Beanをインスタンス化し、クライアントが削除メ
ソッドを起動するときにのみ破棄されます。

クライアント 1に、リモート・インタフェース Xのオブジェクト参照が戻されます。

クライ

コンテナ

Bean X

リモート・

ホーム・
インタ

リモート・
インタ

検索（（（（1））））

ホーム・
 インタフェース Xの参照（（（（2））））

create() （（（（3））））

（（（（4）））） （（（（6））））

メソッド（（（（5））））

削除（（（（7））））

インタフェース Xの参照（（（（4））））

アント 1 フェース X フェース X
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Enterprise JavaBeansの作成
5. クライアント 1が、リモート・インタフェース Xを使用して、Beanインスタンス X上
のメソッドを起動します。

6. リモート・インタフェース Xが、Beanにコールを移譲します。

7. クライアント 1は、Beanインタフェースでの終了後に、リモート・インタフェース X
上の removeメソッドを起動します。 これにより、リモート・インタフェースと Bean
インスタンスが破棄されます。

Enterprise JavaBeansの作成の作成の作成の作成
EJBを作成するには、次のステップを実行する必要があります。

1. Bean用のリモート・インタフェースを作成します。 リモート・インタフェースでは、ク
ライアントで起動できるメソッドを宣言します。 このインタフェースでは、
javax.ejb.EJBObjectを拡張 (extends)する必要があります。

2. Bean用のホーム・インタフェースを作成します。 ホーム・インタフェースでは、
javax.ejb.EJBHomeを拡張する必要があり、Bean用の createメソッドも定義しま
す。

3. Beanを実装します。 これには、次の要素が含まれます。

a. リモート・インタフェースで宣言されたメソッドの実装。

b. javax.ejb.SessionBeanまたは javax.ejb.EntityBeanインタフェース内で
定義されたメソッド。各種 Beanの違いについては、4-2ページの「エンティティ
Beanの定義」を参照してください。

c. ホーム・インタフェースで定義済みの createメソッドと一致するパラメータを持
つ ejbCreateメソッド。

4. Beanディプロイメント・ディスクリプタを作成します。 このディプロイメント・ディス
クリプタでは、Beanのプロパティを指定します。4-23ページの「エンティティ Beanの
配置」を参照してください。

5. Bean、リモート・インタフェースとホーム・インタフェースおよびディプロイメント・
ディスクリプタを含む ejb-jarファイルを作成します。 この ejb-jarファイルでは、アプリ
ケーション内の Beanをすべて定義する必要があります。 詳細は、4-23ページの「エン
ティティ Beanの配置」を参照してください。
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Enterprise JavaBeansの作成
リモート・インタフェースとホーム・インタフェースの実装要件リモート・インタフェースとホーム・インタフェースの実装要件リモート・インタフェースとホーム・インタフェースの実装要件リモート・インタフェースとホーム・インタフェースの実装要件

リモート・インタフェースの作成リモート・インタフェースの作成リモート・インタフェースの作成リモート・インタフェースの作成
Beanのリモート・インタフェースは、クライアントで起動されるメソッド用のインタ
フェースを提供します。 つまり、リモート・インタフェースでは、リモート・アクセス用に
実装するメソッドを定義します。 

1. Beanのリモート・インタフェースでは、javax.ejb.EJBObjectインタフェースを拡
張する必要があります。その定義は次のとおりです。

public interface javax.ejb.EJBObject extends java.rmi.Remote {
public abstract EJBHome getEJBHome()

throws java.rmi.RemoteException  // returns reference to home 
 // interface for this bean

public abstract Handle getHandle()
throws java.rmi.RemoteException // returns serializeable handle 

public abstract Object getPrimaryKey()
throws java.rmi.RemoteException // returns key to an entity bean

public abstract boolean isIdentical(EJBObject obj)
throws java.rmi.RemoteException

public abstract void remove()
throws java.rmi.RemoteException, RemoveException //remove EJB object

}

EJBObjectインタフェース内のメソッドを実装する必要はありません。これらのメ
ソッドはコンテナにより実装されます。 

要件要件要件要件 説明説明説明説明

RMIへの準拠 javax.ejb.EJBObjectおよび javax.ejb.EJBHomeインタ
フェースにより、java.rmi.Remoteインタフェースが拡張され
るため、この 2つのインタフェースは Remote Method 
Invocation（RMI）仕様に準拠する必要があります。 これは、そ
れぞれのメソッドで使用できるのは RMIで許されるデータ型の
みであることと、どちらのインタフェース内のメソッドでも
java.rmi.RemoteException例外が発生する必要があること
を意味します。

RMI仕様書は、JavaSoftのサイト、http://www.javasoft.comか
らアクセスできます。

ネーミング規則 これらのインタフェース内で定義するインタフェース名、メソッ
ド名および定数は、アンダースコア（_）で始めることはできず、
ドル記号（$）は使用できません。 また、アプリケーション名と
Bean名には、スラッシュ記号（/）を使用できます。
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Enterprise JavaBeansの作成
2. リモート・インタフェース内の各メソッドのシグネチャは、Bean実装におけるシグネ
チャと一致している必要があります。

3. リモート・インタフェースは publicとして宣言する必要があります。

4. リモート・インタフェースではパブリック変数を宣言しません。 宣言するのはパブリッ
ク・メソッドのみです。

5. 例外は、シリアライズ可能である限り、クライアントに通知することができます。 ラン
タイム例外は、リモート・ランタイム例外としてクライアントに転送されます。

機能機能機能機能 説明説明説明説明

getEJBHome() 特定の Beanに対応付けられたホーム・インタフェースのオブジェ
クト参照を取得します。
 戻されるオブジェクトはホーム・インタフェースの型に型キャス
トできないため注意する必要があります。 詳細は、2-13ページの
「getEJBHomeメソッドの使用」を参照してください。

getHandle() リモート・インタフェースの getHandleメソッドを使用すると、
EJBオブジェクト参照のシリアライズ可能な Java表現を取得でき
ます。 ハンドルをシリアライズし、同じオブジェクトへの接続の再
確立に使用できます。 セッション Beanでは、その Beanインスタ
ンスがアクティブである限り、接続が再確立されます。エンティ
ティ Beanでは、Beanがアクティブかどうかに関係なく接続が再
確立されます。 

Handleクラス内で getEJBObjectメソッドを使用すると、Bean
インスタンスを取得できます。

getPrimaryKey() getPrimaryKeyメソッドは、EJBエンティティ Beanに対応付け
られた主キーを取得します。

isIdentical() このメソッドをコールするオブジェクトと、引数に指定されたオ
ブジェクトが同一かどうかを検査します（コンテナが重要な場
合）。 これにより、両方のオブジェクトがすべての用途に同一であ
ることが識別されます。

remove() EJB Beanを非活性化します。 これにより、セッション Beanインス
タンスが破棄されます（ステートフルの場合）。
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例例例例
次のサンプル・コードは、Beanに実装される getEmployeeメソッドを宣言するリモート・
インタフェース Employeeを示しています。

package employee;

import employee.EmpRecord;
import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Employee extends EJBObject  {
  public EmpRecord getEmployee (int empNumber)
       throws java.sql.SQLException, EmpException, RemoteException;
}

ホーム・インタフェースの作成ホーム・インタフェースの作成ホーム・インタフェースの作成ホーム・インタフェースの作成
ホーム・インタフェースでは、Bean用に適切な createメソッドを定義する必要がありま
す。 このインタフェースでは 1つ以上の createメソッドを指定します。 createメソッド
ごとに、対応する ejbCreateメソッドをリモート・インタフェース内で定義する必要があ
ります。 createメソッドはいずれも Beanの型を戻しますが、ejbCreateメソッドはいず
れも voidを戻します。

クライアントは、ホーム・インタフェース内で宣言された createメソッドを起動します。 
コンテナは Bean実装に対し、適切なパラメータ・シグネチャを持つ ejbCreateメソッド
をコールします。 パラメータ引数を使用すると、新規 EJBオブジェクトの状態を初期化でき
ます。

1. ホーム・インタフェースでは、javax.ejb.EJBHomeインタフェースを拡張する必要
があります。その定義は次のとおりです。

public interface javax.ejb.EJBHome extends java.rmi.Remote {
public abstract EJBMetaData getEJBMetaData();
public abstract void remove(Handle handle);
public abstract void remove(Object primaryKey);

}

EJBHomeインタフェース内のメソッドは、コンテナにより実装されます。 クライアント
は、ホーム・インタフェースまたはリモート・インタフェース内で定義されている
removeメソッドを使用して、EJBオブジェクトを削除できます。

2. また、Beanのホーム・インタフェースを使用すると、特定のハンドルを指定し、
javax.ejb.EJBMetaDataインタフェースを介して Beanのメタデータ情報を取得し
たり、Beanインスタンスを削除できます。
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3. すべての createメソッドでは、次の例外が発生する必要があります。

� javax.ejb.CreateException 

� java.rmi.RemoteExceptionまたは javax.ejb.EJBException

例例例例
次のサンプル・コードは、EmployeeHomeというホーム・インタフェースを示しています。 
createメソッドには、引数は含まれていません。

package employee;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface EmployeeHome extends EJBHome {
  public Employee create()
       throws CreateException, RemoteException;
}

例外クラスの作成例外クラスの作成例外クラスの作成例外クラスの作成
Employeeクラスの一部のメソッドでは、EmpException例外が発生することがあります。 
オブジェクトからクライアントに送信される例外用に、クラスを定義する必要があります。

次の例は例外クラスを定義するコードで、EmpException.javaに含まれています。

package employee;

public class EmpException extends RemoteException
{
  public EmpException(String msg)
  {
   super(msg);
  }
}

注意注意注意注意 : deployejbツールでは、データベース内のホーム・オブジェクト
への参照が公開されます。 deployejbの詳細は、『Oracle8i Java Tools リ
ファレンス』を参照してください。
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Beanの実装の実装の実装の実装
Beanには、そのビジネス・ロジックが含まれています。 実装されるメソッドは、次のとおり
です。

� リモート・インタフェース内で宣言された Beanメソッド。 

アプリケーション例の Beanは、従業員情報を取得するクラス EmployeeBeanのみか
らなっています。

� SessionBeanまたは EntityBeanインタフェース内で宣言されたメソッド。 

� ホーム・インタフェース内で宣言された createメソッドに対応する ejbCreateメ
ソッド。 クライアントが createメソッドを起動すると、コンテナはそれに対応する
ejbCreateメソッドを起動します。

実装されるインタフェース実装されるインタフェース実装されるインタフェース実装されるインタフェース
メソッドは、Beanによって SessionBeanまたは EntityBeanインタフェース内で実装さ
れます。 次の例では、SessionBeanインタフェースが実装されます。 基本的に、セッショ
ン Beanは、プロセス指向の Bean、つまりあるタスクを達成するための Beanに使用されま
す。 エンティティ Beanは、永続データの周囲に編成される複雑なリモート・オブジェクト
です。 2種類の Beanの違いの詳細は、4-2ページの「エンティティ Beanの定義」を参照し
てください。

セッション Beanでは、javax.ejb.SessionBeanインタフェースが実装されます。定義
は次のとおりです。

public interface javax.ejb.SessionBean extends javax.ejb.EnterpriseBean {
public abstract void ejbActivate(); 
public abstract void ejbPassivate();
public abstract void ejbRemove();
public abstract void setSessionContext(SessionContext ctx);

}

EJBは、javax.ejb.SessionBeanインタフェースで指定されているように、最低でも次
のメソッドを実装する必要があります。

ejbActivate() これは、カレント・リリースの EJBサーバーではコールさ
れないため、NULLメソッドとして実装します。

ejbPassivate() これは、カレント・リリースのサーバーではコールされな
いため、NULLメソッドとして実装します。

ejbRemove() コンテナで、セッション・オブジェクトの存続を終了する
前にこのメソッドがコールされます。このメソッドでは、
必要なクリーン・アップが実行されます。たとえば、ファ
イル・ハンドルなどの外部リソースがクローズされます。
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setSessionContextの使用の使用の使用の使用
このメソッドは、セッション Beanインスタンスでそのコンテキストの参照を保存するため
に使用されます。 セッション Beanには、セッション・コンテキストというものがあり、こ
れはコンテナが維持し、コンテナによって Beanに使用可能になります。 Beanは、セッショ
ン・コンテキスト内のメソッドを使用して、コンテナへ要求をコールバックできます。

コンテナは、最初に Beanをインスタンス化してから setSessionContextメソッドを起
動し、Beanでセッション・コンテキストを取得できるようにします。 コンテナが、このメ
ソッドをトランザクション・コンテキストからコールすることはありません。 Beanがこの時
点でセッション・コンテキストを保存しなければ、それ以後はセッション・コンテキストに
アクセスできません。 

コンテナは、このメソッドをコールするときに、SessionContextオブジェクトの参照を
Beanに渡します。 Beanは、その参照を後で使用できるように格納できます。 次の例は、
セッション・コンテキストを sessctx変数に保存する Beanを示しています。

import javax.ejb.*;
import oracle.oas.ejb.*;

public class myBean implements SessionBean {
SessionContext sessctx;

void setSessionContext(SessionContext ctx) {
sessctx = ctx; // session context is stored in 

// instance variable
}
// other methods in the bean

}

javax.ejb.SessionContextインタフェースには、次の定義があります。

public interface SessionContext extends javax.ejb.EJBContext {
    public abstract EJBObject getEJBObject();
}

setSessionContext
（SessionContext ctx）

Beanのインスタンスをコンテキスト情報に対応付けます。
コンテナでは、Beanの作成後にこのメソッドがコールさ
れます。エンタープライズ Beanでは、トランザクション
管理に使用するコンテキスト・オブジェクトへの参照がイ
ンスタンス変数に格納できます。自分のトランザクション
を管理する Beanでは、セッション・コンテキストを使用
して、トランザクション・コンテキストを取得できます。
                                                                    Enterprise JavaBeans 2-9



Beanの実装
また、javax.ejb.EJBContextインタフェースには、次の定義があります。

public interface EJBContext {
    public abstract Properties      getEnvironment();
    public abstract UserTransaction getUserTransaction();
    public abstract boolean         getRollbackOnly();
    public abstract void            setRollbackOnly();
    public abstract boolean         isCallerInRole(Identity);  

// not supported
    public abstract Identity        getCallerIdentity(); // not supported
    public abstract EJBHome        getEJBHome(); 
}

Beanで表 2-1に示す操作を実行する場合は、セッション・コンテキストが必要です。

Bean実装の例実装の例実装の例実装の例
次のコードでは、セッション Bean EmployeeBeanのメソッドが実装されます。 
SessionBeanインタフェースのメソッドは、リモート・インタフェースで宣言されている
パブリック・メソッドとともに実装されます。

JDBCコードはデフォルトの接続をオープンします。これは、Oracle8i Server上で実行され
る JDBCコードがサーバー側でのデータベース接続をオープンするときの標準的な方法で
す。JDBCのプリコンパイル済みの SQL文を使用して、WHERE句を持つ問合せを準備しま
す。 次に、setIntメソッドを使用して、getEmployeeメソッドの empNumber入力パラ
メータをプリコンパイルされた SQL文問合せの「?」プレースホルダに対応付けます。これ
は、クライアント・アプリケーションで作成する JDBCコードと同じです。

表表表表 2-1 SessionContextの操作の操作の操作の操作

メソッドメソッドメソッドメソッド 説明説明説明説明

getEnvironment() Beanのプロパティ値を取得します。

getUserTransaction() トランザクションをプログラムでデマーケートできるように、ト
ランザクション・コンテキストを取得します。 これは、トランザ
クションを使用するように設計された Beanにのみ有効です。

setRollbackOnly() 現行トランザクションをコミットできないように設定します。

getRollbackOnly() 現行トランザクションにロールバック専用マークが付いているか
どうかをチェックします。

getEJBHome() Beanの対応する EJBHome（ホーム・インタフェース）のオブ
ジェクト参照を取得します。
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package employeeServer;

import java.sql.*;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.*;

public class EmployeeBean implements SessionBean {
  SessionContext ctx;

  //implement the bean method, getEmployee
  public EmpRecord getEmployee (int empNumber)
       throws SQLException, RemoteException {

    //create a new employee record
    EmpRecord empRec = new EmpRecord(); 

   //establish a connection to the database using JDBC
    Connection conn =
      new oracle.jdbc.driver.OracleDriver().defaultConnection();

    //retrieve the employee's information from the database
    PreparedStatement ps =
      conn.prepareStatement("select ename, sal from emp where empno = ?");
    ps.setInt(1, empNumber);
    ResultSet rset = ps.executeQuery();
    if (!rset.next())
        throw new RemoteException("no employee with ID " + empNumber);
    empRec.ename = rset.getString(1);
    empRec.sal = rset.getFloat(2);
    empRec.empno = empNumber;
    ps.close();
    return empRec;
  }

  //implement the SessionBean methods: ejbCreate, ejbActivate,
  // ejbPassivate, ejbRemove and setSessionContext

  //implement ejbCreate, which is called by the container when
  //the Home create is invoked by the client.
  public void ejbCreate() throws CreateException, RemoteException {
    //you can do any initialization for the bean at this point.
    //this particular example does not require any initialization or
    //environment variable retrieval.
  }

  //ejbActivate and ejbPassivate are never called in this release.
  //Both methods should be declared, but be null methods.
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  public void ejbActivate() {
  }
  public void ejbPassivate() {
  }

  //implement anything that needs to be done before the 
  //bean is destroyed. this would include closing any open
  //resources. however, for this example, no open resources need
  //to be closed. thus, the method is empty.
  public void ejbRemove() {
  }
  
  //retreive the session context 
  public void setSessionContext(SessionContext ctx) {
    this.ctx = ctx;
  }
}

クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発
すべての EJBクライアントは、次の操作を実行して Beanをインスタンス化し、そのメソッ
ドを起動し、Beanを破棄します。

1. Beanのホーム・インタフェースを取得します。ホーム・インタフェースは、Bean配置
プロセスの一部をとおして Oracle8iデータベース上に公開されています。Java Naming 
and Directory Interface（JNDI）を使用して、ホーム・インタフェースを得ます。 

2. 得られたホーム・インタフェースを介して、サーバー内に Beanのインスタンスを作成
します。 ホーム・インタフェース上で createメソッドを起動すると、新規 Beanがイ
ンスタンス化されます。 これにより、Beanのリモート・インタフェースに Bean参照が
戻されます。

3. リモート・インタフェース内で定義されたメソッドを起動します。 コンテナにより、イ
ンスタンス化された Beanに要求が転送されます。

4. Beanが不要になった場合は、removeメソッドを起動して Beanを破棄します。

これらのステップは、図 2-1の例に示されています。 

単純な例として、EmployeeHomeを、Employeeという Beanのホーム・インタフェースか
ら取得した参照であるとします。 Employeeホーム・インタフェースには、Beanをインスタ
ンス化できるように、最低 1つは createメソッドが必要です。次のようにコーディングし
て、リモート・サーバー上にこの Beanの新しいインスタンスを作成します。

Context ic = new InitialContext(env);

EmployeeHome home = 
      (EmployeeHome) ic.lookup(serviceURL + objectName);  // lookup the bean
Employee testBean = home.create();   // create a bean instance
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次に、通常の構文を使用して Employeeのメソッドを起動します。

testBean.getEmployee(empNumber);

getEJBHomeメソッドの使用メソッドの使用メソッドの使用メソッドの使用
getEJBHomeメソッドを使用し、オブジェクト参照を指定してホーム・インタフェースを取
得する場合、戻されたオブジェクトをホーム・インタフェースの型にキャストできません。 
かわりに、戻されるオブジェクトは org.omg.CORBA.Object型となります。取得後のオ
ブジェクトは、Helper.narrowメソッドを介して適切なホーム・インタフェースの型に
キャストされます。次の例は、JNDIを使用して Helloのホーム・インタフェースを取得し、
リモート・インタフェースを作成し、後で getEJBHomeインタフェースを使用してホーム・
インタフェースを再度取得する Helloの例を示しています。 ホーム・インタフェースを適切
に型キャストするために、HelloHomeHelper.narrowメソッドが使用されていることに注意
してください。

HelloHome hello_home = (HelloHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
Hello hello = hello_home.create ();
System.out.println (hello.helloWorld ());

org.omg.CORBA.Object newHome = (org.omg.CORBA.Object) hello.getEJBHome();
HelloHome newHello = HelloHomeHelper.narrow(newHome);

パラメータの受渡しパラメータの受渡しパラメータの受渡しパラメータの受渡し
EJBの実装時、あるいは EJBメソッドをコールするクライアント・コードの作成時には、
EJBで使用されるパラメータの受渡し規則に注意する必要があります。

Beanメソッドに渡すパラメータや Beanメソッドから受け取る戻り値には、シリアライズ可
能なすべての Java型が使用できます。 Javaの基本型（int、double）はシリアライズ可能
です。 java.io.Serializableインタフェースを実装している非リモート・オブジェクト
を渡すことができます。 Beanにパラメータとして渡されたり、Beanから戻された非リモー
ト・オブジェクトは、参照ではなく、値で渡されます。したがって、たとえば、Beanメ
ソッドを次のようにしてコールすると、

public class theNumber {
  int x;
}
...
bean.method1(theNumber);

Beanの method1()は theNumberのコピーを受け取ります。 Beanによりサーバー上で
theNumberオブジェクトの値が変更された場合、値渡し方法であるため、この変更はクラ
イアントに反映されません。
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非リモート・オブジェクトが複雑な場合、たとえば、クラスに複数のフィールドがある場合
には、非 staticおよび非 transientフィールドのみがコピーされます。

リモート・オブジェクトをパラメータとして渡す場合には、そのリモート・オブジェクトの
スタブが渡されます。パラメータとして渡されるリモート・オブジェクトはリモート・イン
タフェースを拡張する必要があります。

次の項では、Beanへのパラメータ受渡しと戻り値としてのリモート・オブジェクトを説明
します。

パラメータ・オブジェクトパラメータ・オブジェクトパラメータ・オブジェクトパラメータ・オブジェクト
EmployeeBeanの getEmployeeメソッドでは、EmpRecordオブジェクトが戻されるた
め、アプリケーションのどこかでこのオブジェクトが定義されていることが必要です。 この
例では、EmpRecordクラスは EJBインタフェースと同じパッケージに含まれています。 

このクラスは、publicとして宣言されており、シリアライズされたリモート・オブジェクト
としてクライアントに値渡しで戻せるように、java.io.Serializableインタフェースが
実装される必要があります。宣言は次のとおりです。

package employee;

public class EmpRecord implements java.io.Serializable {
  public String ename;
  public int empno;
  public double sal;
}

クライアント・コードクライアント・コードクライアント・コードクライアント・コード
この項では、前述の Beanの例にメッセージを送信し、Beanから戻される結果を取得して出
力するためのクライアント・コードを示します。このクライアント・コードは、クライアン
トの次のような動作を説明するためのものです。

� Beanホーム・インタフェースなどのリモート・オブジェクトを見つける動作

� サーバーに対し自分自身の認証を行う動作

� Beanのインスタンスを活性化する動作

� Bean上のメソッドを起動する動作

注意注意注意注意 : java.io.Serializableインタフェースでは、メソッドが指定
されません。単に、クラスがシリアライズ可能であることが示されます。 
したがって、EmpRecordクラスで特別にメソッドを実装する必要はあり
ません。
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リモート・オブジェクトのロケーティングリモート・オブジェクトのロケーティングリモート・オブジェクトのロケーティングリモート・オブジェクトのロケーティング
RMI、EJBまたは CORBAのどれであっても、リモート・オブジェクトの実装の最初のス
テップは、リモート・オブジェクトを見つける方法を調べる作業です。リモート・オブジェ
クト参照を取得するには、次の情報が必要です。

� オブジェクトの名前

� ネーム・サーバーが置かれている場所

EJBでは、初期オブジェクト名は EJBホーム・インタフェースの名前です。これは、Java 
Naming and Directory Interface（JNDI）を使用して見つけます。EJBの仕様では、EJB実装
はロケーティングの手段として JNDIインタフェースを使用する必要があります。

JNDIについてについてについてについて
JNDIは、ネーミング・サービスおよびディレクトリ・サービスとのインタフェースです。
たとえば、JNDIをファイル・システムへのインタフェースとして使用し、ディレクトリや
ディレクトリに置かれているファイルの検索に利用できます。あるいは、JNDIをネーミン
グ・サービスまたはディレクトリ・サービスへのインタフェースとして使用できます。たと
えば、LDAPなどのディレクトリ・プロトコルです。

この項では、JNDIを簡単に説明します。EJB仕様では、リモート・オブジェクトの名前によ
るロケーティングのために JNDIを使用するよう規定しています。

この項では、Oracle8iの EJBアプリケーションを作成するために知っておく必要のある
JNDIに関する情報の一部を説明します。 JNDI API（および SPI）仕様書を取得するには、
http://www.javasoft.com/products/jndiにアクセスします。

Sun Microsystemsは JNDIを javax.namingパッケージで提供します。このため、クライ
アント・コードで次のように指定し、これらのクラスをインポートする必要があります。

import javax.naming.*;

Oracle8i EJBサーバーでは、JNDIは OMG CosNamingサービスへのインタフェース（SPI
ドライバ）として使用されます。しかし、Oracle8i Server用に EJBを作成して配置するだけ
であれば、CosNamingをすべて知っている必要はなく、また JNDIもすべて知っている必
要はありません。 作業を開始するために必要な情報は、永続的に格納されるホーム・インタ
フェース・オブジェクトへのアクセスに使用する JNDIメソッドの使用方法と、JNDI 
Contextオブジェクトの環境の設定方法のみです。

この JNDIの項の残りで、EJBオブジェクトにアクセスするために必要な javax.naming
パッケージのデータ構造とメソッドを説明します。
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初期コンテキストの取得初期コンテキストの取得初期コンテキストの取得初期コンテキストの取得
JNDIを使用して、Contextオブジェクトを取得します。 取得する最初の Contextオブ
ジェクトは、Oracle8iが公開するコンテキストのルート・ネーミング・コンテキストにバイ
ンドされています。EJBホーム・インタフェースはデータベース内に公開され、ファイル・
システムに類似した階層構造で配列されます。 publishツールの詳細は、『Oracle8i Java 
Tools リファレンス』を参照してください。 

ルート・ネーミング・コンテキストを取得するには、次のように、新しい JNDI 
InitialContextを作成します。

Context initialContext = new InitialContext(environment);

environmentパラメータは Javaのハッシュ表です。表 2-2に、このハッシュ表内で設定で
きる、javax.naming.Contextに渡される 6つのプロパティを示します。

表表表表 2-2 コンテキストのプロパティコンテキストのプロパティコンテキストのプロパティコンテキストのプロパティ

プロパティプロパティプロパティプロパティ 目的目的目的目的

javax.naming.Context. 
URL_PKG_PREFIXES

URLコンテキスト・ファクトリ内にロードするときに使用
するパッケージ接頭辞のリストを指定する環境プロパティ。 
このプロパティには "oracle.aurora.jndi"という値を
使用する必要があります。

javax.naming.Context.
SECURITY_AUTHENTICATION

データベース接続のセキュリティの種類。 可能な値は次のと
おりです。

� oracle.aurora.sess_iiop.ServiceCtx.
NON_SSL_LOGIN

� oracle.aurora.sess_iiop.ServiceCtx.
SSL_CREDENTIAL

� oracle.aurora.sess_iiop.ServiceCtx.
SSL_LOGIN

� oracle.aurora.sess_iiop.ServiceCtx.
SSL_CLIENT_AUTH

javax.naming.Context.
SECURITY_PRINCIPAL

Oracle8iユーザー名。（例 : "SCOTT"）

javax.naming.Context.
SECURITY_CREDENTIALS

ユーザー名に対するパスワード。（例 : "TIGER"）

oracle.aurora.sess_iiop.
ServiceCtx.SECURITY_ROLE

接続のためのデータベース・ロールを指定するオプション
のプロパティ。 たとえば、"CLERK"という文字列を使用し
て、CLERKロールで接続します。

oracle.aurora.sess_iiop.
ServiceCtx.SSL_VERSION

クライアント側の SSLバージョン・ナンバー。
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JNDIおよび Oracle8iインスタンスへの接続の詳細は、第 5章「JNDI接続とセッション
IIOPサービス」を参照してください。

ホーム・インタフェース・オブジェクトの取得ホーム・インタフェース・オブジェクトの取得ホーム・インタフェース・オブジェクトの取得ホーム・インタフェース・オブジェクトの取得
初期参照コンテキストを取得した後、そのメソッドを起動して、EJBホーム・インタフェー
スへの参照を取得できます。そのためには、オブジェクトの公開されているフルパス名、オ
ブジェクトが置かれているホスト・システム、そのシステム上のリスナーの IIOPポート、
およびデータベース識別子（SID）がわかっている必要があります。これらの情報を EJB実
行者などから取得した後、次の構文を使用して URLを構成します。

<service_name>://<hostname>:<iiop_listener_port>:<SID>/<published_obj_name>

たとえば、TCP/IPホスト名が myHost、リスナー IIOPポートが 2481、システム識別子
（SID）が ORCLであるシステム上で /test/myEmployeeとして公開されている Beanの
ホーム・インタフェースへの参照を取得するには、URLを次のように構成します。

sess_iiop://myHost:2481:ORCL/test/myEmployee

IIOPリクエストのリスナー・ポートは、listener.oraファイルで設定されています。Oracle8i
のデフォルト値は 2481です。IIOP構成情報の詳細は『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照
してください。 IIOP接続の詳細は、第 5章「JNDI接続とセッション IIOPサービス」も参照
してください。

ホーム・インタフェースを取得するには、初期コンテキスト上で lookupメソッドを使用
し、パラメータとして URLを渡します。 たとえば、ホーム・インタフェースの公開された名
前が /test/myEmployeeの場合、次のようにコーディングします。

...
String ejbURL = "sess_iiop://localhost:2481:ORCL/test/myEmployee";
Hashtable env = new Hashtable();
env.put(javax.naming.Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
// Tell sess_iiop who the user is
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "SCOTT");
// Tell sess_iiop what the password is
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "TIGER");
// Tell sess_iiop to use non-SSL login authentication
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
// Lookup the URL
EmployeeHome home = null;
Context ic = new InitialContext(env);
home = (EmployeeHome) ic.lookup(ejbURL);
...
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EJBメソッドの起動メソッドの起動メソッドの起動メソッドの起動
Beanのホーム・インタフェースを取得後に、Beanの createメソッドの 1つを起動して
Beanをインスタンス化できます。 実行権限を付与する方法は、第 5章「JNDI接続とセッ
ション IIOPサービス」を参照してください。たとえば、次のようになります。

Employee testBean = home.create();

次に、EJBのメソッドを通常の方法で起動します。

int empNumber = 7499;
EmpRecord empRec = testBean.getEmployee(empNumber);

クライアント・アプリケーションの完全なコードを次に示します。

import employee.Employee;
import employee.EmployeeHome;
import employee.EmpRecord;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;

public class Client {

  public static void main (String [] args) throws Exception {

    String serviceURL = "sess_iiop://localhost:2481:ORCL";
    String objectName = "/test/myEmployee";
    int empNumber = 7499;   // ALLEN
    Hashtable env = new Hashtable();

    env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "scott");
    env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "tiger");
    env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);

    Context ic = new InitialContext(env);

    EmployeeHome home = 
      (EmployeeHome) ic.lookup(serviceURL + objectName);  // lookup the bean
    Employee testBean = home.create();   // create a bean instance
    EmpRecord empRec = 
              testBean.getEmployee(empNumber); // get the data and print it
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    System.out.println("Employee name is " + empRec.ename);
    System.out.println("Employee sal is  " + empRec.sal);
  }
}

EJBの配置の配置の配置の配置
EJB配置プロセスは、次のステップから成り立っています。

1. EJB開発者から Beanを取得します。 通常の場合、Beanをコンパイルし、ホーム・イン
タフェース、リモート・インタフェース、および Beanに依存するクラスなど、Beanと
その関連クラスを JARファイル（1つの Beanに対し 1つの JARファイル）にまとめま
す。

2. Beanごとに 1つの EJBディプロイメント・ディスクリプタを作成します。

3. Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタを作成します。

4. deployejbツールを実行します。次の作業が実行されます。

a. ディプロイメント・ディスクリプタと Bean JARファイルを読み込みます。

b. EJBディプロイメント・ディスクリプタに定義されている論理名を、既存の JNDI
名およびデータベース表にマップします。

c. Beanクラスを Oracle8iデータベースにロードします。

d. Beanホーム・インタフェースを公開します。

5. アプリケーション開発者に対し Beanリモート・インタフェースおよび公開されている
Beanの名前に関する必要な情報を知らせます。

注意注意注意注意 : 配置プロセスは、iASの場合も Oracle8i JVMの場合と同じです。 
配置用に適切なサーバーを指定するだけです。 中間層に配置するか、デー
タベース・バックエンドに配置するかを選択できます。 中間層に配置する
場合は、その層に iCacheまたは Oracle8i JVMをインストールする必要が
あります。 その後、インストール済み iCacheの URLまたは JVMの URL
をコマンドライン・ツールに渡します。
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配置の手順配置の手順配置の手順配置の手順
EJBをパッケージ化するためのフォーマットが EJB仕様により定義されています。 この項で
は、EJB開発者と EJB実行者が EJBのコンパイル、パッケージ化および配置を実行するス
テップを説明します。Oracle8iには、配置ツールとして deployejbが用意されており、こ
のツールにより EJBの配置に必要なステップの大部分が自動的に実行されます。 deployejb
ツールは、Beanを一度に 1つしか配置しません。 このツールについては、『Oracle8i Java 
Tools リファレンス』を参照してください。 

EJBを配置するには、次の 4つのステップに従ってください。

1. Beanのコードをコンパイルします。次のものが含まれます。

� ホーム・インタフェース

� リモート・インタフェース

� Bean実装

� Bean実装クラスが依存しているすべての Javaソース・ファイル（この依存性は通
常、Javaコンパイラにより検出されます）

標準のクライアント側コンパイラを使用して、Beanのソース・ファイルをコンパ
イルします。Beanは通常、1つ以上の Javaソース・ファイルから成り立っており、
また関連するリソース・ファイルが付属する場合があります。

Oracle8iでは、Sun Microsystemsの Java Developer's Kitバージョン 1.1.6または
1.2のコンパイラをサポートします。 また、JCKテスト済みの他の Javaコンパイラ
を使用して、Oracle8i Serverで実行する EJBを作成できる場合もあります。

2. EJB用の XMLディプロイメント・ディスクリプタを作成します。 ディプロイメント・
ディスクリプタの作成方法の詳細は、2-27ページの「プログラミングの制限事項」を参
照してください。

3. Oracleの配置マッピング・ファイルを作成します。

4. Beanのインタフェース部および実装部のクラス・ファイル（ホーム・インタフェース、
リモート・インタフェースおよび Bean実装）で構成される JARファイルを作成しま
す。他にも依存クラスおよびリソース・ファイルがある場合には、それらのクラスおよ
びファイルに対して別途 JARファイルを作成することをお薦めします。 この JARファイ
ルは、deployejbツールで入力ファイルとして使用されます。

5. deployejbコマンドライン・ツールを実行して、JARファイルにまとめられた Beanを
ロードし、公開します（deployejbの詳細は、『Oracle8i Java Tools リファレンス』を
参照してください）。 
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ディプロイメント・ディスクリプタの作成ディプロイメント・ディスクリプタの作成ディプロイメント・ディスクリプタの作成ディプロイメント・ディスクリプタの作成
EJB 1.1では、ディプロイメント・ディスクリプタの定義に XMLを使用します。 Sun 
Microsystemsは、Beanとアプリケーションの定義に必要なエントリを記述する DTDファ
イルを提供しています。 ディプロイメント・ディスクリプタは、論理名を含むように設計さ
れています。論理名は、Oracle8i JVMにロードされているオブジェクトの実際の名前と一致
するとは限りません。 これらの論理名は、Oracle用の配置マッピング・ファイルであるもう
1つの配置ファイルを介して既存の名前にマップされます。 Oracleの配置マッピング・ファ
イルでは、論理 Bean名を既存の JNDI名にマップし、コンテナ管理のエンティティ Beanの
フィールドを既存のデータベース列にマップできます。

また、XML配置ファイル内で実際の JNDI名やデータベース列名を使用すると、
deployejbにより Oracle配置マップ・ファイルが自動的に作成されます。 

次の例は、Employeeの例に必要なセクションを示しています。 この例では、Oracle配置
マップ・ファイル内の JNDI名にマップする、XMLディプロイメント・ディスクリプタ内の
論理名を使用しています。

例例例例 2-1 Employee Beanのののの XMLディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタ

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
   //EN" "ejb-jar.dtd">
<ejb-jar>
   <enterprise-beans>
      <session>
         <description>Session Bean Employee Example</description>
         <ejb-name>Employee</ejb-name>
         <home>employee.EmployeeHome</home>
         <remote>employee.Employee</remote>
         <ejb-class>employee.EmployeeBean</ejb-class>
         <session-type>Stateful</session-type>
         <transaction-type>Container</transaction-type>
      </session>
   </enterprise-beans>
   <assembly-descriptor>
      <security-role>
         <description>Public</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>

注意注意注意注意 : この章の説明はセッション Beanを対象としているため、ここでは
セッション Beanに関連するフィールドについてのみ説明します。 XML要
素の詳細は、付録 A「XMLディプロイメント・ディスクリプタ」、または
http://www.javasoft.comにある EJB 1.1仕様書の「Deployment 
Descriptor」を参照してください。
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      </security-role>
      <method-permission>
         <description>public methods</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
         <method>
            <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
      </method-permission>
      <container-transaction>
         <description>no description</description>
         <method>
            <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
         <trans-attribute>Supports</trans-attribute>
      </container-transaction>
    </assembly-descriptor>
</ejb-jar>

次の項では、XMLディプロイメント・ディスクリプタの各部分について説明します。

XMLバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバー
<?xml version="1.0"?>

DTDファイル名ファイル名ファイル名ファイル名
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
//EN" "ejb-jar.dtd">

JARファイルファイルファイルファイル
最初に宣言される要素は、<ejb-jar>要素です。 この要素内で、<enterprise-beans>
および <assembly-descriptor>という 2つのセクションを定義します。 
<enterprise-beans>セクションでは、Beanを定義します。 <assembly-descriptor>
セクションでは、アプリケーションのセキュリティ属性とトランザクション属性を定義しま
す。

<ejb-jar>                            //Start of JAR file descriptor
 <enterprise-beans>                  //EJB Descriptor section
 ...                                 //Bean definition
 </enterprise-beans>
 <assembly-descriptor>               //Application Descriptor section
 ...                                 //Transaction and security definition
 </assembly-descriptor>
</ejb-jar>
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Enterprise JavaBeansの要素の要素の要素の要素
Beanは、<enterprise-beans>要素内で記述されます。 この要素には、Beanの種類、
ホーム・インタフェース名、リモート・インタフェース名および Beanのクラス名などの情
報が含まれています。 

後述のセグメントの内容は、次のとおりです。

� Beanはセッション Beanで、<session>要素で示されています。

� この Beanの論理名は Employeeで、<ejb-name>要素内で定義されています。

� ホーム、リモートおよび Beanクラス名は employeeパッケージ内にあり、それぞれ
EmployeeHome、Employeeおよび EmployeeBeanです。

� Oracle8i JVM内のセッション Beanは、すべてステートフルです。

� トランザクションは、Beanではなくコンテナにより管理されます。

   <enterprise-beans>
      <session>
         <description>Session Bean Employee Example</description>
         <ejb-name>Employee</ejb-name>
         <home>employee.EmployeeHome</home>
         <remote>employee.Employee</remote>
         <ejb-class>employee.EmployeeBean</ejb-class>
         <session-type>Stateful</session-type>
         <transaction-type>Container</transaction-type>
      </session>
   </enterprise-beans>

アセンブリ・ディスクリプタの要素アセンブリ・ディスクリプタの要素アセンブリ・ディスクリプタの要素アセンブリ・ディスクリプタの要素
<assembly-descriptor>要素では、アプリケーションのセキュリティ属性とトランザク
ション属性を記述します。 

� セキュリティのために、このアプリケーションで使用するロールを <security-role>
要素内で定義する必要があります。 これらのロールは、<method-permission>要素
内で Beanの特定のメソッドに割り当てます。 この例では、Employee Beanにより
PUBLIC内ですべてのメソッドにアクセスできるようになります。

� トランザクションの場合は、<container-transaction>要素内で、各メソッドに必
要なトランザクション・サポートのタイプを定義します。 この例では、すべてのメソッ
ドに Supportsトランザクション属性を必須としています。

   <assembly-descriptor>
      <security-role>
         <description>Public</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
      </security-role>
      <method-permission>
         <description>public methods</description>
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         <role-name>PUBLIC</role-name>
         <method>
            <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
      </method-permission>
      <container-transaction>
         <description>no description</description>
         <method>
            <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
         <trans-attribute>Supports</trans-attribute>
      </container-transaction>
    </assembly-descriptor>

Oracle配置マップ・ファイルの作成配置マップ・ファイルの作成配置マップ・ファイルの作成配置マップ・ファイルの作成
実際の JNDI名を <ejb-name>内で宣言していれば、Oracle配置マップ・ファイルを作成
する必要はありません。 この例では、XML配置ファイル内で論理名 Employeeを使用しま
した。 また、Employeeの JNDI名は /test/EmployeeBeanです。 

Oracle配置マップ・ファイルの構造は、次のとおりです。

1. XMLのバージョンと DTDファイルを表すヘッダー

2. JNDI名にマップされる EJB論理名

この例では、<ejb-name>内で定義されている論理名 Employeeは、<jndi-name>
要素内の /test/EmployeeBeanにマップされます。

3. この Beanを実行するアイデンティティ

a. <run-as>要素では、<mode>要素内で、Beanを実行するアイデンティティを定義
しています。 可能な値は、次のとおりです。

� CLIENT_IDENTITY — Beanはクライアントのユーザーとして実行されます。

� SPECIFIED_IDENTITY — Beanはここで、指定したアイデンティティとして実行さ
れます。 このアイデンティティは、<security-role>要素内で定義されます。 詳
細は、付録 A「XMLディプロイメント・ディスクリプタ」を参照してください。

� SYSTEM_IDENTITY — Beanはサーバーに対する DBAまたは ROOTで実行されま
す。 Oracle8i Serverの場合、Beanは SYSで実行されます。

b. <run-as>要素の下位の <method>要素では、<mode>アイデンティティーに基づ
いて実行されるメソッドが定義されます。 

この例では、EmployeeBean内のメソッドがすべてクライアントのユーザーとして実
行されます。
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例例例例 2-2 Employee 用の用の用の用の Oracle配置マップ・ファイル配置マップ・ファイル配置マップ・ファイル配置マップ・ファイル

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE oracle-descriptor PUBLIC "-//Oracle Corporation.//DTD Oracle 1.1//EN"
"oracle-ejb-jar.dtd">
<oracle-descriptor>
  <mappings>
    <ejb-mapping>
      <ejb-name>Employee</ejb-name>
      <jndi-name>/test/EmployeeBean</jndi-name>
    </ejb-mapping>
  </mappings>
  <run-as>
    <description>no description</description>
    <mode>CLIENT_IDENTITY</mode>
    <method>
      <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name>
      <method-name>*</method-name>
     </method>
  </run-as>
</oracle-descriptor>

JARファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成
deployejbコマンドライン・ツールで、Beanにアクセスする際にクライアント側で使用す
る JARファイルを作成します。 

 deployejb -user scott -password tiger -service sess_iiop://dbserver:2481:orcl \
  -descriptor employee.xml -oracledescriptor oracle_employee.xml \
  -temp /tmp/ejb -generated empClient.jar employee.jar

deployejbツールで実行されるタスクの 1つは、必要なスタブとスケルトンを含む JAR
ファイルを作成することです。このファイルは、クライアントにより実行時に使用されま
す。 XMLディプロイメント・ディスクリプタ内の <ejb-client-jar>要素で JARファイ
ル名を指定しなければ、この JARファイルのデフォルト名は server_generated.jarと
なります。この JARファイルは、クライアントで実行できるように CLASSPATHに挿入する
必要があります。

注意注意注意注意 : アプリケーションで Bean間にメソッドの循環参照を使用する場合
は、まず loadjavaを使用して参照される Beanをロードしてから、JAR
ファイルに対して deployejbを起動する必要があります。 メソッドの循
環参照とは、Bean Aのメソッドが Bean Bのメソッドを参照し、Bean Bの
メソッドが Bean Aのメソッドを参照する場合のことです。両者が異なる
メソッドであっても、データベースにロード済みの参照先 Beanが見つか
らなければ、ロードの解決が失敗します。 loadjavaを使用して Bean Bを
ロードすると、ロード時に正常に解決されます。 
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ホーム・インタフェースの公開ホーム・インタフェースの公開ホーム・インタフェースの公開ホーム・インタフェースの公開
Bean提供者は、クライアントが Beanを見付け出して活性化できるようにするため、Bean
のホーム・インタフェースを JNDI lookupから利用可能にする必要があります。 ただし、
deployejbコマンドライン・ツールを使用して JARファイルを作成すると、このツールに
より、JNDIネームスペースにある Beanは Oracle配置マッピング・ファイル内で指定した
<jndi-name>要素名で公開されます。

EJBの削除の削除の削除の削除
データベースから EJBを削除するには、次のようにします。

� dropjavaツールを実行して、データベースからクラスを削除します。Beanのクラス・
ファイルが収められている元の Bean JARファイルを指定します。

� セッション・シェル・ツールを使用して、オブジェクト名前空間から Beanのホーム・
インタフェース名を削除します。

dropjavaおよびセッション・シェル・ツールの詳細は、『Oracle8i Java Tools リファレン
ス』を参照してください。

例の実行例の実行例の実行例の実行
この例を実行するには、クライアント側の JVMを使用してクライアント・クラスを実行し
ます。この例では、javaコマンドに次のものが組み込まれるよう、CLASSPATHを設定す
る必要があります。

� 標準 Javaライブラリ・アーカイブ（classes.zip）

� Javaの vbjapp.jarおよび vbjorb.jarの場合は VisiBrokerのものなど、クライアン
トの ORBで使用するクラス・ファイル

� Oracle8iに付属の JARファイル、mts.jarおよび aurora_client.jar

JDBCを使用している場合は、次の JARファイルのどちらか一方を含めます。

� JDBC 1.1サポート用の classes111.zip

� JDBC 1.2サポート用の classes12.zip

SSLを使用している場合は、次の JARファイルのどちらか一方を含めます。

� SSL 1.1サポート用の javax-ssl-1_1.jarおよび jssl-1_1.jar

� SSL 1.2サポート用の javax-ssl-1_2.jarおよび jssl-1_2.jar

これらのライブラリは、インストールした Oracleホーム・ディレクトリの下の libおよび
jlibディレクトリにあります。 

JDKの javaコマンドを次のように起動すると、この例が実行されます。 
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% java -classpath .:$(ORACLE_HOME)/lib/aurora_client.jar |
:$(ORACLE_HOME/lib/mts.jar |
:$(ORACLE_HOME)/jdbc/lib/classes111.zip: |
$(ORACLE_HOME)/lib/vbjorb.jar: |
$(ORACLE_HOME)/lib/vbjapp.jar:$(JDK_HOME)/lib/classes.zip |

Client |
sess_iiop://localhost:2481:ORCL |
/test/myEmployee |
scott tiger 

プログラミングの制限事項プログラミングの制限事項プログラミングの制限事項プログラミングの制限事項
EJB 1.1仕様には、次のプログラミング上の制限事項があります。EJBクラスのメソッドを実
装するときにはこれらの事項に従う必要があります。

� EJBは、新しいスレッドの開始も、実行中のスレッドの終了もしないようにする必要が
あります。カレント・リリースでは、EJBが新しいスレッドを開始した場合に例外は発
生しませんが、ORB内のローカル・スレッド・オブジェクトとの相互作用により、アプ
リケーションの動作は予測できないものになります。

� EJBでは、スレッド同期の基本機能は使用できません。

� EJBでトランザクションのデマーケートに使用できるのは、
javax.Transaction.UserTransactionインタフェースのみです。 

� EJBでは、java.security.Identityの変更はできません。変更しようとすると、
java.security.SecurityExceptionが発生します。

� EJBでは、JDBCのコミット・メソッドおよびロールバック・メソッドを使用すること
も、SQLJや JDBCを使用して直接 SQLコミット・コマンドまたはロールバック・コマ
ンドを発行することもできません。

EJB1.1仕様では、「EJBでは、読取りおよび書込み両用の staticフィールドを使用できませ
ん。読取り専用の staticフィールドのみが使用できます。したがって、すべての static
フィールドは finalと宣言する必要があります。」と規定されています。これは、Oracle8i特
有の制限事項ではありません。

注意注意注意注意 : UNIXシェル変数 $ORACLE_HOMEは、Windows NTでは
%ORACLE_HOME%と表される場合があります。JDK_HOMEは、Java 
Development Kit（JDK）のインストール先ディレクトリです。
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デバッグ手法デバッグ手法デバッグ手法デバッグ手法
Java IDEおよび JVMがリモート・デバッグをサポートするようになるまで、CORBAのク
ライアントおよびサーバー・コードのデバッグに、いくつかの代替手法を使用できます。

1. Javaアプリケーションのデバッグには JDeveloperを使用します。JDeveloperには、
Oracle8i JVMのデバッグ機能を使用するユーザー・インタフェースが用意されていま
す。JDeveloperのデバッガを使用すると、データベースにロードされたオブジェクトを
正常にデバッグできます。手順については、JDeveloperのドキュメントを参照してくだ
さい。

2. サーバー上で実行されるオブジェクトのデバッグには、事前に公開された DebugAgent
オブジェクトを使用します。 詳細は、2-29ページの「デバッグ・エージェントを使用し
たサーバー・アプリケーションのデバッグ」を参照してください。

3. 単一のマシン上で ORBトレース機能を使用して、スタンドアロン ORBデバッグを実行
します。

クライアントとサーバーの両方を単一プロセスの単一アドレス空間に配置してデバッグ
します。クライアントまたはサーバーのデバッグに IDEを使用するかどうかは任意です
が、使用することをお薦めします。

4. Oracle8iトレース・ファイルを使用します。

クライアントでは、System.out.println()の出力が画面に出力されます。ただし、
Oracle8i ORBでは、すべてのメッセージはサーバーのトレース・ファイルに出力されま
す。トレース・ファイルのディレクトリは、データベース初期化ファイル内でパラメー
タとして指定されています。製品がデフォルトで $ORACLE_BASEという名前のディレ
クトリにインストールされている場合、トレース・ファイルは次のように示されます。

${ORACLE_BASE}/admin/<SID>/bdump/ORCL_s000x_xxx.trc

ただし、ORCLは SIDであり、x_xxxはプロセス ID番号を表します。Oracleインスタ
ンスを起動した後にトレース・ファイルを削除しないでください。削除すると、トレー
ス・ファイルには何も出力されません。トレース・ファイルを削除する場合には、いっ
たん停止し、それからサーバーを再起動してください。

5. 単一の Oracle MTSサーバーの使用。

デバッグの場合に限り、INITSID.ORAファイル内のMTS_SERVERSパラメータを
MTS_SERVERS = 1に設定し、MTS_MAX_SERVERSを 1に設定してください。複数の
MTSサーバーをアクティブにしておくと、サーバー・プロセスごとにトレース・ファイ
ルが開かれるので、複数のセッションでオブジェクトが活性化されると複数のトレー
ス・ファイルにメッセージが分散します。 

6. printbackの例を使用して System.outをリダイレクトします。この例は、デモ・ディレ
クトリ demo/examples/corba/basic/printbackにあります。
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デバッグ・エージェントを使用したサーバー・アプリケーションのデバッグデバッグ・エージェントを使用したサーバー・アプリケーションのデバッグデバッグ・エージェントを使用したサーバー・アプリケーションのデバッグデバッグ・エージェントを使用したサーバー・アプリケーションのデバッグ
デバッグ環境の設定手順の詳細は、『Oracle8i Java開発者ガイド』を参照してください。た
だし、DBMS_JAVAプロシージャを使用してデバッグ・エージェントを起動する方法が記載
されています。 CORBAアプリケーションでは、デバッグ・エージェントの起動、停止およ
び再起動に oracle.aurora.debug.DebugAgentクラスのメソッドを使用できます。これ
らのメソッドの機能は、DBMS_JAVAの同等のメソッドとまったく同じです。 

public void start( java.lang.String host, int port, long timeout_seconds) 
throws DebugAgentError

public void stop() throws DebugAgentError
public void restart(long timeout) throws DebugAgentError

例例例例 2-3 サーバー上でのサーバー上でのサーバー上でのサーバー上での DebugAgentの起動の起動の起動の起動

次の例は、サーバー上に存在するオブジェクトのデバッグ方法を示しています。 最初に、
debugproxyコマンドライン・ツールによってデバッグ・プロキシを起動する必要がありま
す。 この例では、debugproxyに対して、デバッグ・エージェントによる接続時に jdbデ
バッガを起動するように通知します。 

このコマンドの実行後に、デバッグ対象のオブジェクトを検索するクライアントを起動し、
「/etc/debugagent」として事前に公開されている DebugAgentを検索し、DebugAgent
を起動します。 

DebugAgentの起動後は、debugproxyにより jdbデバッガが起動し、ブレーク・ポイント
を設定できます。DebugAgentがタイムアウトになるまでの期間を指定しているため、最初
にすべてのスレッドを一時停止する必要があります。次に、すべてのブレーク・ポイントを
設定してから再開します。これにより、実行する準備ができるまでタイムアウトが一時停止
されます。
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tstHost上のプロキシ・ウィンドウ

% debugproxy -port 2286 start jdb -password
. (wait until a debug agent starts up and
.  contact this proxy... when it does, jdb
.  starts up automatically and you can set 

クライアント・コード

main( ... )
{
 //retrieve the object that you want to debug
 Bank b = (Bank)ic.lookup(sessURL + "/test/Bank");

 DebugAgent dbagt = (DebugAgent)ic.lookup(svcURL + "/etc/debugagent");
 //start the debug agent and give the proxy host, port, and a timeout 
 dbagt.start("tstHost",2286,30);

 //lookup debugagent from JNDI

.  breakpoints and debug the object, as follows:)
> suspend

 ...
 //execute methods within Bank)
 ...
 //stop the agent when you want to 
  dbagt.stop();
 //restart the agent when you want to
 dbagt.restart(30);

> load SCOTT:Bank
> stop in Bank:updateAccount
> resume
> ...
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IIOPアプリケーションの構成アプリケーションの構成アプリケーションの構成アプリケーションの構成

IIOPベース・アプリケーションを構成するには、それが EJBアプリケーションか CORBA
アプリケーションかに関係なく、セッション・ベースの IIOP通信用に適切なリスナーと
MTSサーバーを構成する必要があります。IIOPベース・アプリケーションの構成処理には、
データベースとネットワークの構成が含まれます。この章では、これらの要素について説明
します。 

� 概要 

� Oracle8i標準インストールまたは最小インストール

� Oracle8iカスタム・インストール

� 手動インストールおよび構成

� 高度な構成に関するオプション
構成 3-1



概要
概要概要概要概要
クライアントは、Internet Inter-ORB Protocol（IIOP）接続を介して、データベース内の EJB
アプリケーションおよび CORBAアプリケーションにアクセスします。IIOPは、TCP/IPを
介した General Inter-ORB Protocol（GIOP）の実装です。データベースと通信する CORBA
クライアントまたは EJBクライアントとの IIOP接続では、次の場合を除き、必ずデータ
ベース上および Net8リスナー内に IIOPを構成する必要があります。

� 接続するリスナーがデータベースと同じノード上にある場合

� 使用するデータベースが汎用ディスパッチャとして構成されている場合

� 3-15ページの「動的なリスナー・エンドポイント登録」で説明する動的登録ツールを使
用して、リスナーで IIOP要求を管理できるようにする場合

それ以外の場合は、データベースとリスナーを次のように構成する必要があります。

データベースでは、プレゼンテーションを介して、受信したリクエストがサポートされま
す。プレゼンテーション・プロトコルには、アプリケーション層およびセッション層が対応
できる形式でデータが表現されていることを確認する役割があります。リスナーとディス
パッチャの両方で、構成されるプレゼンテーションに基づいて、受信ネットワーク・リクエ
ストが受け付けられます。IIOPの場合は、GIOPプレゼンテーションが構成されます。 

エンティティエンティティエンティティエンティティ 説明説明説明説明 構成ツール構成ツール構成ツール構成ツール

データベース IIOP接続をサポートするには、GIOP用の
データベースをMTSモードで構成する必要が
あります。

Database Configuration 
Assistantを使用して、IIOP
用にデータベースのMTSデ
スパッチャを構成します。こ
のツールは、Oracle8iを通常
インストールまたはカスタ
ム・インストールすると、同
時に起動されます。

Net8リスナー IIOP接続をサポートするには、定義済のポー
ト 2481または 2482で IIOP接続を受信するよ
うに Net8リスナーを構成する必要がありま
す。

Net8 Assistantを使用して、
IIOP用に Net8リスナーを構
成します。

注意注意注意注意 : セキュリティ上の理由から、IIOP接続でセキュア・ソケット・レ
イヤー（SSL）を使用するかどうかを決定する必要があります。 

� SSLの情報は、6-3ページの「セキュア・ソケット・レイヤー（SSL）
の使用」を参照してください。 

� SSLの構成方法の詳細は、3-17ページの「EJBおよび CORBA用の SSL
の構成」を参照してください。
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Oracle8i標準インストールまたは最小インストール
IIOP接続用の構成は、次の 3つの方法のいずれかで実行できます。

� Oracle8i標準インストールまたは最小インストール — Oracle8iを標準インストールまた
は最小インストールすると、データベースおよびリスナーの両方に対して、セッショ
ン・ベースの非 SSL IIOP接続が構成されます。

� Oracle8iカスタム・インストール — Oracle8iのカスタム・インストール時に Oracle8i 
JVMオプションを選択すると、データベースに対してセッション・ベースの非 SSL 
IIOP接続が構成されます。リスナーに対して IIOP接続を構成するには、Net8 Assistant
を起動する必要があります。

� 手動インストールおよび構成 — initjvm.sqlスクリプトを起動して Oracle8i JVMを
インストールする場合、IIOP 接続を手動で構成する必要があります。どの構成も、
Database Configuration Assistantおよび Net8 Assistantを直接起動するか、または様々
な初期化パラメータ・ファイルを編集して手動で実行できます。 

Oracle8i標準インストールまたは最小インストール標準インストールまたは最小インストール標準インストールまたは最小インストール標準インストールまたは最小インストール
サーバーの標準インストール時に、Oracle8i JVMがインストールされ、構成されます。非
SSL TCP/IPを使用したリスナーを介して、セッション・ベースの IIOP接続を行うMTS
データベースの構成が自動的に受信されます。 

標準インストールが完了すると、データベース初期化ファイルに次の行が追加されます。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

Advanced Security Optionをインストールしており、SSLベースの TCP/IP接続を構成する
場合は、データベース初期化ファイルを編集して、次の行のハッシュ記号（#）を削除しま
す。

mts_dispatchers="(protocol=tcps)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

さらに、IIOP用にリスナーが構成されます。次のコードが、listener.oraファイルに追
加されます。

istener=
(description_list =

(description=
(address=(...)
(protocol_stack=

注意注意注意注意 : （protocol=tcps）属性は、接続が SSLを使用できると識別しま
す。
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(presentation=GIOP)
(session=RAW)

)
)

)

接続の構成後、ホスト名、ポート番号等が組み込まれた URLを使用してクライアントから
リクエストが送信されます。URLでは、リスナーを特定する情報に加えて、SIDまたはデー
タベース・サービス名が指定されます。URLの構文は次のとおりです。 

session_iiop://<hostname>/:<portnumber>/:<SID | service_name>

Oracle8iカスタム・インストールカスタム・インストールカスタム・インストールカスタム・インストール
Database Configuration Assistantでカスタム・インストールを実行するときに Oracle8i JVM
オプションを選択すると（図 3-1を参照してください）、非 SSL TCP/IPを使用してセッショ
ン・ベースの IIOP接続を行うMTSデータベースが構成されます。

注意注意注意注意 : カスタム・インストールで標準インストールまたは最小インス
トール時と同じオプションを選択した場合は、3-3ページの「Oracle8i標
準インストールまたは最小インストール」に定義されているものと同じ構
成になります。
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図図図図 3-1 Oracle8i JVMオプションの選択オプションの選択オプションの選択オプションの選択

この画面のように選択すると、データベース初期化ファイルに次の行が追加されます。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

Advanced Security Optionをインストールしており、SSLベースの TCP/IP接続を構成する
場合は、データベース初期化ファイルを編集して、次の行のハッシュ記号（#）を削除しま
す。

mts_dispatchers="(protocol=tcps)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

インストールの完了後、Net8 Assistantを起動して、IIOP接続用のリスナーを構成する必要
があります。 

注意注意注意注意 : （protocol=tcps）属性は、接続が SSLを使用できると識別しま
す。
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Net8 Assistant
Net8 Assistantでは、リスナーの設定を変更できます。Net8 Assistantを使用してリスナー
を構成する手順を、簡単に説明します。詳細な説明は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参
照してください。

1. Net8 Assistantを起動します。

� UNIXでは、$ORACLE_HOME/binで netasstを実行します。

� Windows NTでは、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Network Administration」>「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータ・シートで、「Local」>「Listeners」を開きます。

リスナー・ロケーションのパネルが表示されます（図 3-2を参照してください）。
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図図図図 3-2 IIOPリスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成

3. 「LISTENER」を選択します。

4. 右ペインのリストで、「Listening Locations」を選択します。

5. 「Protocol」プルダウン・リストから「TCP/IP」または「TCP/IP with SSL」を選択しま
す。

6. 「Host」フィールドにデータベースのホスト名を入力します。
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7. プロトコルに「TCP/IP」を選択した場合は、「Port」フィールドに 2481と入力します。
「TCP/IP with SSL」を選択した場合は、2482と入力します。

8. 「Dedicate this endpoint to IIOP connections」チェック・ボックスを選択します。 

9. 「File」>「Save Network Configuration」を選択します。

次のコードが、listener.oraファイルに追加されます。

listener=
(description_list =

(description=
   (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=2481))))  

(protocol_stack=
(presentation=GIOP)
(session=RAW)

)
)

)

接続の構成後、ホスト名、ポート番号等が組み込まれた URLを使用してクライアントから
リクエストが送信されます。URLでは、リスナーを特定する情報に加えて、SIDまたはデー
タベース・サービス名が指定されます。URLの構文は次のとおりです。 

session_iiop://<hostname>/:<portnumber>/:<SID | service_name>

手動インストールおよび構成手動インストールおよび構成手動インストールおよび構成手動インストールおよび構成
通常インストールまたはカスタム・インストール時のオプションを使用して Oracle8i JVM
をインストールしたのでなければ、initjvm.sqlスクリプトを使用して、Oracle8i JVMを
既存のデータベースに追加できます。このスクリプトの詳細は、『Oracle8i Java開発者ガイ
ド』を参照してください。 

Oracle8i JVMをインストールすると、Database Configuration Assistantまたは Net8 
Assistantを使用するか、初期化ファイルを手動で編集して、IIOP接続を構成できます。 

ツールを使用して構成する場合ツールを使用して構成する場合ツールを使用して構成する場合ツールを使用して構成する場合
1. Database Configuration Assistantを使用して IIOP用のデータベースを構成します。

Database Configuration Assistantを起動するには、次の操作を実行します。 

� UNIXでは、$ORACLE_HOME/binで dbassistを実行します。

� Windows NTでは、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Database Administration」>「Database Configuration Assistant」を選択します。
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Database Configuration Assistantの起動後、Oracle8i JVMオプションを選択します。こ
の処理による初期化ファイルへの影響は、3-4ページの「Oracle8iカスタム・インス
トール」を参照してください。

2. Net8 Assistantを使用して IIOP用のリスナーを構成します。このステップは、3-6ペー
ジの「Net8 Assistant」で説明しています。

初期化ファイルを編集して構成する場合初期化ファイルを編集して構成する場合初期化ファイルを編集して構成する場合初期化ファイルを編集して構成する場合
データベースのプレゼンテーション層では、クライアントからデータベースにアクセスする
際に使用する接続のタイプが識別されます。 GIOPプレゼンテーションを識別するには、
セッション・ベースの IIOP接続用の構成である oracle.aurora.server.SGiopServer
を使用します。EJBアプリケーションおよび CORBAアプリケーションは、複数のセッショ
ン内でオブジェクトを活性化できます。そのクライアントが開始した単一のセッション内の
オブジェクトに限定されません。これらの接続は、セッション IIOP、標準 IIOP両方のセマ
ンティクスで識別されます。 

IIOP接続を構成するには、次の初期化ファイルで GIOPプレゼンテーションを指定します。 

1. データベース初期化ファイルで IIOP接続を構成します。MTS_DISPATCHERSパラメー
タの PRESENTATION属性を設定します。 

この項では、MTS_DISPATCHERSパラメータの PRESENTATION属性のみを説明しま
す。 MTS構成の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。 

2. IIOP接続用の Net8リスナーを構成します。

次に、この 2つのステップを詳しく説明します。

1. データベース初期化ファイルを介したデータベース初期化ファイルを介したデータベース初期化ファイルを介したデータベース初期化ファイルを介した IIOP接続の構成接続の構成接続の構成接続の構成
データベース内で IIOP接続を構成するのに、データベース初期化ファイルを手動で編集で
きます。

MTS_DISPATCHERSパラメータの構文は次のとおりです。

mts_dispatchers="(protocol=tcp | tcps) 
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

MTS_DISPATCHERの属性は次のとおりです。
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手動インストールおよび構成
たとえば、非 SSL TCP/IPを使用し、リスナーを介してセッション・ベースの IIOP接続を
行うMTSを構成するには、データベース初期化ファイルに次の行を追加します。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

2. 着信接続要求用のリスナーの構成着信接続要求用のリスナーの構成着信接続要求用のリスナーの構成着信接続要求用のリスナーの構成
各リスナーは予約済みのポート番号上でリスニングするように構成され、クライアントはこ
のポート番号を使用してリスナーと通信します。CORBAおよび EJBをサポートするには、
ポート 2481または 2482のいずれかで IIOPクライアントをリスニングするようにリスナー
を構成する必要があります。

リスナーは、Net8 Assistantを使用して構成するか、または listener.oraファイルで手
動で構成します。Net8 Assistantを使用する方法をお薦めします。Net8 Assistantの詳細は、
3-6ページの「Net8 Assistant」を参照してください。

リスナーを手動で構成するには、listener.oraファイルのリスナーの DESCRIPTIONパ
ラメータを変更する必要があります。 

LISTENER.ORA DESCRIPTIONパラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更パラメータの変更  GIOPリスニング・アドレスを使用するリス
ナーを構成する必要があります。次の例では、ポート番号 2481を使用する非 SSL TCP/IP
用の GIOPプレゼンテーションの構成を示します。SSLを使用しない場合はポート 2481を
使用し、SSLを使用する場合はポート 2482を使用します。 

属性属性属性属性 説明説明説明説明

PROTOCOL（PROまたは PROT） TCP/IPまたは SSLを使用する TCP/IPを指定します。
このプロトコルに対してディスパッチャにより、リスニ
ング・エンドポイントが生成されます。

有効な値 :　TCP（TCP/IPの場合）または TCPS（SSL
を使用する TCP/IPの場合）

PRESENTATION（PREまたは
PRES）

GIOPのサポートを使用可能にします。GIOPプレゼン
テーションには次の値を指定します。

� セッション・ベースの GIOP接続の場合、
oracle.aurora.server.SGiopServerです。 こ
のプレゼンテーションは、TCP/IPおよび SSLを使
用する TCP/IPで有効です。

注意注意注意注意 : データベース初期化ファイル内に複数のMTS_DISPATCHERSを
構成する場合、各MTS定義をファイル中のまとまった位置に置く必要が
あります。複数のMTS_DISPATCHER定義の間に別の構成パラメータを
定義しないでください。 
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高度な構成に関するオプション
GIOPの場合、sales-serverに対する IIOP接続を構成するときに、PROTOCOL_STACK
パラメータが DESCRIPTIONに追加されます。

listener=
  (description_list=
   (description=
     (address=(protocol=tcp)(host=sales-server)(port=2481))  
     (protocol_stack=
        (presentation=giop)
        (session=raw))))

次の表は、各 GIOPパラメータの定義を示します。

高度な構成に関するオプション高度な構成に関するオプション高度な構成に関するオプション高度な構成に関するオプション
� データベースのリスナーとディスパッチャ

� 動的なリスナー・エンドポイント登録

� ディスパッチャへの直接接続

� EJBおよび CORBA用の SSLの構成

属性属性属性属性 説明説明説明説明

PROTOCOL_STACK 接続に関するプレゼンテーション層およびセッション
層の情報を識別します。

(PRESENTATION=GIOP) IIOPクライアント用の GIOPプレゼンテーションを
識別します。 GIOPは TCP/IPを使用して
oracle.aurora.server.SGiopServer をサポー
トします。

 (SESSION=RAW) セッション層を識別します。IIOPクライアントの場
合、特定のセッション層はありません。

(ADDRESS=...) ポート 2481（SSLを使用しない場合）またはポート
2482（SSLを使用する場合）のいずれかに、TCP/IP
を使用するリスニング・アドレスを指定します。SSL
を使用しない場合はプロトコルに TCPを、SSLを使
用する場合は TCPSを定義します。
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高度な構成に関するオプション
データベースのリスナーとディスパッチャデータベースのリスナーとディスパッチャデータベースのリスナーとディスパッチャデータベースのリスナーとディスパッチャ
図 3-3は、リスナーとディスパッチャの対話の仕組みと、Oracle8i ORBセッションが起動さ
れる仕組みを示しています。

図図図図 3-3 リスナーとディスパッチャの対話リスナーとディスパッチャの対話リスナーとディスパッチャの対話リスナーとディスパッチャの対話

1. データベースの起動時に、ディスパッチャはそれ自体をリスナーに登録します。 

2. クライアントが、宛先としてリスナーの URLアドレスを指定してメソッドを起動しま
す。 

3. リスナーが、ディスパッチャのアドレスを通知する LOCATION_FORWARD応答を、
クライアントの ORBレイヤーに送信します。これにより、要求が適切なディスパッ
チャにリダイレクトされます。

4. 基礎となる ORBランタイム・レイヤーは、初期要求をディスパッチャに再送します。
それ以後のすべてのメソッドの起動は、ディスパッチャに向けられます。リスナーは通
信に関与しなくなります。

注意注意注意注意 : クライアントは、クライアントのために行なわれる、ORBランタ
イム・レイヤーで実行されるリダイレクションのロジックを認識しませ
ん。

 クライアントクライアントクライアントクライアント

リスナー 

Oracle8i

ディスパッチャ

LOCATION_FORWARD

セッション・

SGA

セッション状態

セッション状態
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起動時に登録1

2

3

4

メモリー
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高度な構成に関するオプション
受信した要求が共有サーバー・サービスにより検査され、既存セッションに関するものかど
うかが確認されます。既存セッションに関する要求の場合は、指定されたセッションに転送
されます。そうでない場合は、サービスにより要求のための新規データベース・セッション
が作成され、セッション中に ORBが活性化されます。このセッションは、Net8着信接続要
求に対して作成されたデータベース・セッションにきわめて類似しています。このセッショ
ンで ORBでは、受信 IIOPメッセージの読込み、クライアント認証、対応するサーバー側オ
ブジェクトの検索と活性化処理が実行され、接続したクライアントにリプライするために必
要に応じて IIOPメッセージが送信されます。クライアントからの後続のメッセージは、既
存のセッションに向けられます。 

リスナーの構成時には、Net8接続と IIOP接続のリスニング・エンドポイントとして個別の
ポートを構成する必要があります。同様に、エンドポイントにセキュア・ソケット・レイ
ヤー（SSL）を使用する場合は、SSLを使用できる IIOPエンドポイント用の別個のエンドポ
イントも必要です。IIOPと SSLを使用する接続の詳細は、6-3ページの「セキュア・ソケッ
ト・レイヤー（SSL）の使用」を参照してください。

受信した要求の処理受信した要求の処理受信した要求の処理受信した要求の処理
データベース管理者は、GIOPを使用できるディスパッチャを使用してMTSサーバーを構成
します。また、管理者はこのディスパッチャがデータベース起動時に登録するリスナーを構
成します。

データベースの起動時に、すべてのディスパッチャは同じデータベース初期化ファイル内で
構成されているリスナーすべてに登録します。ただし、IIOPクライアントが要求を起動する
と、リスナーは GIOPディスパッチャへの要求のリダイレクトまたは汎用ディスパッチャへ
の接続の受渡しのみを行います。 

この動作の詳細は、次の項を参照してください。

� GIOPディスパッチャへのリダイレクト

� 汎用ディスパッチャへの接続の受渡し

GIOPディスパッチャへのリダイレクトディスパッチャへのリダイレクトディスパッチャへのリダイレクトディスパッチャへのリダイレクト  リスナーでは、IIOPプロトコルが認識され、要求が
登録済みの GIOPディスパッチャにリダイレクトされます。
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高度な構成に関するオプション
図図図図 3-4 IIOPリスナーからリスナーからリスナーからリスナーから GIOPディスパッチャへのリダイレクトディスパッチャへのリダイレクトディスパッチャへのリダイレクトディスパッチャへのリダイレクト

1. GIOPディスパッチャが、それ自体をリスナーに登録します。

2. IIOPクライアント、つまり EJBまたは CORBAクライアントが、リスナーのアドレス
を指定してメソッドを起動します。リダイレクションを発生させるには、IIOP要求を受
信するようにリスナーを静的に構成する必要があります。 

3. リスナーが、GIOPディスパッチャのアドレスを通知する応答を、クライアントに送信
します。

GIOPディスパッチャが構成されている場合は、リスナーがリダイレクトします。GIOP
ディスパッチャが構成されていなければ、リスナーは要求を汎用ディスパッチャに渡す
ことができます。詳細は、3-14ページの「汎用ディスパッチャへの接続の受渡し」を参
照してください。

4. クライアント上の基礎となる ORBランタイム・レイヤーが、初期要求を GIOPディス
パッチャに再送します。それ以後のすべてのメソッドの起動は、ディスパッチャに向け
られます。リスナーは通信に関与しなくなります。

汎用ディスパッチャへの接続の受渡し汎用ディスパッチャへの接続の受渡し汎用ディスパッチャへの接続の受渡し汎用ディスパッチャへの接続の受渡し  静的に構成された GIOPディスパッチャがなく、汎
用ディスパッチャが構成されている場合、リスナーは要求をこのディスパッチャに渡すこと
ができます。制限事項は、接続の受渡しを発生させるにはリスナーとディスパッチャが同じ
ノード上に存在する必要があることと、リスナーは IIOP要求を受信するように静的または
動的に構成する必要があることのみです。

接続の受渡しによって、リスナーが保持していたクライアントからのソケットはディスパッ
チャに移されます。受渡しは単一ノード内でのみ可能です。

図 3-5は、受渡し環境におけるディスパッチャとリスナーの組合せを示しています。
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高度な構成に関するオプション
図図図図 3-5 ディスパッチャへの接続の受渡しディスパッチャへの接続の受渡しディスパッチャへの接続の受渡しディスパッチャへの接続の受渡し

1. データベースの起動時に、汎用ディスパッチャがそれ自体を構成済みリスナーに登録し
ます。

2. クライアントがリスナーに要求を送信します。 

3. リスナーが要求を汎用ディスパッチャに渡します。リスナーは、別個のチャネルで汎用
ディスパッチャとネゴシエートします。このチャネル上で、ソケットはオペレーティン
グ・システムのメカニズムを介してディスパッチャに渡されます。

クライアントは、この時点からはディスパッチャと直接通信します。クライアントに
は、ソケットが渡されたことは認識されません。 

動的なリスナー・エンドポイント登録動的なリスナー・エンドポイント登録動的なリスナー・エンドポイント登録動的なリスナー・エンドポイント登録
3-14ページの「汎用ディスパッチャへの接続の受渡し」で説明したように、リスナーはソ
ケットを既存の汎用ディスパッチャに渡します。IIOP受信要求の受渡しを発生させるには、
リスナーに登録済みの IIOPエンドポイントが必要です。リスニング・エンドポイントは、
次のどちらかを介して登録できます。

� 静的構成 - Net8構成ツールで構成します。

� 動的構成 - セッション・シェル (sess_sh)の動的登録コマンド regepで登録します。

注意注意注意注意 : リスナーは、IIOP要求を受信するように構成する必要がありま
す。この場合、リスナーは、Net8構成を介して静的に構成する方法と、
セッション・シェル (sess_sh)の動的登録コマンド regepを介して動的に
構成する方法があります。詳細は、3-15ページの「動的なリスナー・エン
ドポイント登録」を参照してください。
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セッション・シェル (sess_sh)の動的登録コマンド regepでは、任意のタイプのリスニン
グ・エンドポイントがリスナーに追加されます。これには、IIOPリスニング・エンドポイン
トが含まれます。IIOPリスニング・エンドポイントに動的登録ツールを使用する方法につい
ては、後述します。

この使用例の制限事項は、次のとおりです。

� リスナーと汎用ディスパッチャの両方が、常に同じノードに存在すること 

� GIOP構成済みディスパッチャが存在しないこと

リスナー・エンドポイントを動的に登録すると、このリスナーで IIOPを使用できるように
データベースを再起動する必要がないという利点があります。リスニング・エンドポイント
は、即時にアクティブになります。

regepツールの詳細は、『Oracle8i Java Toolsリファレンス』を参照してください。

例例例例 3-1 ポートポートポートポート 2241 でのリスナーの動的登録でのリスナーの動的登録でのリスナーの動的登録でのリスナーの動的登録

次の行では、エンドポイント・ポート番号 2241で SUNDBホスト上のリスナーを動的に登録
しています。このツールは、SUNDBホストにログオンします。

regep -pres oracle.aurora.server.SGiopServer -host sundb -port 2241

ディスパッチャへの直接接続ディスパッチャへの直接接続ディスパッチャへの直接接続ディスパッチャへの直接接続
リスナーをバイパスし、クライアントからディスパッチャに直接接続するには、クライアン
トをディスパッチャのポート番号に接続します。ディスパッチャのポート番号を検出するに
は、次のいずれかの操作を実行します。

� ポート番号を含む ADDRESSパラメータを追加して、ディスパッチャ用にポート番号を
構成します。

� lsnrctl serviceを起動して、ディスパッチャに割り当てられているポートを検出し
ます。

ポート番号を構成する場合、構文は次のようになります。

mts_dispatchers="(address=(protocol=tcp | tcps)
(host=<server_host>)(port=<port>))
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

属性は次のとおりです。

注意注意注意注意 : GIOP構成済みのディスパッチャが存在すると、リスナーは構成済
みディスパッチャに要求を渡すのではなくリダイレクトします。
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クライアントは、次のように URLでポート番号を指定します。

session_iiop://<hostname>/:<portnumber>

URLでは SIDまたはサービス名は除外されます。SIDインスタンスまたはサービス名は送信
済のリクエストなので、ディスパッチャでは必要ありません。

EJBおよびおよびおよびおよび CORBA用の用の用の用の SSLの構成の構成の構成の構成
Oracle8iでは、証明書や秘密鍵など、GIOPと組み合せて SSLを使用するために必要な認証
データの使用もサポートされます。GIOPとともに SSLを使用できるようにトランスポート
を構成するには、次の操作を実行します。

1. SSLを使用できるようにMTS_DISPATCHERSパラメータを設定します。

2. リスナーとデータベースを構成するときに SSL Walletを使用するように指定します。 

3. リスナーが SSLを受け付けるように構成します。 

次の項では、この 3つのステップの実行方法を詳しく説明します。

SSL用の用の用の用の MTS_DISPATCHERSの有効化の有効化の有効化の有効化
SSLを使用できるディスパッチャを追加するには、データベースの初期化ファイルを編集す
る必要があります。データベース初期化ファイルの、TCPSポートを定義している
MTS_DISPATCHERSパラメータをコメント解除します。インストール時に、Database 
Configuration Assistantは常に SSL TCP/IP用の行をコメントにして組み込みます。この行
は次のようになります。

mts_dispatchers="(protocol=tcps)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

属性属性属性属性 説明説明説明説明

ADDRESS（ADDまたは
ADDR）

ディスパッチャがリスニングするネットワーク・アドレスを指定し
ます。ネットワーク・アドレスには、TCP/IP（TCP）または SSL
を使用する TCP/IP（TCPS）のいずれかのプロトコル、サーバーの
ホスト名および GIOPリスニング・ポートを組み込むことができま
す。GIOPリスニング・ポートには、使用されていない任意のポー
トを指定できます。

PRESENTATION（PREま
たは PRES）

GIOPのサポートを使用可能にします。GIOPプレゼンテーション
には次の値を指定します。

� セッション・ベースの GIOP接続の場合、
oracle.aurora.server.SGiopServerです。 このプレゼン
テーションは、TCP/IPおよび SSLを使用する TCP/IPで有効
です。
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Net8 Assistantを介したを介したを介したを介した Walletの位置の設定の位置の設定の位置の設定の位置の設定
ポート 2482で SSLリクエストを受信するようにリスナーを変更します。

1. Net8 Assistantを起動します。

� UNIXでは、$ORACLE_HOME/binにある netasstを実行します。

� Windows NTでは、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Network Administration」>「Net8 Assistant」を選択します。

2. ナビゲータ・シートで、「Local」>「Profile」を開きます。

3. プルダウン・リストから、「Oracle Advanced Security」を選択し、「SSL」タブを選択し
ます。

リスニング・ポートのパネルが表示されます（図 3-6を参照してください）。

図図図図 3-6 IIOPリスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成
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4. 「Configure SSL for」で、「Server」ラジオ・ボタンを選択します。

5. 「Wallet Directory」フィールドに、Walletの位置を入力します。

6. 特定のバージョンの SSLを使用する場合は、SSLのバージョンのプルダウン・リストか
ら適切なバージョンを選択します。

7. クライアントが証明書を提供して自分自身を認証させるには、「Require Client 
Authentication」チェック・ボックスを選択します。

8. 「File」>「Save Network Configuration」を選択します。

これらのステップを実行すると、Walletと SSLの構成情報がリスナーとデータベースの両方
の構成ファイルに追加されます。SSL Walletの位置は、リスナーとデータベースの両方の構
成ファイルで指定する必要があります。どちらのファイルでも、証明書のハンドシェイクを
実行できるようにWalletの位置を指定する必要があります。 

listener.oraファイルファイルファイルファイル : 
ssl_client_authentication=false 
ssl_version=undetermined 

デフォルトでは、データベースがクライアントを認証するように設定されています。リス
ナーがクライアントを認証するように設定するには、ssl_client_authenticationパラ
メータを TRUEに変更します。

データベースのデータベースのデータベースのデータベースの sqlnet.oraファイルファイルファイルファイル : 
ssl_client_authentication=true 
ssl_version=0
sqlnet.crypto_seed=<seed_info>

クライアント認証をリクエストしなかった場合は、ssl_client_authenticationパラ
メータが FALSEになります。デフォルトでは、クライアント認証は TRUEになっています。
また、ssl_versionに SSLの特定のバージョン番号（3.0など）を指定できます。
ssl_version値が 0の場合、バージョンは未定で、ハンドシェイク時に決定されます。

リスナーの listener.oraファイルとデータベースの sqlnet.oraファイルの両方で、次
のようにWalletの位置を指定します。

oss.source.my_wallet=  
   (source=
      (method=file)
      (method_data=  
        (directory=wallet_location)))

適切な証明書を持つ SSL Walletの設定方法は、『 Oracle8iAdvanced Security管理者ガイド』
を参照してください。
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高度な構成に関するオプション
Net8 Assistantを介してを介してを介してを介して SSLを使用できるリスナーの構成を使用できるリスナーの構成を使用できるリスナーの構成を使用できるリスナーの構成
1. ナビゲータ・シートで、「Local」>「Listeners」を開きます。

リスナー・ロケーションのパネルが表示されます（図 3-7を参照してください）。

図図図図 3-7 IIOPリスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成リスニング・ポートの構成

2. 「LISTENER」を選択します。

3. 右ペインのリストで、「Listening Locations」を選択します。SSLリスニング・アドレス
用に使用できるリスニング・アドレスがない場合は、「Add Address」ボタンをクリッ
クするとアドレスを追加できます。

4. 「Protocol」プルダウン・リストから「TCP/IP with SSL」を選択します。

5. 「Host」フィールドにデータベースのホスト名を入力します。
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高度な構成に関するオプション
6. 「Port」フィールドに 2482と入力します。

7. 「Dedicate this endpoint to IIOP connections」チェック・ボックスを選択します。 

8. 「File」>「Save Network Configuration」を選択します。

次のコードが listener.oraファイルに追加されます。これによりリスナーは、ポート番
号 2482を使用するプロトコルとして（TCPではなく）TCPSを指定するように変更されま
す。次のコードは、sales-serverホスト上の、SSLを使用できるリスナーの例を示して
います。

listener=
  (description_list=
   (description=
      (address=(protocol=tcps)(host=sales-server)(port=2482))))
      (protocol_stack=
        (presentation=giop)
        (session=raw)))
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高度な構成に関するオプション
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エンティティエンティティエンティティエンティティ Bean

この章では、エンティティ Beanの定義、作成方法およびセッション Beanとの違いについ
て説明します。

� エンティティ Beanの定義

� セッション Beanとエンティティ Beanの違い 

� コールバック・メソッドの実装

� エンティティ Beanの作成

� Bean管理の永続性とコンテナ管理の永続性の違い

� EJBの参照と JDBCの DataSourcesへのアクセス
an 4-1



エンティティ Beanの定義
エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanの定義の定義の定義の定義
エンティティ Beanは、永続データを管理し、複雑なビジネス・ロジックを実行するリモー
ト・オブジェクトで、依存関係のある Javaオブジェクトを複数使用する場合もあり、主
キーで一意に識別できます。 通常、エンティティ Beanは、複数のファイン・グレイン（細
かな）永続 Javaオブジェクトに格納されている永続データを使用するという点で、大まか
なロジックを実装した永続オブジェクトです。 

永続データの管理永続データの管理永続データの管理永続データの管理
エンティティ Beanでは、そのデータの永続性は、javax.ejb.EntityBeanインタフェー
ス内で定義されているコールバック・メソッドを介して管理されます。Beanクラスに
EntityBeanインタフェースを実装する場合は、選択した永続性のタイプで指定される各
コールバック関数を開発します。永続性には、Bean管理の永続性とコンテナ管理の永続性
の 2種類があります。 コンテナは、指定されたタイミングでコールバック関数を起動します。 
つまり、コンテナとエンティティ Beanの間には、コールバック・メソッドの起動順序と
Beanの永続データをどちらが管理するかが指定されます。

主キーによる一意な識別主キーによる一意な識別主キーによる一意な識別主キーによる一意な識別
各エンティティ Beanには、永続的な識別情報が対応付けられています。 つまり、エンティ
ティ Beanには、主キーがあれば取得できる一意の識別情報が含まれています。 主キーがあ
れば、クライアントはエンティティ Beanを取得できます。 Bean利用可能な状態でなけれ
ば、コンテナはその Beanをインスタンス化し、永続データを Beanに再度移入します。

一意キーの型は、Beanプロバイダにより定義されます。 

依存オブジェクトを伴う複雑なロジックの実行依存オブジェクトを伴う複雑なロジックの実行依存オブジェクトを伴う複雑なロジックの実行依存オブジェクトを伴う複雑なロジックの実行
EJBアプリケーションの設計時には、各種オブジェクトの様々な側面に注意する必要があり
ます。 

� 通常、セッション Beanは、リモート・クライアントに対する単純なタスクの実行に使
用します。 

� 通常、エンティティ Beanは、リモート・クライアントに対して大まかなロジックを実
装した永続性を伴う複雑なタスクを実行するために使用します。

注意注意注意注意 : 通常、ファイン・グレイン永続 Javaオブジェクトでは、データと
表の列の間に 1対 1のマッピングを持つ永続データが管理されます。大ま
かなロジックを実装した永続 Javaオブジェクトでは、複数のファイン・
グレイン永続オブジェクトに格納されている永続データが使用または管理
されます。
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エンティティ Beanの定義
� Javaオブジェクトは、永続的かどうかに関係なく、ローカル・クライアントに対する単
純なタスクに使用します。 

Enterprise JavaBeansはリモート・オブジェクトであり、ネットワークを介したクライアン
トとの相互作用に使用します。 リモート・オブジェクトを使用すると、セキュリティおよび
トランザクション情報の検証に関するオーバーヘッドが大きくなります。 したがって、アプ
リケーションの設計時には、エンティティ Beanまたはセッション Beanをクライアントと
相互に作用させるのみでなく、Enterprise JavaBeanで、依存関係のある他の Javaオブジェ
クトを起動し、タスクの実行や永続データの管理を行ってもよいでしょう。 

通常、エンティティ Beanは、リモート・クライアント用の複雑な大まかなロジックを実装
した永続データの管理に使用します。 エンティティ Beanと永続オブジェクトの違いを把握
するように注意してください。 エンティティ Beanは単なる永続オブジェクトではなく、複
雑なデータを管理して戻し、データ管理にリモート・オブジェクトを使用する理由付けを行
う必要があります。

アプリケーションでは、1つ以上の依存オブジェクトをコールするエンティティ Beanを使
用できます。 エンティティ Beanはリモート・オブジェクトであるため、その主な機能は
ネットワークを介してクライアントと相互に作用することです。 エンティティ Beanは、
ネットワーク上の同一ノードにある別のエンティティ Beanを起動しないようにする必要が
あります。 アプリケーション内で複数のオブジェクトを設計する必要がある場合は、エン
ティティ Beanによりクライアントと他の Javaオブジェクト間の通信とデータ管理が容易に
なるように、アプリケーションを設計してください。 

図 4-1は、クライアントとセッション Beanまたはエンティティ Beanとの相互作用を示して
います。セッション Beanまたはエンティティ Beanにより、クライアント用のアプリケー
ションはそのアプリケーション内の他の Javaオブジェクトを使用して管理されます。 アプリ
ケーションのバックエンドを構成する Javaオブジェクトは、永続オブジェクトでもかまい
ません。 また、この図は、エンティティ Beanと永続 Javaオブジェクトを永続的なものにし
て、データベース内でデータを格納する方法を示しています。
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エンティティ Beanの定義
図図図図 4-1 Enterprise JavaBeansとととと Javaオブジェクトの関係オブジェクトの関係オブジェクトの関係オブジェクトの関係

たとえば、オンライン書店のショッピング・カートを管理する場合は、次の要件がありま
す。

� ショッピング・カートを使用する顧客を識別します。

� 顧客のショッピング・カートに品目を追加します。

� 値引、販売品目および出荷コストを考慮して、全品目の価格を計算します。

� 品目を顧客に出荷します。

この使用例の場合、エンティティ Beanでは次のことができます。

� 依存永続オブジェクトから顧客情報を取得します。

� 品目の依存永続オブジェクトから品目情報を取得します。

� 各品目の品目数を注文書に記録します。

� 値引と出荷コストを取得します。

� 指定された顧客住所への出荷を調整します。

したがって、このエンティティ Beanでは、他のオブジェクトから永続情報が取得されるの
みでなく、独自の永続データもメンテナンスされ、複雑な計算が実行されます。 

クライアント�

Oracle8i データベース・セッション�

EJB: �
セッション�
Bean

EJB:
エンティティ�
Bean

Java
オブジェクト�

Java
オブジェクト�

Oracle8i
データベース�
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コールバック・メソッドの実装
セッションセッションセッションセッション Beanとエンティティとエンティティとエンティティとエンティティ Beanの違いの違いの違いの違い
セッション Beanとエンティティ Beanの重要な違いは、エンティティ Beanには、永続デー
タ管理、永続的アイデンティティーおよび複雑なビジネス・ロジックのためのフレームワー
クが必要であることです。 エンティティ Beanのインタフェース要件では、永続データの管
理が必要な場合や、Beanをそのアイデンティティーに基づいて取得する必要がある場合に、
コンテナがコールするコールバック関数が提供されます。 

エンティティ Beanでは、各コールバック・メソッドが適切なタイミングでコールされるよ
うに、インタフェースが設計されています。 たとえば、トランザクションがコミットされる
直前には、常に ejbStoreメソッドが起動します。 これにより、エンティティ Beanは、そ
の永続データすべてをトランザクションの完了前に保存できます。 これらの各コールバッ
ク・メソッドの詳細は、4-5ページの「コールバック・メソッドの実装」を参照してくださ
い。

次の表は、セッション Beanとエンティティ Beanの各種インタフェースを示しています。 
Beanクラスと主キーでは、2種類の EJBに違いがあることに注意してください。 永続データ
の管理は、すべて Beanクラスのメソッド内で実行されます。 

コールバック・メソッドの実装コールバック・メソッドの実装コールバック・メソッドの実装コールバック・メソッドの実装
エンティティ Beanは、そのデータの永続性が、javax.ejb.EntityBeanインタフェース
内で定義されているコールバック・メソッドを介して管理されるリモート・オブジェクトで
す。Beanクラスに EntityBeanインタフェースを実装する場合は、選択した永続性のタイ
プで指定される各コールバック関数を開発します。永続性には、Bean管理の永続性とコン
テナ管理の永続性の 2種類があります。 コンテナは、指定されたタイミングでコールバック
関数をコールし、Beanとその永続データを管理します。 つまり、コンテナとエンティティ
Bean間では、コールバック・メソッドの起動順序と Beanの永続データをどちらが管理する
かが指定されます。

Beanクラスでは、EntityBeanインタフェースのメソッドが実装されます。 
javax.ejb.EntityBeanインタフェースには、次の定義があります。

エンティティエンティティエンティティエンティティ Bean セッションセッションセッションセッション Bean

リモート・インタ
フェース

javax.ejb.EJBObjectを拡張
(extends)します。

javax.ejb.EJBObjectを拡張
します。

ホーム・インタ
フェース

javax.ejb.EJBHomeを拡張しま
す。

javax.ejb.EJBHomeを拡張しま
す。

Beanクラス javax.ejb.EntityBeanを拡張
します。

javax.ejb.SessionBeanを拡
張します。

主キー 特定の Beanインスタンスの識別
と取得に使用します。

セッション Beanには使用しませ
ん。
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コールバック・メソッドの実装
public interface javax.ejb.EntityBean extends javax.ejb.EnterpriseBean {
public abstract void ejbActivate(); 

   public abstract void ejbLoad();
public abstract void ejbPassivate();
public abstract void ejbRemove();

   public abstract void ejbStore();
public abstract void setEntityContext(EntityContext ctx);

   public abstract voic unsetEntityContext();
}

コンテナは、これらのメソッドに次の機能があるものと想定します。

� ejbCreate ホーム・インタフェースで宣言されている createメ
ソッドの 1つに対応する ejbCreateメソッドを実装す
る必要があります。 クライアントが createメソッドを
起動すると、コンテナは最初にコンストラクタを起動し
てオブジェクトをインスタンス化してから、対応する
ejbCreateメソッドを起動します。 ejbCreateメソッ
ドにより、次の操作が実行されます。 

� データベース行などのデータ用に永続な記憶域が作
成されます。

� 一意の主キーが初期化され、戻されます。

� ejbPostCreate コンテナは、環境が設定された後にこのメソッドを起動
します。 ejbCreateメソッドごとに、同じ引数を持つ
ejbPostCreateメソッドが存在する必要があります。 
このメソッドを使用して、エンティティ・コンテキスト
内またはエンティティ・コンテキストからのパラメータ
を初期化できます。

� ejbRemove コンテナで、セッション・オブジェクトの存続を終了す
る前に、このメソッドがコールされます。 このメソッド
では、必要なクリーン・アップが実行されます。たとえ
ば、ファイル・ハンドルなどの外部リソースがクローズ
されます。

� ejbStore コンテナは、トランザクションがコミットされる直前
に、このメソッドを起動します。 永続データは、データ
ベースなどの外部リソースに保存されます。 

� ejbLoad コンテナは、データをデータベースから初期化しなおす
必要がある場合に、このメソッドをトランザクション内
で起動します。 通常、これはトランザクションの開始後
に発生します。 
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コールバック・メソッドの実装
ejbCreateおよびおよびおよびおよび ejbPostCreateの使用の使用の使用の使用
エンティティ Beanは、ejbCreateなど、特定のコールバック・メソッドが指定のタイミン
グで起動されるという点では、セッション Beanに似ています。 エンティティ Beanでは、そ
の永続データ、主キーおよびコンテキスト情報の管理にコールバック関数が使用されます。 
次の図は、エンティティ Beanの作成時にコールされるメソッドを示しています。

図図図図 4-2 エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanの作成の作成の作成の作成

� setEntityContext Beanインスタンスをコンテキスト情報に対応付けます。
コンテナでは、Beanの作成後にこのメソッドがコール
されます。エンタープライズ Beanでは、トランザク
ション管理に使用するコンテキスト・オブジェクトへの
参照がインスタンス変数に格納できます。自分のトラン
ザクションを管理する Beanでは、セッション・コンテ
キストを使用して、トランザクション・コンテキストを
取得できます。 

また、このメソッド内で Beanの存続期間中だけ存在す
るリソースを割り当てることもできます。 これらのリ
ソースは、unsetEntityContextで解放する必要があ
ります。

� unsetEntityContext 対応付けられたエンティティ・コンテキストの設定を解
除し、setEntityContextで割り当てられたリソース
を解放します。

� ejbActivate これは、カレント・リリースのサーバーではコールされ
ないため、空のメソッドとして実装します。

� ejbPassivate これは、カレント・リリースのサーバーではコールされ
ないため、空のメソッドとして実装します。

<Bean> constructor
ejbCreate(...)
  primary key constructor
ejbSetEntityContext()
ejbPostCreate(...){{

クライアント� エンティティ Bean

作成�
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コールバック・メソッドの実装
setEntityContextの使用の使用の使用の使用
このメソッドは、エンティティ Beanインスタンスでそのコンテキストの参照を保存するた
めに使用されます。 エンティティ Beanには、コンテナによりメンテナンスされ、Beanに使
用可能になるコンテキストがあります。 Beanでは、エンティティ・コンテキスト内のメソッ
ドを使用して、セキュリティ、トランザクション・ロールなど、その Beanに関する情報を
取得できます。 Beanに関してコンテキストから取得できる情報の詳細は、Enterprise 
JavaBeans 1.1の仕様書を参照してください。

コンテナは、最初に Beanをインスタンス化してから setEntityContextメソッドを起動
し、Beanでコンテキストを取得できるようにします。 コンテナが、このメソッドをトランザ
クション・コンテキスト内でコールすることはありません。 Beanがこの時点でコンテキスト
を保存しなければ、それ以後はそのコンテキストにはアクセスできません。 

コンテナは、このメソッドをコールするときに、EntityContextオブジェクトの参照を
Beanに渡します。 Beanは、その参照を後で使用できるように格納できます。 次の例は、コ
ンテキストを this.ctx変数に保存する Beanを示しています。

public void setEntityContext(EntityContext ctx)
{
  this.ctx = ctx;
  Properties props = ctx.getEnvironment();
}

ejbRemoveの使用の使用の使用の使用
クライアントが removeメソッドを起動すると、コンテナが次のメソッドを起動します。

図図図図 4-3 エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanの削除の削除の削除の削除

注意注意注意注意 : setEntityContextおよび unsetEntityContextメソッドを
使用して、インスタンスの存続期間だけ存在するリソースを割り当てたり
破棄することもできます。

ejbUnsetEntityContext()
ejbRemove(){

クライアント� エンティティ Bean

削除�
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エンティティ Beanの作成
ejbStoreおよびおよびおよびおよび ejbLoadの使用の使用の使用の使用
永続データを管理するために、ejbStoreおよび ejbLoadメソッドもコールされます。 こ
の 2つは、Bean管理の永続 Beanに使用する最も重要なコールバック・メソッドです。 

� ejbStoreメソッドは、トランザクションの終了に近づくたびにコンテナによりコール
されます。 その目的は、永続データをデータベースなどの外部リソースに保存すること
です。

� ejbLoadメソッドは、トランザクションが開始されるたびに、またはエンティティ
Beanがインスタンス化されるときに、コンテナによりコールされます。 その目的は、こ
の Beanのインスタンスについて存在する永続データをリストアすることです。

エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanの作成の作成の作成の作成
エンティティ Beanの作成手順は、セッション Beanの場合と同じです。 ただし、Beanクラ
スのメソッドとデータには違いがあります。 エンティティ Beanには、Bean管理の永続 Bean
とコンテナ管理の永続 Beanの 2種類があります。 この項では、Bean管理の永続 Beanにつ
いて説明します。 コンテナ管理の永続 Beanの例については、4-27ページの「コンテナ管理
の永続性」を参照してください。

エンティティ Beanを作成するは、次のステップを実行します。

1. Bean用のリモート・インタフェースを作成します。 リモート・インタフェースでは、ク
ライアントで起動できるメソッドを宣言します。 このインタフェースでは、
javax.ejb.EJBObjectを拡張 (extends)する必要があります。

2. Bean用のホーム・インタフェースを作成します。 ホーム・インタフェースでは
javax.ejb.EJBHomeを拡張する必要があります。このインタフェースでは、Beanの
createメソッドと findByPrimaryKeyなどのファインダ・メソッドを定義します。

3. Beanの主キーを定義します。 主キーでは、各エンティティ Beanインスタンスが識別さ
れます。 主キーは、java.lang.Stringのような定式クラスを指定するか、または独
自のクラス内で定義する必要があります。

4. Beanを実装します。 これには、次の要素が含まれます。

a. リモート・インタフェースで宣言されたメソッドの実装。

b. Beanの空のコンストラクタ。

c. javax.ejb.EntityBeanインタフェース内で定義されたメソッド。 
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d. ホーム・インタフェース内で宣言されているメソッドと一致するメソッド。 これに
は、次の要素が含まれます。

* ホーム・インタフェースで定義済みの createメソッドと一致するパラメータ
を持つ ejbCreateおよび ejbPostCreateメソッド。

* ホーム・インタフェースの findByPrimaryKeyメソッドに対応する
ejbFindByPrimaryKeyメソッド。

* ホーム・インタフェース内で定義されている他のファインダ・メソッド。

5. 永続データがデータベースに保存されるか、データベースからリストアされる場合は、
Bean用に適切な表が存在することを確認する必要があります。

6. Beanディプロイメント・ディスクリプタを作成します。 このディプロイメント・ディス
クリプタでは、XMLのプロパティを介して Beanのプロパティを指定します。 詳細は、
2-19ページの「EJBの配置」を参照してください。

7. Bean、リモート・インタフェースとホーム・インタフェースおよびディプロイメント・
ディスクリプタを含む、ejb-jarファイルを作成します。 この ejb-jarファイルでは、アプ
リケーション内の Beanをすべて定義する必要があります。 詳細は、2-25ページの「JAR
ファイルの作成」を参照してください。

ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
セッション Beanと同様に、エンティティ Beanのホーム・インタフェースには、createメ
ソッドを含める必要があります。クライアントは、このメソッドを起動して Beanインスタ
ンスを作成します。 各 createメソッドには、異なるシグネチャを使用できます。

エンティティ Bean用に、findByPrimaryKeyメソッドを開発する必要があります。 永続
データはインスタンスに対応付けられているため、各エンティティ Beanのインスタンスは
主キーにより一意に識別されます。 一意キーの型は、開発者が定義します。 たとえば、顧客
Beanの主キーとして顧客番号を使用したり、発注の主キーとして発注番号を使用します。 主
キーには、一意の値であれば何でも使用できます。 

エンティティ Beanを初めて作成すると、その Beanを識別する主キーが ejbCreateメソッ
ドにより作成されます。 Beanクラスの ejbCreateメソッド内で一意の主キーが作成され、
初期化されます。 これ以降、この Beanはこの主キーに対応付けられていることになります。 
したがって、findByPrimaryKeyメソッドに主キー・オブジェクトを指定すると、この
Beanを取得できます。 

必要であれば、Beanを検索するために他のファインダ・メソッドを開発できます。 これらの
メソッドの名前は、find<name>となります。 
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例例例例 4-1 発注のホーム・インタフェース発注のホーム・インタフェース発注のホーム・インタフェース発注のホーム・インタフェース

エンティティ Beanの具体例を示すために、発注を管理する Beanを作成するとします。 エン
ティティ Beanには、顧客が発注する品目のリストが含まれています。 

ホーム・インタフェースでは、javax.ejb.EJBHomeを拡張し、createおよび
findByPrimaryKeyメソッドを定義します。 

package purchase;

import javax.ejb.*;
import java.rmi.RemoteException;
import java.sql.SQLException;

public interface PurchaseOrderHome extends EJBHome 
{
  // Create a new PO
  public PurchaseOrder create() throws CreateException, RemoteException;

  // Find an existing one
  public PurchaseOrder findByPrimaryKey (String POnumber)
    throws FinderException, RemoteException;
 }

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
エンティティ Beanのリモート・インタフェースは、顧客に表示され、メソッドを起動する
インタフェースです。 このインタフェースにより javax.ejb.EJBObjectが拡張され、ビ
ジネス・ロジックのメソッドが定義されます。 発注エンティティ Beanの場合、リモート・
インタフェースには、発注に品目を追加するメソッド、発注に含まれる全品目のリストを取
得するメソッド、発注価格合計を計算するメソッドが含まれています。  

package purchase;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

注意注意注意注意 : ホーム・インタフェースにあるすべてのファインダ・メソッドの
戻り型は、エンティティ Beanのリモート・インタフェース、またはそれ
を実装するオブジェクトの Enumerationである必要があります。 
Collectionを戻す動作はサポートされません。

Beanクラス内で実装されるすべてのファインダ・メソッドの戻り型は、
主キー、またはその Enumerationを戻します。 コンテナは、
ejbFind<name>メソッドで戻される主キーごとに、適切なエンティティ
Beanのリモート・インタフェースを取得します。
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import java.sql.SQLException;
import java.util.Vector;

public interface PurchaseOrder extends EJBObject  {
  // Price the purchase order
  public float price() throws RemoteException;

  // getContents returns a Vector of LineItem objects in the purchase
  public Vector getContents() throws RemoteException;

  //Add items to the purchase
  public void addItem (int sku, int count) throws RemoteException;
}

主キー主キー主キー主キー
エンティティ Beanのインスタンスごとに、それを他のインスタンスから一意に識別する主
キーがあります。 主キーを定義するには、次の 2通りの方法があります。

� 主キーの型を、java.lang.Stringのような定式型に定義します。主キーが定式デー
タ型の場合は、型をディプロイメント・ディスクリプタ内の <prim-key-class>で定
義します。 

� 主キーの型を、<name>PKクラスの中に、シリアライズ可能オブジェクトとして定義し
ます。 主キーが複合データ型の場合は、シリアライズ可能なクラス内で定義します。 こ
のクラスは、ディプロイメント・ディスクリプタの <prim-key-class>要素内で宣言
します。 

定式型としての主キーの定義定式型としての主キーの定義定式型としての主キーの定義定式型としての主キーの定義
主キーを定式型として定義するには、主キーのデータ型をディプロイメント・ディスクリプ
タ内で定義します。 

発注の例では、主キーを java.lang.Stringとして定義しています。

<enterprise-beans>
      <entity> 
         <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
         <home>purchase.PurchaseOrderHome</home>
         <remote>purchase.PurchaseOrder</remote>
         <ejb-class>purchaseServer.PurchaseOrderBean</ejb-class>
         <persistence-type>Bean</persistence-type>
         <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
         <reentrant>False</reentrant>
      </entity>
...
</enterprise-beans>
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クラス内での主キーの定義クラス内での主キーの定義クラス内での主キーの定義クラス内での主キーの定義
主キーが単純データ型より複雑な場合は、<name>PKという名前でシリアライズ可能なクラ
スにする必要があります。 このクラス内で、この主キーに固有の実装用に提供する equals
および hashCodeメソッドを実装する必要があります。

顧客の例では、主キーである顧客識別子を PurchaseOrderPK.java内で宣言しています。 

package purchase;

public class PurchaseOrderPK implements java.io.Serializable
{
  public int orderid;

  public boolean equals(Object obj) {
    if ((obj instanceof PurchaseOrderPK) &&
        (((PurchaseOrderPK)obj).orderid == this.orderid))
      return true;
    return false;
  }

  public int hashCode() {
    return orderid;
  }
}

主キーを定義するクラスは、ディプロイメント・ディスクリプタ内で次のように宣言されて
います。

<enterprise-beans>
      <entity> 
         <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
         <home>purchase.PurchaseOrderHome</home>
         <remote>purchase.PurchaseOrder</remote>
         <ejb-class>purchaseServer.PurchaseOrderBean</ejb-class>
         <persistence-type>Bean</persistence-type>
         <prim-key-class>purchase.PurchaseOrderPK</prim-key-class>
         <reentrant>False</reentrant>
      </entity>
...
</enterprise-beans>

主キーの管理主キーの管理主キーの管理主キーの管理
ejbCreateメソッドは、主として主キーの作成を受け持ちます。 これには、主キーの作成、
キーの永続データ表現の作成、一意の値へのキーの初期化、および実行者へのこのキーの戻
しが含まれます。 ejbFindByPrimaryKeyメソッドは、主キーが一意かどうかを検証し、
もう一度コンテナに戻す操作を受け持ちます。
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発注の例では、前述のメソッドにより次の操作が実行されます。

� ejbCreateメソッドでは、主キー ponumberが発注番号の順序内で次に使用可能な番
号に初期化されます。

� ejbFindByPrimaryKeyメソッドは、発注番号が有効かどうかをチェックし、この番
号をコンテナに戻すために実装されます。

// The create methods takes care of generating a new PO and returns
// its primary key
public String ejbCreate () throws CreateException, RemoteException
{
  String ponumber = null;
  try {
    //retrieve the next available purchase order number
    #sql { select ponumber.nextval into :ponumber from dual };
    //assign this number as this instance's identification number
    #sql { insert into pos (ponumber, status) values (:ponumber, 'OPEN') };
  } catch (SQLException e) {
    throw new PurchaseException (this, "create", e);
  }
  return ponumber;
}

// The ejbFindByPrimaryKey method verifies that the POnumber exists. This
// method must return the primary key to the container.. which in turn
// retrieves the instance based on the primary key. So.. this method must
// only verify that the primary key is valid.
public String ejbFindByPrimaryKey (String ponumber)
    throws FinderException, RemoteException
{
    try {
      int count;
      #sql { select count (ponumber) into :count from pos
               where ponumber = :ponumber };

      // There has to be one
      if (count != 1)
        throw new FinderException ("Inexistent PO: " + ponumber);
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "findByPrimaryKey", e);
    }
    // The ponumber is the primary key
    return ponumber;
}
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エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanクラスクラスクラスクラス
エンティティ Beanクラスでは、次のメソッドが実装されます。

� Beanインスタンス作成用の空のコンストラクタ。

� ejbCreateメソッドや、ejbFindByPrimaryKeyのようなファインダ・メソッドな
ど、ホーム・インタフェースで宣言されているメソッドのターゲット・メソッド。

� リモート・インタフェースで宣言されているビジネス・ロジックのメソッド。 

� EntityBeanインタフェースで宣言されているメソッド。 

次のコードでは、PurchaseOrderBeanという名のエンティティ Beanのメソッドが実装さ
れます。 

1. 変数の宣言変数の宣言変数の宣言変数の宣言
発注 Beanでは、顧客のショッピング・カートにある全品目を格納する Vectorが宣言されて
います。 また、エンティティ Beanの環境情報を取得するために、エンティティ・コンテキ
ストが定義されています。

#sql iterator ItemsIter (int skunumber, int count, String description,
                         float price);

public class PurchaseOrderBean implements EntityBean {
  EntityContext ctx;
  Vector items;         // The items in the PO (instances of LineItem)

2. リモート・インタフェース・メソッドの実装リモート・インタフェース・メソッドの実装リモート・インタフェース・メソッドの実装リモート・インタフェース・メソッドの実装
次の例は、リモート・インタフェースで宣言されている Beanメソッド price、
getContentsおよび addItemの実装を示しています。

  public float price() throws RemoteException {
    float price = 0;
    Enumeration e = items.elements ();
    while (e.hasMoreElements ()) {
      LineItem item = (LineItem)e.nextElement ();
      price += item.quantity * item.price;
    }

    // 5% discount if buying more than 10 items
    if (items.size () > 10)
      price -= price * 0.05;

    // Shipping is a constant plus function of the number of items
    price += 10 + (items.size () * 2);

    return price;
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  }

  // The getContents methods has to load the descriptions
  public Vector getContents() throws RemoteException {
    return items;
  }

  // The add Item method gets the price and description
  public void addItem (int sku, int count) throws RemoteException {
    try {
      String description;
      float price;
      #sql { select price, description into :price, :description
             from skus where skunumber = :sku };
      items.addElement (new LineItem (sku, count, description, price));
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "addItem", e);
    }
  }

3. EntityBeanインタフェースのメソッドの実装インタフェースのメソッドの実装インタフェースのメソッドの実装インタフェースのメソッドの実装
ビジネス・ロジックのメソッドを実装後に、次の要素も提供する必要があります。 

� Beanインスタンスのパブリック・コンストラクタ。このコンストラクタは引数を取りま
せん。 コンテナは、コンストラクタを起動してエンティティ Beanクラスのインスタン
スを作成します。 コンストラクタは、空の実装にすることもできます。

� ホーム・インタフェースで定義されている各 createメソッドの ejbCreateメソッド。

� ホーム・インタフェースで定義されている各 find<name>メソッドの ejbFind<name>
メソッド。 これには、少なくとも、コンテナに主キーを戻す ejbFindByPrimaryKey
メソッドが含まれます。 

� EntityBeanメソッドの実装。これらのメソッドは、コンテナにより必要に応じてコー
ルされるコールバック・メソッドです。 ほとんどのコールバック・メソッドは、エン
ティティ Beanのデータの永続性管理に関係しています。 

パブリック・コンストラクタパブリック・コンストラクタパブリック・コンストラクタパブリック・コンストラクタ  パブリック・コンストラクタは、Beanインスタンスを作成す
るためにコンテナによりコールされます。 ejbCreateおよび ejbPostCreateメソッドは、
このインスタンスを初期化するために起動されます。 次の例は、発注用のコンストラクタを
示しています。

//provide an empty constructor for the creating the instance
public void PurchaseOrderBean() {}
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createメソッドメソッドメソッドメソッド : ejbCreateおよびおよびおよびおよび ejbPostCreate  図 4-2のように、ejbCreateおよび
ejbPostCreateメソッドは、対応する createメソッドの起動時に起動されます。すべて
のメソッドは、同じ引数を取ります。 通常、ejbCreateメソッドではすべての永続データ
が初期化され、ejbPostCreateではエンティティのコンテキストを伴う初期化が実行され
ます。 コンテキスト情報は、ejbCreateの起動時には使用できませんが、ejbPostCreate
の起動時に使用可能になります。 

次の例は、発注の例の ejbCreateと ejbPostCreateを示しています。 ejbCreateメ
ソッドでは、発注番号である主キーが初期化され、このキーが実行者に戻されます。 発注明
細項目の Vectorは、ejbPostCreate内で初期化されます。

// The create methods takes care of generating a new PO and returns
// its primary key
public String ejbCreate () throws CreateException, RemoteException
{
  String ponumber = null;
  try {
    //retrieve the next available purchase order number
    #sql { select ponumber.nextval into :ponumber from dual };
    //assign this number as this instance's identification number
    #sql { insert into pos (ponumber, status) values (:ponumber, 'OPEN') };
  } catch (SQLException e) {
    throw new PurchaseException (this, "create", e);
  }
  return ponumber;
}

// create a vector to contain the purchase order line items. since this
// is performed only once and needed for the lifetime of the object, it is 
// appropriate to create the vector in either ejbCreate or ejbPostCreate.
public void ejbPostCreate () {
    items = new Vector ();
}

ファインダ・メソッドファインダ・メソッドファインダ・メソッドファインダ・メソッド  すべてのエンティティ Beanでは、ejbFindByPrimaryKeyメソッ
ドを提供する必要があります。 また、他のタイプのファインダ・メソッドも使用できます。 
開発者はホーム・インタフェースで宣言されるファインダ・メソッドを実装する必要がある
ため、この種のメソッドを使用できる数に制限はありません。 唯一の制限事項は、
ejbFindByPrimaryKeyメソッドを除くファインダ・メソッドはいずれも、リモート・イ
ンタフェースの参照、またはリモート・インタフェースの複数の参照を含む Enumeration
を戻す必要があることです。 ejbFindByPrimaryKeyメソッドでは、主キーを戻す必要が
あります。 
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他のファインダ・メソッドを提供するには、次の操作が必要です。

1. そのメソッドをホーム・インタフェースで find<name>として宣言します。

2. そのメソッドを Beanクラスで ejbFind<name>として実装します。

次のコードは、発注の例の ejbFindByPrimaryKeyメソッドを示しています。 このメソッ
ドでは、主キーが有効かどうかが検証されます。 有効であれば、そのキーがコンテナに戻さ
れます。 コンテナは、このキーの適切な Beanインスタンスを取得して、クライアントに参
照を戻します。

// The findByPrimaryKey method verifies that the POnumber exists. This
// method must return the primary key to the container.. which in turn
// retrieves the instance based on the primary key. So.. this method must
// only verify that the primary key is valid.
public String ejbFindByPrimaryKey (String ponumber)
    throws FinderException, RemoteException
{
    try {
      int count;
      #sql { select count (ponumber) into :count from pos
               where ponumber = :ponumber };

      // There has to be one
      if (count != 1)
        throw new FinderException ("Inexistent PO: " + ponumber);
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "findByPrimaryKey", e);
    }
    // The ponumber is the primary key
    return ponumber;
}

EntityBeanメソッドメソッドメソッドメソッド : ロードと格納ロードと格納ロードと格納ロードと格納  エンティティ Beanとセッション Beanの主な違いは、エ
ンティティ Beanでは管理対象の永続データが保持されることです。 データが永続データと
して定義されている場合は、絶えずデータベースやファイルなどのリソースに保存し、そこ
からリストアする必要があります。 Beanが破棄された場合は、永続データをそのままリスト
アできます。 

注意注意注意注意 : Collectionは現時点ではサポートされていないため、戻り型に
は使用できません。
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すべてのエンティティ Beanで実装される EntityBeanインタフェースでは、永続データを
管理する次のコールバック・メソッドを定義します。 

� ejbStore — データを永続記憶域に保存します。

コンテナは、トランザクションがコミットされる直前、または Beanが削除される直前
に、常に ejbStoreを起動して永続データの既存の値を保存します。 

� ejbLoad — 永続記憶域に保存されたデータを Beanにロードします。

コンテナは、Beanがインスタンス化された直後、またはトランザクションの開始直後
に、ejbLoadを起動します。 

図 4-4は、ejbStoreを使用してエンティティ Bean内の永続データをデータベースに保存
する方法を示しています。 また、データは、ejbLoadによってデータベースからリストアさ
れます。

図図図図 4-4 永続データの管理永続データの管理永続データの管理永続データの管理

次のコードは、発注の例のメソッドを示しています。 ejbStoreメソッドでは、発注品目が
データベースに保存されます。 ejbLoadメソッドでは、発注品目がデータベースからリスト
アされます。

// The store method replaces all entries in the lineitems table with the
// new entries from the bean
public void ejbStore() throws RemoteException {
  // Get the purchase order number
  String ponumber = (String)ctx.getPrimaryKey();

  try {
    // Delete old entries in the database
    #sql { delete from lineitems where ponumber = :ponumber };

    // Insert new entries from the vector in the bean. Crude, but effective.
    Enumeration e = items.elements ();
    while (e.hasMoreElements ()) {
      LineItem item = (LineItem)e.nextElement ();
      #sql { insert into lineitems (ponumber, skunumber, count)
               values (:ponumber, :(item.sku), :(item.quantity))

ejbStore()

ejbLoad()エンティティ Bean Oracle8i
データベース�
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      };
    }
  } catch (SQLException e) {
    throw new PurchaseException (this, "store", e);
  }
} 

// The load method populates the items array with all the saved
// line items
public void ejbLoad() throws RemoteException {
  // Get the purchase order number
  String ponumber = (String)ctx.getPrimaryKey();

  // Load all line items into a new vector.
  try {
    items = new Vector ();
    ItemsIter iter = null;
    try {
      #sql iter = {
        select lineitems.skunumber, lineitems.count,
               skus.description, skus.price
          from lineitems, skus
          where ponumber = :ponumber and lineitems.skunumber = skus.skunumber
      };

      while (iter.next ()) {
        LineItem item =
          new LineItem (iter.skunumber(), iter.count(), iter.description(),
                        iter.price());
        items.addElement (item);
      }
    } finally {
      if (iter != null) iter.close ();
    }
   } catch (SQLException e) {
    throw new PurchaseException (this, "load", e);
  }
}

EntityBeanメソッドメソッドメソッドメソッド : 削除削除削除削除  クライアントが削除メソッドを起動すると、ejbRemoveメソッ
ドが起動されます。 Bean管理の永続 Beanの場合は、このメソッド内で Beanに対応付けら
れたデータベースからデータを削除する必要があります。 

次の例は、発注明細項目をデータベースから削除する方法を示しています。
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// The remove method deletes all line items belonging to the purchase order
public void ejbRemove() throws RemoteException {
  // Get the purchase order number from the session context
  String ponumber = (String)ctx.getPrimaryKey();
  try {
    //delete the line item vector for the purchase order
    #sql { delete from lineitems where ponumber = :ponumber };
    //delete the row associated with the purchase order
    #sql { delete from pos where ponumber = :ponumber };
  } catch (SQLException e) {
    throw new PurchaseException (this, "remove", e);
  }
}

EntityBeanメソッドメソッドメソッドメソッド : コンテキストの設定コンテキストの設定コンテキストの設定コンテキストの設定  アプリケーションの存続期間中に、コンテキスト
内の情報にアクセスする必要がある場合は、そのコンテキストを setEntityContext内で
保存する必要があります。 

//Set the provided context to this.ctx
public void setEntityContext(EntityContext ctx)
{
 this.ctx = ctx;
}

//reinitialize the context to null
public void unsetEntityContext()
{
 this.ctx = null;
}

EntityBeanメソッドメソッドメソッドメソッド : 活性化と受動化活性化と受動化活性化と受動化活性化と受動化  現在、Oracleでは活性化と受動化はサポートされてい
ません。 ただし、これらのメソッド用に空の実装を引き続き提供する必要があります。 

//There are no requirements for ejbActivate for this bean
public void ejbActivate()
{
}

//There are no requirements for ejbPassivate for this bean
public void ejbPassivate()
{
}
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4. LineItemクラスクラスクラスクラス
発注書アプリケーションでは、個々の注文が永続 Javaオブジェクト LineItemを使用して
永続的に格納されます。 つまり、エンティティ Beanは各発注項目の管理を EJB以外の Java
オブジェクトに移譲します。 

package purchase;

public class LineItem implements java.io.Serializable {
  public int sku;
  public int quantity;
  public String description;
  public float price;

  //Persistently manage each line item within the purchase order. 
  public LineItem (int sku, int quantity, String description, float price) {
    //Each line item has the following information: SKU number, quantity,
    // description, and price.
    this.sku = sku;
    this.quantity = quantity;
    this.description = description;
    this.price = price;
  }
}

エンティティ・データ用のデータベース表および列の作成エンティティ・データ用のデータベース表および列の作成エンティティ・データ用のデータベース表および列の作成エンティティ・データ用のデータベース表および列の作成
エンティティ Beanで永続データがデータベースに格納される場合は、そのエンティティ
Beanに必要な列を含む適切な表を作成する必要があります。 この表は、Beanをデータベー
スにロードする前に作成してください。

発注の例では、次の表を作成する必要があります。

表表表表 列列列列 説明説明説明説明

SKUS � skunumber: 品目番号

� description: 品目摘要

� price: 品目の価格

この表には、倉庫内の各品目
が記述されます。

POS � ponumber: 発注番号

� status: オープン、実施済みまたは出
荷済み

顧客発注の状態を管理する表。 
発注の状態が含まれます。

LINEITEMS � ponumber: 発注番号

� skunumber: 品目番号

� count: 発注品目数

顧客が発注した個別品目をす
べて含む表。 
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次の例は、これらのフィールドを作成する SQLコマンドを示しています。  

-- This sql scripts create the SQL tables used by the PurchaseOrder bean

-- The sku table lists all the items available for purchase
create table skus (skunumber number constraint pk_skus primary key,
                   description varchar2(2000),
                   price number);

-- The pos table stores information about purchase orders
-- The status column is 'OPEN', 'EXECUTED' or 'SHIPPED'
create table pos (ponumber number constraint pk_pos primary key,
                  status varchar2(30));

-- The ponumber sequence is used to generate PO ids
create sequence ponumber;

-- The lineitems table stores the contents of a po
-- The skunumber is a reference into the skus table
-- The ponumber is a reference into the pos table
create table lineitems (ponumber number constraint fk_pos references pos,
                        skunumber number constraint fk_skus references skus,
                        count number);
commit;

exit;

エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanの配置の配置の配置の配置
エンティティ Beanの配置方法は、セッション Beanの場合と同じです。詳細は、2-19ペー
ジの「EJBの配置」を参照してください。 セッション Beanの場合と同じ方法で、Beanの
XMLディプロイメント・ディスクリプタを作成し、Beanのすべてのファイルを含む JAR
ファイルを作成し、deployejbツールを使用して Beanをデータベースにロードし、公開す
る必要があります。 

XMLディプロイメント・ディスクリプタの詳細は、付録 A「XMLディプロイメント・ディ
スクリプタ」を参照してください。 付録 Aには、エンティティ Beanの永続性を定義する方
法の詳細も記載されています。 完全性を期すために、ここでは発注の例のディプロイメン
ト・ディスクリプタの編成方法を示します。 発注書では、マップする論理名が定義されてお
らず、<run-as>オプションを使用していないため、必要なのは EJBディプロイメント・
ディスクリプタのみです。

例例例例 4-2 発注の発注の発注の発注の EJBディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタ

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
//EN" "ejb-jar.dtd">
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<ejb-jar>
   <enterprise-beans>
      <entity>
         <description>no description</description>
         <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
         <home>purchase.PurchaseOrderHome</home>
         <remote>purchase.PurchaseOrder</remote>
         <ejb-class>purchaseServer.PurchaseOrderBean</ejb-class>
         <persistence-type>Bean</persistence-type>
         <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
         <reentrant>False</reentrant>
      </entity>
   </enterprise-beans>
   <assembly-descriptor>
      <security-role>
         <description>no description</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
      </security-role>
      <method-permission>
         <description>no description</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
         <method>
            <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
      </method-permission>
      <container-transaction>
         <description>no description</description>
         <method>
            <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
         <trans-attribute>Required</trans-attribute>
      </container-transaction>
   </assembly-descriptor>
</ejb-jar>
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クライアントから配置済みエンティティクライアントから配置済みエンティティクライアントから配置済みエンティティクライアントから配置済みエンティティ Beanへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
配置済みのエンティティ Beanにアクセスするには、クライアントで次のどちらかを実行し
ます。 

� 新規エンティティ Beanの作成

� 既存のエンティティ Beanへのアクセス

新規エンティティ新規エンティティ新規エンティティ新規エンティティ Beanの作成の作成の作成の作成
エンティティ Beanにアクセスする場合は、最初に Beanのホーム・インタフェースの位置
を特定する必要があります。 ホーム・インタフェースは、JNDIを介してネームスペースから
取得します。 URLには、次の構文を使用する必要があります。 

<service_name>://<hostname>:<iiop_listener_port>:<SID>/<published_obj_name>

この構文の詳細は、2-17ページの「ホーム・インタフェース・オブジェクトの取得」を参照
してください。

例例例例 4-3 JNDIネームスペースからのホーム・インタフェースの取得ネームスペースからのホーム・インタフェースの取得ネームスペースからのホーム・インタフェースの取得ネームスペースからのホーム・インタフェースの取得

次の例では、/test/purchase内にあって公開されている EJBのホーム・インタフェース
を取得しています。 ホスト、ポートおよび SIDは、それぞれ localhost、2471および ORCL
です。

String serviceURL = "sess_iiop://localhost:2471:ORCL";
String objectName = "/test/purchase";

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
Context ic = new InitialContext (env);

CustomerHome ch = (CustomerHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
Customer myCust = (Customer) ch.create();

注意注意注意注意 : 検索での型キャストには、narrowメソッドが不要であることに注
意してください。 Oracle8iの lookupメソッドでは、適切な narrowing機
能が自動的に実行されます。 ただし、戻されるオブジェクトをキャストす
る型は指定する必要があります。
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既存のエンティティ既存のエンティティ既存のエンティティ既存のエンティティ Beanへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
クライアントでは、次のいずれかの方法で既存のエンティティ Beanにアクセスできます。

� メソッドのコールで戻されるパラメータとしてなど、他者から参照を受け取ります。

� エンティティ Beanの主キーを指定し、そのリモート参照を戻す findByPrimaryKey
メソッドを起動します。

� Beanの Handleオブジェクトを指定し、Handleオブジェクトに対して getEJBObject
メソッドを起動します。 このハンドルは、getHandleメソッドを使用してエンティ
ティ Beanオブジェクトから作成されています。 ハンドルは、そのまま別のオブジェク
トに渡しても、後で使用できるようにシリアライズして格納してもかまいません。 

Bean管理の永続性とコンテナ管理の永続性の違い管理の永続性とコンテナ管理の永続性の違い管理の永続性とコンテナ管理の永続性の違い管理の永続性とコンテナ管理の永続性の違い
エンティティ Bean内の永続データを管理するには、Bean管理の永続性とコンテナ管理の永
続性という 2つの方法があります。 Bean管理の永続 Beanとコンテナ管理の永続 Beanの主
な違いは、エンティティ Beanのデータの永続性を管理する担当者により定義されます。 

次の表は、実際的な意味で、両者の定義と両者におけるプログラムおよび宣言の違いの概要
を示しています。

Bean管理の永続性管理の永続性管理の永続性管理の永続性 コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性

永続性の管理 EntityBeanの ejbStoreおよび
ejbLoadメソッド内に永続性管理を実装
する必要があります。 この 2つのメソッド
には、永続データの保存とリストアに関す
るロジックを含めます。

たとえば、ejbStoreメソッドには、エン
ティティ Beanのデータを適切なデータ
ベースに格納するロジックを含める必要が
あります。 このロジックがなければ、デー
タが失われることがあります。 Bean管理
の永続性の実装例については、4-16ページ
の「3. EntityBeanインタフェースのメ
ソッドの実装」を参照してください。

永続データの管理は自動的に実行されま
す。 つまり、コンテナが Beanにかわって
永続性マネージャを起動します。 

コミット前にデータを準備したり、データ
ベースからリフレッシュされた後でデータ
を操作するには、ejbStoreおよび
ejbLoadを使用します。 コンテナは、常
にコミット直前に ejbStoreメソッドを
起動します。 また、データベースからの
CMPデータをもう一度インスタンス化し
た直後に、常に ejbLoadメソッドを起動
します。

ファインダ・メソッドの使
用可否

findByPrimaryKeyメソッドと、他に実
装するファインダ・メソッドを使用できま
す。

使用できるのは、findByPrimaryKeyメ
ソッドと、WHERE句のファインダ・メ
ソッドのみです。

CMPフィールドの定義 該当なし EJBディプロイメント・ディスクリプタに
必須です。 主キーも CMPフィールドとし
て宣言する必要があります。
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コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性
Beanの永続データをコンテナで管理するように選択できます。 コンテナにより永続データが
データベースに格納され、そこから再ロードされるため、開発および管理作業が軽減されま
す。

コンテナ管理の永続性を使用すると、コンテナにより、永続性管理のビジネス・ロジックを
提供する永続性マネージャ・クラスが起動されます。 このリリースでサポートされている永
続性マネージャは、Oracle Persistence Service Interface Reference Implementation（PSI-RI）
のみです。

コンテナによる永続データの管理を有効化するには、次の操作が必要です。

1. 適切な Beanクラスのコールバック・メソッドを変更します。

2. 主キーを定義します。

3. ディプロイメント・ディスクリプタ内でコンテナ管理の永続フィールドを宣言します。

4. 永続性マネージャ・クラスを宣言します。

5. コンテナ管理の永続フィールドをデータベースにマップします。

Beanクラスのコールバック・メソッドの変更クラスのコールバック・メソッドの変更クラスのコールバック・メソッドの変更クラスのコールバック・メソッドの変更
永続データの管理が不要であれば、コンテナによる Bean管理を選択します。 これは、なん
らかのコールバック・メソッドをコンテナとして実装する必要がなく、永続性マネージャに
より永続性と主キーの管理が実行されることを意味します。 これらのメソッドは引き続きコ
ンテナによりコールされるため、他の目的を持つロジックを追加できます。 従来どおり、す
べてのコールバック・メソッド用に、少なくとも空の実装を提供する必要があります。 

次の表は、Beanクラスのコールバック関数の実装要件の詳細を示しています。

CMPフィールドからリソー
ス宛先へのマッピング

該当なし 必須。 永続性マネージャに依存します。

永続性マネージャの定義 該当なし Oracle固有のディプロイメント・ディスク
リプタに必須です。 永続性マネージャにつ
いては、次項を参照してください。

Bean管理の永続性管理の永続性管理の永続性管理の永続性 コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性
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コールバック・メソッドコールバック・メソッドコールバック・メソッドコールバック・メソッド 必要な機能必要な機能必要な機能必要な機能

ejbCreate Bean管理の永続 Beanと同じ機能。 主キーなど、コンテナ管理
の永続フィールドをすべて初期化する必要があります。

ejbPostCreate Bean管理の永続 Beanと同じ機能。 エンティティ・コンテキス
トを伴うものなど、他の初期化を提供するかどうかを選択でき
ます。 

ejbRemove 外部リソースから永続データを削除する機能は不要です。 エン
ティティ Beanに対応付けられた永続データは、すべて永続性
マネージャによりデータベースから削除されます。 少なくとも
コールバック用の空の実装を提供する必要があります。これは、
必要なクリーン・アップ機能を実行するロジックを追加できる
ことを意味します。

ejbFindByPrimaryKey 主キーをコンテナに戻すための機能は不要です。 主キーは、
ejbCreateメソッドで初期化された後は、コンテナにより管理
されます。 したがって、通常、このメソッドに必要な機能はコ
ンテナにより実行されます。 このメソッド用に空の実装を提供
する必要があります。

ejbStore このメソッド内で永続データを保存するための機能は不要です。 
すべての永続データは、永続性マネージャによりデータベース
に保存されます。 ただし、コンテナは永続性マネージャを起動
する前に ejbStoreメソッドを起動するため、少なくとも空の
実装を提供する必要があります。 これにより、永続データの保
存前にデータ管理やクリーン・アップを実行できます。

ejbLoad このメソッド内で永続データをリストアするための機能は不要
です。 すべての永続データは、永続性マネージャによりリスト
アされます。 ただし、コンテナは永続性マネージャを起動した
後に ejbLoadメソッドを起動するため、少なくとも空の実装
を提供する必要があります。 これにより、Beanにリストアされ
た永続データを操作するロジックを実行できます。

setEntityContext Beanインスタンスをコンテキスト情報に対応付けます。コンテ
ナでは、Beanの作成後にこのメソッドがコールされます。エン
タープライズ Beanでは、トランザクション管理に使用するコ
ンテキスト・オブジェクトへの参照がインスタンス変数に格納
できます。自分のトランザクションを管理する Beanでは、
セッション・コンテキストを使用して、トランザクション・コ
ンテキストを取得できます。

また、このメソッド内で Beanの存続期間中だけ存在するリ
ソースを割り当てることもできます。 これらのリソースは、
unsetEntityContextで解放する必要があります。

unsetEntityContext 対応付けられたエンティティ・コンテキストの設定を解除し、
setEntityContextで割り当てられたリソースを解放します。
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WHERE句のファインダ・メソッド句のファインダ・メソッド句のファインダ・メソッド句のファインダ・メソッド  Oracleでは、find<name>ネーミング構文を使用し、
CMP専用のファインダ・メソッドを介して、永続データ表に対する SQL問合せを実行でき
ます。 このメソッドは、SQL問合せの where句を示す Stringを取ります。 したがって、
Stringには、「select * from <table>」を除く文全体を挿入します。 空の文字列を指定す
ると、この表からすべての値が選択されます。

ホーム・インタフェースでは、このようなファインダ・メソッドを定義する必要がありま
す。 コンテナは、ファインダ・メソッドのWHERE句を満たす実装を提供します。 

たとえば、次の例では、ホーム・インタフェース内で 2つのファインダ・メソッドを定義し
ています。一方ではすべての顧客が検索され、他方では 1人の顧客が検索されます。 表中の
すべての顧客を検索する findAllCustomersメソッドで、Enumerationがどのように戻
されるかに注意してください。

public Customer findByWhere(String whereString) 
throws RemoteException, FinderException;

public java.util.Enumeration findMultipleCustomers(String whereString) 
throws RemoteException, FinderException;

単一の顧客を検索する場合は、顧客名を指定して次の SQL文を使用します。

select * from customer where name = "Smith, John";

findbyWhereファインダ・メソッドには、「select * from customer」を除く文全体
を挿入します。 次のように、永続性表に対する選択が必要であるとします。

Customer find_customer = findByWhere ("where name = ", + custname);

特定の条件に基づいて従業員から数行を選択する場合、SQL文は次のようになります。

select * from customer where item_bought = treadmill order by name;

find<name>メソッドは、この例では findByWhereで、「select * from employee」以外
の文全体が含まれます。 永続性表に対する一致をすべて選択する必要があるとします。 この
場合は次のようになります。

Enumeration customer_list = findMultipleCustomers(
"where item_bought = treadmill order by name");

注意注意注意注意 : 通常、ファインダ・メソッドの複数項目の戻り型は Collection
となります。 ただし、このリリースでは、Collectionはサポートされて
いません。 ファインダ・メソッドから複数項目を受け取るには、
Enumeration型を使用する必要があります。
                                                                    エンティティ Bean 4-29



Bean管理の永続性とコンテナ管理の永続性の違い
また、顧客リスト全体が必要な場合は、空の文字列を指定します。 コンテナにより
「select * from customer」が起動され、すべてのレコードが検索されます。

Enumeration customer_list = findMultipleCustomers();

主キーの定義主キーの定義主キーの定義主キーの定義
Bean管理とコンテナ管理における永続主キーの定義の主な違いは、キー内のフィールドを
ディプロイメント・ディスクリプタ内でコンテナ管理の永続フィールドとして宣言する必要
があることです。 主キーのすべてのフィールドは、SQLの型にマップできるシリアライズ可
能なプリミティブ型に制限されます。 詳細は、A-28ページの「永続フィールド」を参照して
ください。 

主キーを定義するには、次の 2通りの方法があります。

� 主キーとしての単一オブジェクトの定義

� 複雑な主キー・クラスの定義

主キーとしての単一オブジェクトの定義主キーとしての単一オブジェクトの定義主キーとしての単一オブジェクトの定義主キーとしての単一オブジェクトの定義  主キーを、コンテナ管理の永続フィールドおよび
その型として、ディプロイメント・ディスクリプタ内で定義します。 次の例は、
<cmp-field>および <primkey-field>として宣言され、その型が <prim-key-class>
内で宣言されている主キー custidを示しています。 

<enterprise-beans> 
  <entity>
      <description>customer bean</description>
      <ejb-name>/test/customer</ejb-name>
      <home>customer.CustomerHome</home>
      <remote>customer.Customer</remote>
      <ejb-class>customerServer.CustomerBean</ejb-class>
      <persistence-type>Container</persistence-type>
      <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
      <reentrant>False</reentrant>
      <cmp-field><field-name>custid</field-name></cmp-field>
      <cmp-field><field-name>name</field-name></cmp-field>
      <cmp-field><field-name>addr</field-name></cmp-field>
      <primkey-field>custid</primkey-field>
 </entity>
</enterprise-beans>

Beanクラスで宣言される主キー変数は、publicとして宣言する必要があります。

これは、SQLJを介して SQLの型にマップできる Javaの型にする必要があります。 また、こ
のオブジェクトは、シリアライズ可能である必要があります。 詳細は、A-6ページの「エン
ティティ Beanの要素」を参照してください。
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複雑な主キー・クラスの定義複雑な主キー・クラスの定義複雑な主キー・クラスの定義複雑な主キー・クラスの定義  主キーが単純なデータ型より複雑な場合は、主キーを構成す
るフィールドを、ディプロイメント・ディスクリプタ内でコンテナ管理のフィールドとして
定義します。 次に、各フィールドをクラス内で主キーとして宣言します。 このクラスは、シ
リアライズ可能である必要があります。 また、Beanクラス内で宣言される主キー変数は、い
ずれも SQLの型にマップできる型にする必要があります。

Beanクラス内では、主キー変数を publicとして宣言する必要があります。 空の主キー・イ
ンスタンスを作成するために、引数を取らないコンストラクタも提供します。 

シリアライズ可能な主キー・クラス内で、この主キーに固有の実装用に提供する equalsお
よび hashCodeメソッドを実装します。

次の例は、各船室を船名、デッキ名および船室番号で識別する、クルーズ客船の船室 Bean
の主キーを示しています。   

package cruise;

public class CabinPK implements java.io.Serializable
{
//Ship names { Castaway, LightFantastic, FantasyRide }
  public String ship;

//Deck names { Upper Promendade, Promenade, Lower Promenade, Main Deck, 
                 Lower Deck }
  public String deck;

  //Cabin numbers A100-N300
  public String cabin;

  //empty constructor
  public CabinPK ( ) { }

  public boolean equals(Object obj) {
    if ((obj instanceof CabinPK) &&
        (((CabinPK)obj).ship == this.ship) &&
         (((CabinPK)obj).deck == this.deck) &&
         (((CabinPK)obj).cabin == this.cabin))
      return true;
    return false;
  }

  public int hashCode() {
    return ((ship + deck + cabin).hash);
  }
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主キーを定義するクラスは、XMLディプロイメント・ディスクリプタ内で次のように宣言
されています。

<enterprise-beans>
      <entity>
         <ejb-name>CabinBean</ejb-name>
         <home>cruise.CabinHome</home>
         <remote>cruise.Cabin</remote>
         <ejb-class>cruiseServer.CabinBean</ejb-class>
         <persistence-type>Container</persistence-type>
         <prim-key-class>cruise.CabinPK</prim-key-class>
         <reentrant>False</reentrant>
         <cmp-field><field-name>deck</field-name></cmp-field>
         <cmp-field><field-name>cabin</field-name></cmp-field>
...
</enterprise-beans>

ディプロイメント・ディスクリプタの定義の詳細は、A-6ページの「エンティティ Beanの
要素」を参照してください。

主キーの管理主キーの管理主キーの管理主キーの管理  主キーを含め、すべての CMPフィールドは ejbCreateメソッド内で初期化
する必要があります。 発注の例の ejbCreateメソッドでは、主キー ponumberが発注番号
の順序内で次に使用可能な番号に初期化されます。

// The create methods takes care of generating a new PO and returns
// its primary key
public String ejbCreate () throws CreateException, RemoteException
{
  String ponumber = null;
  try {
    //retrieve the next available purchase order number
    #sql { select ponumber.nextval into :ponumber from dual };
    //assign this number as this instance's identification number
    #sql { insert into pos (ponumber, status) values (:ponumber, 'OPEN') };
  } catch (SQLException e) {
    throw new PurchaseException (this, "create", e);
  }
  return ponumber;
}
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永続フィールドの宣言永続フィールドの宣言永続フィールドの宣言永続フィールドの宣言
コンテナ管理の永続フィールドは、すべて Beanクラス内で publicとして宣言する必要が
あります。 一次フィールドとしては宣言できません。 また、これらのフィールドは、SQLの
型にマップできるシリアライズ可能なプリミティブ型に制限されます。 詳細は、A-29ページ
の表 A-2「永続変数に関してサポートされない Javaの型」を参照してください。

永続性プロバイダの宣言永続性プロバイダの宣言永続性プロバイダの宣言永続性プロバイダの宣言
コンテナは、CMP Beanを管理するために永続性プロバイダを起動します。 このリリースで
は、Oracle Persistence Service Interface Reference Implementation（PSI-RI）がサポートされ
ます。 プロバイダの定義の詳細は、A-27ページの「コンテナ管理の永続性の定義」を参照し
てください。

次の例は、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタのうち、永続性マネージャを定
義する部分を示しています。

...
<persistence-provider>
  <description> specifies a type of persistence manager </description>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <persistence-deployer>oracle.aurora.ejb.persistence.ocmp.OcmpEntityDeployer</p
ersistence-deployer>
</persistence-provider>

<persistence-descriptor>
  <description> This specifies a particular type of persistence manager to be us
ed for a bean.  param is where you would put bean specific persistence info in t
he format of params.  The deployment process just passes what's in the param to
the persistence deployer.  For the baby persistence, we do parse the persistence
-mapping but for other persistence backend we don't do anything with the params
 </description>
  <ejb-name>customerbean</ejb-name>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <psi-ri>
      <schema>SCOTT</schema>
      <table>customers</table>
      <attr-mapping>
        <field-name>custid</field-name>
        <column-name>cust_id</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>name</field-name>

注意注意注意注意 : 永続性マネージャを含むクラスがデータベースにロードされてい
ることを確認してください。
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        <column-name>cust_name</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>addr</field-name>
        <column-name>cust_addr</column-name>
      </attr-mapping>
  </psi-ri>
</persistence-descriptor>
</oracle-descriptor>

コンテナ管理の永続フィールドのマップコンテナ管理の永続フィールドのマップコンテナ管理の永続フィールドのマップコンテナ管理の永続フィールドのマップ
Bean内で定義される CMPデータ・フィールドは、すべてディプロイメント・ディスクリプ
タの <cmp-field>要素内で宣言する必要があります。  詳細は、A-6ページの「エンティ
ティ Beanの要素」を参照してください。 また、これらのフィールドは、意図したデータ
ベース表とそれぞれの列にマップする必要があります。 詳細は、A-28ページの「永続フィー
ルド」を参照してください。

次の例は、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタのうち、顧客の例（単一の主
キー・フィールドを使用）にある主キーとコンテナ管理の永続フィールドを、永続性プロバ
イダにより各フィールドの値が格納されるデータベース表および列にマップする部分を示し
ています。 特に、コンテナ・マネージャでは、永続フィールドが SCOTTのスキーマの顧客
表に格納されます。 永続フィールドは、次のようにマップされます。

<psi-ri>
      <schema>SCOTT</schema>
      <table>customers</table>
      <attr-mapping>
        <field-name>custid</field-name>
        <column-name>cust_id</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>name</field-name>
        <column-name>cust_name</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>addr</field-name>

永続フィールド永続フィールド永続フィールド永続フィールド 表列表列表列表列

custid（主キー） customers表の cust_id列

name customers表の cust_name列

addr customers表の cust_addr列
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        <column-name>cust_addr</column-name>
      </attr-mapping>
</psi-ri>

EJBの参照との参照との参照との参照と JDBCのののの DataSourcesへのアクセスへのアクセスへのアクセスへのアクセス
EJBの参照と JDBCの DataSourcesには、Beanの環境を介してアクセスできます。

� EJBの参照

� JDBCの DataSources

EJBの参照の参照の参照の参照
エンティティ Beanでは、ディプロイメント・ディスクリプタ内でターゲット Bean用の環
境参照を作成できます。 EJB環境参照の URLの構文は、次のとおりです。

"java:comp/env/ejb/"<ejb-ref-name>

"java:comp/env/ejb"接頭辞は、JNDIに対して、ディプロイメント・ディスクリプタに
定義されている EJB参照内で EJB参照の位置を特定するように指示するサブコンテキストで
す。 <ejb-ref-name>は、ディプロイメント・ディスクリプタに定義されている EJB参照
の論理環境名です。 次の例は、Beanが配置環境内で他の Beanの参照を検索する方法を示し
ています。

Context ic = new InitialContext ( );

CustomerHome ch = (CustomerHome)ic.lookup ("java:comp/env/ejb/PurchaseOrder");

EJB環境参照の詳細は、A-9ページの「他の Enterprise JavaBeansの環境参照」を参照して
ください。 

JDBCのののの DataSources
エンティティ Beanには、JNDI内でバインドされている JDBC DataSourcesの環境参照を作
成するオプションがあります。 これらは、ディプロイメント・ディスクリプタ内で Beanに
対して宣言されています。 serviceURLおよび objectNameが定義されている場合、それ
ぞれに次の構文を持つ EJB環境参照の URLが含まれます。

"java:comp/env/jdbc/"<resource-ref-name>

"java:comp/env/jdbc"接頭辞は、JNDIに対して、ディプロイメント・ディスクリプタ
に定義されている <resource-ref>要素内で JDBCの DataSourceをロケーティングする
ように指示するサブコンテキストです。ディプロイメント・ディスクリプタでは、実際には
論理環境名が定義されています。
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次の例は、発注用の EJBディプロイメント・ディスクリプタでの、JDBC DataSourceの定義
を示しています。

<resource-ref>
           <res-ref-name>jdbc/EmployeeAppDB</res-ref-name>
           <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
           <res-auth>Application</res-auth>
</resource-ref>

次の例は、発注の例での JNDIコンテキストの初期化を示しています。

#import javax.sql.*

String dbURL = "java:comp/env/jdbc/EmployeeAppDB";

DataSource dbRes = (DataSource)ic.lookup (dbURL);
Connection conn = dbRes.getConnection;

JDBC DataSource変数の詳細は、A-12ページの「リソース・マネージャの接続ファクトリ
参照への環境参照」を参照してください。 

注意注意注意注意 : このリリースでは、<res-auth>用にサポートされるのは
Applicationオプションのみです。
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JNDI接続とセッション接続とセッション接続とセッション接続とセッション IIOPサービスサービスサービスサービス

この章では、クライアントが Oracle8i Serverセッションに接続する方法、およびクライアン
トがサーバーに対して認証を実行する方式を詳しく説明します。この章で使用するクライア
ントという用語には、ネットワーク接続されているパーソナル・コンピュータやワークス
テーション上で稼働しているクライアント・アプリケーションとアプレット、および他の分
散サーバー・オブジェクトをコールし、それらのオブジェクトに対してクライアントとして
動作する EJBおよび CORBAサーバー・オブジェクトなどの分散オブジェクトが含まれま
す。

この章では、認証の他に、データベース内のオブジェクトに対するアクセス制御という意味
のセキュリティも説明します。データ・サーバー内の公開されているオブジェクトには一連
のパーミッションがあり、誰がオブジェクトにアクセスして変更できるかを設定できます。
また、データ・サーバーにロードされているクラスは特定のスキーマ内にロードされ、その
クラスの配置者が、誰がクラスを使用できるかを制御できます。

この章では、次のトピックを説明します。

� JNDI接続の基本事項

� ネームスペース

� データベース・オブジェクトに対する実行権限

� URL構文

� JNDIを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセス

� セッション IIOPサービス

� Oracle8i JVMのバージョン・ナンバーの検索

� 非 IIOPプレゼンテーションからのセッション中の EJBオブジェクトの活性化

� アプレットからの EJBオブジェクトの起動
ビス 5-1



JNDI接続の基本事項
JNDI接続の基本事項接続の基本事項接続の基本事項接続の基本事項
第 2章のクライアントの例では、単一 URL指定を使用して、Oracleにし、データベース・
サーバー・セッションを開始し、オブジェクトを活性化する方法を示しました。これらの操
作は、次のステップで実行されました。

1. Hashtable env = new Hashtable();
2. env.put(javax.naming.Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
3. env.put(javax.naming.Context.SECURITY_PRINCIPAL, username);
4. env.put(javax.naming.Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
5. env.put(javax.naming.Context.SECURITY_AUTHENTICATION, 
ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
6. Context ic = new InitialContext(env);
7. HelloHome hello_home =
    (HelloHome) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL/test/myHello");
   myHello hello = hello_home.create ();
8. System.out.println(hello.helloWorld());

この例には、4つの基本操作があります。

� 1～ 5行目で、JNDI初期コンテキストの環境をセットアップします。

� 6行目では、JNDI初期コンテキストを作成します。

� 7行目では、公開されているオブジェクトを検索します。 （URL構文の詳細は、5-5ペー
ジの「URL構文」を参照してください。）

� 8行目では、オブジェクト上でメソッドを起動します。

クライアントが JNDI lookupメソッドを介してオブジェクトを検索するときに、クライア
ントとサーバーの両方で次のロジックが自動的に実行されます。

� ローカル・ホスト・データベースの ORCLインスタンスへのセッション IIOP接続が確
立されます。

� サーバーによりデータベース・セッションが確立されます。

� クライアントに対する認証が NON_SSL_LOGINプロトコルを使用して行われます。
ユーザー名とパスワードは初期コンテキスト環境で指定されたものが使用されます。

� 公開されているオブジェクト /test/myHelloがセッション・ネームスペース内で検索
され、その参照がクライアントに戻されます。

戻された参照に対して、クライアントにより helloWorld()などのメソッドが起動される
と、サーバーによりそのオブジェクトがサーバー上で活性化されます。 
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ネームスペースネームスペースネームスペースネームスペース
データベース内のネームスペースは、通常のファイル・システムにきわめて類似していま
す。セッション・シェル・ツールを使用して、公開するネームスペース内のオブジェクトを
調べたり、操作できます。 セッション・シェルの詳細は、『Oracle8i Java Toolsリファレン
ス』の「sess_sh」ツールを参照してください。

ルート・ディレクトリがあり、これはスラッシュ（「/」）で示されます。 ルート・ディレク
トリは、bin、etcおよび testという他の 3つのディレクトリを含むように作成されてい
ます。 /testディレクトリは、プログラム例中のほとんどのオブジェクトが公開されている
場所です。ルートの下に新しいディレクトリを作成し、個別のプロジェクトに対するオブ
ジェクトを保持するようにできますが、ルートの下に新しいディレクトリを作成するには
データベース・ユーザーを SYSとしてアクセスする必要があります。

ディレクトリのネストの深さには実質的な制限はありません。

/etcディレクトリには、ORBで使用するオブジェクトが置かれます。 /etcディレクトリ
内のオブジェクトを削除しないでください。 /etc内のオブジェクトは次のとおりです。

deployejb    execute    loadjava    login    transactionFactory 

ネームスペース内のエントリは、次のクラスのインスタンスであるオブジェクトで表されま
す。

� oracle.aurora.AuroraServices.PublishingContext — 他のオブジェクト
（ディレクトリ）を含むことができるクラスを表します。

� oracle.aurora.AuroraServices.PublishedObject — ツリーのリーフに使用さ
れるオブジェクト名自体です。 

これらのクラスは、製品 CDに収録されている JavaDocに記載されています。

オブジェクトの公開されている名前は、データベース内の表に格納されます。公開されてい
る各オブジェクトにも、関連するパーミッションのセットがあります。それぞれのクラスま
たはリソース・ファイルには、次のパーミッションの組合せを持たせることができます。

読込み読込み読込み読込み  読込み権限の保有者は、クラスまたはクラスの属性（名前、ヘルパー・クラス、所
有者など）の一覧を表示できます。

書込み書込み書込み書込み  コンテキストの書込み権限の保有者は、新しいオブジェクト名をコンテキストにバ
インドできます。オブジェクト（ツリーのリーフ・ノード）の場合は、書込み権限の保有者
はこの名前で別のオブジェクトを再公開できます。

注意注意注意注意 : 公開するネームスペース内の初期値は、Oracle8i JVM製品をイン
ストールするときに設定されます。
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データベース・オブジェクトに対する実行権限
実行実行実行実行  コンテキストまたは公開されているオブジェクト名により表されるオブジェクトを解
決して活性化するには、実行権限が必要です。 

オブジェクト権限を表示および変更するには、セッション・シェル・ツールの chmodコマ
ンドを使用します。 

データベース・オブジェクトに対するデータベース・オブジェクトに対するデータベース・オブジェクトに対するデータベース・オブジェクトに対する実行権限実行権限実行権限実行権限
Oracle8iでは、認証およびプライバシの他に、CORBAオブジェクトおよび EJBオブジェク
トを構成するクラスへのアクセス制御もサポートされています。データベースに格納されて
いるオブジェクトの Javaクラスに対する実行権限を付与されているユーザーまたはロール
のみが、オブジェクトを活性化し、そのオブジェクト上でメソッドを起動できます。

Javaクラスに対する実行権限の制御には、次のツールを使用できます。

� ロード時は、-grant引数を付けて loadjavaを実行できます。loadjavaおよびデー
タベース内の Javaクラスに対する実行権限の詳細は、『Oracle8i Java開発者ガイド』を
参照してください。

� SQL文を使用できます。データベース内にロードされている Javaクラスに対する実行の
パーミッションを付与するには、GRANT EXECUTE DDL文を使用します。たとえば、
SCOTTがクラス Helloをすでにロードしている場合は、SCOTT（または SYS）は次の
SQL文を発行して、そのクラスに対する実行権限を別のユーザー（たとえば OTTO）に
付与できます。

SQL> GRANT EXECUTE ON "Hello" TO OTTO;

ロードされている Javaクラスからユーザーの実行権限を削除するには、SQL文
REVOKE EXECUTEを使用します。

� 公開時は、公開されているオブジェクトは特定のスキーマに制限されません。インスタ
ンス内のすべてのユーザーが使用可能です。公開されているオブジェクトにはパーミッ
ションがあり、これは基礎となるクラスのパーミッションとは異なる場合があります。
たとえば、ユーザー SCOTTが公開されているオブジェクト名に対する実行のパーミッ
ションを持っていても、公開されているオブジェクトが表しているクラスの実行のパー
ミッションは持っていない場合、SCOTTはオブジェクトを活性化できません。

公開されているオブジェクトに対するパーミッションは、次の 2つの方法で制御できま
す。

1. publishツールで -grantオプションを指定できます。

2. セッション・シェル内で chmodコマンドおよび chownコマンドを実行できます。
chownコマンドを実行するには、ユーザー SYSとしてセッション・シェルに接続
する必要があります。

セッション・シェルで ls -lコマンドを実行すると、パーミッション（EXECUTE、
READおよびWRITE）および公開されているオブジェクトの所有者が表示されます。
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URL構文
認証なしにクライアントがアクセスできる組込みサーバー・オブジェクトが 3つがありま
す。

� ネーム・サービス

� InitialReferencesオブジェクト（ブート・サービス）

� Loginオブジェクト

これらのオブジェクトは、認証がなくても serviceCtx.lookup()を使用して活性化でき
ます。 Loginオブジェクトに明示的にアクセスする例は、6-11ページの「Oracle8i JVMセッ
ションへのログインとログアウト」を参照してください。

URL構文構文構文構文
Oracle8iでは、サービスとセッションのアクセスに Universal Resource Locator（URL）構
文を使用します。URLでは、JNDIリクエストを使用して、サービスとセッションの起動や、
データベース・インスタンス内で公開されているコンポーネントへのアクセスを行えます。 
サービス URLの例を図 5-1に示します。

図図図図 5-1 サービスサービスサービスサービス URL

サービス URLは、次の 4つの部分から構成されます。

1. URL接頭辞。コロンと 2つのスラッシュが後ろに付きます。セッション IIOPリクエス
トの場合、sess_iiop://となります。

2. システム名（ホスト名）。たとえば、myPC-1などです。localhostやホストの IPア
ドレスを使用できます。

3. IIOPサービスのリスナー・ポート番号。デフォルトは 2481です。

4. システム識別子（SID）またはサービス名。たとえば、ORCLや mySID.myDomainなど
です。

� SID — システム識別子は、データベース初期化ファイルで db_nameとして定義さ
れています。システム識別子により、接続しているデータベース・インスタンスを

URL接頭辞

ホスト名

システム識別子（SID）または
サービス名

IIOPのリスナー・ポート番号

sess_iiop://localhost:2481:ORCL
                                                                   JNDI接続とセッション IIOPサービス 5-5



URL構文
識別できます。サービス URLに SIDを追加すると、リスナーにより受信されたリ
クエストがデータベース・インスタンスの複数のディスパッチャに対してロード・
バランス処理されます。

� サービス名 — サービス名は、データベース初期化ファイルに定義されている
service_nameパラメータまたは db_name.db_domainパラメータの値と同じに
なります。 サービス URL内でサービス名を使用すると、リスナーにより受信された
リクエストが複数のデータベース・インスタンス（つまり、リスナーに登録されて
いるすべてのデータベース・インスタンス）に対してロード・バランス処理されま
す。このオプションは、パラレル・サーバーを使用している場合に適しています。

ホスト名、ポートおよび SIDまたはサービス名の間は、必ずコロンで区切ってください。

URLのコンポーネントとクラスのコンポーネントとクラスのコンポーネントとクラスのコンポーネントとクラス
Oracleに接続し、JNDIを使用して公開されているオブジェクトを検索する場合、サービス
（サービス名、ホスト、ポートおよび SID）と、検索、活性化する公開オブジェクトの名前
を含む URLを使用します。たとえば、完全な URLは次のようになります。

sess_iiop://localhost:2481:ORCL/:default/projectAurora/Plans816/getPlans

sess_iiop://localhost:2481:ORCLにはサービス名を指定します。:defaultはデ
フォルトのセッションを示します（セッションがすでに確立されている場合）。
/projectAurora/Plans816にはネームスペース内のディレクトリ・パスを指定します。
また、getPlansは検索する公開オブジェクトの名前です。

注意注意注意注意 : URLでサービス名を使用する場合は、どのツールでも
-useServiceNameフラグを指定する必要があります。このフラグを指定
しない場合、ツールは最後の文字列が SIDであると想定します。

注意注意注意注意 : リスナー・ポートのかわりにディスパッチャ・ポートを指定し、
さらに SIDを指定すると、サーバーで ObjectNotFound例外が発生しま
す。ディスパッチャ・ポートに直接接続するアプリケーションはあまりス
ケールしないので、Oracleではディスパッチャとの直接接続はお薦めしま
せん。

注意注意注意注意 : 接続に対してセッションがまだ確立されていない場合は、セッ
ション名を指定しないでください。つまり、最初の検索時には活性化され
ているセッションがまだないので、セッション名としての :defaultは無
意味です。 また、:defaultは暗黙的なため、URLは、このセッション名
なしでも使用できます。
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JNDIを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセス
URLの各コンポーネントは Javaクラスを表します。たとえば、サービス名は ServiceCtx
クラスのインスタンスで表され、セッションは SessionCtxインスタンスで表されます。 
URL内のサービス名とセッション名の詳細は、5-7ページ以降の「JNDIを使用したバイン
ド済みオブジェクトへのアクセス」および「セッション IIOPサービス」を参照してくださ
い。

JNDI名に関する名に関する名に関する名に関する CosNamingの制限事項の制限事項の制限事項の制限事項
公開されているオブジェクトの、JNDIにバインドされている名前には、JNDI構文規則を使
用する必要があります。Oracle8i JVM JNDIで使用される基礎となるネーミング・サービス
は CosNamingです。したがって、ある名前にドット（.）が含まれていると、次のように通
常の CosNaming規則とは異なる動作が発生します。

� ドットの前の部分文字列は、CosNaming NameComponent IDとして処理されます。

� ドットの後の部分文字列は、CosNaming NameComponentの種類として処理されます。

� IDと種類の両方が連結されて、フル JNDI名となります。 

通常、CosNamingオブジェクトの取出し時には、IDと種類を別個のエンティティとして指
定します。Oracle8i JVMの実装では、IDと種類の両方が連結されます。したがって、アプ
リケーションでオブジェクトを取り出すには、ドットがセパレータではなく JNDI名の一部
として含まれているフルネームを使用します。 

JNDIを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセスを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセスを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセスを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセス
クライアントは、Java Naming and Directory Interface（JNDI）インタフェースを使用して、
Oracle8i JVMネームスペース内の公開されているオブジェクトを検索します。JNDIは Sun 
Microsystemsが提供するインタフェースで、これを使用すると Javaアプリケーション開発
者はネーム・サービスおよびディレクトリ・サービスにアクセスできます。この項では、公
開されているオブジェクトを検索し、活性化するために必要な JNDI APIを説明します。
JNDIの完全なドキュメントを入手するには、
http://java.sun.com/products/jndi/index.htmlにアクセスしてください。

5-5ページの「URL構文」で説明したように、Oracle8i JVMネームスペース内にバインドさ
れている名前へのアクセスを行う JNDI URLは、次の 2つの構成要素からなる複合名である
ことが必要です。

� サービス名 — サービス名は、Oracle8i JVMで適切なネームスペースへのハンドルを取
り出すために使用されます。 

注意注意注意注意 : JNDIを使用せずにセッション・ネームスペースにアクセスするこ
ともできます。JNDIのかわりに、CosNamingのメソッドを使用できま
す。
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JNDIを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセス
ネットワークには、複数のネームスペースが存在します。サービスでは、JNDIでバイ
ンドされているオブジェクトを取り出すネームスペースが指定されます。サービス名に
は、次のいずれか 1つを使用できます。

� セッション名 — 指定したネームスペース内のオブジェクトの、実際に JNDIにバインド
されている名前です。この構文は、UNIXファイル・システムの構文に似ています。 
セッション名は、SessionCtxオブジェクトで表すことができます。

サービスとセッションのコンテキストを利用して、データベース内に異なる複数のセッショ
ンをオープンしたり、単一セッション中のオブジェクトに複数のクライアントからアクセス
するなど、いくつかの高度な手法を実行できます。 この手法の詳細は、5-12ページの「セッ
ション IIOPサービス」を参照してください。 ただし、単純な JNDI検索を行う場合は、5-5
ページの「URL構文」に示した URL構文を使用するべきです。

JNDIサポート・クラスのインポートサポート・クラスのインポートサポート・クラスのインポートサポート・クラスのインポート
クライアントまたはサーバーのオブジェクトの実装で JNDIを使用する場合は、次のイン
ポート文を各ソース・ファイルに組み込んでください。

import javax.naming.Context;    // the JNDI Context interface
import javax.naming.InitialContext;
import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx; // JNDI property constants
import java.util.Hashtable;     // hashtable for the initial context environment

サービス名サービス名サービス名サービス名 説明説明説明説明

sess_iiop://
    <hostname>:<port>:<SID>

ネームスペースが置かれているホスト、ポート
および SIDを指定します。このサービス名のみ
を指定してセッション名を指定しなければ、
ServiceCtxオブジェクトが戻されます。セッ
ション IIOPサービスは、IIOPアプリケーショ
ンで使用されるメイン・サービスです。この
サービスにより、様々なデータベース・ホスト
上の JNDIネームスペースにバインドされてい
るオブジェクトとオブジェクト参照が取り出さ
れます。 詳細は、5-12ページの「セッション
IIOPサービス」を参照してください。

jdbc_access: オブジェクトの lookup に JDBC接続を使用する
ことを示します。主として、ネームスペースか
ら JTAの UserTransactionおよび DataSourceオ
ブジェクトを取り出すために使用します。

java: バインドされている名前が、実際にはディプロ
イメント・ディスクリプタ内で指定された EJB
環境変数であることを示すのに使用されます。
5-8　Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



JNDIを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセス
JNDI InitialContextの取得の取得の取得の取得
Contextは、InitialContextの取得に使用される javax.namingパッケージ内のイン
タフェースです。 Oracle8iの EJBおよび CORBAクライアントでは、いずれも JNDI 
lookup()に InitialContextが使用されます。 JNDI lookup()を実行する前に、認証情
報などの環境変数を Contextに対し設定します。ハッシュ表または環境のプロパティ・リ
ストを使用できます。 この情報は、lookup()の実行時にネーミング・サービスに対して使
用されます。 このマニュアルの例では、次のように常に Javaの Hashtableクラスを使用し
ます。

Hashtable environment = new Hashtable();

次に、ハッシュ表内にプロパティを設定します。 クライアント側とサーバー側のどちらで操
作するかに関係なく、常に Contextの URL_PKG_PREFIXESプロパティを設定する必要が
あります。残りのプロパティは、主としてユーザー認証に使用されます。

� javax.naming.Context.URL_PKG_PREFIXES

� javax.naming.Context.SECURITY_PRINCIPAL

� javax.naming.Context.SECURITY_CREDENTIALS

� javax.naming.Context.SECURITY_ROLE

� javax.naming.Context.SECURITY_AUTHENTICATION

� USE_SERVICE_NAME

URL_PKG_PREFIXES
Context.URL_PKG_PREFIXESには、URLコンテキスト・ファクトリ内にロードするとき
に使用するパッケージ接頭辞のリストを指定するための環境プロパティが保持されます。こ
のプロパティの値は、URLコンテキスト・ファクトリを作成するファクトリ・クラスのクラ
ス名に対するパッケージ接頭辞をコロンで区切って並べたリストであることが必要です。

現行の実装では、常にこのプロパティを Context環境で指定し、文字列
「oracle.aurora.jndi」に設定する必要があります。 

SECURITY_PRINCIPAL
Context.SECURITY_PRINCIPALには、データベースのユーザー名が保持されます。

SECURITY_CREDENTIALS
Context.SECURITY_CREDENTIALには、クリアテキスト・パスワードが保持されます。
これは、SECURITY_PRINCIPAL（データベース・ユーザー）に対する Oracleデータベース
のパスワードです。次の「SECURITY_AUTHENTICATION」で述べている 3つの認証方式
では、パスワードは暗号化されてサーバーに送信されます。
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JNDIを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセス
SECURITY_ROLE
Context.SECURITY_ROLEには、ユーザーが接続するときに使用する Oracle8iデータベー
ス・ロールが保持されます。たとえば、「CLERK」や「MANAGER」です。

SECURITY_AUTHENTICATION
Context.SECURITY_AUTHENTICATION には、使用する認証のタイプを指定する環境プロ
パティの名前が保持されます。このプロパティの値により、Oracle8iでサポートされている
認証のタイプが決まります。このプロパティには、次の 4つの値を指定できます。これらの
値は、ServiceCtxクラスで定義されています。

� ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN -クライアントは、（セキュア・ソケット・レイヤー接
続ではなく）標準の TCP/IP接続でログイン・プロトコルを使用して、サーバーに対し
てユーザー名とパスワードによる認証を行います。パスワードは、クライアントから
サーバーへの送信時にログイン・プロトコルにより暗号化されます。サーバーは、クラ
イアントに資格証明を提供して自分自身を認証します。このプロトコルの詳細は、6-9
ページの「ユーザー名とパスワードを使用したクライアント側の認証」を参照してくだ
さい。

� ServiceCtx.SSL_CREDENTIAL -クライアントは、セキュア・ソケット・レイヤー
（SSL）接続で暗号化されたユーザー名とパスワードを提供して、サーバーに対して自分
自身を認証します。サーバーは、クライアントに対して自分自身を認証しません。

� SSL_LOGIN -クライアントは、SSL接続でログイン・プロトコルを使用して、サーバー
に対してユーザー名とパスワードによる自分自身を認証します。サーバーは、クライア
ントに資格証明を提供して自分自身を認証します。

� SSL_CLIENT_AUTH -クライアントとサーバーの両方が、SSL接続でそれぞれの証明書
を提供して相互に自分自身を認証します。

注意注意注意注意 : SSL接続を使用するには、SSLポートが構成されているリスナー
にアクセスできる必要があります。また、リスナーは SSLを使用できる
データベース IIOPポートにリクエストをリダイレクトできる必要があり
ます。さらに、アプリケーションをコンパイルし作成するときに、次の
JARファイルを組み込む必要があります。

� クライアントで JDK 1.1を使用している場合は、jssl-1_1.jarと
javax-ssl-1_1.jarをインポートします。

� クライアントで Java 2を使用している場合は、jssl-1_2.jarと
javax-ssl-1_2.jarをインポートします。
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USE_SERVICE_NAME
URLに SIDではなくサービス名を使用している場合は、このプロパティを TRUEに設定し
ます。それ以外の場合は、URLの最後の文字列で SIDを指定する必要があります。 変数 env
内の Hashtableに、URL内で SIDではなくサービス名を使用することを指定するには次の
ようにします。

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "scott");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "tiger");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
env.put("USE_SERVICE_NAME", "true");
Context ic = new InitialContext(env);

デフォルトは FALSEです。

lookupで指定する URLには、SIDではなくサービス名を含める必要があります。 次の URL
には、サービス名 orasun12が含まれています。

myHello hello =
    (myHello) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:orasun12/test/myHello");

JNDI InitialContextメソッドメソッドメソッドメソッド
InitialContextは、Contextインタフェースを実装する javax.namingパッケージ内
のクラスです。すべてのネーミング操作はコンテキストに関するものです。Initial 
Contextは、Contextインタフェースを実装しており、名前解決の出発点となるもので
す。

コンストラクタコンストラクタコンストラクタコンストラクタ
新しい初期コンテキストを作成するには、次のコンストラクタを使用します。

public InitialContext(Hashtable environment)

「JNDI InitialContextの取得」で前述したように環境情報を含む入力パラメータとして、
Hashtableが必要です。次のコードで、標準的なクライアント用の環境を設定し、新しい
初期コンテキストを作成します。

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "scott");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "tiger");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
Context ic = new InitialContext(env);
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lookup
CORBAアプリケーションや EJBアプリケーションの開発者が使用する最も一般的なクラス
のメソッドは次のものです。

public Object lookup(String URL)

lookup()を使用して、オブジェクト・インスタンスを取り出したり、新規サービス・コン
テキストを作成します。 

� オブジェクト・インスタンスを取り出すには、サービス名と、JNDIにバインドされて
いる名前（とセッション名）をつなげた URLを指定します。戻される結果は、予期さ
れるオブジェクト型にキャストする必要があります。たとえば、Helloインタフェース
を取り出すには、次の操作を行います。

HelloHome hello_home =
    (HelloHome) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL/test/myHello");
myHello hello = hello_home.create ();

サービス名は「sess_iiop://localhost:2481:ORCL」、Helloのホーム・インタ
フェースの JNDIにバインドされる名前は「/test/myHello」です。

� 特定のネームスペースへのハンドルを取り出すには、必要なサービス・コンテキストを
指定します。戻される結果は、新しいサービス・コンテキストを作成する際に
ServiceCtx にキャストする必要があります。たとえば、initContextが JNDI初期
コンテキストであれば、次の文により新しいサービス・コンテキストが作成されます。

ServiceCtx service =
    (ServiceCtx) initContext.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL");

EJBまたは CORBAアプリケーションでの JNDI lookupメソッドの使用例については、5-17
ページの「セッション管理の使用例」を参照してください。

セッションセッションセッションセッション IIOPサービスサービスサービスサービス
すべてのクライアント /サーバー・ネットワーク通信では、両方のエンティティ間で受け入
れられるプロトコルを介して要求がルーティングされます。Oracle8iデータベースへのほと
んどのネットワーク通信は、2タスク共通（TTC）レイヤーを介してルーティングされます。
これは、データベースの SQLサービスに関する受信 Net8要求を処理するサービスです。た
だし、データベースへの Javaの追加により、Oracle8i JVMではクライアントがデータベー
ス・セッションを意識した IIOPトランスポートを介してサーバーと通信するように要求し
ています。これは、セッション IIOPサービスを介して実行されます。
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セッション IIOPサービスは、CORBAおよび EJBアプリケーションなど、IIOPアプリケー
ションに対する要求を容易にするために使用されます。この後の項では、1つ以上のデータ
ベース・セッションでアプリケーションを管理する方法について説明します。

� セッション IIOPサービスの概要

� セッション管理

� サービス・コンテキスト・クラス

� セッション・コンテキスト・クラス

� セッション管理の使用例

� セッション・タイムアウトの設定

セッションセッションセッションセッション IIOPサービスの概要サービスの概要サービスの概要サービスの概要
『Oracle8i Java開発者ガイド』に記載されているように、EJBはデータベースにロードされ
るため、クライアント・アプリケーションはデータベース・セッションのコンテキスト内で
EJBを起動する必要があります。Beanはセッション内で活性化されるため、各クライアント
は別のセッションへのハンドルが与えられない限り、そちらのセッションでアクティブな
Beanインスタンスを参照できません。また、オブジェクトは、既存のセッションまたは別
のセッション内で活性化できます。 

セッション IIOPサービスのセッション・コンポーネント・タグ TAG_SESSION_IIOPは、
IIOPプロファイル SessionIIOP内に存在します。この Oracleセッション IIOPコンポー
ネント・タグの値は 0x4f524100で、オブジェクトが活性化されたセッションを一意に識別
する情報が含まれます。クライアント ORBランタイムでは、この情報を使用して特定の
セッション内のオブジェクトにリクエストが送信されます。 

Oracle8iセッション IIOPサービスは、セッション ID情報を含むという意味から標準 IIOP
プロトコルを強化するサービスといえますが、ワイヤー上のデータ送信プロトコルとしては
標準 IIOPとの違いはありません。

クライアントの要件クライアントの要件クライアントの要件クライアントの要件
クライアントでは、ORBの実装でセッション IIOPをサポートし、同じプログラム内から異
なるセッションのオブジェクトへの同時アクセスや、同じセッションに対する切断および再
接続を行えることが必要です。Oracle8iとともに出荷されるバージョンの Visigenic ORBは、
セッション IIOPをサポートするように拡張されています。 

セッション・ルーティングセッション・ルーティングセッション・ルーティングセッション・ルーティング
クライアントがデータベースに対して IIOP接続を実行するときに、Oracle8iでは、リクエ
ストを処理する新しいセッションを開始するか、またはリクエストを既存のセッションに
ルートするかを決定します。クライアントが（InitialContext.lookup()メソッドを使
用して）接続リクエストを新たに送信したときに、その接続に対してアクティブなセッショ
ンがない場合には、新しいセッションが自動的に開始されます。クライアント用にセッショ
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セッション IIOPサービス
ンがすでに活性化されている場合は、セッション識別子がそのオブジェクトのオブジェク
ト・キー中にコード化されます。 この情報により、セッション IIOPサービスはリクエストを
適切なセッションにルートできます。また、このセッション識別子を使用して、単一クライ
アントに複数セッションへのアクセスを許可することもできます。 詳細は、5-17ページの
「セッション管理の使用例」を参照してください。

Oracle8i JVMツールツールツールツール
Oracle8i JVMツールを使用する場合、特に EJBアプリケーションおよび CORBAアプリケー
ションを開発する場合は、TTCと IIOPの 2つのネットワーク・サービスのプロトコル・タ
イプを区別することが非常に重要です。 

図図図図 5-2 TTCサービスおよびサービスおよびサービスおよびサービスおよび IIOPサービスサービスサービスサービス

図 5-2は、どのツールおよびリクエストで TTCが使用され、どのツールで IIOPデータベー
ス・ポートが使用されるかを示しています。TTCに対するデフォルトのポート番号は 1521
で、IIOPに対するデフォルトのポート番号は 2481です。

� publish、deployejbおよびセッション・シェルなどのツールは、IIOPオブジェクト
にアクセスするために IIOPポートを使用して接続する必要があります。また、EJBク
ライアントと CORBAクライアントでも、Oracleにリクエストを送信するときに IIOP
ポートを使用する必要があります。 

� loadjavaや dropjavaなどのツールでは、接続に TTC ポートを使用します。

SQL*Plus

OCI

dropjava

loadjava

publish

deployejb

TTC

IIOP

クライアント�

セッション・シェル�

IIOP リクエスト�
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セッション管理セッション管理セッション管理セッション管理
最も単純な場合、クライアント（またはクライアントとして動作するサーバー・オブジェク
ト）では、サーバー・オブジェクトの検索を実行するときに、新規サーバー・セッションが
暗黙的に開始されます。Oracle8iでは、セッション起動を明示的に制御することもできま
す。セッション IIOPサービス接続とデータベース内のセッションを制御できるように、
Oracle固有の 2つのクラスが用意されています。 

� サービス・コンテキスト・クラス (ServiceCtx) — データベースへのセッション IIOP
サービス接続を制御します。そのデータベースへの URLを指定して、サービス・コン
テキストを作成できます。このサービス・コンテキストから、データベース内で 1つ以
上の名前付きセッションをオープンできます。

� セッション・コンテキスト・クラス — サービス・コンテキストから作成された名前付
きデータベース・セッションを制御します。作成後は、名前付きセッション・コンテキ
スト・オブジェクトを使用して、セッション内で CORBAまたは EJBのオブジェクトを
活性化できます。

サービス・コンテキスト・クラスサービス・コンテキスト・クラスサービス・コンテキスト・クラスサービス・コンテキスト・クラス
データベースへのセッション IIOPサービス接続を制御します。そのデータベースへの URL
を指定して、サービス・コンテキストを作成できます。このサービス・コンテキストから、
データベース内で 1つ以上の名前付きセッションをオープンできます。 この Oracle固有のク
ラスは、JNDI Contextクラスを拡張 (extends)しています。 

変数変数変数変数
ServiceCtxクラスには、環境プロパティやその他の変数の定義に使用できる多数の final 
public static変数が定義されています。表 5-1を参照してください。

表表表表 5-1 ServiceCtx Public変数変数変数変数 

文字列の名前文字列の名前文字列の名前文字列の名前 値値値値

NON_SSL_CREDENTIAL "Credential"

NON_SSL_LOGIN "Login"

SSL_CREDENTIAL "SecureCredential"

SSL_LOGIN "SecureLogin"

SSL_CLIENT_AUTH "SslClientAuth"

SSL_30 "30"

SSL_20 "20"

SSL_30_WITH_20_HELLO "30_WITH_20_HELLO"
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メソッドメソッドメソッドメソッド
このクラスのパブリック・メソッドのうち、CORBAアプリケーションや EJBアプリケー
ションの開発者が使用できるメソッドは次のとおりです。

public Context createSubcontext(String name)

このメソッドは、パラメータとして Java Stringを取り、データベースにおけるセッションを
表す JNDI Contextオブジェクトを戻します。このメソッドにより、新しい名前付きセッ
ションが作成されます。パラメータは作成されるセッションの名前であり、コロン（:）で始
める必要があります。

戻される結果は、SessionCtxオブジェクトにキャストする必要があります。

javax.naming.NamingException例外が発生する可能性があります。

public Context createSubcontext(Name name)

（Stringをパラメータとする各メソッドには、Nameをパラメータとした対応するメソッド
があります。機能は同じです。）

public static org.omg.CORBA.ORB init(String username,
                                     String password,
                                     String role,
                                     boolean ssl,
                                     java.util.Properties props)

検索を実行するときに、作成された ORBにアクセスします。 SSL認証の場合、sslパラメー
タを trueに設定します。JNDIを使用せずにサーバー・オブジェクトにアクセスするクライ
アントは、このメソッドを使用する必要があります。

使用例は、『Oracle8i CORBA開発者ガイド』の第 4章「JNDI接続とセッション IIOPサービ
ス」の「セッション IIOPサービス」を参照してください。

public Object lookup(String string)

lookup()は、サービス・コンテキストと関連するデータベース・インスタンス内の公開さ
れているオブジェクトを検索し、活性化されたオブジェクトのインスタンスを戻します。ま
たは、javax.naming.NamingException例外が発生する可能性があります。 

整数値の名前整数値の名前整数値の名前整数値の名前 整数値のコンストラクタ整数値のコンストラクタ整数値のコンストラクタ整数値のコンストラクタ

SESS_IIOP new Integer(2)

IIOP new Integer(1)

表表表表 5-1 ServiceCtx Public変数変数変数変数 （続き）（続き）（続き）（続き）
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セッション・コンテキスト・クラスセッション・コンテキスト・クラスセッション・コンテキスト・クラスセッション・コンテキスト・クラス
サービス・コンテキストから作成された名前付きデータベース・セッションを制御します。
作成後は、名前付きセッション・コンテキスト・オブジェクトを使用して、セッション内で
CORBAまたは EJBのオブジェクトを活性化できます。セッション・コンテキストはセッ
ションを表しており、これにはセッションに対するクライアント認証や、オブジェクトを活
性化するなどのセッション操作を実行するためのメソッドが含まれています。 このクラスは、
JNDI Contextクラスを拡張 (extends)しています。

メソッドメソッドメソッドメソッド
クライアントは、次のセッション・コンテキスト・メソッドを使用します。

public synchronized boolean login()

login()は、ユーザー名、パスワードおよびロールという、InitialContextコンストラ
クタで渡された初期コンテキスト環境プロパティを使用してクライアントの認証を実行しま
す。 

public synchronized boolean login(String username,
                                 String password,
                                String role)

login()は、パラメータとして指定されたユーザー名、パスワードおよびオプションの
データベース・ロールを使用してクライアントの認証を実行します。 

public Object activate(String name)

nameという名前を持つ公開されているオブジェクトを検索し、活性化します。 

セッション管理の使用例セッション管理の使用例セッション管理の使用例セッション管理の使用例
次の項では、データベース・セッション管理の様々な使用例について説明します。

� クライアントが単一セッションにアクセスする場合 — クライアントにより :default
セッション内でオブジェクトが活性化され、アクセスされます。

� セッションの終了 — セッションを明示的に終了するメソッドについて説明します。

� クライアントが名前付きセッションを起動する場合 — クライアントにより :default以外
のセッション内で 1つ以上のオブジェクトが活性化され、アクセスされます。 このセッ
ションは、SessionCtxに対応する名前で識別されます。 

� 2つのクライアントが同一セッションにアクセスする場合 — 複数のクライアントに目的
のオブジェクトのハンドルおよび Loginオブジェクトのハンドルを提供することによ
り、単一セッション内で活性化されたオブジェクトに複数のクライアントからアクセス
できます。
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� 同一セッション中の活性化 — クライアントとして動作するサーバー・オブジェクトに
より、同じセッション内で別のオブジェクトが活性化されます。 

� JNDIコンテキストからのオブジェクトの検索 — JNDI名の一部による検索および、バイ
ンドされているオブジェクトの活性化について説明します。 

クライアントが単一セッションにアクセスする場合クライアントが単一セッションにアクセスする場合クライアントが単一セッションにアクセスする場合クライアントが単一セッションにアクセスする場合  一般に、URL、ホスト名およびポート
を指定してクライアントから公開されているオブジェクトを検索する場合、オブジェクトは
新しいセッションで活性化されます。たとえば、クライアントは次のようなコードを実行し
ます。

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "scott");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "tiger");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
Context ic = new InitialContext(env);
SomeObjectHome myObj_home =
    (SomeObjectHome) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL/test/myObj");
SomeObject myObj = myObj_home.create ();

サーバー・オブジェクトから新しいセッションでオブジェクトを活性化するのも、アプリ
ケーション・クライアントからセッションを開始するのと同じことです。上記のようにして 
lookupメソッドがサーバー・オブジェクト内で起動されると、元のセッションとは別個の
セッションで第 2のオブジェクト・インスタンスが活性化されます。 

セッションの終了セッションの終了セッションの終了セッションの終了  通常、クライアントの終了時にセッションが終了します。ただし、セッ
ションを明示的に終了したい場合には、次の 2通りの方法があります。

endsessionメソッドを使用したサーバー側からのセッション終了メソッドを使用したサーバー側からのセッション終了メソッドを使用したサーバー側からのセッション終了メソッドを使用したサーバー側からのセッション終了
サーバーでは、次のメソッドを実行してセッション終了を制御できます。

oracle.aurora.mts.session.Session.THIS_SESSION().endSession();

logoutオブジェクトを使用したクライアント側からのセッション終了オブジェクトを使用したクライアント側からのセッション終了オブジェクトを使用したクライアント側からのセッション終了オブジェクトを使用したクライアント側からのセッション終了
クライアントからセッションを終了する場合は、LogoutServerオブジェクトの logout
メソッドを実行できます。これは、「/etc/logout」として事前に公開されています。
logoutを実行できるのは、セッション所有者のみです。他の所有者が実行すると、
NO_PERMISSION例外が発生します。

LogoutServerオブジェクトは、「/etc/login」として事前に公開されている
LoginServerオブジェクトに似ています。LoginServerオブジェクトを使用して、サー
バーへの認証に使用する Loginオブジェクトを生成します。JNDI lookupの際に暗黙的に
Loginオブジェクトを使用することもできます。 

次の例では、クライアントで LoginServerオブジェクトを使用して認証し、
LogoutServerオブジェクトを介してセッションを終了できることを示しています。
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import oracle.aurora.AuroraServices.LoginServer;
import oracle.aurora.AuroraServices.LogoutServer;
...
// To log in using the LoginServer object
LoginServer loginServer = (LoginServer)ic.lookup(serviceURL + "/etc/login");
Login login = new Login(loginServer);
System.out.println("Logging in ..");
login.authenticate(user, password, null);
...
//To logout using the LogoutServer
LogoutServer logout = (LogoutServer)ic.lookup(serviceURL + "/etc/logout");
logout.logout();

クライアントが名前付きセッションを起動する場合クライアントが名前付きセッションを起動する場合クライアントが名前付きセッションを起動する場合クライアントが名前付きセッションを起動する場合  ServiceCtxおよび SessionCtxクラ
スに用意されている JNDIメソッドを利用して、データベース・インスタンス上で複数の
セッションを明示的に作成できます。

次の lookupメソッドには、IIOPサービス URLである
「sess_iiop://localhost:5521:ORCL」とデフォルトのセッション・コンテキストを定
義する URLが含まれています。 

SomeObjectHome myObj_home =
    (SomeObjectHome) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL/test/myObj");
SomeObject myObj = myObj_home.create ();

この単純な例では、JNDI初期コンテキストの lookupメソッドにより、暗黙的にセッショ
ンが開始されてクライアントが認証されます。 このセッションは、名前「:default」で識
別されるデフォルト・セッションとなります。すべてのセッションには名前が付いていま
す。ただし、デフォルトの場合、すべての要求はこの単一セッションに送られるため、クラ
イアントがセッション名を知る必要はありません。セッション名を指定しなければ、追加で
活性化されるすべてのオブジェクトは、デフォルト・セッションで活性化されます。新しい
JNDI初期コンテキストを作成し、同じオブジェクトまたは新しいオブジェクトを検索する
場合でも、オブジェクトは最初のオブジェクトと同じセッションでインスタンス化されま
す。

他のセッションでオブジェクトを活性化するには、名前付きセッションを作成する必要があ
ります。サービス・コンテキストからセッション・コンテキストを作成すると、デフォル
ト・セッションのかわりまたは追加として他のセッションを作成できます。各セッションは
名前付きセッションとなり、これを利用してデータベース内の異なるセッション中でオブ
ジェクトを活性化できます。 
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1. サーバーに渡される環境プロパティ用に新しいハッシュ表をインスタンス化します。

    Hashtable env = new Hashtable();
    env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");

2. 新しい JNDIコンテキストを作成します。 

Context ic = new InitialContext(env);

3. 初期コンテキスト上で JNDI lookupメソッドを起動し、サービス URLを渡して、サー
ビス・コンテキストを確立します。この例では、ホスト名、リスナー・ポートおよび
SIDからなるサービス URLを使用します。

ServiceCtx service =
        (ServiceCtx) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL");

4. サービス・コンテキスト・オブジェクト上で createSubcontextメソッドを起動し
て、セッションを作成します。 createSubcontextメソッドのパラメータとしてセッ
ション名を指定します。データベース内で新しいセッションが作成されます。

SessionCtx session = (SessionCtx) service.createSubcontext(":session1");

5. セッション・コンテキスト・オブジェクト上で loginメソッドを起動し、データベー
スに対してクライアント・プログラムを認証します。

session.login("scott", "tiger", null);    // role is null

6. 名前付きセッション上で、バインドされている JNDI名で識別されるオブジェクトを活
性化します。

注意注意注意注意 : URL_PKG_PREFIXES Context変数のみに値を入力してくださ
い。その他の情報は、login.authenticate()メソッドのパラメータで
提供します。

注意注意注意注意 : ホスト名、リスナー・ポートおよびデータベース SIDからなる
サービス URLのみを使用してください。必要なオブジェクトの JNDI名を
指定すると、デフォルト・セッションが作成されます。

注意注意注意注意 : 新しいセッションを作成するときは、そのセッションに名前を付
ける必要があります。セッション名の先頭にはコロン（:）を付ける必要が
あり、スラッシュ（/）を含めることはできませんが、これ以外の制限は
ありません。
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EJBの活性化により、Beanのホーム・インタフェースが戻されます。 基本的に、ステッ
プ 1～ 6では、ホーム・インタフェースに対して JNDI lookup()を実行するのと同じ
ことを実行します。 単に、オブジェクトを活性化する特定の名前付きセッションを指定
できます。

// Activate one Hello object in the session
HelloHome hello_home = (HelloHome)session.activate (objectName);

7. リモート・インタフェースを取得し、Hello Beanに対してメソッドを起動します。

    Hello hello = hello_home.create ();
    System.out.println (hello.helloWorld ());

例例例例 5-1 名前付きセッションでのオブジェクトの活性化名前付きセッションでのオブジェクトの活性化名前付きセッションでのオブジェクトの活性化名前付きセッションでのオブジェクトの活性化

次の例では、:session1および :session2という名前を持つ 2つの名前付きセッション
を作成します。 各セッションでは、Helloオブジェクトを個別に検索します。クライアント
は、各名前付きセッション上の Helloオブジェクトを両方とも起動します。

Hashtable env = new Hashtable ();
env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
Context ic = new InitialContext (env);

// Get a SessionCtx that represents a database instance
ServiceCtx service = (ServiceCtx) ic.lookup ("sess_iiop://localhost:2481:ORCL");

// Create and authenticate a first session in the instance.  
SessionCtx session1 = (SessionCtx) service.createSubcontext (":session1");

// Authenticate
session1.login("scott", "tiger", null);

// Create and authenticate a second session in the instance.  
SessionCtx session2 = (SessionCtx) service.createSubcontext (":session2");

// Authenticate using a login object (not required, just shown for example).
LoginServer login_server2 = (LoginServer)session2.activate ("/etc/login");
Login login2 = new Login (login_server2);
login2.authenticate ("scott", "tiger", null);

// Activate one Hello object in each session
HelloHome hello_home1 = (HelloHome)session1.activate (objectName);
HelloHome hello_home2 = (HelloHome)session2.activate (objectName);

//create the bean and retrieve the remote interface
Hello hello1 = hello_home1.create ();
Hello hello2 = hello_home2.create ();
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// Verify that the objects are indeed different
System.out.println (hello1.helloWorld ());
System.out.println (hello2.helloWorld ());

2つのクライアントが同一セッションにアクセスする場合つのクライアントが同一セッションにアクセスする場合つのクライアントが同一セッションにアクセスする場合つのクライアントが同一セッションにアクセスする場合  クライアントが JNDI lookupメ
ソッドを起動すると、Oracle8i JVM によりセッションが作成されます。2番目のクライアン
トからこのセッションでインスタンス化されるオブジェクトにアクセスする場合は、次の操
作が必要です。

1. 最初のクライアントにより、オブジェクト・インスタンス・ハンドルと Loginオブ
ジェクト参照の両方が保存されます。 

2. 第 2のクライアントにより、ハンドルと Loginオブジェクト参照が取り出され、オブ
ジェクト・インスタンスへのアクセスに使用されます。

例例例例 5-2 2つのクライアントが単一インスタンスにアクセスする場合つのクライアントが単一インスタンスにアクセスする場合つのクライアントが単一インスタンスにアクセスする場合つのクライアントが単一インスタンスにアクセスする場合

1. 最初のクライアントにより、Loginオブジェクトの authenticateメソッドを介して
ユーザー名とパスワードが指定され、クライアント自身がデータベースに対して認証さ
れます。

2. セッションが、URLを指定して lookupメソッドによって作成されます。

3. Beanが、ホーム・インタフェースの createメソッドでインスタンス化されます。

4. LoginServerオブジェクトとサーバー・オブジェクトのインスタンス・ハンドルの両
方が、第 2のクライアントで取り出せるようにファイルに保存されます。

// Login to the 8i server
LoginServer lserver = (LoginServer)ic.lookup (serviceURL + "/etc/login");
new Login (lserver).authenticate (username, password, null);

// Activate a Hello in the 8i server
// This creates a first session in the server
HelloHome hello_home = (HelloHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
Hello hello = hello_home.create ();
hello.setMessage ("As created by Client1");
System.out.println ("Client1: " + hello.helloWorld ());

// save Login object into a file, loginFile, for Client2 to read
com.visigenic.vbroker.orb.ORB orb = oracle.aurora.jndi.orb_dep.Orb.init();
String log = orb.object_to_string (lserver);
OutputStream os = new FileOutputStream (loginFile);
os.write (log.getBytes ());
os.close ();

// save object instance handle into a file, helloFile,
// for Client2 to read
Handle obj_hndl = testBean.getHandle ();
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OutputStream os = new FileOutputStream (helloFile);
os.write (obj_hndl.getBytes ());
os.close ();

第 2のクライアントが次の操作を実行し、アクティブ・セッション上の Helloオブジェク
ト・インスタンスにアクセスします。

1. オブジェクト・ハンドルと Loginオブジェクトを取り出します。 この例では、実装定義
のメソッドである readHandleおよび readLoginを使用して、これらのオブジェク
トをファイル・システムから取り出しています。

2. getEJBObjectメソッドを介して EJB参照を取り出します。

3. authenticateメソッドを介して、最初のクライアントと同じ Loginオブジェクトで
データベース・セッションに対して認証します。 Loginオブジェクトは、Loginコンス
トラクタを介して LoginServerオブジェクトから再作成できます。 

FileInputStream finstream = new FileInputStream (hellofile);
ObjectInputStream istream = new ObjectInputStream (finstream);
javax.ejb.Handle handle  = (javax.ejb.Handle)istream.readObject ();
Hello hello = (Hello)helloHandle.getEJBObject ();
finstream.close ();

// Authenticate with the login Object
LoginServer lserver = (LoginServer) readLogin(loginFile);

//Set the VisiBroker bind options to specify that the
//login is to not try recursively, which means that if it
//fails on the first try, return with the error immediately.
//See VisiBroker manuals for more information.
lserver._bind_options (new BindOptions (false, false));

Login login = new Login (lserver);
login.authenticate (username, password, null);

同一セッション中の活性化同一セッション中の活性化同一セッション中の活性化同一セッション中の活性化  サーバー・オブジェクト内で、そのオブジェクトが活性化して
いるのと同じセッションで、公開されたオブジェクトを新しく検索して活性化する場合は、
次の操作を実行します。

Context ic = new InitialContext( );
SomeObject myObj = (SomeObject) ic.lookup("/test/Hello");

認証情報のための環境設定や lookup に使用する URL中のセッションの指定がないことに注
意してください。セッションにログインするための認証は、すでに成功しています。また、
オブジェクトはローカル・マシンに存在します。 このため、同じセッション中では、認証情
報やターゲットの sess_iiop URLアドレスを指定しなくても、他のオブジェクトの活性化
を進行させることができます。
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リリースリリースリリースリリース 8.1.7以前の同一セッション中の活性化以前の同一セッション中の活性化以前の同一セッション中の活性化以前の同一セッション中の活性化  リリース 8.1.7以前は、同一セッション中の
活性化は URLの hostname:port:SIDではなく thisServer/:thisSession表記を使
用して行われていました。この表記法は、IIOPクライアントについてのみ引き続き有効で
す。 

たとえば、同じセッションでオブジェクトを検索して活性化するには、次のようにします。

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
Context ic = new InitialContext(env);
SomeObject myObj =
   (SomeObject) ic.lookup("sess_iiop://thisServer/:thisSession/test/Hello");

この場合、myObjは、起動する側のオブジェクトが稼動しているセッションと同じセッショ
ンで活性化されます。クライアント（この場合はサーバー・オブジェクト）はすでに
Oracle8iに対して認証されているので、ログイン認証情報を指定する必要はないことに注意
してください。 

クライアントはオブジェクトに対して認証されるのではなく、セッションに対して認証され
る必要があります。ただし、別のセッションを開始する場合は、なんらかの形式の認証（ロ
グイン認証または SSL Credential認証のいずれか）を実行する必要があります。

JNDIコンテキストからのオブジェクトの検索コンテキストからのオブジェクトの検索コンテキストからのオブジェクトの検索コンテキストからのオブジェクトの検索  Sun Microsystemsの JNDIでは、
「/test/myObject」の名前でオブジェクトがバインドされている場合、次のようなコード
で Contextからオブジェクトを取り出すことができます。

Context ctx = ic.lookup("/test");
MyObject myobj = ctx.lookup("myObject");

戻されるオブジェクトは活性化済みで、そこからメソッドを起動できます。

Oracle8iでは、Contextからオブジェクトを取り出そうとすると、アクティブでないオブ
ジェクトが戻されます。アクティブなオブジェクトを得るには次のことを実行する必要があ
ります。

注意注意注意注意 : この項で示すセッション中の活性化は、IIOPクライアントと非
IIOPクライアントの両方に有効です。

注意注意注意注意 : thisServer表記は、サーバー側（つまりサーバー・オブジェク
ト）でのみ使用できます。クライアント・プログラムでは使用できませ
ん。
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1. Contextのかわりに SessionCtxを取り出します。 SessionCtxは、次のどちらかの
方法で ServiceCtxから取り出すことができます。

� 次のように、最初に ServiceCtxを取り出し、次に ServiceCtxから
SessionCtxを取り出します。

ServiceCtx service =
        (ServiceCtx) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL");
//Retrieve the ServiceCtx subcontext
SessionCtx sess = (SessionCtx) service.lookup("/test");

� 次のように、ServiceCtxと SessionCtxを 1回の検索で取り出します。

SessionCtx sess =
        (SessionCtx) ic.lookup("sess_iiop://localhost:2481:ORCL/test");

2. セッション中で活性化したいオブジェクトごとに、Oracle固有の
SessionCtx.activateメソッドを実行します。このメソッドにより、セッション中
でオブジェクトが活性化され、オブジェクト参照が戻されます。 オブジェクトの
lookupのみの実行ではアクティブでないオブジェクトが戻されます。活性化済みのオ
ブジェクトを得るには、次のように activateメソッドを実行します。

MyObjectHome myObj_home = (MyObjectHome) sess.activate("myObject");

3. 最後に、Beanインスタンスを作成して Beanのメソッドを起動します。

//create the bean and retrieve the remote interface
MyObject myObj = myObj_home.create ();

// Verify that the objects are indeed different
System.out.println (myObj.printMe ());

Oracle8i JVMの JNDI実装には、Contextオブジェクトの次の 2つの実装が用意されてい
ます。

� ServiceCtx — sess_iiop URLを介してデータベース・インスタンスを識別します。

� SessionCtx — データベース内のデータベース・セッションを表します。

検索の実行時には、データベースを識別する ServiceCtxと、実際に JNDIにバインドされ
ているオブジェクトを取り出す SessionCtxの両方を検索する必要があります。 通常は、
lookupメソッドに指定する JNDI URL内で両方のオブジェクトの URLを指定します。た
だし、前述のように各オブジェクトを個別に取り出すこともできます。
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セッション・タイムアウトの設定セッション・タイムアウトの設定セッション・タイムアウトの設定セッション・タイムアウトの設定
セッションとその状態は、通常は最後の接続とともに終了します。ただし、次のように、最
後の接続が終了した後も、セッションとその状態を指定の時間間隔だけアイドル状態に保つ
必要がある場合があります。

� 中間層レイヤーでは、接続の保持が高コストのためセッションへの接続はオープン状態
にしておきたくないが、後続の受信クライアント要求に備えてセッションはオープン状
態に保ちたいといった場合があります。

� 接続を異常終了させるようなネットワーク上の問題が発生したときに、接続を再確立で
きるようにセッションを指定の期間だけ維持したい場合があります。

� アプリケーションが接続終了前にセッション内の既存オブジェクトへのハンドルを他の
クライアントに渡すとき、第 2のクライアントはセッションにアクセスするための時間
を必要とします。

タイムアウト・クロックは、セッションへの最後の接続の終了時に起動します。セッション
への他の接続が時間枠内に開始されると、タイムアウト・クロックがリセットされます。そ
れ以外の場合は、セッションが終了します。

セッションのアイドル・タイムアウトは、クライアントから、またはサーバー・オブジェク
ト内から設定できます。

� クライアントからのセッション・タイムアウトの設定

� サーバー・オブジェクトからのセッション・タイムアウトの設定

クライアントからのセッション・タイムアウトの設定クライアントからのセッション・タイムアウトの設定クライアントからのセッション・タイムアウトの設定クライアントからのセッション・タイムアウトの設定
クライアント上でのアイドル・タイムアウトは、事前に公開されているユーティリティ・オ
ブジェクト oracle.aurora.AuroraServices.Timeoutによって設定できます。このオ
ブジェクトは、"/etc/timeout"という名前で事前に公開されています。 このオブジェクト
の setTimeoutメソッドを使用します。

1. "/etc/timeout"の JNDI検索によって Timeoutオブジェクトを取り出します。

2. setTimeoutメソッドでセッション・アイドル時間を秒単位で指定して、タイムアウト
を設定します。

Timeout timeout = (Timeout)ic.lookup(serviceURL + "/etc/timeout");
System.out.println("Setting a timeout of 20 seconds ");
timeout.setTimeout(20);
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サーバー・オブジェクトからのセッション・タイムアウトの設定サーバー・オブジェクトからのセッション・タイムアウトの設定サーバー・オブジェクトからのセッション・タイムアウトの設定サーバー・オブジェクトからのセッション・タイムアウトの設定
サーバー・オブジェクトでは、sessionTimeout()メソッドを含む
oracle.aurora.net.Presentationオブジェクトを使用して、セッション・タイムアウ
トを制御できます。このメソッドは、パラメータとしてセッション・タイムアウト値（秒
数）を取ります。たとえば、次のようになります。

int timeoutValue = 30;
...
// set the timeout to 30 seconds
oracle.aurora.net.Presentation.sessionTimeout(timeoutValue);
...
// set the timeout to a very long time
oracle.aurora.net.Presentation.sessionTimout(Integer.MAX_INT);

Oracle8i JVMのバージョン・ナンバーの検索のバージョン・ナンバーの検索のバージョン・ナンバーの検索のバージョン・ナンバーの検索
事前に公開されている oracle.aurora.AuroraServices.Versionオブジェクトを介し
て、データベースにインストールされている Oracle8i JVMのバージョンを検索できます。
このオブジェクトは、JNDIネームスペース内で "/etc/version"として公開されていま
す。 Versionオブジェクトには getVersionメソッドが含まれており、このメソッドは
「8.1.7」のようにバージョンを含む文字列を戻します。 Versionオブジェクトを取り出すに
は、JNDI検索で "/etc/version"を指定します。次の例では、バージョン・ナンバーを取
り出しています。

Version version = (Version)ic.lookup(serviceURL + "/etc/version");
System.out.println("The server version is : " + version.getVersion());

非非非非 IIOPプレゼンテーションからのセッション中のプレゼンテーションからのセッション中のプレゼンテーションからのセッション中のプレゼンテーションからのセッション中の EJBオブオブオブオブ
ジェクトの活性化ジェクトの活性化ジェクトの活性化ジェクトの活性化

HTTPや DCOMなど、非 IIOPサーバー・リクエストでは、同一セッション中で EJBオブ
ジェクトを活性化できます。

注意注意注意注意 : sessionTimeout()メソッドを使用するときは、CLASSPATH
に $(ORACLE_HOME)/javavm/lib/aurora.zipを追加する必要があり
ます。

� HTTP HTTPクライアントは Oracle Servlet Engineと対話して、JSPまたはサーブ
レットを実行します。これによって、実行中の同じセッションで EJBオブ
ジェクトを活性化できます。

� DCOM DCOMクライアントでは、Oracle8i JVMへのアクセスに DCOMブリッジが
使用されます。 DCOMブリッジ・セッションは実行中の同じセッションで
EJBオブジェクトを活性化できます。
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非 IIOPサーバー・オブジェクトで、実行中の同じセッションで公開されたオブジェクトを
新しく検索して活性化する場合は、次の操作を実行できます。

Context ic = new InitialContext( );
SomeObject myObj = (SomeObject) ic.lookup("/test/Hello");

認証情報のための環境設定や lookupに使用する URL中のアドレスの指定がないことに注意
してください。セッションにログインするための認証は、すでに成功しています。また、オ
ブジェクトはローカル・マシンに存在します。このため、同一セッション中では、認証情報
やターゲットの URLアドレスを指定しなくても、他のオブジェクトの活性化を進行させる
ことができます。

 アプレットからのアプレットからのアプレットからのアプレットからの EJBオブジェクトの起動オブジェクトの起動オブジェクトの起動オブジェクトの起動
サーバー・オブジェクトをアプレットから起動する方法は、クライアントから起動する場合
と同じです。ただし、次の相違点があります。

� アプレット規格に準拠する必要があります。

� Javaプラグイン規格に準拠する必要があります。サポートされる Javaプラグインは、
JDK 1.1、Java2および Oracleの JInitiatorです。

� オブジェクト検索の前に、初期コンテキスト環境でプロパティ ORBdisableLocator、
ORBClassおよび ORBSingletonClassを設定します。

署名付き署名付き署名付き署名付き JARファイルを使用したサンドボックス・セキュリティへの準拠ファイルを使用したサンドボックス・セキュリティへの準拠ファイルを使用したサンドボックス・セキュリティへの準拠ファイルを使用したサンドボックス・セキュリティへの準拠
セキュリティ・サンドボックスにより、アプレットはローカル・ディスク上の要素へのアク
セスや、アプレットのダウンロード元となったホスト以外のリモート・ホストへの接続が制
限されます。信頼されている第三者として署名付き JARファイルを作成する場合は、サンド
ボックス・セキュリティの制限を受けません。アプレットのサンドボックス・セキュリティ
と署名付き JARファイルの詳細は、http://java.sun.comを参照してください。

アプレット内のオブジェクト検索の実行アプレット内のオブジェクト検索の実行アプレット内のオブジェクト検索の実行アプレット内のオブジェクト検索の実行
アプレット内で JNDI検索を実行する方法は、他の Oracle Javaクライアントの場合と同じで
すが、初期コンテキスト内で次のプロパティを設定します。

env.put(ServiceCtx.APPLET_CLASS, this);

デフォルトでは、アプレットを実行するためにクライアントに JARファイルをインストール
する必要はありません。ただし、Oracle JARファイルをクライアント・マシンにインストー

注意注意注意注意 : このメソッドを介して IIOPオブジェクト参照を取得した場合、こ
のオブジェクトをリモート・クライアントまたはサーバーに渡すことはで
きません。 
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ルする場合は、次のように InitialContext環境で ClassLoaderプロパティを設定しま
す。

env.put('ClassLoader', this.getClass().getClassLoader());

次の例は、Bankの例を起動するアプレット内の initメソッドを示しています。 このアプ
レットでは、
APPLET_CLASSプロパティの設定など、初期コンテキストが設定され、URLを指定して
JNDI検索が実行されます。 

public void init() {
    // This GUI uses a 2 by 2 grid of widgets.
    setLayout(new GridLayout(2, 2, 5, 5));
    // Add the four widgets.
    add(new Label("Account Name"));
    add(_nameField = new TextField());
    add(_checkBalance = new Button("Check Balance"));
    add(_balanceField = new TextField());
    // make the balance text field non-editable.
    _balanceField.setEditable(false);
    try {
      // Initialize the ORB (using the Applet).
      Hashtable env = new Hashtable();
      env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
      env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "scott");
      env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "tiger");
      env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
      env.put(ServiceCtx.APPLET_CLASS, this);

  Context ic = new InitialContext(env);
      _manager = (AccountManager)ic.lookup 

("sess_iiop://hostfunk:2222/test/myBank");
    } catch (Exception e) {
      System.out.println(e.getMessage());
      e.printStackTrace();
      throw new RuntimeException();
    }
  }

このアプレットの actionメソッド内で、取得されたオブジェクトから各メソッドが起動さ
れます。この例では、取得された AccountManagerオブジェクトの openメソッドが起動
されています。 

  public boolean action(Event ev, Object arg) {
    if(ev.target == _checkBalance) {
      // Request the account manager to open a named account.
      // Get the account name from the name text widget.
      Bank.Account account = _manager.open(_nameField.getText());
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      // Set the balance text widget to the account's balance.
      _balanceField.setText(Float.toString(account.balance()));
      return true;
    }
    return false;
  }

EJBオブジェクトにアクセスするアプレット用のオブジェクトにアクセスするアプレット用のオブジェクトにアクセスするアプレット用のオブジェクトにアクセスするアプレット用の HTMLの修正の修正の修正の修正
Oracle8iでは、アプレット内でロードされる HTMLページ用にサポートされる Javaプラグ
インは、JDK 1.1、Java 2および Oracle JInitiatorのみです。各プラグインでの、アプレット
情報を設定する構文はそれぞれ異なります。ただし、各 HTMLページに含めるプロパティ
の設定の内容は以下の 2つです。

� ORBdisableLocatorを TRUEに設定 — すべてのアプレットに必須です。

� ORBClassおよび ORBSingletonClassを定義 — Java 2または JInitiatorプラグインを
使用するアプレットに必須です。

次の項の例は、各プラグイン・タイプに則した HTML定義の作成方法を示しています。各
HTML定義では、アプレット bankの例を定義しています。

� 例 5-3「JDK 1.1プラグインの HTML定義」

� 例 5-4「Java 2プラグインのHTML定義」

� 例 5-5「JInitiatorプラグインの HTML定義」

例例例例 5-3 JDK 1.1 プラグインのプラグインのプラグインのプラグインの HTML定義定義定義定義

<pre>
<html>
<title>Applet talking to 8i</title>
<h1>applet talking to 8i using java plug in 1.1  </h1>
<hr>
The bank example
Specify the plugin in codebase, the class within the CODE parameter, the JAR 
files in the ARCHIVE parameter, the plugin version in the type parameter, and
set ORBdisableLocator to true.
<OBJECT classid="clsid:8AD9C840-044E-11D1-B3E9-00805F499D93"

WIDTH = 500 HEIGHT = 50 

注意注意注意注意 : サンドボックス・セキュリティ・ルールの制限により、システム・
プロパティの設定や読込みはできません。したがって、ORBランタイムに
渡す値は、アプレットのパラメータ内で設定する必要があります。これ
は、ORBdisableLocator、ORBClassおよび ORBSingletonClass プ
ロパティの設定に使用されます。
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codebase="http://java.sun.com/products/plugin/1.1/
jinstall-11-win32.cab#Version=1,1,0,0">

<PARAM NAME = CODE VALUE = OracleClientApplet.class >
<PARAM NAME = ARCHIVE VALUE = "oracleClient.jar,

aurora_client.jar,vbjorb.jar,vbjapp.jar" >
<PARAM NAME="type" VALUE="application/x-java-applet;version=1.1">
<PARAM NAME="ORBdisableLocator" VALUE="true">

<COMMENT>
Set the plugin version in the type, set ORBdisableLocator to true, the applet 
class within the java_CODE tag, the JAR files in the java_ARCHIVE tag, and the 
plug-in source site within the pluginspage tag.
<EMBED type="application/x-java-applet;version=1.1"

ORBdisableLocator="true" 
java_CODE = OracleClientApplet.class 
java_ARCHIVE = "oracleClient.jar,
aurora_client.jar,vbjorb.jar,vbjapp.jar" 
WIDTH = 500 HEIGHT = 50 

pluginspage="http://java.sun.com/products/plugin/1.1/plugin-install.html">
<NOEMBED></COMMENT>
</NOEMBED></EMBED>
</OBJECT>

</center>
<hr>
</pre>

例例例例 5-4 Java 2 プラグインのプラグインのプラグインのプラグインの HTML定義定義定義定義

<pre>
<html>
<title>applet talking to 8i</title>
<h1>applet talking to 8i using Java plug in 1.2 </h1>
<hr>
The bank example 
Specify the plugin in codebase, the class within the CODE parameter, the JAR 
files in the ARCHIVE parameter, the plugin version in the type parameter, and
set ORBdisableLocator to true.
<OBJECT classid="clsid:8AD9C840-044E-11D1-B3E9-00805F499D93"

WIDTH = 500 HEIGHT = 50 
codebase="http://java.sun.com/products/plugin/1.2/jinstall-11-win32.cab#

Version=1,1,0,0">
<PARAM NAME = CODE VALUE = OracleClientApplet.class >
<PARAM NAME = ARCHIVE VALUE = "oracleClient.jar,
aurora_client.jar,vbjorb.jar,vbjapp.jar" >
<PARAM NAME="type" VALUE="application/x-java-applet;version=1.1.2">
<PARAM NAME="ORBdisableLocator" VALUE="true">
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<PARAM NAME="org.omg.CORBA.ORBClass" VALUE="com.visigenic.vbroker.orb.ORB">
<PARAM NAME="org.omg.CORBA.ORBSingletonClass"

VALUE="com.visigenic.vbroker.orb.ORB">
<COMMENT>
Set the plugin version in the type, set ORBdisableLocator to true, the ORBClass 
and ORBSingletonClass to the correct ORB class, the applet 
class within the java_CODE tag, the JAR files in the java_ARCHIVE tag, and the 
plug-in source site within the pluginspage tag.
<EMBED type="application/x-java-applet;version=1.1.2" 

ORBdisableLocator="true"
org.omg.CORBA.ORBClass="com.visigenic.vbroker.orb.ORB"
org.omg.CORBA.ORBSingletonClass="com.visigenic.vbroker.orb.ORB" 
java_CODE = OracleClientApplet.class 
java_ARCHIVE = "oracleClient.jar,

aurora_client.jar,vbjorb.jar,vbjapp.jar" 
WIDTH = 500 HEIGHT = 50   

pluginspage="http://java.sun.com/products/plugin/1.2/plugin-install.html">
<NOEMBED></COMMENT>
</NOEMBED></EMBED>
</OBJECT>

</center>
<hr>
</pre>

例例例例 5-5 JInitiatorプラグインのプラグインのプラグインのプラグインの HTML定義定義定義定義

<h1> applet talking to 8i using JInitiator 1.1.7.18</h1>
   <COMMENT>
   Set the plugin version in the type, set ORBdisableLocator to true, the    
   ORBClass and ORBSingletonClass to the correct ORB class, the applet 
   class within the java_CODE tag, the source of the applet in the java_CODEBASE
   and the JAR files in the java_ARCHIVE tag.
   <EMBED   type="application/x-jinit-applet;version=1.1.7.18"
      java_CODE="OracleClientApplet"
      java_CODEBASE="http://hostfunk:8080/applets/bank"
      java_ARCHIVE="oracleClient.jar,aurora_client.jar,vbjorb.jar,vbjapp.jar"
      WIDTH=400
      HEIGHT=100
      ORBdisableLocator="true"
      org.omg.CORBA.ORBClass="com.visigenic.vbroker.orb.ORB"
      org.omg.CORBA.ORBSingletonClass="com.visigenic.vbroker.orb.ORB"
      serverHost="orasundb"
      serverPort=8080
      <NOEMBED>
      </COMMENT>
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      </NOEMBED>
    </EMBED>
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IIOPのセキュリティのセキュリティのセキュリティのセキュリティ

セキュリティは、データ整合性、認証および認可を含みます。 

� データ整合性については、Oracle8iではアプリケーションでセキュア・ソケット・レイ
ヤー（SSL）上で IIOPを使用できます。    

� 認証については、アプリケーションではユーザー名 /パスワードの組合せを指定する
か、証明書を指定するかを選択できます。 

� 認可については、受信クライアントが指定を要求されるトラスト・ポイントのレベルを
選択できます。

次の項では、これらの事項について詳細に説明します。

� 概要

� データ整合性

� 認証

� クライアント側の認証

� サーバー側の認証

� 認可
ティ 6-1



概要
概要概要概要概要
『Oracle8i Java開発者ガイド』で説明しているように、アプリケーションで考慮する必要の
あるセキュリティ上の問題がいくつかあります。 『Oracle8i Java開発者ガイド』では、セ
キュリティの問題を、ネットワーク接続、データベースの内容および JVMに分けて別々に
説明します。これらの問題はすべて IIOPと関係しています。ただし、次に説明するように、
ネットワーク・セキュリティおよび JVMのセキュリティでは実装上の特有の問題がありま
す。

� JVMのセキュリティには、Java2のパーミッションの利用と実行権限の付与が含まれま
す。IIOPの場合、次のいずれかの方法で実行権限を付与できます。

* CORBA — 所有者は、loadjavaツールでオプションを使用して CORBAオブ
ジェクトに実行権限を付与します。 CORBAのクラスをロードする際の実行権
限付与の詳細は、『Oracle8i Java開発者ガイド』の loadjavaの説明を参照し
てください。

* EJB — 所有者は、EJBオブジェクトに実行権限を付与します。このとき、ディ
プロイメント・ディスクリプタ内のメソッドに対しても実行権限が付与される
場合があります。

� ネットワーク接続のセキュリティには、次の問題が含まれます。

* データ整合性 — 送信内容がネットワークの外部から直接読み取られるのを防
止するために、すべての送信をコード化します。Oracleでは、暗号化を行うた
めにセキュア・ソケット・レイヤー（SSL）をサポートします。

* 認証 — 権限のないユーザーが権限があるふりをしてネットワークに接続する
のを防止するために、クライアントまたはサーバーは認証情報を提供します。
この情報は、ユーザー名とパスワードを組み合せた形式か、または証明書の形
式で使用できます。

* 認可 — オブジェクトにアクセスできるユーザーであることを証明するために、
次の 2つのタイプの認可を実行します。

- セッション認可 — セッションに対する許可をユーザーに付与します。この場
合、クライアントは提供したユーザー名または証明書が有効であることを証明
して、サーバーにアクセスする認可を取得します。 

- ユーザー認可 — クライアントまたはサーバーは、提供された証明書に対して
認可を実行できます。ユーザー認可を実行できるのは、クライアントまたは
サーバーが証明書を提供して自分自身を認証する場合のみです。

この項では、IIOPアプリケーションで考慮する必要がある、ネットワーク接続のセキュリ
ティ上の問題を詳しく説明します。 
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データ整合性データ整合性データ整合性データ整合性
トランスポート回線を暗号化する必要性、およびデータの整合性と機密性を保持する必要性
について検討します。物理的な接続への干渉が予想される場合は、セキュア・ソケット・レ
イヤー（SSL）による暗号化テクノロジを使用してすべての送信の暗号化を検討します。た
だし、送信に暗号化を使用すると接続パフォーマンスに影響があるため、トランスポート層
上にセキュリティ上の問題がない場合は、暗号化せずに送信することをお薦めします。

図図図図 6-1 データ整合性と暗号化データ整合性と暗号化データ整合性と暗号化データ整合性と暗号化

セキュア・ソケット・レイヤー（セキュア・ソケット・レイヤー（セキュア・ソケット・レイヤー（セキュア・ソケット・レイヤー（SSL）の使用）の使用）の使用）の使用
Oracle8i JVMの CORBAおよび EJB実装は、データ整合性を保ち、認証を実行するセキュ
ア・ソケット・レイヤー（SSL）に依存します。 SSLは、保護ネットワーキング・プロトコル
で、Netscape Communications, Inc.によって最初に規定されました。Oracle8i JVMでは、
ORBに使用される IIOPプロトコルの SSL上での通信がサポートされます。 

クライアントとサーバーの間で接続がリクエストされると、両側の SSLレイヤーによって接
続ハンドシェイク時にネゴシエーションが行われ、接続を許可するかどうかが検証されま
す。接続の検証にはいくつかのレベルがあります。

1. トランスポートの際にデータ整合性が保証されるように、クライアントとサーバーの
SSLのバージョンが一致している必要があります。

2. サーバー側の証明書を使用した認証を行う必要がある場合、サーバーで提供される証明
書がクライアントにより SSLレイヤーで検証されます。これにより、接続の対象が正し

暗号化 ?

物理
トランスポートは Yes

No

SSLを使用

データ整合性に SSLを使用せず、
クリアテキスト
形式で送信

安全か ?
                                                                   IIOPのセキュリティ 6-3



データ整合性
いサーバーであることが保証されます。つまり、サーバーを装う第三者には接続されま
せん。 

3. クライアント側の証明書を使用した認証を行う必要がある場合、クライアントで提供さ
れる証明書が SSLレイヤーで検証されます。サーバーは、クライアントから認証、認可
のためにクライアントの証明書を受け取ります。 

SSLレイヤーは、ピア間の認証を実行します。ハンドシェイクが終了すると、ピアが自分自
身であると認証されたことが確認できます。さらに、証明書の連鎖で、このユーザーに対し
てアプリケーションへのアクセスを許可するための追加のテストを実行できます。 認証後の
作業方法は、6-26ページの「認可」を参照してください。

SSLのバージョンのネゴシエーションのバージョンのネゴシエーションのバージョンのネゴシエーションのバージョンのネゴシエーション
SSLは、クライアント側とサーバー側の SSLプロトコルのバージョン番号が一致しているこ
とを確認します。指定できる値は次のとおりです。

� Undetermined : SSL_UNDETERMINED（デフォルト）。

� 3.0 with 2.0 Hello:この設定はサポートされていません。

� 3.0: SSL_30。

� 2.0: この設定はサポートされていません。

注意注意注意注意 : 通常、クライアント側の認証は、クライアントが偽のクライアン
トではなく、信頼されているクライアントであるとサーバーが検証するこ
とのみを意味します。ただし、Oracle8i JVMで SSL_CLIENT_AUTHを指
定すると、サーバー側とクライアント側の両方で認証が必要になります。 

注意注意注意注意 : SSLを使用する場合、クライアントに次の JARファイルをイン
ポートする必要があります。

� クライアントで JDK 1.1を使用している場合は、jssl-1_1.jarと
javax-ssl-1_1.jarをインポートします。

� クライアントで Java 2を使用している場合は、jssl-1_2.jarと
javax-ssl-1_2.jarをインポートします。
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認証
データベースでは、デフォルトは Undeterminedです。データベースは 2.0も 3.0 with 2.0 
Helloもサポートしません。したがって、クライアントで使用できるのは Undeterminedま
たは 3.0のみです。

� サーバーのバージョンは、データベースの SQLNET.ORAファイルで SSL_VERSIONパ
ラメータを使用して設定します。たとえば、SSL_VERSION = 3.0と設定します。

� クライアントの場合、次のように、クライアントの JNDI環境で SSLクライアントの
バージョン・ナンバーを設定します。

environment.put("CLIENT_SSL_VERSION", ServiceCtx.SSL_30);

表 6-1は、クライアントとサーバーの SSLのバージョン設定に応じて、ハンドシェイクが成
功する場合と失敗する場合を示します。 ×印は、ハンドシェイクに失敗する場合を示します。

表表表表 6-1   SSLバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバー

認証認証認証認証
認証は、認証を要求された側が要求側に対して自分自身を識別する情報を提供するプロセス
です。この情報は、自分が偽者ではないことを保証するものです。クライアント /サーバー
分散環境では、クライアントまたはサーバーから認証を要求できます。

� サーバー側の認証—サーバーは、自分自身を認証する識別情報を送信します。クライア
ントは、この情報を使用して相手がサーバー自身であり偽者ではないことを検証しま
す。SSLを要求すると、サーバーは常に証明書ベースの認証情報を送信します。

� クライアント側の認証 — 同じ理由からクライアントも、自分自身を認証するために
サーバーに識別情報を送信します。送信する情報には、ユーザー名とパスワードの組合
せまたは証明書のいずれかが含まれます。クライアントはデータベースにログインする
ので、常にデータベースに対して自分自身を認証する必要があります。 

                                                  サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定サーバーの設定

  クライアントの設定クライアントの設定クライアントの設定クライアントの設定
     
  Undetermined

  3.0 W/2.0 Hello
（サポートされない）（サポートされない）（サポートされない）（サポートされない）    3.0

  2.0（サポート（サポート（サポート（サポート
されない）されない）されない）されない）

  Undetermined     3.0   X   X   X

  3.0 W/2.0 Hello
（サポートされない）

  X   X   X   X

  3.0     3.0   X     3.0   X

  2.0（サポートされ
ない）

  X   X   X   X
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クライアント側の認証
� コールアウト認証 — サーバーが別のオブジェクトへのコールを行います。 これにより、
サーバーはクライアントとして動作します。このとき、サーバーは認証情報を提供して
自分自身をクライアントとして認証する必要がありますが、データベース・サーバーと
しての認証情報をこの目的に使用することはできません。

� コールバック認証 — サーバーには、クライアント上に存在するオブジェクトへコール
バックできるように、CORBA IORまたは EJBハンドルが与えられます。 この使用例で
は、サーバーはクライアントとして動作します。このとき、サーバーは認証情報を提供
して自分自身をクライアントとして認証する必要がありますが、データベース・サー
バーとしての認証情報をこの目的に使用することはできません。 

クライアント側の認証クライアント側の認証クライアント側の認証クライアント側の認証
Oracleデータ・サーバーはセキュリティを考慮したサーバーであるため、クライアント・ア
プリケーションはまずデータベース・サーバーで認証されていないと、データベースに格納
されているデータにアクセスできません。 Oracle8i CORBAサーバー・オブジェクトおよび
Enterprise JavaBeansは、データベース・サーバーで実行されます。クライアントがこのオ
ブジェクトを活性化し、そこでメソッドを起動するには、サーバーに対して自分自身を認証
する必要があります。クライアントの認証は、CORBAオブジェクトまたは EJBオブジェク
トが新しいセッションを開始するときに行います。各 IIOPクライアントは、たとえば次の
ようにしてデータベースに対して自分自身を認証する必要があります。 

� クライアントが最初に新しいセッションを開始する場合は、そのクライアントがデータ
ベースに対して自分自身を認証します。

� クライアントが 2番目のクライアントにオブジェクト参照（CORBA IORまたは EJB 
Beanハンドル）を渡す場合は、2番目のクライアントがオブジェクト参照で指定された
セッションに接続します。2番目のクライアントは、サーバーに対して自分自身を認証
します。 

クライアントは、次のいずれかの方法で自分自身を認証します。

クライアント側の認証のタイプは、サーバーの構成により決まります。SQLNET.ORAファ
イル内で SSL_CLIENT_AUTHENTICATIONパラメータが TRUEに設定されている場合、ク
ライアントは証明書ベースの認証を提供する必要があります。
SSL_CLIENT_AUTHENTICATIONパラメータが FALSEに設定されている場合は、クライア

認証のタイプ認証のタイプ認証のタイプ認証のタイプ 定義定義定義定義

証明書 ユーザー証明書、 認証局の証明書（または、ユーザー証明書と認証局の
証明書の両方とその他の識別証明書を含む証明書の連鎖）および秘密鍵
を提供できます。

ユーザー名および
パスワードの組合せ

Credentialまたはログイン・プロトコルを使用して、ユーザー名とパス
ワードを提供できます。また、ユーザー名とパスワードとともに、デー
タベース・ロールをサーバーに渡すことができます。
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クライアント側の認証
ントはユーザー名とパスワードの組合せを使用して自分自身を認証します。
SSL_CLIENT_AUTHENTICATIONパラメータが TRUEに設定されている場合にクライアント
がユーザー名とパスワードを提供すると、接続のハンドシェイクは失敗します。

次の表は、クライアントが認証に際して使用できるオプションの概要を示したものです。 

� 表の列には、データ整合性を保つために SSLを使用する場合に選択可能なオプションを
挙げています。 

� 表の行には、ログイン・プロトコル、Credentialおよび証明書という 3つの認証方式を
挙げています。 

� 表内の項目では、クライアント側の認証タイプを実装する際に使用する必要がある様々
なメソッドを詳しく説明します。

表に示すように、ほとんどの認証オプションで JNDIプロパティに適切な値を設定するよう
になっています。 

認証方式認証方式認証方式認証方式
非非非非 SSL トランスポートトランスポートトランスポートトランスポート SSLトランスポートトランスポートトランスポートトランスポート

ログイン・プロトコルを使用した
ユーザー名とパスワードの提供

� 暗黙的な方法 :　JNDIプロパティを
NON_SSL_LOGINに設定します。
JNDIプロパティにユーザー名とパ
スワードを指定します。

� 明示的な方法 :　ユーザー名とパス
ワードを使用してログイン・オブ
ジェクトを作成します。

� 暗黙的な方法 :　JNDIプロパ
ティを SSL_LOGINに設定し
ます。JNDIプロパティにユー
ザー名とパスワードを指定し
ます。

� 明示的な方法 :　ユーザー名と
パスワードを使用してログイ
ン・オブジェクトを作成しま
す。

Credentialを使用したユーザー名と
パスワードの提供

パスワードはクリアテキストで送信され
るので、サポートされません。

JNDIプロパティを
SSL_CREDENTIALに設定します。
ユーザー名とパスワードはハンド
シェイク時に暗黙的にサーバーに送
信されます。

証明書の提供 証明書では SSLトランスポートが必要な
ので、サポートされません。

JNDIプロパティを
SSL_CLIENT_AUTHに設定しま
す。JNDIプロパティに、クライア
ント証明書、CA証明書および秘密
鍵を指定します。

CORBAオブジェクトは、
AuroraCertificateManager
クラスを使用して、証明書、CA証
明書および秘密鍵を指定します。
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クライアント側の認証
認証のための認証のための認証のための認証のための JNDIの使用の使用の使用の使用
JNDIを使用してクライアント側の認証を設定するには、
javax.naming.Context.SECURITY_AUTHENTICATION属性を次のいずれかの値に設定
します。

� ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN — 通常の IIOP接続を使用します。SSLを使用しないの
で、トランスポート層上に送信されるデータは一切暗号化されません。したがって、パ
スワードを保護するために、クライアントはログイン・プロトコルを使用して自分自身
を認証します。また、サーバー自身を識別する SSL証明書はクライアントに提供されま
せん。

� ServiceCtx.SSL_LOGIN — SSLを使用できる IIOP接続を使用します。トランスポー
ト層上に送信されるデータはすべて暗号化されます。クライアント認証に証明書を使用
しない場合、ログイン・プロトコルを使用してユーザー名とパスワードを提供します。 

この接続は SSL接続なので、サーバーにより証明書の識別情報がクライアントに送信さ
れます。クライアントには、サーバー認証のために必要に応じてサーバー証明書を検証
する役割があります。また、クライアントはサーバー証明書を検証するための
Trustpointを設定できます。

� ServiceCtx.SSL_CREDENTIAL — SSLを使用できる IIOP接続を使用します。トラン
スポート層上に送信されるデータはすべて暗号化されます。クライアントは、ログイ
ン・プロトコルを使用せずにユーザー名とパスワードを提供して、サーバーに対するク
ライアント認証を行います。ユーザー名とパスワードは、最初のメッセージを送信する
ときに、セキュリティ・コンテキストで自動的にサーバーに渡されます。 

サーバーにより、証明書の識別情報がクライアントに提供されます。クライアントに
は、サーバー認証のために必要に応じてサーバー証明書を検証する役割があります。 

� ServiceCtx.SSL_CLIENT_AUTH — SSLを使用できる IIOP接続を使用します。トラン
スポート層上に送信されるデータはすべて暗号化されます。クライアントは、クライア
ント側の認証のために適切な証明書をサーバーに提供します。また、サーバーにより証
明書の識別情報がクライアントに提供されます。クライアントには、必要に応じてサー
バー証明書を許可する役割があります。 

� 何も指定しません。クライアントは、サーバー側のオブジェクトのメソッドを活性化し
て起動する前に、ログイン・プロトコルを明示的に活性化する必要があります。クライ
アントが既存のセッションに接続し、既存のオブジェクトのメソッドを起動する必要が
ある場合は、この方法を使用します。 詳細は、
demo/examples/corba/session/sharedsessionの例を参照してください。初期

注意注意注意注意 : クライアントのパスワードは SSLの場合のように暗号化されませ
ん。SSL接続を介したパスワードの暗号化は冗長なので、
SSL_CREDENTIALを使用する方法は、SSL_LOGINを使用する方法より
も多少効率的です。
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クライアント側の認証
コンテキスト環境のユーザー名とパスワードは、ログイン・オブジェクトの
authenticate()メソッドにパラメータとして自動的に渡されます。 

これらの各オプションにおいて、次のいずれか 1つまたは複数の処理を実行します。

クライアント認証またはサーバー認証を行うためにこれらのメソッドをそれぞれ実装する方
法の詳細は、次の項を参照してください。

� ユーザー名とパスワードを使用したクライアント側の認証

� クライアント認証のための証明書の使用

� サーバー側の認証

ユーザー名とパスワードを使用したクライアント側の認証ユーザー名とパスワードを使用したクライアント側の認証ユーザー名とパスワードを使用したクライアント側の認証ユーザー名とパスワードを使用したクライアント側の認証
クライアントは、ユーザー名とパスワードを使用するか、または適切な証明書を提供して、
データベース・サーバーに対して自分自身を認証します。ユーザー名とパスワードは、SSL
トランスポート接続で Oracleのログイン・プロトコルまたは Credentialのいずれかを使用
して提供されます。

� JNDIプロパティを設定してユーザー名とパスワードを提供します。JNDIプロパティを
設定すると、ユーザー名とパスワードがログイン・プロトコルに暗黙的に設定されま
す。SECURITY_AUTHENTICATIONを ServiceCtx.SSL_LOGINまたは
ServiceCtx.NON_SSL_LOGINに設定します。

� Credentialを使用してユーザー名とパスワードを提供します。ユーザー名とパスワード
は暗黙的のうちに提供され、暗号化された SSLトランスポートによりサーバーに送信さ
れます。SECURITY_AUTHENTICATIONを serviceCtx.SSL_CREDENTIALに設定し
ます。

� 明示的に活性化したログイン・プロトコルでユーザー名とパスワードを提供します。

 クライアント認証 � ログイン・プロトコルを使用して、サーバーに対して自分自身
を認証します。

� 通常のユーザー名とパスワードを使用して、サーバーに対して
自分自身を認証します。

� SSL証明書を使用して、サーバーに対して自分自身を認証しま
す。

 サーバー認証 � SSL証明書を使用して、クライアントに対して自分自身を認証
します。
                                                                   IIOPのセキュリティ 6-9



クライアント側の認証
JNDIプロトコルをログイン・プロトコルに設定したユーザー名の送信プロトコルをログイン・プロトコルに設定したユーザー名の送信プロトコルをログイン・プロトコルに設定したユーザー名の送信プロトコルをログイン・プロトコルに設定したユーザー名の送信
クライアントは、ログイン・プロトコルを使用して、Oracle8iデータ・サーバーに対して自
分自身を認証できます。ログイン・プロトコルは、SSLによる暗号化を行っていてもいなく
ても使用できます。これは、セキュリティを考慮したハンドシェイキング暗号化プロトコル
がログイン・プロトコルに組み込まれているためです。

アプリケーションでクライアント /サーバー間のデータ・セキュリティのために SSL接続が
必要な場合は、JNDI初期コンテキストの取得時に渡される
SECURITY_AUTHENTICATIONプロパティに SSL_LOGINサービス・コンテキスト値を
指定します。次の例は、ログイン・プロトコル用に SSLを使用可能にした接続を定義しま
す。ユーザー名とパスワードが設定されていることに注意してください。

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(javax.naming.Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(javax.naming.Context.SECURITY_PRINCIPAL, username);
env.put(javax.naming.Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
env.put(javax.naming.Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.SSL_LOGIN);
Context ic = new InitialContext(env);
...
アプリケーションで SSL接続を使用しない場合は、SECURITY_AUTHENTICATIONパラ
メータの NON_SSL_LOGINを次のように指定します。

env.put(javax.naming.Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);

4つすべての JNDI Context変数（URL_PKG_PREFIXES、SECURITY_PRINCIPAL、
SECURITY_CREDENTIALSおよび SECURITY_AUTHENTICATION）に対して値を指定す
ると、Context.lookup()メソッドの最初の起動時にログインが自動的に実行されます。

接続を行うクライアントがすでに IORを得ているために JNDIによる検索を行わない場合、
オブジェクトに対する IORをこのクライアントに渡したユーザーは、活性化済みのオブジェ
クトと同じセッション内に存在するログイン・オブジェクトの IORも渡しておく必要があり
ます。活性化済みのオブジェクトのメソッドを起動する前に、ログイン・オブジェクトの
authenticateメソッドにユーザー名とパスワードを指定する必要があります。 

注意注意注意注意 : Loginクラスは、ログイン・ハンドシェイキング・プロトコルの
クライアント側の実装およびサーバー・ログイン・オブジェクトをコール
するためのプロキシ・オブジェクトとして使用されます。 このコンポーネ
ントは、aurora_client.jarファイルにパッケージ化されています。
すべての Oracle8i ORBアプリケーションは、このライブラリをインポー
トする必要があります。 

注意注意注意注意 : ログイン・ハンドシェイキングは暗号化により保護されますが、
それ以外のクライアント /サーバー間の対話は保護されません。
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クライアント側の認証
Oracle8i JVMセッションへのログインとログアウトセッションへのログインとログアウトセッションへのログインとログアウトセッションへのログインとログアウト  セッション所有者がセッションを終了す
る場合、所有者は LogoutServerオブジェクトの logoutメソッドを使用できます。この
オブジェクトは、/etc/logoutとして事前に公開されています。 セッションを終了するに
は、LogoutServerオブジェクトを使用します。logoutを実行できるのは、セッション所
有者のみです。他の所有者が実行すると、NO_PERMISSION例外が発生します。

LogoutServerオブジェクトは、/etc/loginとして事前に公開されている
LoginServerオブジェクトに似ています。 LoginServerオブジェクトを使用して、サー
バーへの認証に使用する Loginオブジェクトを生成します。 JNDI lookupの際に Login
オブジェクトを暗黙的に使用することもできます。 

次の例では、クライアントで LoginServerオブジェクトを使用して認証し、
LogoutServerオブジェクトを介してセッションを終了しています。

import oracle.aurora.AuroraServices.LoginServer;
import oracle.aurora.AuroraServices.LogoutServer;
...
// To log in using the LoginServer object
LoginServer loginServer = (LoginServer)ic.lookup(serviceURL + "/etc/login");
Login login = new Login(loginServer);
System.out.println("Logging in ..");
login.authenticate(user, password, null);
...
//To logout using the LogoutServer
LogoutServer logout = (LogoutServer)ic.lookup(serviceURL + "/etc/logout");
logout.logout();

Credentialを使用した暗黙的なユーザー名の送信を使用した暗黙的なユーザー名の送信を使用した暗黙的なユーザー名の送信を使用した暗黙的なユーザー名の送信
ServiceCtx.SSL_CREDENTIAL認証タイプを使用すると、ユーザー名、パスワードおよび
ロール（指定されている場合）が最初のリクエストでサーバーに渡されます。この情報は
SSL接続で渡されるので、パスワードは転送プロトコルにより暗号化され、ログイン・プロ
トコルで使用するハンドシェイキングは必要ありません。このため、Credentialを使用した
送信はわずかに効率が良く、SSL接続にお薦めできます。

ログイン・オブジェクトを明示的に活性化して行うユーザー名の送信ログイン・オブジェクトを明示的に活性化して行うユーザー名の送信ログイン・オブジェクトを明示的に活性化して行うユーザー名の送信ログイン・オブジェクトを明示的に活性化して行うユーザー名の送信
データベースにログインするためのログイン・オブジェクトを明示的に作成できます。通
常、クライアントから複数のセッションを作成して使用する場合に、この方法を使用しま
す。クライアントが 2つの別々のセッションを作成してログインする例を次に示します。こ
れを行うには、次のステップを実行します。 

1. 初期コンテキストを作成します。

2. 接続先データベースの URLで検索を実行します。

3. このデータベース・サービス・コンテキストでは、2つのサブコンテキスト（各セッ
ションにつき 1つ）が作成されます。
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クライアント側の認証
4. ログイン・オブジェクトを使用して各セッションにログインします。このとき、ユー
ザー名とパスワードを提供します。 

// Prepare a simplified Initial Context as we are going to do
// everything by hand
Hashtable env = new Hashtable ();
env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
Context ic = new InitialContext (env);

// Get a SessionCtx that represents a database instance
ServiceCtx service = (ServiceCtx)ic.lookup (serviceURL);

// Create and authenticate a first session in the instance.
SessionCtx session1 = (SessionCtx)service.createSubcontext (":session1");
LoginServer login_server1 = (LoginServer)session1.activate ("etc/login");
Login login1 = new Login (login_server1);
login1.authenticate (user, password, null);

// Create and authenticate a second session in the instance.
SessionCtx session2 = (SessionCtx)service.createSubcontext (":session2");
LoginServer login_server2 = (LoginServer)session2.activate ("etc/login");
Login login2 = new Login (login_server2);
login2.authenticate (user, password, null);

// Activate one Hello object in each session
Hello hello1 = (Hello)session1.activate (objectName);
Hello hello2 = (Hello)session2.activate (objectName);

クライアント認証のための証明書の使用クライアント認証のための証明書の使用クライアント認証のための証明書の使用クライアント認証のための証明書の使用
証明書を使用してクライアント認証を行うには、クライアントから証明書または証明書の連
鎖をサーバーに送信する必要があります。サーバーでは、クライアントがクライアント自身
であり信頼されているクライアントであることが検証されます。

注意注意注意注意 : 接続先データベースが同じなので、2つのセッションに対するユー
ザー名とパスワードは同じになります。クライアントが 2つの別々のデー
タベースに接続する場合は、異なるユーザー名とパスワードでのログイン
が必要な場合もあります。
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クライアント側の認証
クライアントが証明書による認証を行うように設定するには、次のいずれかの方法を実行し
ます。

� ファイルで証明書を指定

� 個々の JNDIプロパティで証明書を指定

� AuroraCertificateManagerを使用して証明書を指定

ファイルで証明書を指定ファイルで証明書を指定ファイルで証明書を指定ファイルで証明書を指定
ユーザー証明書、発行者証明書、証明書の完全な連鎖、暗号化された秘密鍵および
Trustpointを含むファイルを設定できます。ファイルを一度作成すると、クライアントが接
続のハンドシェイク時にそのファイルを使用してクライアント認証を行うように指定できま
す。 

1. クライアント証明書ファイルの作成 — このファイルは、Wallet Managerのエクスポー
ト機能を使用して作成できます。Oracle Wallet Managerには、このファイルを作成す
るオプションがあります。ファイルの作成を要求する前に、Wallet Managerを使用し
てWalletを作成する必要があります。 

有効なWalletを作成した後で、Wallet Managerを起動して次の操作を実行します。

� メニュー・バーのプルダウン・リストから、「Operations」>「Export Wallet」を選
択します。

� ファイル名フィールドに、作成する証明書ファイルの名前を入力します。

これにより、追加したすべての証明書、鍵、および Trustpointを含む、base-64でコー
ド化されたファイルがWallet内に作成されます。 Walletの作成方法の詳細は、
『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。

2. 接続用のクライアント証明書ファイルの指定 — クライアント・コード内で、
SECURITY_AUTHENTICATIONプロパティを ServiceCtx.SSL_CLIENT_AUTHに設定
します。クライアント認証を行うサーバーに、適切な証明書と Trustpointを提供しま
す。次のように、JNDIプロパティにファイル名と復号化キーを指定します。

注意注意注意注意 : 証明書、Trustpointおよび秘密鍵はすべて、base-64でコード化す
る必要があります。 

値値値値 JNDIプロパティの設定プロパティの設定プロパティの設定プロパティの設定

証明書ファイルの名前 SECURITY_PRINCIPAL

秘密鍵を復号化するためのキー SECURITY_CREDENTIAL 
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クライアント側の認証
次のコードは、クライアント証明書ファイルを定義するための JNDIプロパティの設定
方法の例です。

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(javax.naming.Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(javax.naming.Context.SECURITY_PRINCIPAL, <filename>);
env.put(javax.naming.Context.SECURITY_CREDENTIAL, <decrypting_key>);
env.put(javax.naming.Context.SECURITY_AUTHENTICATION, 
ServiceCtx.SSL_CLIENT_AUTH);
Context ic = new InitialContext(env);
...
たとえば、復号化キーが welcome12で、証明書ファイルが credsFileの場合、次の
2行で JNDIコンテキスト内にこれらの値を指定します。

env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome12");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "credsFile");

個々の個々の個々の個々の JNDIプロパティで証明書を指定プロパティで証明書を指定プロパティで証明書を指定プロパティで証明書を指定
証明書、秘密鍵および Trustpointを JNDIプロパティ内に個々に設定して、これらをプログ
ラム上で提供できます。JNDIプロパティにユーザー証明書、発行者（認証局）の証明書、
暗号化された秘密鍵および Trustpointを設定すると、接続ハンドシェイク時にこれらが使用
されて認証が行われます。クライアント側の認証を設定するには、
SECURITY_AUTHENTICATIONプロパティを serviceCtx.SSL_CLIENT_AUTHに設定しま
す。

JNDIプロパティに証明書を設定する方法は何でもかまいません。認可情報の値はすべて、
コンテキストを初期化する前に設定する必要があります。 

次の例では、証明書を静的変数として宣言します。ただし、これは多くの選択肢のうちの 1
つにすぎません。証明書は base-64でコード化する必要があります。 たとえば、次のコード
の testCert_base64は、base-64でコード化され、静的変数として宣言されたクライアン
ト証明書です。CA証明書のその他の変数や秘密鍵などは示しませんが、同様に定義します。

注意注意注意注意 : JNDIプロパティで設定できるのは、1つの発行者証明書のみで
す。
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クライアント側の認証
final private static String testCert_base64 =
  "MIICejCCAeOgAwIBAgICAmowDQYJKoZIhvcNAQEEBQAwazELMAkGA1UEBhMCVVMx" +
  "DzANBgNVBAoTBk9yYWNsZTEoMCYGA1UECxMfRW50ZXJwcmlzZSBBcHBsaWNhdGlv" +
  "biBTZXJ2aWNlczEhMB8GA1UEAxMYRUFTUUEgQ2VydGlmaWNhdGUgU2VydmVyMB4X" +
  "DTk5MDgxNzE2MjIxMloXDTAwMDIxMzE2MjIxMlowgYUxCzAJBgNVBAYTAlVTMRsw" +
  "GQYDVQQKExJPcmFjbGUgQ29ycG9yYXRpb24xPDA6BgNVBAsUMyoqIFNlY3VyaXR5" +
  "IFRFU1RJTkcgQU5EIEVWQUxVQVRJT04gT05MWSB2ZXJzaW9uMiAqKjEbMBkGA1UE" +
  "AxQSdGVzdEB1cy5vcmFjbGUuY29tMHwwDQYJKoZIhvcNAQEBBQADawAwaAJhANG1" +
  "Kk2K7uOOtI/UBYrmTe89LVRrG83Eb0/wY3xWGelkBeEUTwW57a26u2M9LZAfmT91" +
  "e8Afksqc4qQW23Sjxyo4ObQK3Kth6y1NJgovBgfMu1YGtDHaSn2VEg8p58g+nwID" +
  "AQABozYwNDARBglghkgBhvhCAQEEBAMCAMAwHwYDVR0jBBgwFoAUDCHwEuJfIFXD" +
  "a7tuYNO8bOw1EYwwDQYJKoZIhvcNAQEEBQADgYEARC5rWKge5trqgZ18onldinCg" +
  "Fof6D/qFT9b6Cex5JK3a2dEekg/P/KqDINyifIZL0DV7z/XCK6PQDLwYcVqSSK/m" +
  "487qjdH+zM5X+1DaJ+ROhqOOX54UpiAhAleRMdLT5KuXV6AtAx6Q2mc8k9bzFzwq" +
  "eR3uI+i5Tn0dKgxhCZU=\n";

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.SSL_CLIENT_AUTH);
//decrypting key
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome12");

// you may also set the certificates individually, as shown bellow.
//User certificate
env.put(ServiceCtx.SECURITY_USER_CERT, testCert_base64);
//Certificate Authority's certificate
env.put(ServiceCtx.SECURITY_CA_CERT, caCert_base64);
//Private key
env.put(ServiceCtx.SECURITY_ENCRYPTED_PKEY, encryptedPrivateKey_base64);
// setup the trust point
env.put(ServiceCtx.SECURITY_TRUSTED_CERT, trustedCert);

Context ic = new InitialContext(env);

注意注意注意注意 : 個々の証明書を静的変数として設定する場合、Oracle8i用の証明
書にはセパレータが含まれません。 ただし、Visigenic ORBの証明書を設
定する場合（コールバック使用例におけるクライアントのコールバック・
オブジェクトの場合と同様）、証明書は各行を識別する「BEGIN 
CERTIFICATE」と「END CERTIFICATE」で区切る必要があります。 これ
らの文字列のフォーマットの詳細は、Visigenicのドキュメントを参照して
ください。
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クライアント側の認証
AuroraCertificateManagerを使用して証明書を指定を使用して証明書を指定を使用して証明書を指定を使用して証明書を指定
JNDIを使用しない CORBAクライアントでは、AuroraCertificateManagerを使用して
ユーザー証明書、発行者証明書、暗号化された秘密鍵および Trustpointを設定できます。 

AuroraCertificateManagerは、アプリケーションの証明書を保持します。 接続のため
の SSLハンドシェイクで渡す証明書は、SSL接続を実行する前に設定しておく必要がありま
す。 この方法で証明書を設定する必要があるのは、次の条件に該当する場合のみです。

� クライアント側の認証が必要な場合で、JNDIプロパティを使用しない場合、クライア
ントは AuroraCertificateManagerを使用して証明書を設定します。

� サーバーは、コールアウトまたはコールバックを実行する場合は、
AuroraCertificateManagerによって証明書を設定します。通常のクライアント /
サーバー間のハンドシェイクに使用される典型的なサーバー側認証は、データベース
Walletで処理されます。 ただし、このサーバーがコールアウトまたはコールバックを実
行してクライアントとして動作しようとする場合は、自分自身を識別する証明書を設定
する必要がありますがWalletに含まれているデータベース証明書はこの目的には使用
できません。

AuroraCertificateManagerクラスクラスクラスクラス
このオブジェクトで提供されるメソッドを使用すると、次の処理を実行できます。

� SSLプロトコルのバージョンを設定できます。デフォルトは Undeterminedです。

� 秘密鍵および証明書の連鎖を設定できます。

� クライアント・アプリケーションが証明書の連鎖を提示して自分自身を認証するように
要求できます。このメソッドは、サーバーのみが使用できます。

SSLCertificateManagerパラメータを指定して ORB.resolve_initial_references
メソッドを起動すると、AuroraCertificateManagerにナローイングすることができる
オブジェクトが戻されます。例 6-1は、次のメソッドのコード例を示しています。

addTrustedCertificate
このメソッドでは、指定された証明書が信頼できる証明書として追加されます。証明書は
DER方式でコード化されている必要があります。クライアントは、サーバー側の認証のため
にこのメソッドを使用して Trustpointを追加します。

クライアントがサーバーを認証する必要がある場合、サーバーでは証明書の連鎖がクライア
ントに送信されます。連鎖内のすべての証明書をチェックする必要はありません。 たとえば、
認証局、企業、部署、グループおよびユーザーの各証明書から構成される連鎖があります。
グループが信頼されている場合、階層の連鎖内のグループより上位の証明書は信頼されてい
るので、ユーザーの証明書からチェックを始めて、グループの証明書が取得された時点で連
鎖のチェックを停止できます。
6-16 Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



クライアント側の認証
構文構文構文構文
void addTrustedCertificate(byte[] derCert);

requestClientCertificate
このメソッドは、クライアント・アプリケーションの証明書を必要とするサーバーにより起
動されます。このメソッドは、クライアント・アプリケーションでの使用を目的とするもの
ではありません。 

構文構文構文構文
void requestClientCertificate(boolean need);

setCertificateChain
このメソッドは、クライアント・アプリケーションまたはサーバー・オブジェクトに証明書
の連鎖を設定します。このメソッドはクライアントまたはサーバーから起動できます。証明
書の連鎖の先頭は常に認証局の証明書です。次に続く各証明書は、先行する証明書の発行者
に対する証明書です。連鎖の最後の証明書は、ユーザーまたはプロセス用の証明書です。

構文構文構文構文
void setCertificateChain(byte[][] derCertChain)

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

derCert 証明書を含む、DER方式でコード化されたバイト配列

注意注意注意注意 : requestClientCertificateメソッドは現在のところ必要あり
ません。SQLNET.ORAおよび LISTENER.ORAの構成パラメータ
SSL_CLIENT_AUTHENTICATIONがこの機能を実行するためです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

need TRUEの場合、クライアントは認証用の証明書を送信する必要があ
ります。FALSEの場合は、クライアントから証明書を送信する必要
はありません。
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クライアント側の認証
setEncryptedPrivateKey
このメソッドは、クライアント・アプリケーションまたはサーバー・オブジェクトに秘密鍵
を設定します。鍵は PKCS5形式または PKCS8形式で指定する必要があります。 

構文構文構文構文
void setEncryptedPrivateKey(byte[] key, String password);

setProtocolVersion
このメソッドは、接続に使用する SSLプロトコルのバージョンを設定します。バージョン
2.0のクライアントからバージョン 3.0のサーバーに対して、またはバージョン 3.0のサー
バーからバージョン 2.0のクライアントに対して SSL接続を確立しようとすると失敗しま
す。Version_Undeterminedを使用することをお薦めします。これを使用すると、使用して
いるプロトコルのバージョンを問わずピア間で SSL接続を確立できます。デフォルト値は
SSL_Version_Undeterminedです。

構文構文構文構文
void setProtocolVersion(int protocolVersion);

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

derCertChain 証明書の連鎖を含むバイト配列

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

key 暗号化された秘密鍵を含むバイト配列

パスワード 秘密鍵を復号化するためのパスワードを含む文字列
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クライアント側の認証
例例例例 6-1 AuroraCertificateManagerを使用したを使用したを使用したを使用した SSLセキュリティ情報の設定セキュリティ情報の設定セキュリティ情報の設定セキュリティ情報の設定

次の例では、次の処理を行っています。 

1. AuroraCertificateManagerを取り出します。

2. このクライアントの SSL情報を初期化します。

a. setCertificateChainで証明書の連鎖を設定します。

b. addTrustedCertificateで Trustpointを設定します。

c. setEncryptedPrivateKeyで秘密鍵を設定します。

// Get the certificate manager
AuroraCertificateManager cm = AuroraCertificateManagerHelper.narrow(
orb.resolve_initial_references("AuroraSSLCertificateManager"));

BASE64Decoder decoder = new BASE64Decoder();
byte[] userCert = decoder.decodeBuffer(testCert_base64);
byte[] caCert = decoder.decodeBuffer(caCert_base64);

// Set my certificate chain, ordered from CA to user.
byte[][] certificates = {
        caCert, userCert
};
cm.setCertificateChain(certificates);
cm.addTrustedCertificate(caCert);

// Set my private key.
byte[] encryptedPrivateKey =
decoder.decodeBuffer(encryptedPrivateKey_base64);

cm.setEncryptedPrivateKey(encryptedPrivateKey, "welcome12");

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

protocolVersion 指定されているプロトコルのバージョン。 指定する値は、
oracle.security.SSL.OracleSSLProtocolVersionに定義されてい
ます。このクラスでは、次の値が定義されます。 

� SSL_Version_Undetermined:　バージョンは未定です。これは、
SSL 2.0のピアと SSL 3.0のピアとの接続に使用します。これがデフォ
ルトのバージョンです。 

� SSL_Version_3_0_With_2_0_Hello:　サポートされていません。

� SSL_Version_3_0:　バージョン 3.0のピアとの接続にのみ使用しま
す。

� SSL_Version_2_0:　サポートされていません。
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サーバー側の認証
サーバー側の認証サーバー側の認証サーバー側の認証サーバー側の認証
サーバーには、そのロールに応じて異なるタイプの認証が必要になります。 標準的なクライ
アント /サーバー環境でデータベースをサーバーとして使用している場合は、サーバー側認
証のためにデータベースのWallet内で設定されている証明書を使用します。 ただし、サー
バーを別のオブジェクトへのコールアウトやクライアント上のオブジェクトへのコールバッ
クに使用している場合、そのサーバーはクライアントとして動作しているため、自分自身を
識別する証明書が必要です。 しかし、サーバーはデータベースのサーバー側認証用に生成さ
れたWalletをこの目的には使用できません。

次の項では、これについて詳細に説明します。

� 典型的なクライアント /サーバー

� セキュリティを使用したコールアウト

� セキュリティを使用したコールバック

典型的なクライアント典型的なクライアント典型的なクライアント典型的なクライアント /サーバーサーバーサーバーサーバー
サーバー側の認証は、認証のためにサーバーがクライアントに証明書を提供するときに行わ
れます。認証が要求されると、サーバーではクライアントに証明書を提供して自分自身の認
証が行われます（サーバー側の認証）。SSLレイヤーでは、接続ハンドシェイク時に両方の
ピアの認証が行われます。クライアントは、JNDIプロパティに任意の SSL_*値を設定して
サーバー側の認証を要求します。 JNDIの値の詳細は、6-8ページの「認証のための JNDIの
使用」を参照してください。

サーバー側の認証を行うには、Wallet Managerを使用して、適切な証明書を持つデータ
ベースWalletを設定する必要があります。 Walletの作成方法の詳細は、『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイド 』を参照してください。

サーバー・アクティビティサーバー・アクティビティサーバー・アクティビティサーバー・アクティビティ 認証方式認証方式認証方式認証方式

典型的なクライアント /
サーバー

Oracle Wallet Managerにより生成されたデータベースWalletを使
用します。

他のオブジェクトへのコー
ルアウト

JNDIプロパティまたは AuroraCurrentManagerクラスを使用し
て、識別証明書を設定します。

クライアント・オブジェク
トへのコールバック

AuroraCurrentManagerクラスを使用して識別証明書を設定しま
す。
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セキュリティを使用したコールアウトセキュリティを使用したコールアウトセキュリティを使用したコールアウトセキュリティを使用したコールアウト
コールアウトは、データベースにロードされた Javaオブジェクトが他の Javaオブジェクト
内のメソッドを起動するときに発生します。 クライアントからの元のコールに一定レベルの
セキュリティ、つまり、証明ベースまたはユーザー名 /パスワードによるセキュリティが必
要だった場合は、サーバー・オブジェクトも第 2のサーバー・オブジェクト上でメソッドを
起動する前に、自分自身に関して同一レベルのセキュリティ情報を提供する必要がありま
す。 

図図図図 6-2 セキュリティが必要なサーバー・コールアウトセキュリティが必要なサーバー・コールアウトセキュリティが必要なサーバー・コールアウトセキュリティが必要なサーバー・コールアウト

� ユーザー名 /パスワード : クライアントが認証用のユーザー名 /パスワードの組合せを
データベースに送信する場合、サーバー・オブジェクトも自身のユーザー名 /パスワー
ドの組合せを第 2のオブジェクトに送信する必要があります。 サーバー・オブジェクト
がクライアントのユーザー名 /パスワードの組合せを転送することはできず、自身の情
報を提供する必要があります。 ユーザー名 /パスワードの組合せは、クライアントと同
じ方法で設定できます。 詳細は、6-9ページの「ユーザー名とパスワードを使用したクラ
イアント側の認証」を参照してください。 

� クライアントベース : また、クライアントが認証用の証明書を送信する場合は、サー
バー・オブジェクトも同様に証明書を送信する必要があります。 さらに、サーバーは、
自分自身の証明書を作成して送信する必要があり、クライアントの証明書を認証用に転
送することはできません。 サーバー・オブジェクトの証明書は、適切な JNDIプロパ
ティまたは AuroraCertificateManagerを使用して設定できます。6-12ページの
「クライアント認証のための証明書の使用」を参照してください。 

注意注意注意注意 : クライアントが Trustpointと突きあわせてサーバーを検証する必
要がある場合、またはサーバーを許可する必要がある場合は、クライアン
ト側の責任で Trustpointの設定や、認可を与えるためのサーバー証明書の
解析を実行します。 詳細は、6-26ページの「認可」を参照してください。

クライアント オブジェクト 1 オブジェクト 2
クライアント

セキュリティ オブジェクト 1
セキュリティ
情報

情報
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セキュリティを使用したコールバックセキュリティを使用したコールバックセキュリティを使用したコールバックセキュリティを使用したコールバック
コールバックは、クライアントがサーバー・オブジェクトに、クライアント上に存在するオ
ブジェクトのオブジェクト参照を渡す場合に発生します。 図 6-3のように、サーバー・オブ
ジェクトはオブジェクト参照を受け取ってメソッドを起動します。 これにより、サーバーか
ら効率的にコールアウトすることができ、クライアントにあるオブジェクトがコールバック
されます。 詳細は、2-28ページの「デバッグ手法」を参照してください。

図図図図 6-3 セキュリティが必要なサーバー・コールアウトセキュリティが必要なサーバー・コールアウトセキュリティが必要なサーバー・コールアウトセキュリティが必要なサーバー・コールアウト

コールバックに使用できるセキュリティのタイプは、SSLによる証明書ベースのセキュリ
ティです。 SSLセキュリティをコールバックに追加する場合は、次の 2つの状況のどちらか
が考えられます。

1. サーバー側の認証のみ

a. クライアントは、自分自身を証明書で認証する必要はありません。 ただし、ユー
ザー名 /パスワードの組合せを使用して、引き続き自分自身をデータベースに対し
て認証する必要があります。

b. SSLでは常にサーバー側の認証が必要なため、サーバーはデータベースWalletに含
まれる証明書を提供し、自分自身をクライアントに対して認証します。

クライアント オブジェクト 1クライアント
証明書

オブジェクト 1
証明書

クライアント オブジェクト 1

ユーザー名 /パスワード

サーバーWallet

証明書なし

サーバー側の認証のための証明書

a.

b. 

c. 

d.

obj2
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サーバー側の認証
c. サーバーがクライアントへコールバックする場合は、クライアントとして動作する
ため、認証用の証明書を提供する必要はありません。

d. コール側オブジェクトはクライアントに含まれていますが、コールバック使用例で
はサーバー・オブジェクトです。 したがって、サーバー側の認証ルールが適用され
るので、コールバック・オブジェクトは証明書を提供して自分自身を認証する必要
があります。

例例例例 6-2 サーバー側の認証のみを使用するコールバック・コードサーバー側の認証のみを使用するコールバック・コードサーバー側の認証のみを使用するコールバック・コードサーバー側の認証のみを使用するコールバック・コード

次のコードは、前述のステップ（a）および（b）を実行するクライアント・コードを示
しています。 このクライアント・コードの前半では、自分自身をデータベースに対して
認証するユーザー名とパスワードを設定しています。 次に、サーバー・オブジェクトを
取得します。 ただし、サーバーのメソッドを起動する前に、コードの後半で証明書を設
定し、BOAを初期化し、コールバック・オブジェクトをインスタンス化して、クライ
アントのコールバック・オブジェクトを設定しています。 最後に、サーバー・メソッド
が起動されます。

public static void main (String[] args) throws Exception {
String serviceURL = args [0];
String objectName = args [1];
String user = args [2];
String password = args [3];

//set up username/password for authentication to database. Set up
//security to be SSL_LOGIN - login authentication for client and server-side
//authentication.
Hashtable env = new Hashtable ();
env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.SSL_LOGIN);
Context ic = new InitialContext (env);

// Get the server object before preparing the client object.
// You have to do it in this order to get the ORB initialized correctly
Server server = (Server)ic.lookup (serviceURL + objectName);

// Create the client object and export it to the ORB in the client
// First, set up the ORB properties for the callback object
java.util.Properties props = new java.util.Properties();
props.put("ORBservices", "oracle.aurora.ssl");

// Initialize the ORB.
com.visigenic.vbroker.orb.ORB orb = (com.visigenic.vbroker.orb.ORB)
       oracle.aurora.jndi.orb_dep.Orb.init(args, props);
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// Get the certificate manager
AuroraCertificateManager certificateManager =
        AuroraCertificateManagerHelper.narrow(
           orb.resolve_initial_references("AuroraSSLCertificateManager"));

// Set up client callback certificate chain, ordered from user to CA.
byte[] testCert = new byte[testCert_base64.length()];
testCert_base64.getBytes(0, testCert_base64.length(), testCert, 0);

byte[] caCert = new byte[caCert_base64.length()];
caCert_base64.getBytes(0, caCert_base64.length(), caCert, 0);

// Set my certificate chain, ordered from user to CA.
byte[][] certificates = {
      testCert, caCert
    };
certificateManager.setCertificateChain(certificates);

// Set client callback object's private key.
byte[] encryptedPrivateKey = new byte[encryptedPrivateKey_base64.length()];
encryptedPrivateKey_base64.getBytes(0, encryptedPrivateKey_base64.length(),
                                        encryptedPrivateKey, 0);

certificateManager.setEncryptedPrivateKey(encryptedPrivateKey,"welcome12");

// Initialize the BOA with SSL
org.omg.CORBA.BOA boa = orb.BOA_init("AuroraSSLTSession", null);

//Instantiate the client callback object
ClientImpl client = new ClientImpl ();

//register callback object with BOA
boa.obj_is_ready (client);

// Invoke the server method, passing the client to call us back
System.out.println (server.hello (client));
 }
}
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サーバー側の認証
2. クライアント側とサーバー側の認証

a. クライアントは、自分自身を証明書で認証する必要があります。

b. SSLでは常にサーバー側の認証が必要なため、サーバーはデータベースWalletに含
まれる証明書を提供し、自分自身をクライアントに対して認証します。

c. サーバーがクライアントへコールバックする場合は、クライアントとして動作する
ため、認証用に自分自身の証明書を提供する必要があります。

d. コール側オブジェクトはクライアントに含まれていますが、コールバック使用例で
はサーバー・オブジェクトです。 したがって、サーバー側の認証ルールが保持され
るので、コールバック・オブジェクトは証明書を提供して自分自身を認証する必要
があります。

この例は例 6-2に示したクライアント・コードと同じですが、ただ 1つ異なるのは、クライ
アントがユーザー名とパスワードではなく証明書を提供することです。

クライアント側の認証が要求されており、サーバーがクライアントとして動作しているた
め、サーバー・コードでは、コールバック・オブジェクトを起動する前に、自身の証明書を
識別する設定を行います。サーバーは、自身の証明書を作成して送信する必要があります。
クライアントの証明書を転送して認証することはできません。サーバー・オブジェクトの証
明書は、6-12ページの「クライアント認証のための証明書の使用」の記述にあるように、適
切な JNDIプロパティまたは AuroraCertificateManagerを使用して設定します。

例例例例 6-3 クライアント側の認証を使用するコールバックでのサーバー・コードクライアント側の認証を使用するコールバックでのサーバー・コードクライアント側の認証を使用するコールバックでのサーバー・コードクライアント側の認証を使用するコールバックでのサーバー・コード

後述のサーバー・コードでは、次が実行されます。

1. initメソッドを起動して Oracle8i ORBの参照を取得します。

2. AuroraCertificateManagerを取り出します。

3. AuroraCertificateManagerメソッドを介して証明書とキーを設定します。

クライアント オブジェクト 1

クライアント証明書

サーバーWallet

サーバー 証明書

サーバー側の認証のための証明書

a.

b. 

c. 

d.

obj2
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4. クライアントのコールバック・メソッド helloを起動します。

public String hello (Client client) {
BASE64Decoder decoder = new BASE64Decoder();
com.visigenic.vbroker.orb.ORB orb = (com.visigenic.vbroker.orb.ORB)
                         oracle.aurora.jndi.orb_dep.Orb.init();

try  {
// Get the certificate manager
     AuroraCertificateManager cm = AuroraCertificateManagerHelper.narrow(
           orb.resolve_initial_references("AuroraSSLCertificateManager"));

      byte[] userCert = decoder.decodeBuffer(testCert_base64); 
      byte[] caCert = decoder.decodeBuffer(caCert_base64);

    // Set my certificate chain, ordered from CA to user.
      byte[][] certificates = { caCert, userCert };
      cm.setCertificateChain(certificates);

      // Set my private key.
      byte[] encryptedPrivateKey =
decoder.decodeBuffer(encryptedPrivateKey_base64);

      cm.setEncryptedPrivateKey(encryptedPrivateKey, "welcome12");

    } catch (Exception e) {
      e.printStackTrace();
      throw new org.omg.CORBA.INITIALIZE( "Couldn't initialize SSL context");
    }

    return "I Called back and got: " + client.helloBack ();
}

認可認可認可認可
SSLレイヤーでは、接続ハンドシェイク時にピアの認証が実行されます。ハンドシェイクが
終了すると、ピアが自分自身であると認証されたことになります。また、サーバーは Oracle 
Wallet内に Trustpointを指定しているので、サーバー上の SSLアダプタによりクライアン
トが許可されます。ただし、クライアントはサーバーに対して許可の範囲を指定できます。 

� クライアントは、Trustpointを設定して、サーバーを認可するように SSLレイヤーに指
示できます。

� クライアントは、サーバー証明書の連鎖を抽出して解析して、サーバーを認可できま
す。
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トラスト・ポイントの設定トラスト・ポイントの設定トラスト・ポイントの設定トラスト・ポイントの設定
サーバーには、インストールされている Oracle Wallet内に Trustpointが自動的に確立され
ています。Wallet内の Trustpointは、クライアント証明書の検証に使用します。ただし、
クライアントがサーバー証明書を特定の Trustpointと突きあわせて検証する必要がある場合
は、次のようにクライアントの Trustpointを設定できます。

� サーバー側オブジェクトでの認証が必要な場合、クライアントとなるサーバー側オブ
ジェクトには証明書のセットがありません。 したがって、サーバー証明書を検証するた
めに、クライアントとなるサーバー側オブジェクトは JNDIを使用して 1つの
Trustpointを設定するか、または純粋な CORBA アプリケーション（JNDIを使用しな
いアプリケーション）の場合は
AuroraCertificateManager.addTrustedCertificateメソッドを使用して
Trustpointを追加します。JNDIを介して単一の Trustpointを設定する方法は、例 6-4
を参照してください。

� クライアント側での認証が必要な場合については、クライアントにはすでに証明書が設
定されていることもあります。したがって、クライアントは、証明書を含むファイルに
Trustpointを追加するか、JNDIを使用して 1つの Trustpointを追加するか、または
CORBAアプリケーション（JNDIを使用しないアプリケーション）の場合は
AuroraCertificateManager.addTrustedCertificateメソッドを使用して
Trustpointを追加できます。

クライアントが Trustpointを設定しない場合には、認可が拒否されることはありません。こ
の場合、Oracle8i JVMはクライアントがサーバーを信頼していると認識します。 

例例例例 6-4 Trustpointの検証の検証の検証の検証

次の例は、クライアントが JNDIを使用して Trustpointを設定する方法を示します。JNDI
の SECURITY_TRUSTED_CERTプロパティには、1つの証明書のみが指定できます。 

// setup the trust point
env.put(ServiceCtx.SECURITY_TRUSTED_CERT, trustedCert);

サーバー証明書の連鎖の解析サーバー証明書の連鎖の解析サーバー証明書の連鎖の解析サーバー証明書の連鎖の解析
クライアントは、証明書を取り出して認可チェックを実行します。以前は、1つの発行者証
明書を取り出すことができました。現在では、発行者証明書の連鎖全体を取り出します。必
要な情報を取得するために、証明書の連鎖を解析する必要があります。連鎖の解析には、
AuroraCurrentオブジェクトを使用できます。
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AuroraCurrentには、証明書の連鎖を取り出し、管理するための 3つのメソッドがありま
す。証明書の連鎖の作成および解析には、X509Certクラスのメソッドを使用できます。こ
のクラスは、Sun Microsystemsの JDKのドキュメントを参照してください。X509Certク
ラスにおける証明書の連鎖の操作方法は、JDK 1.1と Java 2とでは異なります。 

AuroraCurrentクラスのメソッドは次のとおりです。 

� getPeerDERCertChain — ピアの証明書の連鎖を取得します。これにより、アプリ
ケーションのメソッドへのアクセスを許可されているピアであることを検証できます。

� getNegotiatedProtocolVersion — バージョン番号を検証するために、接続で使用
している SSLプロトコルのバージョンを取得します。

� getNegotiatedCipherSuite — 暗号化が目的を果たすために十分に効果があること
を検証するために、接続を介して渡されるメッセージの暗号化に使用する cipher suite
を取得します。

ハンドシェイクが発生すると、プロトコルのバージョンと使用する暗号化のタイプがネゴシ
エートされます。暗号化のタイプは完全な暗号化または制限された暗号化です。これは、米
国の法律上の制限に準拠しています。ハンドシェイクが完了すると、AuroraCurrentはネゴ
シエーションで解決された内容を取り出せます。

AuroraCurrentクラスクラスクラスクラス
次に、AuroraCurrentクラスに含まれるメソッドを説明します。 これらのメソッドのコー
ド例は、例 6-5を参照してください。

getNegotiatedCipherSuite
このメソッドは、ピアとのハンドシェイクでネゴシエートされた暗号化のタイプを取得しま
す。

構文構文構文構文
String getNegotiatedCipherSuite(org.omg.CORBA.Object peer);

注意注意注意注意 : 第 3章「IIOPアプリケーションの構成」で説明しているように、
データベースとリスナーを、SSLを使用できるように構成する必要があり
ます。

注意注意注意注意 : JDK 1.1の証明書クラスは、javax.security.certに含まれて
いました。JDK 1.2では、これらのクラスが java.security.certに移
動しています。
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戻り値戻り値戻り値戻り値
次のいずれかの値を持つ文字列を戻します。

米国から輸出可能な暗号方式 :　

� SSL_RSA_EXPORT_WITH_RC4_40_MD5

� SSL_RSA_EXPORT_WITH_DES40_CBC_SHA

� SSL_DH_anon_EXPORT_WITH_RC4_40_MD5

� SSL_DH_anon_EXPORT_WITH_DES40_CBC_SHA

� SSL_RSA_WITH_NULL_SHA

� SSL_RSA_WITH_NULL_MD5

米国内でのみ使用可能な暗号方式 :　

� SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

� SSL_RSA_WITH_RC4_128_SHA

� SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5

� SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA

� SSL_DH_anon_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

� SSL_DH_anon_WITH_RC4_128_MD5

� SSL_DH_anon_WITH_DES_CBC_SH

getPeerDERCertificateChain
このメソッドは、ピアの証明書の連鎖を取得します。連鎖を取り出した後、アプリケーショ
ンに対する許可をピアに与えるために連鎖内の証明書を解析できます。 

構文構文構文構文
byte [] [] getPeerDERCertificateChain(org.omg.CORBA.Object peer);

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

peer このピアから、ネゴシエートされた暗号を取得します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

peer このピアから、証明書の連鎖を取得します。
                                                                   IIOPのセキュリティ 6-29



認可
戻り値戻り値戻り値戻り値
証明書の連鎖を含むバイト配列

getNegotiatedProtocolVersion
このメソッドは、ピアの SSLプロトコルのネゴシエートされたバージョンを取得します。

構文構文構文構文
String getNegoriatedProtocolVersion(org.omg.CORBA.Object peer);

戻り値戻り値戻り値戻り値
次のいずれかの値を持つ文字列を戻します。

� SSL_Version_Undetermined

� SSL_Version_3_0

例例例例 6-5 認可のためのピアの認可のためのピアの認可のためのピアの認可のためのピアの SSL情報の取出し情報の取出し情報の取出し情報の取出し

次の例は、AuroraCurrentオブジェクトを使用して証明書情報を取り出すことによりピア
に認可を与える方法を示します。

1. AuroraCurrentオブジェクトを取り出すには、AuroraSSLCurrentを引数に指定し
て ORB.resolve_initial_referencesメソッドを起動します。 

2. AuroraCurrentのメソッド（getNegotiatedCipherSuite、
getNegotiatedProtocolVersionおよび getPeerDERCertChain）を使用して、
ピアから SSL情報を取り出します。

3. ピアに認可を付与します。証明書の連鎖に基づいてピアに認可を与えることができま
す。

パラメータパラメータパラメータパラメータ  説明説明説明説明

peer このピアから、ネゴシエートされたプロトコル・バージョンを取得
します。

注意注意注意注意 : この例では、証明書連鎖の解析に Java 2に固有の
x509Certificateクラスのメソッドを使用しています。Java 1.1を使用
している場合は、Java 1.1に固有の x509Certificateクラスのメソッド
を使用する必要があります。
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static boolean verifyPeerCert(org.omg.CORBA.Object obj) throws Exception
 {
   org.omg.CORBA.ORB orb = oracle.aurora.jndi.orb_dep.Orb.init();

   // Get the SSL current
   AuroraCurrent current = AuroraCurrentHelper.narrow
       (orb.resolve_initial_references("AuroraSSLCurrent"));

   // Check the cipher
   System.out.println("Negotiated Cipher:  " +
                      current.getNegotiatedCipherSuite(obj));
   // Check the protocol version
   System.out.println("Protocol Version:   " +
                      current.getNegotiatedProtocolVersion(obj));
   // Check the peer's certificate
   System.out.println("Peer's certificate chain : ");
   byte [] [] certChain = current.getPeerDERCertChain(obj);

   //Parse through the certificate chain using the X509Certificate methods
   System.out.println("length : " + certChain.length);
   System.out.println("Certificates: ");
   CertificateFactory cf = CertificateFactory.getInstance("X.509");

   //For each certificate in the chain
   for(int i = 0; i < certChain.length; i++) {
     ByteArrayInputStream bais = new ByteArrayInputStream(certChain[i]);
     Certificate  xcert = cf.generateCertificate(bais);
     System.out.println(xcert);
     if(xcert instanceof X509Certificate)
     {
       X509Certificate x509Cert = (X509Certificate)xcert;
       String globalUser = x509Cert.getSubjectDN().getName();
       System.out.println("DN out of the cert : " + globalUser);
     }
   }

   return true;
 }

注意注意注意注意 : x509Certificateクラスは、Java 2に固有のクラスです。詳細
は、Sun Microsystemsのドキュメントを参照してください。また、
javax.net.sslは、javadocも参照してください。
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                                                      トランザクション操
7

トランザクション操作トランザクション操作トランザクション操作トランザクション操作

Oracle8iでは、Enterprise JavaBeansでのトランザクション管理に Java Transaction API
（JTA）1.0.1が使用されます。 JTAには、Bean管理とコンテナ管理のトランザクション用に、
次の機能が用意されています。

� Bean管理のトランザクションは、Bean実装内でプログラムによりデマーケートされま
す。 トランザクションは、アプリケーションにより全面的に制御されます。 

� コンテナ管理のトランザクションは、コンテナにより制御されます。 つまり、コンテナ
はクライアントのトランザクションに参加するか、ディプロイメント・ディスクリプタ
内で定義されているアプリケーション用のトランザクションを開始し、Beanの完了時
に終了します。 実装では、トランザクション管理用のコードを提供する必要はありませ
ん。

この章では、JTAに関する実務知識があることを前提としています。大部分は、Sun 
Microsystemsの JTA仕様と Oracleの JTA実装の違いについて、例を中心にして説明しま
す。Sun Microsystemsの JTA仕様については、http://www.javasoft.comを参照して
ください。 

� トランザクションの概要

� JTAのサーバー側デマーケーション

� JTAのクライアント側デマーケーション

� 2フェーズ・コミット・エンジンの構成

� DataSourceオブジェクトの動的作成

� トランザクションのタイムアウト設定

� JDBCの制限事項
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トランザクションの概要
トランザクションの概要トランザクションの概要トランザクションの概要トランザクションの概要
トランザクションにより、単一アプリケーション内で複数のデータベースに加えられる変更
が 1単位の作業として管理されます。つまり、1つ以上のデータベース内のデータを管理す
るアプリケーションがある場合に、すべてのデータベース内のすべての変更がトランザク
ション内で管理されていれば、同時にコミットされることを保証できます。 

トランザクションは、次のような ACIDプロパティで記述されます。

� アトミック（Atomic）: 変更に失敗した場合に、トランザクション内で行われたデータ
ベースへの変更がすべてロールバックされます。

� 一貫性（Consistent）: トランザクションの結果によりデータベースはある一貫した状態
から他の一貫した状態に移行します。

� 孤立（Isolated）: トランザクション内の中間ステップはデータベースの他のユーザーか
ら参照できません。

� 持続性（Durable）: トランザクションが完了（コミットまたはロールバック）した後
は、その結果がデータベース内で持続します。

Sun Microsystemsが指定している JTA実装は、JDBC 2.0仕様と XAアーキテクチャに大き
く依存しています。その結果、すべてのデータベース間でトランザクションが完全に管理さ
れることを保証するために、アプリケーションには複雑な要件が課されます。Sun 
Microsystemsは、Java Transaction API（JTA）1.0.1および JDBC 2.0を
http://www.javasoft.comで公開しています。

Oracle8i環境で JTAを使用する場合の注意事項は、次のとおりです。

� グローバル・トランザクションとローカル・トランザクション

� トランザクションのデマーケート

� トランザクション・コンテキストの伝播

� 2フェーズ・コミット

� リソースの確保

� JTAの制限事項

グローバル・トランザクションとローカル・トランザクショングローバル・トランザクションとローカル・トランザクショングローバル・トランザクションとローカル・トランザクショングローバル・トランザクションとローカル・トランザクション
アプリケーションから JDBCなどを使用してデータベースに接続されるときには、トランザ
クションを作成します。トランザクションには単一データベースのみが関与し、そのデータ
ベースに対するすべての更新はその終了時にコミットされる場合、これは、ローカル・トラ
ンザクションと呼ばれます。

グローバル・トランザクションでは複雑な管理オブジェクトのセットが関与し、トランザク
ションに関与するすべてのオブジェクトとデータベースは管理オブジェクトにより追跡され
ます。このグローバル・トランザクション・オブジェクト、つまり TransactionManager
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トランザクションの概要
と Transactionにより、グローバル・トランザクションに関与するオブジェクトとリソー
スがすべて追跡されます。トランザクションの終了時には、TransactionManagerおよび
Transactionオブジェクトにより、すべてのデータベース変更が同時に自動的にコミット
されることが確認されます。 

トランザクションのデマーケートトランザクションのデマーケートトランザクションのデマーケートトランザクションのデマーケート
トランザクションは境界（デマーケーション）を持つものであると言われます。これは、明
確な開始点と明確な終了点を持つことを意味します。たとえば、SQL*Plusなどの対話式
ツールでは、各 SQL DML文がまだトランザクションの一部になっていなければ、暗黙的に
新しいトランザクションが開始されます。COMMITまたは ROLLBACK文が発行されると
トランザクションは終了します。 

EJBのトランザクションは、トランザクションの開始側と、明示的にデマーケートされるか
暗黙的にデマーケートされるかに応じて分類されます。

� トランザクションの開始側 — 分散オブジェクト・アプリケーションでは、開始側がク
ライアントかサーバーかに応じて、トランザクションが異なる方法でデマーケートされ
ます。トランザクションの開始側によって、そのトランザクションがクライアント側デ
マーケートなのかサーバー側デマーケートなのか決まります。 詳細は、7-16ページの
「JTAのクライアント側デマーケーション」および 7-13ページの「JTAのサーバー側デ
マーケーション」を参照してください。

� 明示的または暗黙的デマーケーション

* 明示的デマーケーションは、クライアントまたは Bean管理のトランザクショ
ンの Beanにより、適切な beginまたは commitメソッドが実行され、トラン
ザクションがプログラムでデマーケートされることを意味します。 明示的デ
マーケーションの詳細は、7-16ページの「JTAのクライアント側デマーケー
ション」および 7-13ページの「JTAのサーバー側デマーケーション」を参照し
てください。

* 暗黙的デマーケーションは、コンテナ管理のトランザクションの Beanのディ
プロイメント・ディスクリプタ内で指定されます。 コンテナは、ディプロイメ
ント・ディスクリプタ内で指定される Beanの構成に応じて、トランザクショ
ンを開始し、終了します。 暗黙的デマーケーションの詳細は、7-13ページの
「JTAのサーバー側デマーケーション」を参照してください。

注意注意注意注意 : また、トランザクションを開始するクライアントまたはオブジェ
クトは、トランザクションをコミットまたはロールバックで終了する必要
があります。ただし、開始側でトランザクションを元のメソッドとは異な
るメソッド中で終了することは可能です。たとえば、クライアントがトラ
ンザクションを開始し、サーバー・オブジェクトにコールアウトする場合
は、起動したメソッドからの戻り後にトランザクションを終了する必要が
あります。起動されたサーバー・オブジェクトはトランザクションを終了
できません。
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トランザクションの概要
コンテナ管理またはコンテナ管理またはコンテナ管理またはコンテナ管理または Bean管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション
Enterprise JavaBeansでは、Beanがそれ自体でトランザクションをデマーケートして管理す
るか、またはコンテナがトランザクションのデマーケートと管理を行う必要があるかを指定
できます。 

コンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクション
Beanがコンテナ管理のトランザクションの Beanとして指定されている場合、その Beanの
メソッドにトランザクションの実装は不要です。 すべてのトランザクションのロジックは、
EJBディプロイメント・ディスクリプタに指定されたトランザクション属性に基づいて、コ
ンテナにより実行されます。 詳細は、次の項を参照してください。

� A-18ページの「トランザクションの定義」。コンテナ管理のトランザクションの EJB
ディプロイメント・ディスクリプタの仕様部について説明しています。

� 7-6ページの「コンテナ管理のトランザクションの Beanへのトランザクション・コンテ
キストの伝播」。トランザクション属性に指定されたディプロイメント・ディスクリプ
タに応じて、コンテナにより実行される操作について説明しています。

Bean管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション
Beanが Bean管理のトランザクションの Beanとして指定されている場合は、次の操作を行
う必要があります。

� Bean自体ですべてのグローバル・トランザクションを開始します。 他のオブジェクト、
つまりクライアントやサーバーからトランザクション・コンテキストを受け入れること
はできません。 したがって、Bean管理のトランザクションの Beanは、他のオブジェク
トのグローバル・トランザクションには参加できません。 起動側オブジェクトがトラン
ザクションに参加する場合、そのトランザクションは、Bean管理のトランザクション
の Beanの実行中は一時停止されます。 その後、Bean管理のトランザクションの Bean
から制御が戻されると、起動側オブジェクトのトランザクションが再開されます。

� Beanが、グローバル・トランザクションに参加する他のオブジェクトを必要とする場合
は、伝播されるトランザクション・コンテキストを受け入れるトランザクション属性を
指定して、コンテナ管理の Beanを起動する必要があります。 

� Beanは、7-7ページの「リソースの確保」の説明と同じ方法で、リソースを自動的に確
保できます。
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トランザクションの概要
トランザクション・コンテキストの伝播トランザクション・コンテキストの伝播トランザクション・コンテキストの伝播トランザクション・コンテキストの伝播
クライアントまたはサーバー・インスタンス内でトランザクションを開始すると、JTAによ
りトランザクション・マネージャ内でトランザクションの開始者が示されます。トランザク
ションに複数のオブジェクトやリソースが関与する場合は、これらのすべてのオブジェクト
とリソースがトランザクション・マネージャによりトランザクション内で追跡され、各エン
ティティに対するトランザクションが管理されます。 

オブジェクトが他のオブジェクトをコールすると、起動されたオブジェクトがトランザク
ションに含まれるように、JTAによりトランザクション・コンテキストが起動されたオブ
ジェクトに伝播されます。起動されたオブジェクトをグローバル・トランザクションに含め
るには、トランザクション・コンテキストの伝播が必要です。

図 7-1のように、クライアントがグローバル・トランザクションを開始し、データベース内
のサーバー・オブジェクトをコールすると、そのサーバー・オブジェクトへとトランザク
ション・コンテキストが伝播されます。サーバー・オブジェクトがトランザクションをサ
ポートしていれば、このオブジェクトはグローバル・トランザクションに参加するものとし
てトランザクション・マネージャに連結されます。このサーバー・オブジェクトが同じデー
タベースまたはリモート・データベース内で別のサーバー・オブジェクトを起動すると、そ
のオブジェクトにもトランザクション・コンテキストが伝播されます。これにより、グロー
バル・トランザクションへの参加がサポートされるオブジェクトすべてが、トランザクショ
ン・マネージャにより追跡されることが保証されます。

図図図図 7-1 IIOPを介したオブジェクトへの接続を介したオブジェクトへの接続を介したオブジェクトへの接続を介したオブジェクトへの接続

注意注意注意注意 : すべてのサーバー・オブジェクトはデータベースにロードされる
ため、JTAでは、サーバー・オブジェクトとともに、グローバル・トラン
ザクションに含まれるリソースとして、データベースが自動的に確保され
ます。 

IIOP IIOP
クライアント�

接続�
サーバー・�
オブジェクト� 接続�

サーバー・�
オブジェクト�
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トランザクションの概要
コンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションの Beanへのトランザクション・コンへのトランザクション・コンへのトランザクション・コンへのトランザクション・コン
テキストの伝播テキストの伝播テキストの伝播テキストの伝播
コンテナ管理のトランザクションの Beanの場合、EJBディプロイメント・ディスクリプタ
内のトランザクション属性の定義により、グローバル・トランザクション・コンテキストが
サーバー・オブジェクトに伝播されるかどうかが決まります。 次の表は、各トランザクショ
ン属性と、各種のサーバー・オブジェクトおよびリソースに発生する動作を示しています。 

表表表表 7-1 コンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションの Beanに対するトランザクション属性の影響に対するトランザクション属性の影響に対するトランザクション属性の影響に対するトランザクション属性の影響

配置トランザクション属性配置トランザクション属性配置トランザクション属性配置トランザクション属性
クライアントのトランザククライアントのトランザククライアントのトランザククライアントのトランザク
ションのデマーケーションションのデマーケーションションのデマーケーションションのデマーケーション

ターゲット・サーバー・オブジェクターゲット・サーバー・オブジェクターゲット・サーバー・オブジェクターゲット・サーバー・オブジェク
トまたはリソース（データベース）トまたはリソース（データベース）トまたはリソース（データベース）トまたはリソース（データベース）
の動作の動作の動作の動作

NotSupported トランザクションを開始し
ません。

トランザクションは開始されませ
ん。

トランザクションを開始し
ます。

実行者のトランザクションは、Bean
の実行中は一時停止され、制御が実
行者に戻ると再開されます。

Required トランザクションを開始し
ません。

新規トランザクションが開始されま
す。

トランザクションを開始し
ます。

実行者のトランザクション・コンテ
キストが伝播されます。 サーバー・
オブジェクトとローカル・リソース
がトランザクションに参加します。

Supports トランザクションを開始し
ません。

トランザクションは開始されませ
ん。

トランザクションを開始し
ます。

実行者のトランザクション・コンテ
キストが伝播されます。 サーバー・
オブジェクトとローカル・リソース
がトランザクションに参加します。

RequiresNew トランザクションを開始し
ません。

新規トランザクションが開始されま
す。

トランザクションを開始し
ます。

実行者のトランザクションが一時停
止されます。 新規トランザクション
が開始され、コミットされてから、
制御が実行者に戻されます。 制御が
戻されると、実行者のトランザク
ションが再開されます。
7-6　Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



トランザクションの概要
リソースの確保リソースの確保リソースの確保リソースの確保
データベースなど、グローバル・トランザクションで管理対象となる各リソースを確保する
必要があります。Oracle8iの JTA実装では、グローバル・トランザクションのコンテキスト
内でデータベースへの JDBC接続をオープンすると、すべてのデータベースが自動的に確保
されます。トランザクション内でデータベースへの JDBC接続をオープンする方法の詳細
は、『Oracle8i JDBC開発者ガイドおよびリファレンス』を参照してください。 

JTAでは、次のいずれかが発生するとデータベース・リソースが自動的に確保されます。

ローカル・データベースの確保ローカル・データベースの確保ローカル・データベースの確保ローカル・データベースの確保
次の JDBCメソッドは、ローカル・データベースにアクセスできるように、ローカル・トラ
ンザクション内で使用されます。処理がグローバル・トランザクション内で行われるように
するには、グローバル・トランザクションの開始後に、これらのメソッドおよび後続する
SQL文を実行します。

Mandatory トランザクションを開始し
ません。

エラーが戻されます。 このオブジェ
クトには、トランザクション・コン
テキストが必要です。

トランザクションを開始し
ます。

実行者のトランザクション・コンテ
キストが伝播されます。 サーバー・
オブジェクトとローカル・リソース
がトランザクションに参加します。

Never トランザクションを開始し
ません。

トランザクションは開始されませ
ん。

トランザクションを開始し
ます。

エラーが戻されます。 このオブジェ
クトは、クライアントやサーバーな
ど、トランザクションに参加するオ
ブジェクトからはコールできませ
ん。

表表表表 7-2 データベースの確保に使用されるデータベースの確保に使用されるデータベースの確保に使用されるデータベースの確保に使用される JDBCのメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

取得メソッド取得メソッド取得メソッド取得メソッド 説明説明説明説明

OracleDriver().
     defaultConnection() 

ローカル接続を取得するための JDBC 2.0以前のメ
ソッド。 データベース表の更新に #sqljマクロを使
用する場合は、このマクロにより
defaultConnectionメソッドが起動されますので
注意してください。

表表表表 7-1 コンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションのコンテナ管理のトランザクションの Beanに対するトランザクション属性の影響（続き）に対するトランザクション属性の影響（続き）に対するトランザクション属性の影響（続き）に対するトランザクション属性の影響（続き）

配置トランザクション属性配置トランザクション属性配置トランザクション属性配置トランザクション属性
クライアントのトランザククライアントのトランザククライアントのトランザククライアントのトランザク
ションのデマーケーションションのデマーケーションションのデマーケーションションのデマーケーション

ターゲット・サーバー・オブジェクターゲット・サーバー・オブジェクターゲット・サーバー・オブジェクターゲット・サーバー・オブジェク
トまたはリソース（データベース）トまたはリソース（データベース）トまたはリソース（データベース）トまたはリソース（データベース）
の動作の動作の動作の動作
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トランザクションの概要
この 2つの自動確保メソッドの例の詳細は、7-25ページの「サーバー側でのリソースの確
保」を参照してください。

リモート・データベースの確保リモート・データベースの確保リモート・データベースの確保リモート・データベースの確保
クライアント・オブジェクトもサーバー・オブジェクトも、DataSourceオブジェクト内の
JDBC 2.0メソッドを介してのみ、グローバル・トランザクション内でデータベースを確保で
きます。UserTransactionオブジェクトの beginメソッドの後に、getConnectionメ
ソッドが起動される必要があります。

トランザクションに複数のデータベースが参加する場合は、Oracle8iデータベースを 2
フェーズ・コミット・エンジンとして指定する必要があります。 詳細は、7-29ページの「2
フェーズ・コミット・エンジンの構成」を参照してください。

2フェーズ・コミットフェーズ・コミットフェーズ・コミットフェーズ・コミット
グローバル・トランザクションの主な利点の 1つは、複数のオブジェクトとデータベース・
リソースをトランザクション内で 1単位として管理できることです。グローバル・トランザ
クションに複数のデータベース・リソースが関与する場合は、2フェーズ・コミット・エン
ジン、つまり、トランザクション内の全データベースの変更を管理するように設定された
Oracle8iデータベースを指定する必要があります。2フェーズ・コミット・エンジンは、ト
ランザクションの終了時に、すべてのデータベースに対する変更がすべてコミットされる
か、すべてロールバックされることを保証します。 

ただし、グローバル・トランザクションに複数のサーバー・オブジェクトが参加していて
も、データベース・リソースが 1つのみであれば、2フェーズ・コミット・エンジンを指定
する必要はありません。2フェーズ・コミット・エンジンは、複数データベースに対する変
更を同期するためにのみ必要です。データベースが 1つのみであれば、トランザクション・
マネージャで単一フェーズ・コミットを実行できます。

DriverManager.getConnection
     ("jdbc:oracle:kprb:")

ローカル接続を取得するための JDBC 2.0以前のメ
ソッド。

DataSource.getConnection
     ("jdbc:oracle:kprb:")

ローカル・データベースへの接続を取得する JDBC 
2.0のメソッド。

注意注意注意注意 : データベースへの接続を取得するには、JDBC 2.0のメソッドまた
は JDBC 2.0以前のメソッドのどちらか一方のみを使用する必要がありま
す。 両方のメソッドを同じ Beanに混在させないでください。

表表表表 7-2 データベースの確保に使用されるデータベースの確保に使用されるデータベースの確保に使用されるデータベースの確保に使用される JDBCのメソッド（続き）のメソッド（続き）のメソッド（続き）のメソッド（続き）

取得メソッド取得メソッド取得メソッド取得メソッド 説明説明説明説明
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トランザクションの概要
図 7-2は、グローバル・トランザクションで確保される 3つのデータベースと、2フェーズ・
コミット・エンジンとして指定された第 4のデータベースを示しています。 ローカル・デー
タベースを含め、すべてのデータベースは、グローバル・トランザクションの開始後に
JDBC接続がオープンされた時点で自動的に確保されます。 データベース確保の詳細は、7-7
ページの「リソースの確保」を参照してください。

グローバル・トランザクションの終了時に、2フェーズ・コミット・エンジンにより、デー
タベース A、Bおよびローカル・データベースに加えられた変更が、すべて同時にコミット
またはロールバックされることが保証されます。 

図図図図 7-2 グローバル・トランザクションのグローバル・トランザクションのグローバル・トランザクションのグローバル・トランザクションの 2 フェーズ・コミットフェーズ・コミットフェーズ・コミットフェーズ・コミット

注意注意注意注意 : 2フェーズ・コミット・エンジンは、どの Oracle8iデータベース
でもかまいません。サーバー・オブジェクトが存在するデータベースや、
トランザクションにまったく参加しないデータベースでも使用できます。 2
フェーズ・コミット・エンジンの設定の詳細は、7-29ページの「2フェー
ズ・コミット・エンジンの構成」を参照してください。

IIOP
クライアント�

接続�

サーバー・�
オブジェクト�

表 X

:default データベース・サーバー�

JDBC
接続�

JDBC 接続�

3 つの�
データベース�
すべてに対する�
トランザクション�
更新を管理�

2 フェーズ・�
コミット・�
エンジン�

データベース B

データベース A
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トランザクションの概要
JTAの概要の概要の概要の概要
次の項では、トランザクションのデマーケートと、トランザクション内でのデータベースの
確保の概要がまとめられています。 それぞれの詳細は、例を示して説明します。 ただし、各
表は参考となるポイントを示しています。 

表表表表 7-3 トランザクション・オブジェクト取得用の環境設定トランザクション・オブジェクト取得用の環境設定トランザクション・オブジェクト取得用の環境設定トランザクション・オブジェクト取得用の環境設定

ソースソースソースソース 修飾子修飾子修飾子修飾子 環境設定環境設定環境設定環境設定

設定には、認証情報、ネームスペースの URLおよび
OracleDriver登録が含まれます。

クライアント リモート・オブジェクトまたはリモート・デー
タベース接続を取得します。

必要

サーバー 同一セッション内での活性化を使用します。
ローカル・オブジェクトまたはローカル・デー
タベース接続を取得します。

不要

リモート・オブジェクトまたはリモート・デー
タベース接続を取得します。

必要

表表表表 7-4 JDBC 2.0 DataSourceとととと 2.0以前の以前の以前の以前の JDBCドライバの使用方法の違いドライバの使用方法の違いドライバの使用方法の違いドライバの使用方法の違い

JDBC 2.0 DataSource 2.0以前の以前の以前の以前の JDBCドライバドライバドライバドライバ : 
OracleDriverまたはまたはまたはまたは DriverManager

バインドの違い binddsコマンドを使用して、DataSourceを
ネームスペースにバインドする必要があります。 

JDBCオブジェクトのバインドは不要で
す。

コードの違い

次のように JNDI検
索を実行します。

クライアント

1. 次の環境設定を行います。 環境の
Hashtableに認証情報とネームスペースの
URLを含め、OracleDriverを登録しま
す。

2. JNDI検索を介して、「jdbc_access://」
接頭辞を含む DataSourceオブジェクトを
取得します。

クライアントでは使用できません。

サーバー 次のどちらかを行います。

� 同一セッション内での活性化を使用して
DataSourceオブジェクトを取得します。 環
境設定や「jdbc_access://」接頭辞は不
要です。

� 前もってディプロイメント・ディスクリプタ
に設定した環境変数を介してデータベースを
検索します。 これには、「java:comp/env」
接頭辞を使用します。

2.0以前の JDBCドライバ
（OracleDriverおよび
DriverManager）を使用できるのは、
サーバー・オブジェクト内のみです。 
JDBC接続の取得は、旧リリースと同じで
す。
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トランザクションの概要
表表表表 7-5 コンテナ管理とコンテナ管理とコンテナ管理とコンテナ管理と Bean管理のトランザクションの違い管理のトランザクションの違い管理のトランザクションの違い管理のトランザクションの違い 

コンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクション Bean 管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション

単一フェー
ズ・コミット

ディプロイ
メント・
ディスクリ
プタ

� <transaction-type>要素内で、こ
れがコンテナ管理であることを定義し
ます。

� XMLディプロイメント・ディスクリ
プタの <container-transaction>
要素内で、コンテナ管理の属性の型
を、表 7-1の値の 1つとして設定しま
す。

� <transaction-type>要素内で、
これが Bean管理であることを定義
します。

バインド � UserTransactionには、バインドは
不要です。 UserTransactionオブ
ジェクトは自動的に作成されます。

� トランザクションに DataSourceオブ
ジェクトを使用する場合は、bindds
コマンドを使用してバインドします。 
ただし、データベース・リンクは不要
です。

� UserTransactionには、バインド
は不要です。 UserTransactionオ
ブジェクトは自動的に作成されます。

� トランザクションに DataSourceオ
ブジェクトを使用する場合は、
binddsコマンドを使用してバイン
ドします。 ただし、データベース・
リンクは不要です。

実行時 � UserTransactionを取得しません。 
UserTransactionはコンテナにより
管理されます。

� トランザクション内で SQLの DML文
の管理に DataSourceオブジェクト
を使用する場合は、DataSourceを取
得します。

� SessionCtxの EJB 1.0の
getUserTransactionメソッド、
または「java:comp/
UserTransaction」文字列を指定
した JNDI lookupの EJB 1.1のメ
ソッドを介して、
UserTransactionを取得します。

� 実行時には、トランザクションの開
始と終了を受け持ちます。

� トランザクション内で SQLの DML
文の管理に DataSourceオブジェク
トを使用する場合は、DataSource
を取得します。
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トランザクションの概要
2フェーズ・
コミット

ディプロイ
メント・
ディスクリ
プタ

単一フェーズの要件に加えて、Oracle固有
のディプロイメント・ディスクリプタの
<transaction-manager>要素に、
UserTransactionオブジェクトの JNDI
バインド名を追加する必要があります。

要件は、コンテナ管理のトランザクショ
ンと同じです。

バインド � UserTransactionオブジェクトを、
2フェーズ・コミット・エンジンの完
全修飾データベース・アドレス、その
ユーザー名およびパスワードと共にバ
インドする必要があります。

� 2フェーズ・コミット・エンジンから
のデータベース・リンクに使用されて
いるユーザーは、トランザクションを
コミットするには権限が必要です。 し
たがって、このユーザーに「FORCE 
ANY TRANSACTION」権限が付与され
ていることを確認してください。

� トランザクションに関与するデータ
ベースごとに、DataSourceオブジェ
クトを、2フェーズ・コミット・エン
ジンからそれ自体へのデータベース・
リンクとバインドする必要がありま
す。

� UserTransactionオブジェクト
を、2フェーズ・コミット・エンジ
ンの完全修飾データベース・アドレ
ス、そのユーザー名およびパスワー
ドと共にバインドする必要がありま
す。

� トランザクションに関与するデータ
ベースごとに、DataSourceオブ
ジェクトを、2フェーズ・コミット・
エンジンからそれ自体へのデータ
ベース・リンクとバインドする必要
があります。

実行時 � UserTransactionを取得しません。 
UserTransactionはコンテナにより
管理されます。

� DataSourceを取得します。

� SessionCtxの EJB 1.0の
getUserTransactionメソッド、
または「java:comp/
UserTransaction」文字列を指定
した JNDI lookupの EJB 1.1のメ
ソッドを介して、
UserTransactionを取得します。

� 実行時には、トランザクションの開
始と終了を受け持ちます。

� トランザクション内で SQLの DML
文の管理に DataSourceオブジェク
トを使用する場合は、DataSource
を取得します。

表表表表 7-5 コンテナ管理とコンテナ管理とコンテナ管理とコンテナ管理と Bean 管理のトランザクションの違い管理のトランザクションの違い管理のトランザクションの違い管理のトランザクションの違い （続き）（続き）（続き）（続き）

コンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクション Bean 管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション
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JTAのサーバー側デマーケーション
JTAの制限事項の制限事項の制限事項の制限事項
JTA仕様のうち、Oracle8iでサポートされない部分は次のとおりです。

ネストしたトランザクションネストしたトランザクションネストしたトランザクションネストしたトランザクション
ネストしたトランザクションは、このリリースではサポートされません。既存のトランザク
ションをコミットまたはロールバックする前に新しいトランザクションを開始しようとする
と、トランザクション・サービスで NotSupportedException例外が発生します。

相互運用性相互運用性相互運用性相互運用性
このリリースで提供されるトランザクション・サービスには、他の JTA実装との相互運用性
はありません。

JTAのサーバー側デマーケーションのサーバー側デマーケーションのサーバー側デマーケーションのサーバー側デマーケーション
サーバー側デマーケーションは、コンテナ管理のトランザクションを介して暗黙的に、また
は Bean管理のトランザクションを介して明示的に発生させることができます。 コンテナ管
理のトランザクションは、Beanの EJBディプロイメント・ディスクリプタ内で指定します。 
ほとんどの EJBでは、アプリケーション内でトランザクションの実装を必要としないため、
コンテナ管理のトランザクションが使用されます。 

データベースの確保については、コンテナ管理のトランザクションでも Bean管理のトラン
ザクションでも同じです。

� コンテナ管理のトランザクション

� Bean管理のトランザクション

� サーバー側でのリソースの確保

コンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクションコンテナ管理のトランザクション
EJBディプロイメント・ディスクリプタ内で、Beanのトランザクションをコンテナで管理す
るように宣言できます。 そのためには、<transaction-type>要素内で「Container」を
指定し、<container-transaction>要素内でコンテナ管理のトランザクション属性（表
7-1を参照）を指定する必要があります。 詳細は、A-18ページの「トランザクションの定義」
を参照してください。 

Beanインスタンス内のメソッドが起動されると、EJBディプロイメント・ディスクリプタ内
で指定したトランザクション属性に基づいて、コンテナによりグローバル・トランザクショ
ンが開始、コミットまたはロールバックされます。 各 Beanは、様々なトランザクション属
性を持つように指定できます。 トランザクション属性では、トランザクションのデマーケー
ションの処理方法を指定します。 これは、Beanは UserTransactionオブジェクトを取得
せず、そのメソッドも起動しないことを意味します。 この操作はコンテナで自動的に実行さ
れます。
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JTAのサーバー側デマーケーション
コンテナでは、データベース・リソースは確保されません。 7-11ページの表 7-5に示すよう
に、ネームスペース内に各 DataSourceをバインドします。 コードでは、7-7ページの表
7-2に示すメソッドの 1つを介してデータベース接続を取得し、各データベースを確保しま
す。 コンテナ管理のトランザクションの Beanとデータベース確保の使用例の詳細は、7-29
ページの「2フェーズ・コミット・エンジンの構成」を参照してください。

Bean管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション管理のトランザクション
Bean管理のトランザクションを使用するかどうかを選択できるのは、セッション Beanのみ
です。 これは、begin、commitおよび rollbackメソッドでトランザクションをデマー
ケートできるのが、セッション Beanのみであることを意味します。 このセッション Beanで
トランザクションをプログラムでデマーケートするように指定するには、その EJBディプロ
イメント・ディスクリプタ内で次のように指定する必要があります。

<enterprise-beans>
 <session>
  . . .
  <transaction-type>Bean</transaction-type>
 </session>
</enterprise-beans>

セッション Beanの実装中では、クライアントの場合と同じ方法でトランザクションがデ
マーケートされます。 UserTransactionオブジェクトから、begin、commitおよび
rollbackメソッドが起動されます。 唯一の違いは、UserTransactionオブジェクトの取
得方法です。 Bean管理のトランザクションの Bean内でサーバー側の UserTransactionオ
ブジェクトを取得するには、次の 2つの方法があります。

� SessionContext getUserTransactionメソッド

� JNDI lookup

SessionContext getUserTransactionメソッドメソッドメソッドメソッド
Beanは、setSessionContextメソッドで設定された SessionContextオブジェクトか
ら UserTransactionオブジェクトを取得します。 これは、UserTransactionオブジェ
クトを取得するための EJB 1.0の方法であり、使用できるのは単一フェーズ・コミット環境
のみです。

注意注意注意注意 : EJBディプロイメント・ディスクリプタ内でトランザクション管
理を定義する方法の詳細は、A-18ページの「トランザクションの定義」
を参照してください。
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JTAのサーバー側デマーケーション
コンテナにより、UserTransactionオブジェクトはすでに取得されています。 次の例は、
セッション・コンテキストが ctx変数に保存されることを示しています。

public void setSessionContext (SessionContext ctx) {
    this.ctx = ctx;
}

Bean実装内で、セッション・コンテキストから UserTransactionを取得し、トランザク
ションを開始します。

UserTransaction ut = ctx.getUserTransaction();
ut.begin(); 
...
ut.commit();

JNDI lookup
EJB 1.1の方法では、JNDI名「java:comp/UserTransaction」を指定して同一セッショ
ン内での検索を実行し、UserTransactionオブジェクトを取得します。 単一フェーズ・コ
ミット環境では、コンテナにより UserTransactionオブジェクトが自動的に作成されま
す。2フェーズ・コミット環境では、あらかじめ 2フェーズ・コミット情報（ユーザー名、
パスワードおよび 2フェーズ・コミット URL）を指定して、UserTransactionオブジェ
クトをネームスペースにバインドする必要があります。 取得後は、このオブジェクトを使用
してグローバル・トランザクションをデマーケートします。 

次の例は、ネームスペースから UserTransactionオブジェクトを取得する方法を示して
います。 

ic = new InitialContext ( );

// lookup the usertransaction
UserTransaction ut = (UserTransaction)ic.lookup ("java:comp/UserTransaction");
ut.begin ();
...
ut.commit();
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JTAのクライアント側デマーケーションのクライアント側デマーケーションのクライアント側デマーケーションのクライアント側デマーケーション
JTAの場合、クライアント側でデマーケートされるトランザクションは、
UserTransactionオブジェクトを介してプログラムで明示的にデマーケートされます。
bindutコマンドを使用して、このオブジェクトをネームスペースにバインドする必要があ
ります。クライアント側トランザクションのデマーケーションでは、トランザクションがク
ライアントにより制御されます。クライアントは UserTransaction beginメソッドを起
動してグローバル・トランザクションを開始し、commitまたは rollbackメソッドを起動
してトランザクションを終了します。

さらに、クライアントは、認証情報とネームスペースのロケーション URLを使用して、
Hashtableを含む環境を常に設定する必要があります。ネームスペースからトランザク
ション・オブジェクトを取得するときには、OracleDriverも登録する必要があります。

図 7-3は、サーバー・オブジェクトを起動するクライアントを示しています。この例では、
サーバー・オブジェクトはコンテナ管理のトランザクションの Beanです。 クライアントは、
グローバル・トランザクションを開始してから、Beanを起動します。 この Beanはコンテナ
管理のトランザクションの Beanであり、トランザクション属性「Supports」が指定されて
いるため、トランザクション・コンテキストはサーバー・オブジェクトを含むように伝播さ
れます。 

図図図図 7-3 クライアント側でデマーケートされるグローバル・トランザクションクライアント側でデマーケートされるグローバル・トランザクションクライアント側でデマーケートされるグローバル・トランザクションクライアント側でデマーケートされるグローバル・トランザクション

クライアントがトランザクションをデマーケートするには、次のステップが必要です。

1. ネームスペース・アドレスと認証情報を使用して、Hashtableによる環境変数を初期
化します。

2. OracleDriverを登録します。 

3. クライアントのロジック内でネームスペースから UserTransaction オブジェクトを
取得します。どのクライアントから UserTransactionオブジェクトを取得する場合
も、URLでは JNDI名の前に「jdbc_access://」接頭辞を付ける必要があります。

IIOP
クライアント�

接続�

サーバー・�
オブジェクト�
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4. UserTransaction.begin()を使用して、クライアント内でグローバル・トランザク
ションを開始します。

5. サーバー Beanを取得します。

6. トランザクションに含めるオブジェクト・メソッドを起動します。

7. UserTransaction.commit()または UserTransaction.rollback()を介してト
ランザクションを終了します。

例 7-1は、トランザクション内でサーバー Beanを起動するクライアントを示しています。 

例例例例 7-1 クライアント側でデマーケートされるトランザクションによるクライアント側でデマーケートされるトランザクションによるクライアント側でデマーケートされるトランザクションによるクライアント側でデマーケートされるトランザクションによる Employeeアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
のクライアント・コードのクライアント・コードのクライアント・コードのクライアント・コード

クライアントを起動する前に、まずネームスペース内に UserTransactionオブジェクト
をバインドする必要があります。 

ネームスペースへのネームスペースへのネームスペースへのネームスペースへの UserTransactionオブジェクトのバインドオブジェクトのバインドオブジェクトのバインドオブジェクトのバインド
ネームスペースに UserTransactionオブジェクトをバインドするには、sess_shツール
の bindutコマンドを使用します。UserTransactionオブジェクトを nsHostにある
ネームスペース内の「/test/myUT」という名前にバインドするには、次のように実行しま
す。

sess_sh -service jdbc:oracle:thin:@nsHost:5521:ORCL -user SCOTT -password TIGER
& bindut /test/myUT

クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発
UserTransactionオブジェクトのバインド後は、クライアント・コードで
UserTransactionオブジェクトを取得し、グローバル・トランザクションを開始できま
す。クライアントはリモート・サイトから UserTransactionオブジェクトを取得するた
め、検索には認証情報、ネームスペースのロケーション、OracleDriver登録および
「jdbc_access://」接頭辞が必要です。

import employee.Employee;
import employee.EmployeeHome;
import employee.EmployeeInfo;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;
import javax.transaction.*;

注意注意注意注意 : クライアントが UserTransactionを取得するには、bindutコ
マンドに指定したのと同じ情報が必要です。 
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public class Client
{
  public static void main (String[] args) throws Exception {

    //Set up the service URL to where the UserTransaction object 
    //is bound. Since from the client, the connection to the database
    //where the namespace is located can be communicated with over either
    //a Thin or OCI8 JDBC driver. This example uses a Thin JDBC driver.
    String namespaceURL = "jdbc:oracle:thin:@nsHost:1521:ORCL";
 
    //User and password are case sensitive.
    String user = "SCOTT";
    String password = "TIGER";

    //1.(a) Authenticate to the database.
    // create InitialContext and initialize for authenticating client
    Hashtable env = new Hashtable ();
    env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
    env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    //1.(b) Specify the location of the namespace where the transaction objects
    //   are bound.
    env.put(jdbc_accessURLContextFactory.CONNECTION_URL_PROP, namespaceURL);
    Context ic = new InitialContext (env);

    //2. Register a JDBC OracleDriver. Requirement for opening JDBC connection
    // to retrieve UserTransaction object from namespace
    DriverManager.registerDriver (new oracle.jdbc.driver.OracleDriver());

    //3. Retrieve the UserTransaction object from JNDI namespace
    UserTransaction ut = (UserTransaction)ic.lookup ("jdbc_access://test/myUT");

    //4. Start the transaction
    ut.begin();

    //5. Retrieve the EJB 
    // get an handle to the employee_home object
    EmployeeHome employee_home =
      (EmployeeHome)ic.lookup ("sess_iiop://myhost:1521:orcl/test/employee");

    // get an handle to the remote bean
    Employee employee = employee_home.create ();

    //6. Perform bean business logic.
    // get an info of an employee
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    EmployeeInfo info = employee.getEmployee ("SCOTT");
    System.out.println ("Beginning salary = " + info.salary);

    // do work on the info-object
    info.salary += (info.salary * 10) / 100;

    // call update on the server-side
    employee.updateEmployee (info);

    //7. End the transaction
    //Commit the updated value
    ut.commit();
  }
}

例例例例 7-2 Supports属性を持つコンテナ管理のトランザクションの属性を持つコンテナ管理のトランザクションの属性を持つコンテナ管理のトランザクションの属性を持つコンテナ管理のトランザクションの Bean

EJBディプロイメント・ディスクリプタ内で、コンテナ管理のトランザクションのセッショ
ン Beanを Supports属性で指定します。 これらのトランザクション仕様部は、
<transaction-type>および <container-transaction>要素で定義されます。

XMLディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタ
<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Oracle Corporation//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
//EN" "ejb-jar.dtd">
<ejb-jar>
   <enterprise-beans>
      <session>
         <ejb-name>test/myEmployee</ejb-name>
         <home>employee.EmployeeHome</home>
         <remote>employee.Employee</remote>
         <ejb-class>employeeServer.EmployeeBean</ejb-class>
         <session-type>Stateful</session-type>
         <transaction-type>Container</transaction-type>
      </session>
   </enterprise-beans>
   <assembly-descriptor>
     <container-transaction>
       <method>
         <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name>
         <method-name>*</method-name>
       </method>
       <trans-attribute>Supports</trans-attribute>
     </container-transaction>
   </assembly-descriptor>
</ejb-jar>
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このセッション Beanでは、トランザクションの管理はコンテナにまかされ、Beanは既存の
トランザクションをサポートするように指定されているため、トランザクション・コンテキ
ストはクライアントによるメソッドの起動時に Beanに伝播します。 Bean自体には、トラン
ザクションのロジックは含まれておらず、次のように Beanの実装コードのみが含まれてい
ます。

package employeeServer;

import employee.*;

import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionContext;
import java.rmi.RemoteException;

import java.sql.SQLException;

public class EmployeeBean implements SessionBean
{
  // Methods of the Employee interface
  public EmployeeInfo getEmployee (String name) 

throws RemoteException, SQLException

  {
    int empno = 0;
    double salary = 0.0;
    #sql { select empno, sal into :empno, :salary from emp
                  where ename = :name };

    return new EmployeeInfo (name, empno, salary);
  }

  public void updateEmployee (EmployeeInfo employee)
       throws RemoteException, SQLException
  {
     #sql { update emp set ename = :(employee.name),
                   sal = :(employee.salary)
                   where empno = :(employee.number) };
    return;

注意注意注意注意 : この Beanが配置されているデータベースは、自動的に確保されま
す。 したがって、SQLJ文がデータベースに対して実行され、その変更はグ
ローバル・トランザクションの一部となります。 ローカル・データベース
の自動確保の詳細は、7-25ページの「ローカル・データベースの確保」を
参照してください。
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  }

  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {}
  public void ejbRemove () {}
  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {}
  public void ejbActivate () {}
  public void ejbPassivate () {}
}

データベースを含むデータベースを含むデータベースを含むデータベースを含む JTAのクライアント側デマーケーションのクライアント側デマーケーションのクライアント側デマーケーションのクライアント側デマーケーション
前述の例は、JTAグローバル・トランザクション内でトランザクション・コンテキストがク
ライアントからサーバー・オブジェクトへとどのように伝播されるかを示していました。
サーバー・オブジェクトの実行時には、トランザクションは IIOPトランスポート・レイ
ヤーを介して伝播します。IIOPサーバー・オブジェクトを起動するのみでなく、JDBC接続
を介してデータベースを更新する必要があることもあります。この項では、IIOPサーバー・
オブジェクト伝播を使用するのと同時に JDBC接続を使用してデータベースを確保する方法
について説明します。

クライアントからのトランザクションにリモート・データベースを含めるには、
DataSourceオブジェクトを使用する必要があります。このオブジェクトは、JTAの
DataSourceとしてネームスペースにバインドされています。次に、トランザクションの開
始後に DataSourceオブジェクトの getConnectionメソッドを起動すると、データベー
スがグローバル・トランザクションに含まれます。 詳細は、7-7ページの「リソースの確保」
を参照してください。

クライアント・ランタイムがトランザクションをデマーケートするには、次のステップが必
要です。

1. ネームスペース・アドレスと認証情報を使用して、Hashtable環境を初期化します。

2. OracleDriverを登録します。 

3. クライアントのロジック内でネームスペースから UserTransaction オブジェクトを
取得します。クライアントから UserTransactionオブジェクトを取得する場合は、
URLでは JNDI名の前に「jdbc_access://」接頭辞を付ける必要があります。

4. UserTransaction.begin()を使用して、クライアント内でグローバル・トランザク
ションを開始します。

5. 次のように、指定したデータベースへの接続をオープンし、トランザクションに含める
データベース・リソースを確保します。

a. クライアントのロジック内でネームスペースから DataSourceオブジェクトを取
得します。どのクライアントから DataSourceオブジェクトを取得する場合も、
URLでは JNDI名の前に「jdbc_access://」接頭辞を付ける必要があります。

b. DataSource.getConnectionメソッドを介してデータベースへの接続をオープ
ンします。
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6. Bean参照を取得します。

7. トランザクションに含めるオブジェクト・メソッドを起動します。

8. 確保されたデータベースに対する SQL DML文を起動します。

9. UserTransaction.commit()または UserTransaction.rollback()を介してト
ランザクションを終了します。

例 7-3は、トランザクション内で Beanを起動し、単一データベースを確保するクライアン
トを示しています。 

例例例例 7-3 クライアント側でデマーケートされるトランザクションによるクライアント側でデマーケートされるトランザクションによるクライアント側でデマーケートされるトランザクションによるクライアント側でデマーケートされるトランザクションによる Employeeアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
のクライアント・コードのクライアント・コードのクライアント・コードのクライアント・コード

クライアントを起動する前に、まずネームスペースに UserTransactionオブジェクトと
DataSourceオブジェクトをバインドする必要があります。 UserTransactionオブジェク
トのバインド方法については、7-17ページの「ネームスペースへの UserTransactionオブ
ジェクトのバインド」を参照してください。

ネームスペースへのネームスペースへのネームスペースへのネームスペースへの DataSourceオブジェクトのバインドオブジェクトのバインドオブジェクトのバインドオブジェクトのバインド
ネームスペースに DataSourceオブジェクトをバインドするには、sess_shツールの
binddsコマンドを使用します。このコマンドの詳細は、『Oracle8i Java Tools リファレン
ス』を参照してください。

empHostデータベースでの単一フェーズ・コミット・トランザクション用の DataSource
オブジェクトを、nsHostにあるネームスペース内の「/test/empDatabase」という名前
にバインドするには、次のように実行します。

sess_sh -service jdbc:oracle:thin:@nsHost:5521:ORCL -user SCOTT -password TIGER
& bindds /test/empDatabase -url jdbc:oracle:thin:@empHost:5521:ORCL -dstype jta

ネームスペースに DataSourceオブジェクトをバインドした後は、サーバーはグローバル・
トランザクション内でデータベースを確保できます。 

注意注意注意注意 : 複数のデータベースを使用する場合は、2フェーズ・コミット用に
設定する必要があります。 詳細は、7-29ページの「2フェーズ・コミット・
エンジンの構成」を参照してください。
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クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発クライアント・アプリケーションの開発
次の例は、7-21ページの「データベースを含む JTAのクライアント側デマーケーション」に
示したステップをたどっています。

import employee.Employee;
import employee.EmployeeHome;
import employee.EmployeeInfo;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;
import javax.transaction.*;

public class Client
{
  public static void main (String[] args) throws Exception {

    //Set up the service URL to where the UserTransaction object 
    //is bound. Since from the client, the connection to the database
    //where the namespace is located can be communicated with over either
    //a Thin or OCI8 JDBC driver. This example uses a Thin JDBC driver.
    String namespaceURL = "jdbc:oracle:thin:@nsHost:1521:ORCL";
 
    //User and password are case sensitive.
    String user = "SCOTT";
    String password = "TIGER";

    //1.(a) Authenticate to the database.
    // create InitialContext and initialize for authenticating client
    Hashtable env = new Hashtable ();
    env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
    env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    //1.(b) Specify the location of the namespace where the transaction objects
    //   are bound.
    env.put(jdbc_accessURLContextFactory.CONNECTION_URL_PROP, namespaceURL);
    Context ic = new InitialContext (env);

    //2. Register a JDBC OracleDriver. Required for retrieving UserTransaction
    // and the DataSource objects from namespace over JDBC connection.
    DriverManager.registerDriver (new oracle.jdbc.driver.OracleDriver());

    //3. Retrieve the UserTransaction object from JNDI namespace
    UserTransaction ut;
    ut = (UserTransaction)ic.lookup ("jdbc_access://test/myUT");
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    //4. Start the transaction
    ut.begin();

    //5.(a) Retrieve the DataSource (that was previously bound with bindds in
    // the namespace. After retrieving the DataSource...
    // get a connection to a database. You need to provide authentication info
    // for a remote database lookup, similar to what you would do from a client.
    // In addition, if this was a two-phase commit transaction, you must provide
    // the username and password.
    DataSource ds = (DataSource)ic.lookup ("jdbc_access://test/empDB");

    // 5.(b) Get connection to the database through DataSource.getConnection
    // in this case, the database requires the same username and password as
    // set in the environment.
    Connection conn = ds.getConnection ();

    //6. Retrieve the EJB 
    // get an handle to the employee_home object
    EmployeeHome employee_home =
      (EmployeeHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);

    // get an handle to the remote bean
    Employee employee = employee_home.create ();

    //7. (a) Perform bean business logic.
    // get an info of an employee
    EmployeeInfo info = employee.getEmployee ("SCOTT");
    System.out.println ("Beginning salary = " + info.salary);

    // do work on the info-object
    info.salary += (info.salary * 10) / 100;

    // call update on the server-side
    employee.updateEmployee (info);

    //7. (b) Execute SQL statements against the enlisted database.    
    Statement stmt = conn.createStatement ();
    int cnt = stmt.executeUpdate ("insert into my_tab values (39304)");

    //8. Close the database connection.
    conn.close ();

    //9. End the transaction
    //Commit the updated value
    ut.commit();
  }
}
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ディプロイメント・ディスクリプタと Beanの実装コードは、例 7-2の場合と同じです。

サーバー側でのリソースの確保サーバー側でのリソースの確保サーバー側でのリソースの確保サーバー側でのリソースの確保
Beanインスタンスで Bean管理のトランザクションを使用するか、コンテナ管理のトラン
ザクションを使用するかに関係なく、Beanがアクセスするデータベースを、グローバル・
トランザクションに含まれるように確保する必要があります。 詳細は、7-7ページの「リソー
スの確保」および 7-22ページの「ネームスペースへの DataSourceオブジェクトのバイン
ド」を参照してください。

バインド後は、トランザクションの開始後にデータベースを確保できます。 

� ローカル・データベースの確保

� リモート Oracle8iデータベースの確保

ローカル・データベースの確保ローカル・データベースの確保ローカル・データベースの確保ローカル・データベースの確保
Beanは Oracle8iデータベースに配置されているため、このデータベースがトランザクショ
ン内でコンテナにより自動的に確保されます。 このデータベースは、ローカル・データベー
スと呼ばれます。 したがって、このデータベースに対して SQL文を実行すると、結果はトラ
ンザクションと同時にコミットされます。 

� SQLJ 『Oracle8i SQLJ開発者ガイドおよびリファレンス』に記載されているよう
に、オブジェクトが実行中のデータベースへの暗黙的なローカル接続が提供
されます。SQLJ文中で実行される文は、すべてローカル・データベースに
対して実行されます。 ただし、文の結果をトランザクションの一部にするに
は、オープンしているグローバル・トランザクション内で SQLJ文を実行す
る必要があります。 つまり、UserTransaction.beginメソッドの起動後
に SQLJ文を実行します。 ただし、SQLJ文中ではトランザクションをコ
ミットしないでください。 トランザクションのコミットは、
UserTransaction.commitメソッドでのみ発生させる必要があります。

� JDBC 表 7-6に示すメソッドを実行すると、ローカル接続を作成できます。

表表表表 7-6 ローカル・データベース取得メソッドローカル・データベース取得メソッドローカル・データベース取得メソッドローカル・データベース取得メソッド

取得メソッド取得メソッド取得メソッド取得メソッド 説明説明説明説明

OracleDriver().
     defaultConnection() 

例 7-6を参照してください。

DriverManager.getConnection
     ("jdbc:oracle:kprb:")

例 7-5を参照してください。

DataSource.getConnection
     ("jdbc:oracle:kprb:")

例 7-4を参照してください。
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前述のメソッドと後続の SQL文は、常にグローバル・トランザクションの開始後に実行し
てください。

例例例例 7-4 DataSource.getConnectionメソッドの例メソッドの例メソッドの例メソッドの例

これらの例は、RequiresNew属性を持つコンテナ管理のトランザクションの Beanを示して
います。そのため、この Beanが最初に起動されるときに、グローバル・トランザクション
が初期化されます。 ローカル接続は、トランザクション内でデータベースを確保する
DataSource.getConnectionメソッドを介して取得されます。 SQL文は、ローカル・
データベースに対して実行されます。 これらの文は、Bean終了時にコンテナによりグローバ
ル・トランザクションがコミットされると、それと同時にコミットされます。 

public EmpRecord query (int empNumber) throws SQLException, RemoteException
  {
   //Retrieving the UserTransaction and DataSource using in-session activation
    Context ic = new InitialContext ( );

    //Retrieve the DataSource using in-session activation
    DataSource ds = (DataSource) ic.lookup("/test/myDB");

    //Retrieve the local connection object to the local database
    Connection conn = ds.getConnection ();  

    //prepare and execute a sql statement against the local database.
    PreparedStatement ps =
      conn.prepareStatement ("select ename, sal from emp where empno = ?");
    try {
      ps.setInt (1, empNumber);
      ResultSet rset = ps.executeQuery ();
      if (!rset.next ())
        throw new RemoteException ("no employee with ID " + empNumber);
      return new EmpRecord (rset.getString (1), empNumber, rset.getFloat (2));
    } finally {
      ps.close();
    }

    //close the database connection
    conn.close();
  }
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例例例例 7-5 DriverManager.getConnectionメソッドの例メソッドの例メソッドの例メソッドの例

次の例は例 7-4と同じですが、データベース取得メソッドが異なります。 次のようにして接
続を取得します。

//Retrieve the local connection object to the local database
    Connection conn = 
       DriverManager.getConnection ("jdbc:oracle:kprb:");  

例例例例 7-6 OracleDriver().defaultConnectionメソッドの例メソッドの例メソッドの例メソッドの例

次の例は例 7-4と同じですが、データベース取得メソッドが異なります。 次のようにして接
続を取得します。

//Retrieve the local connection object to the local database
    Connection conn =
      new oracle.jdbc.driver.OracleDriver().defaultConnection ();

リモートリモートリモートリモート Oracle8iデータベースの確保データベースの確保データベースの確保データベースの確保
トランザクションに含める必要のあるサーバーから、リモートの Oracle8iデータベースにア
クセスする場合は、グローバル・トランザクションの開始後にそのデータベースへの接続を
オープンする必要があります。 

例例例例 7-7 単一フェーズ・トランザクションでのデータベースの確保単一フェーズ・トランザクションでのデータベースの確保単一フェーズ・トランザクションでのデータベースの確保単一フェーズ・トランザクションでのデータベースの確保

次の例では、Bean管理のトランザクションの Bean内でグローバル・トランザクションに
データベースを確保しています。

次の例はコンテナ管理のトランザクションの Beanのため、UserTransactionを取得しま
せん。 ただし、JDBC 2.0接続を開始するために DataSourceを取得します。

package employeeServer;

import employee.*;

import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionContext;
import java.rmi.RemoteException;
import java.sql.SQLException;
import javax.transaction.*;

public class EmployeeBean implements SessionBean

注意注意注意注意 : 現時点で、Oracle JTA実装では、グローバル・トランザクション
に Oracle以外のデータベースを含めることはサポートされていません。
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{
  SessionContext ctx;

  // Methods of the Employee interface
  public EmployeeInfo getEmployee (String name) 
       throws RemoteException, SQLException 
  {
    // get a connection to the local database. If this was a two-phase commit 
    // transaction, you would provide the username and password 
    // for the 2pc engine
    DataSource ds = (DataSource)ic.lookup ("/test/myDS");

    // get connection to the local database through DataSource.getConnection
    Connection conn = ds.getConnection ();

    //perform your SQL against the database.
    //prepare and execute a sql statement. 
    //retrieve the employee’s selected benefits
    PreparedStatement ps =
      conn.prepareStatement ("update emp set ename = :(employee.name), 

sal = :(employee.salary) where empno = :(employee.number)");
    try {
      ps.setInt (1, empNumber);
      ResultSet rset = ps.executeQuery ();
      if (!rset.next ())
        throw new RemoteException ("no employee with ID " + empNumber);
      return new EmpRecord (rset.getString (1), empNumber, rset.getFloat (2));
    } finally {
      ps.close();
  }

   //close the connection
    conn.close();

    return new EmployeeInfo (name, empno, salary);

  }

  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {}
  public void ejbRemove() {}
  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {
    this.ctx = ctx;
  }
  public void ejbActivate () {}
  public void ejbPassivate () {}
}
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2フェーズ・コミット・エンジンの構成フェーズ・コミット・エンジンの構成フェーズ・コミット・エンジンの構成フェーズ・コミット・エンジンの構成
トランザクションに複数のデータベースが参加する場合は、その全データベースに対する変
更をすべて管理するために、2フェーズ・コミット・エンジンを指定する必要があります。2
フェーズ・コミット・エンジンは、トランザクションの終了時にすべてのデータベースに接
続し、含まれる全データベースに対するすべての更新のコミットまたはロールバックを管理
します。したがって、2フェーズ・コミット・エンジンには、トランザクションに含まれる
各データベースへのデータベース・リンクに対するアクセス権が必要です。 

2フェーズ・コミット用に構成するには、システム管理者が次の操作を行う必要があります。

1. Oracle8iデータベースを 2フェーズ・コミット・エンジンとして指定します。

2. 2フェーズ・コミット・エンジンから、グローバル・トランザクションに参加する可能
性のある各データベースへのデータベース・リンクを構成します。この操作が必要なの
は、2フェーズ・コミット・エンジンがトランザクションの終了時に各データベースと
通信するためです。 

3. 個々のデータベースの DataSourceをネームスペースにバインドするときに、bindds
の -dblinkオプションでそのデータベースへのデータベース・リンク名を指定します。

bindds /test/empDatabase -url jdbc:oracle:thin:@empHost:5521:ORCL 
-dstype jta -dblink 2pcToEmp.oracle.com

4. UserTransactionをネームスペースにバインドするときに、2フェーズ・コミット・
エンジンの完全修飾データベース・アドレス、ユーザー名およびパスワードを指定しま
す。

bindut /test/myUT -url sess_iiop://dbsun.mycompany.com:2481:ORCL 
-user SCOTT -password TIGER

5. Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ中に、2フェーズ・コミット・エンジ
ンの JNDI名を記述します。 この名前は、<transaction-manager>要素に挿入する
必要があります。 この要素は、トランザクションが開始される Bean内で定義するだけ
で済みます。 詳細は、A-26ページの「トランザクションの 2フェーズ・コミット・エン
ジンの定義」を参照してください。

注意注意注意注意 : 2フェーズ・コミット・エンジンからのデータベース・リンクに使
用されるユーザーが、アプリケーションからの接続に使用されるユーザー
のトランザクションをコミットできるように、FORCE ANY  
TRANSACTION権限を持っていることを確かめてください。

GRANT FORCE ANY TRANSACTION TO SCOTT
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この構成がすべて完了すると、アプリケーションは次の点で単一フェーズ・コミットの使用
例とは異なるものになります。 

� クライアントからトランザクションをデマーケートする場合に、UserTransactionの
バインドでユーザー名とパスワードを指定しないという選択ができます。その場合は、
かわりに、UserTransactionの検索時に使用する InitialContextの Hashtable
内でユーザー名とパスワードを指定します。

� DataSource.getConnectionを介してのみデータベース接続を取得できます。この
オブジェクトはデータベース・リンクと共にバインドされており、2フェーズ・コミッ
ト・エンジンではデータベース内の変更の管理にデータベース・リンクが使用されるた
め、データベース・リソースの確保には、DataSourceを使用する必要があります。 

図 7-4は、EmployeeBeanを起動するクライアントを示しています。この Beanにより、そ
のローカル・データベースへの接続とリモート・データベースへの接続がオープンされま
す。

図図図図 7-4 グローバル・トランザクションへのリモートグローバル・トランザクションへのリモートグローバル・トランザクションへのリモートグローバル・トランザクションへのリモート Oracle8iデータベースの挿入データベースの挿入データベースの挿入データベースの挿入

例例例例 7-8 クライアント・コードクライアント・コードクライアント・コードクライアント・コード

このクライアントと例 7-1のクライアントの唯一の違いは、このクライアントではトランザ
クションを開始しないことです。 クライアントが EmployeeBeanを起動すると、コンテナ
によりトランザクションが開始されます。

package client;
import common.*;
import java.util.Hashtable;
import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

public class Client
{
  public static void main (String[] args) throws Exception

EmployeeBeanIIOP

EmployeeDS

HRDS
クライアント�

接続�

JDBC 接続�

JDBC
接続�
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  {
    if (args.length != 6)
    {
      System.out.println ("usage: Client serviceURL jdbcURL objectName " + 

  "user password");
      System.exit (1);
    }
    String serviceURL = args [0];
    String jdbcURL = args [1];
    String objectName = args [2];
    String user = args [3];
    String password = args [4];

    // set up the initial context
    Hashtable env = new Hashtable ();
    env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
    env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    Context ic = new InitialContext (env);    

    // lookup the home and remote interfaces fro the employee
    EmployeeHome home = (EmployeeHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
    EmployeeRemote remote = home.create ();
    Employee employee = null;

    // retrieve info abount this employee in this session
    employee = remote.getEmployeeForUpdate ("SCOTT");
    System.out.println ("Beginning salary for " + employee.name + " is " +

employee.salary);

    // increase salary
    // employee.salary += 0.1 * employee.salary;
    employee.salary += 100;

    // update the infomation in the transaction
    remote.updateEmployee (employee);

    // Get and print the info in the transaction
    employee = remote.getEmployee ("SCOTT");
    System.out.println ("End salary for " + employee.name + " is " +

employee.salary);
  }
}
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例例例例 7-9 EmployeeBeanのののの EJBディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタ

EmployeeBeanは、RequiresNew属性を持つコンテナ管理のトランザクションの Beanと
して指定されています。 また、環境変数として JDBC 2.0および 2.0以前のオブジェクトが定
義されています。

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
//EN" "ejb-jar.dtd">
<ejb-jar>
   <enterprise-beans>
      <session>
         <ejb-name>test/EmployeeBean</ejb-name>
         <home>common.EmployeeHome</home>
         <remote>common.EmployeeRemote</remote>
         <ejb-class>server.EmployeeBean</ejb-class>
         <session-type>Stateful</session-type>
         <transaction-type>Container</transaction-type>
         <env-entry>
           <env-entry-name>EmployeeBean.KPRB_URL</env-entry-name>
           <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
           <env-entry-value>jdbc:oracle:kprb:</env-entry-value>
         </env-entry>
         <env-entry>
           <env-entry-name>EmployeeBean.JDBCDriverName</env-entry-name>
           <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
           <env-entry-value>oracle.jdbc.driver.OracleDriver</env-entry-value>
         </env-entry>
         <env-entry>
           <env-entry-name>EmployeeBean.JDBC_URL</env-entry-name>
           <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
           <env-entry-value>
              JDBC_URL=jdbc:oracle:thin:@localhost:5521:jis1
           </env-entry-value>
         </env-entry>
         <env-entry>
           <env-entry-name>EmployeeBean.DB_LINK</env-entry-name>
           <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
           <env-entry-value>
              LOOP2.REGRESS.RDBMS.DEV.US.ORACLE.COM
           </env-entry-value>
         </env-entry>
         <resource-ref>
           <res-ref-name>jdbc/EmployeeDS</res-ref-name>
           <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
           <res-auth>Application</res-auth>
         </resource-ref>
         <resource-ref>
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           <res-ref-name>jdbc/HRDS</res-ref-name>
           <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
           <res-auth>Application</res-auth>
         </resource-ref>
      </session>
   </enterprise-beans>
   <assembly-descriptor>
      <security-role>
         <description>no description</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
      </security-role>
      <method-permission>
         <description>no description</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
         <method>
            <ejb-name>test/EmployeeBean</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
      </method-permission>
      <container-transaction>
         <description>no description</description>
         <method>
            <ejb-name>test/EmployeeBean</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
         <trans-attribute>RequiresNew</trans-attribute>
      </container-transaction>
   </assembly-descriptor>
</ejb-jar>

例例例例 7-10 EmployeeBeanのののの Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ

JDBCオブジェクトを表す環境変数は、JNDIバインド名にマップされます。 2フェーズ・コ
ミット・エンジンの URLでバインドされている UserTransactionは、
<transaction-manager>要素で指定されています。

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE oracle-descriptor PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise Jav
aBeans 1.1//EN" "oracle-ejb-jar.dtd">
<oracle-descriptor>
  <mappings>
    <ejb-mapping>
      <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name>
      <jndi-name>test/EmployeeBean</jndi-name>
    </ejb-mapping>
    <security-role-mapping>
       <security-role>
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         <description>just a role</description>
         <role-name>SECURITY_CLERK</role-name>
       </security-role>
       <oracle-role>CLERK</oracle-role>
    </security-role-mapping>
    <resource-ref-mapping>
      <res-ref-name>jdbc/EmployeeDS</res-ref-name>
      <jndi-name>test/DataSource/empDS</jndi-name>
    </resource-ref-mapping>
    <resource-ref-mapping>
      <res-ref-name>jdbc/HRDS</res-ref-name>
      <jndi-name>test/DataSource/hrDS</jndi-name>
    </resource-ref-mapping>
    <transaction-manager>
      <jndi-name>test/UserTransaction/testut</jndi-name>
    </transaction-manager>
  </mappings>
</oracle-descriptor>

例例例例 7-11 Bean管理のトランザクションを使用する管理のトランザクションを使用する管理のトランザクションを使用する管理のトランザクションを使用する EmployeeBean

コンテナ管理のトランザクションの EmployeeBean中で、ローカルとリモートの Oracle8i
データベースへの接続を取得します。 

package server;

import common.*;
import java.sql.*;
import java.util.Hashtable;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.sql.*;
import javax.naming.*;
import javax.ejb.*;
import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.*;
import sqlj.runtime.ref.DefaultContext;
import javax.transaction.*;

import oracle.aurora.transaction.xa.OracleJTADataSource;

public class EmployeeBean implements SessionBean
{
  SessionContext ctx;
  Context ic = null; // inSession Lookup Context
  Connection localConn = null;
  Connection remoteConn = null;
  DefaultContext remoteCtx = null;
  Employee remoteEmployee = null;
  String remoteEmpName = "SMITH";
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  private void setupDSConnections ()
       throws SQLError, RemoteException
  { 
    try { 
      if (ic == null) 

ic = new InitialContext ();

      //retrieve the remote connection
      remoteConn = getRemoteDSConnection ();
      if (remoteConn == null)

System.out.println ("remote connection is NULL");
      else

System.out.println ("got remote connection");

      //setup the context for issuing SQLJ against the remote database
      remoteCtx = new DefaultContext (remoteConn);

      //retrieve the local connection
      localConn = getLocalDSConnection ();
      if (localConn == null)

System.out.println ("local connection is NULL");
      else

System.out.println ("got local connection");
    } catch (NamingException e) {
      e.printStackTrace ();
      throw new SQLError ("setupDSConnection failed:" + e.toString ());
    } catch (SQLException e) {
      e.printStackTrace ();
      throw new SQLError ("setupDSConnection failed:" + e.toString ());
    }
  }

  private Connection getLocalDSConnection ()
       throws SQLException, SQLError
  {
    try {
      System.out.println ("looking up EmployeeDS in JNDI");
      // get a connection to the local DB using an environment variable
      //specified in the deployment descriptor
      DataSource localDS = (DataSource)ic.lookup 

("java:comp/env/jdbc/EmployeeDS");
      System.out.println ("getLocalDSConnection: " + 

  ((OracleJTADataSource)localDS).getURL());

      // get a connectoin to the local DB
      return localDS.getConnection ();
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    } catch (NamingException e) {
      e.printStackTrace ();
      throw new SQLError ("getLocalDSConnection failed:" + e.toString ());
    }
  }

  private Connection getRemoteDSConnection ()
       throws SQLException, SQLError
  {
    try {
      // get a connection to the remopte DB
      System.out.println ("looking up HRDS in JNDI");
      //retrieve the remote database DataSource HRDS using the environment 
      //variable specified in the deployment descriptor
      DataSource remoteDS = (DataSource)ic.lookup ("java:comp/env/jdbc/HRDS");
      System.out.println ("getRemoteDSConnection: "+ 

  ((OracleJTADataSource)remoteDS).getURL());

      // get a connection to the remote DB passing in the usernamd and 
      // password for this database. (Otherwise, it would have had to be
      // specified in the Context environment.
      return remoteDS.getConnection ("scott", "tiger");
    } catch (NamingException e) {
      e.printStackTrace ();
      throw new SQLError ("getRemoteDSConnection failed:" + e.toString ());
    }
  }
 
  public void updateEmployee (Employee employee)
    throws SQLError, RemoteException
  {
    try {
      setupDSConnections ();

      //issue SQL DML statements against the local database
      #sql { update emp set ename = :(employee.name), sal = :(employee.salary)
                    where empno = :(employee.number) };

      remoteEmployee.salary += 200;

      //issue SQL DML statemetns against the remote database
      #sql [remoteCtx] { update emp set ename = :(remoteEmployee.name), 

sal = :(remoteEmployee.salary) 
  where empno = :(remoteEmployee.number) };

      //close both database connections
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      localConn.close();
      remoteConn.close ();
    } catch (SQLException e) {
      e.printStackTrace ();
      throw new SQLError ("updateEmployee failed: " + e.toString ());
    }
  }

  public void setSessionContext(SessionContext ctx)
  {
    this.ctx = ctx;
  }

  public void ejbCreate() throws CreateException, RemoteException {}
  public void ejbActivate() {}
  public void ejbPassivate() {}
  public void ejbRemove() {}

}

DataSourceオブジェクトの動的作成オブジェクトの動的作成オブジェクトの動的作成オブジェクトの動的作成
不特定のデータベース・リソースに対して使用可能なネームスペース内の単一の
DataSourceオブジェクトのみをバインドする場合は、次の処理を行う必要があります。

1. URL、ホスト、ポート、SIDまたはドライバ・タイプを指定せずに DataSourceをバ
インドします。この場合、次のように、-dstype jtaオプションのみを指定して
binddsツールを実行します。

sess_sh -service jdbc:oracle:thin:@nsHost:5521:ORCL -user SCOTT -password 
TIGER
& bindds /test/empDatabase -dstype jta

2. コード内で DataSourceを検索します。検索の実行時には、戻されたオブジェクトを
DataSourceではなく OracleJTADataSourceにキャストする必要があります。
DataSourceクラスの Oracle固有のバージョンである OracleJTADataSourceクラ
スには、DataSourceのプロパティを設定するメソッドが含まれています。

3. 次のプロパティを設定します。

� OracleJTADataSource.setURLメソッドを使用して URLを設定します。

� URLを設定しなかった場合は、OracleJTADataSourceのメソッドである
setURL、setDatabaseName、 setPortNumberおよび setDriverTypeを使用
して、ホスト、ポート、SIDおよびドライバのタイプを設定します。
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� 2フェーズ・コミット・エンジンを使用する場合は、
OracleJTADataSource.setDBLinkメソッドでデータベース・リンクを設定し
ます。

� 2フェーズ・コミット・エンジン用に認証情報を提供する必要がある場合は、ユー
ザー名とパスワードを設定します。この情報は、初期コンテキスト環境で指定する
こともできます。また、getConnectionメソッドで指定することもできます。ま
た、OracleJTADataSourceメソッドで設定する場合は、setUserおよび
setPasswordメソッドを使用することもできます。

4. 他の例で示したように OracleJTADataSource.getConnectionメソッドを介して接
続を取得します。

例例例例 7-12 汎用汎用汎用汎用 DataSourceの取得の取得の取得の取得

次の例では、同一セッション内検索を使用してネームスペースから汎用にバインドされた
DataSourceを取得し、すべての関連フィールドを初期化しています。

//retrieve an in-session generic DataSource object
OracleJTADataSource ds = (OracleJTADataSource)ic.lookup ("/test/genericDS");

//set all relevant properties for my database
//URL is for a local database so use the KPRB URL
ds.setURL ("jdbc:oracle:kprb:");
//Used in two-phase commit, so provide the fully qualified database link that 
//was created from the two-phase commit engine to this database
ds.setDBLink("localDB.oracle.com");

//Finally, retrieve a connection to the local database using the DataSource
Connection conn = ds.getConnection ();

トランザクションのタイムアウト設定トランザクションのタイムアウト設定トランザクションのタイムアウト設定トランザクションのタイムアウト設定
グローバル・トランザクションの場合、アイドル・タイムアウトは自動的に 60秒に設定さ
れます。トランザクションに連結されているオブジェクトがタイムアウト制限を超えてもア
イドル状態になっていると、そのトランザクションはロールバックされます。デフォルト値
以外のタイムアウトを初期化するには、トランザクションの開始前に
setTransactionTimeoutメソッドによってタイムアウト値を秒単位で設定します。トラ
ンザクションの開始後にタイムアウト値を変更しても、そのトランザクション自身には影響
しません。次の例では、トランザクションの開始前にタイムアウトを 2分（120秒）に設定
しています。

//create the initial context
InitialContext ic = new InitialContext ( );

//retrieve the UserTransaction object
ut = (UserTransaction)ic.lookup ("/test/myUT");
7-38　Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



セッション同期インタフェースの使用
//set the timeout value to 2 minutes
ut.setTransactionTimeout (120);

//begin the transaction
ut.begin

//Update employee table with new employees
updateEmployees(emp, newEmp);

//end the transaction.
ut.commit ();

セッション同期インタフェースの使用セッション同期インタフェースの使用セッション同期インタフェースの使用セッション同期インタフェースの使用
セッション Beanは、コンテナにより Beanのトランザクション状態が通知されるようにし
たい場合、オプションでセッション同期インタフェースを実装できます。 
javax.ejb.SessionSynchronizationインタフェースに次のメソッドが定義されてい
ます。

afterBegin
public abstract void afterBegin() throws RemoteException

afterBegin()メソッドは、新しいトランザクションが開始したこと、およびインスタン
ス上の後続のメソッドは、そのトランザクションのコンテキスト内で起動されることをセッ
ション Beanインスタンスに通知します。 

Beanはこのメソッドを使用してデータベースからデータを読み込み、Beanのフィールドに
データをキャッシュするといったことができます。 

このメソッドは、そのトランザクション・コンテキスト内で実行されます。 

beforeCompletion
public abstract void beforeCompletion() throws RemoteException

コンテナは、beforeCompletion()メソッドをコールして、トランザクションを直後にコ
ミットする予定であることをセッション Beanに通知します。たとえば、このメソッドを実
装して、キャッシュされているデータをデータベースに書き込むことができます。 
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afterCompletion
public abstract void afterCompletion(boolean committed) throws RemoteException

コンテナは、afterCompletion()をコールして、トランザクション・コミット・プロト
コルが完了したことをセッション Beanに通知します。パラメータを使用して、トランザク
ションがコミットされたか、あるいはロールバックされたかが Beanに知らされます。

このメソッドは、トランザクション・コンテキストなしで実行されます。

例例例例 7-13 SessionSynchの例の例の例の例

コンテナが各トランザクションの前後に Beanで実装したロジックを起動するには、Beanは
SessionSynchインタフェースを実装する必要があります。   

package employeeServer;

import employee.*;

import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionContext;
import java.rmi.RemoteException;

import java.sql.SQLException;

public class EmployeeBean implements SessionBean implements SessionSynch
{
  // Methods of the Employee interface
  public EmployeeInfo getEmployee (String name)
       throws RemoteException, SQLException
  {
    int empno = 0;
    double salary = 0.0;
    #sql { select empno, sal into :empno, :salary from emp
                  where ename = :name };

    return new EmployeeInfo (name, empno, salary);
  }

  public void updateEmployee (EmployeeInfo employee)
       throws RemoteException, SQLException
  {
     #sql { update emp set ename = :(employee.name),
                   sal = :(employee.salary)
                   where empno = :(employee.number) };
    return;
  }
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  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {}
  public void ejbRemove () {}
  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {}
  public void ejbActivate () {}
  public void ejbPassivate () {}

  public void beforeBegin() 
  {
    ... perform work ...
  }
  public void afterCompletion()
  {
    ... perform work ...
  }
}

JDBCの制限事項の制限事項の制限事項の制限事項
Beanで JDBCコールを使用してデータベースを更新し、アクティブなトランザクション・
コンテキストがある場合は、トランザクション・サービスを実行するときに、JDBC接続の
メソッドをコールする方法を使用しないでください。JDBCのトランザクション管理メソッ
ドをコーディングしないでください。たとえば、次のようになります。

Connection conn = ...
...
conn.commit();  // DO NOT DO THIS!!

このようにすると、SQLExceptionが発生します。このような操作のかわりに、グローバ
ル・トランザクションを処理するために取得した UserTransactionオブジェクトを使用
してコミットする必要があります。JDBC接続を使用してコミットする場合は、グローバ
ル・トランザクションではなくローカル・トランザクションに対してコミットを指示するこ
とになります。接続がグローバル・トランザクションに参加しているにもかかわらず、グ
ローバル・トランザクション内でローカル・トランザクションをコミットしようとするとエ
ラーが発生します。

JDBCを介して直接 SQL文によるコミットまたはロールバックを実行することも避ける必要
があります。 Beanを、UserTransactionインタフェースを使用してトランザクションを
直接操作するようにコーディングするか、または Beanのコンテナに Beanのトランザク
ションを管理させるようにします。
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                                                    XMLディプロイメント・ディスクリ
 A

XMLディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタ

Enterprise JavaBeanコンポーネントをデータベースに配置するには、適切なディプロイメン
ト・ディスクリプタを提供する必要があります。 ディプロイメント・ディスクリプタには 2
種類があり、どちらも XML表記法を使用して記述できます。

次の表は、両方のディプロイメント・ディスクリプタを示しています。

注意注意注意注意 : どちらのディプロイメント・ディスクリプタに入力される値にも、
すべて大 /小文字区別があります。 これには、ユーザー名とパスワードも
含まれます。
プタ A-1



この付録では、両方のディプロイメント・ディスクリプタの各セクションの概要を説明しま
す。 Sun Microsystemsの XMLディプロイメント・ディスクリプタの詳細は、
http://www.javasoft.comにある Enterprise JavaBeans 1.1仕様書の「Deployment 
Descriptor」の章を参照してください。Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの
詳細は、A-32ページの「Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの DTD」を参照
してください。

ディプロイメント・ディプロイメント・ディプロイメント・ディプロイメント・
ディスクリプタディスクリプタディスクリプタディスクリプタ

必須必須必須必須 /
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

Enterprise JavaBean
のディプロイメン
ト・ディスクリプタ

必須 このディプロイメント・ディスクリプタは、Sun 
Microsystemsの Enterprise JavaBeans 1.1仕様で定
義されています。 Beanの名前および機能情報が含ま
れています。

Oracle固有のディプ
ロイメント・ディス
クリプタ

オプション Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタに
は、Oracle8iデータベースに配置される Beanに固
有の情報が含まれています。 次のいずれかに該当す
る場合にのみ必須です。

� XMLディプロイメント・ディスクリプタで指
定された名前が、実際の名前ではなく論理名で
もかまわない場合。 

� <run-as>要素を指定する必要がある場合。 こ
れは、Oracle固有のディプロイメント・ディス
クリプタ内でサポートされている EJB 1.0の機
能です。

� Beanにコンテナ管理の永続性を使用する場合
は、永続性マネージャとコンテナ管理のフィー
ルドを Oracle固有のディプロイメント・ディ
スクリプタで定義します。
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Enterprise JavaBeanのディプロイメント・ディスクリプタのディプロイメント・ディスクリプタのディプロイメント・ディスクリプタのディプロイメント・ディスクリプタ
これは、Bean識別、セキュリティ・ロール、トランザクション境界（デマーケーション）
およびオプションの環境定義など、Beanに関するほとんどの情報を含む主要なディプロイ
メント・ディスクリプタです。

� ヘッダー

� JARファイル

� Enterprise JavaBeansの記述子

� アプリケーション・アセンブラ・セクション

� EJBクライアントの JARセクション

ヘッダーヘッダーヘッダーヘッダー
次の 2つのヘッダーは、すべての Oracle8i EJBディプロイメント・ディスクリプタに必須で
す。 XMLのバージョンと、ディプロイメント・ディスクリプタに必要な構文の詳細を示す
XMLの DTDファイルが記述されます。

XMLバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバー
<?xml version="1.0"?>

DTDファイル名ファイル名ファイル名ファイル名
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
//EN" "ejb-jar.dtd">

JARファイルファイルファイルファイル
最初に宣言される要素は、<ejb-jar>要素です。 この要素内で、<enterprise-beans>
および <assembly-descriptor>という 2つのセクションを定義します。

配置セクション配置セクション配置セクション配置セクション 説明説明説明説明

<enterprise-beans> このセクションでは、各 Beanとその環境を定義します。

<assembly-descriptor> このセクションでは、Beanのセキュリティ・ロールとト
ランザクション属性を定義します。 デフォルトを使用する
場合、このセクションはオプションです。
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EJBディプロイメント・ディスクリプタの構造全体に、次の構文が適用されます。

<ejb-jar>                            //Start of JAR file descriptor
 <description> </description>        //Description of JAR file
 <enterprise-beans>                  //EJB Descriptor section
  . . .
 </enterprise-beans>
 <assembly-descriptor>               //Application Descriptor section
  . . . 
 </assembly-descriptor>
 <ejb-client-jar>                    //specify output JAR file for
 ...                                 //client stubs
 </ejb-client-jar>
</ejb-jar>

Enterprise JavaBeansの記述子の記述子の記述子の記述子
Beanは、<enterprise-beans>セクションで記述されます。 このセクションには、Bean
のタイプ（エンティティまたはセッション）、ホーム・インタフェース名、リモート・イン
タフェース名、Beanクラス名および永続性のタイプ（コンテナ管理または Bean管理）など
の情報が含まれます。 次の例は、<enterprise-beans>セクションに含まれる要素を示し
ています。 

<enterprise-beans>                       //beginning of the EJB descriptor
 <entity> or <session>                   //define EJB type: entity or session
  <description> </description>           //text display description
  <ejb-name> </ejb-name>                 //logical name for the bean
  <home> </home>                         //home interface name
  <remote> </remote>                     //remote interface name
  <ejb-class> </ejb-class>               //bean class name
  <persistence-type> </persistence-type> //For entity beans: container or
                                         //bean-managed?
  <prim-key-class> </prim-key-class>     //For entity beans: primary key class
  <primkey-field> </prim-key-field>     //For entity beans: primary key field
  <reentrant> </reentrant>               //Reentrant boolean: True or False
  <cmp-field> </cmp-field>               //Container-managed
                                         //fields for entity beans
  <transaction-type> </transaction-type> //transaction information for bean
  <env-entry> </env-entry>               //bean environment definition
  <ejb-ref> </ejb-ref>                   //EJB environment definition
  <resource-ref> </resource-ref>         //database resource environment 
  <security-role-ref> </security-role-ref>  //security role for bean
 </session> or </entity>
</enterprise-beans>
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Beanのタイプのタイプのタイプのタイプ
最初に、Beanがセッション Beanであるかエンティティ Beanであるかを定義する必要があ
ります。 そのためには、<entity>または <session>要素を使用します。

Bean名名名名
記述子内で Beanを定義するには、次の 4つの名前が必要です。

� ホーム・インタフェースは、<home>要素内で定義します。

� リモート・インタフェースは、<remote>要素内で定義します。

� Beanクラスは、<ejb-class>要素内で定義します。

� JARファイル内の論理名は、<ejb-name>要素内で定義します。 この要素では、2つの
操作のどちらかを実行できます。 つまり、この要素内で実際の JNDI名を宣言するか、
ディプロイメント・ディスクリプタ内で Beanを識別する論理名を定義できます。 最終
的には、<ejb-name>を Beanの JNDIバインド名に解決する必要があります。 した
がって、論理名を使用する場合は、その名前を Oracle固有のディプロイメント・ディ
スクリプタ内で JNDI名にマップする必要があります。 

例例例例 A-1 発注発注発注発注 Beanの記述子の記述子の記述子の記述子

この例では、次のコンポーネントを使用して、発注 Beanをエンティティ Beanとして定義
しています。

� ホーム・インタフェース — purchase.PurchaseOrderHome

� リモート・インタフェース — purchase.PurchaseOrder

� Bean実装 — purchaseServer.PurchaseOrderBean

� 記述子内の Beanの論理名 — /test/purchase

   <enterprise-beans>
      <entity>
         <description>no description</description>
         <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
         <home>purchase.PurchaseOrderHome</home>
         <remote>purchase.PurchaseOrder</remote>
         <ejb-class>purchaseServer.PurchaseOrderBean</ejb-class>

注意注意注意注意 : この例では、<ejb-name>要素で JNDI名「/test/purchase」
を使用しています。 PurchaseOrderなどの論理名を使用した場合は、
PurchaseOrderを Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの
<mappings>要素内で「/test/purchase」にマップする必要がありま
す。 詳細は、A-23ページの「マッピングの定義」を参照してください。
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         <persistence-type>Container</persistence-type>
         <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
         <reentrant>False</reentrant>
      </entity>
   </enterprise-beans>

エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanの要素の要素の要素の要素
エンティティ Beanにのみ関連する項目は、次のように特定の要素で定義します。

� <persistence-type>要素によって、Beanがコンテナ管理か Bean管理かを定義しま
す。 値「Container」または「Bean」を使用できます。

� <cmp-field>要素では、コンテナ管理の永続（CMP）エンティティ Bean用のデータ・
フィールドを定義します。 各データ・フィールドは、独自の <cmp-field> 
<field-name>セクションにリストします。 

� エンティティBeanの主キーを定義します。 この操作が必須なのは CMP Beanの場合のみ
であることに注意してください。 

主キーは、java.lang.String のように SQLの型と整合性のある Javaの型の単一
フィールドとして宣言するか、複数のコンテナ管理フィールドの組合せとして宣言でき
ます。 ただし、主キーには、データベース内の Long Raw列にマップするバイト配列と
しては定義できないという制限事項があります。

主キーの宣言主キーの宣言主キーの宣言主キーの宣言 必要な方法論必要な方法論必要な方法論必要な方法論

SQLの型と整合性の
ある Javaの型

1. 主キーのデータ型を <prim-key-class>要素内で宣言しま
す。 

2. 主キーとなるフィールドを <cmp-field>要素内で CMPとし
て定義します。

3. CMPフィールドを <primkey-field>要素内で定義して指
定します。

主キー用のコンテナ管
理の永続フィールド
の組合せ

1. 主キーのすべてのフィールドを、<cmp-field>要素内で
CMPとして定義します。 

2. 主キーにある <cmp-field>要素の名前を含むシリアライズ
可能なクラスを、<bean_name>PKという名前で定義します。 

3. <prim-key-class>要素内で主キーのクラスをリストしま
す。
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例例例例 A-2 CMPエンティティエンティティエンティティエンティティ Bean

この例では、顧客 Beanは CMPエンティティ Beanであり、主キーとしての顧客番号と、顧
客名および住所という 2つの永続フィールドを持っています。 

� この Beanは、<persistence-type>要素内でコンテナ管理の永続 Beanとして定義さ
れています。 

� 主キーは顧客 IDである custidで、java.lang.Stringとして宣言されています。

1. custidは、<cmp-field>内で定義されています。

2. custidが <primkey-field>内で主キーにマップされます。

3. custidのデータ型が <prim-key-class>要素内で宣言されます。 

� もう 1つのコンテナ管理の永続フィールドは、<cmp-field>要素内で nameおよび
addrとして定義されています。

<enterprise-beans> 
  <entity>
      <description>customer bean</description>
      <ejb-name>/test/customer</ejb-name>
      <home>customer.CustomerHome</home>
      <remote>customer.Customer</remote>
      <ejb-class>customerServer.CustomerBean</ejb-class>
      <persistence-type>Container</persistence-type>
      <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
      <reentrant>False</reentrant>
      <cmp-field><field-name>custid</field-name></cmp-field>
      <cmp-field><field-name>name</field-name></cmp-field>
      <cmp-field><field-name>addr</field-name></cmp-field>
      <primkey-field>custid</primkey-field>
</entity>
</enterprise-beans>

例例例例 A-3 複合主キーを持つ複合主キーを持つ複合主キーを持つ複合主キーを持つ CMPエンティティエンティティエンティティエンティティ Bean

この例では、顧客 Beanは CMPエンティティ Beanであり、その複合主キーが独自のシリア
ライズ可能クラスで定義されています。 また、この CMP Beanでは、顧客名および住所とい
う 2つの永続フィールドが宣言されています。 

� この Beanは、<persistence-type>要素内でコンテナ管理の永続 Beanとして定義さ
れています。 

注意注意注意注意 : コンテナ管理フィールドを実際の永続記憶域に変換するメソッド
は、選択する永続性マネージャに応じて異なります。 詳細は、A-27ページ
の「コンテナ管理の永続性の定義」を参照してください。
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� 主キーは、customer.CustomerPKクラス内で定義されています。 

1. 主キーの要素は、顧客の姓（custname）と生年月日（dobirth）です。 どちらの
フィールドも、<cmp-field>内で定義されています。

2. custidのデータ型が <prim-key-class>要素内で宣言されます。 

� もう 1つのコンテナ管理の永続フィールドは、<cmp-field>要素内で nameおよび
addrとして定義されています。

<enterprise-beans> 
  <entity>
      <description>customer bean</description>
      <ejb-name>/test/customer</ejb-name>
      <home>customer.CustomerHome</home>
      <remote>customer.Customer</remote>
      <ejb-class>customerServer.CustomerBean</ejb-class>
      <persistence-type>Container</persistence-type>
      <prim-key-class>customer.CustomerPK</prim-key-class>
      <reentrant>False</reentrant>
      <cmp-field><field-name>custname</field-name></cmp-field>
      <cmp-field><field-name>dobirth</field-name></cmp-field>
      <cmp-field><field-name>name</field-name></cmp-field>
      <cmp-field><field-name>addr</field-name></cmp-field>
  </entity>
</enterprise-beans>

環境要素環境要素環境要素環境要素
実行時に Beanでアクセスできるように、環境変数、EJB参照およびリソース・マネージャ
（JDBCの DataSource）という 3種類の環境要素を作成できます。 これらの環境要素は静的
であり、Beanでは変更できません。

通常、ISV（独立系ソフトウェア・ベンダー）は、EJBコンテナに依存しない EJBを開発し
ます。 Bean実装をコンテナ固有のものから分離するために、定義済みの変数、エンティティ
Beanまたはリソース・マネージャのうち、いずれか 1つにマップする環境要素を作成でき
ます。 この間接性により、Bean開発者は実際の名前を指定せずに既存の変数、EJBおよび
JDBCの DataSourceを参照できます。 これらの名前は、ディプロイメント・ディスクリプ
タ内で定義され、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ内の実際の名前にリンク
されます。 

注意注意注意注意 : コンテナ管理フィールドを実際の永続記憶域に変換するメソッド
は、選択する永続性マネージャに応じて異なります。 詳細は、A-27ページ
の「コンテナ管理の永続性の定義」を参照してください。
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環境変数環境変数環境変数環境変数  Beanで InitialContextの検索を介してアクセス可能な環境変数を作成できま
す。 これらの変数は <env-entry>要素内で定義でき、型として String、Integer、
Boolean、Double、Byte、Short、Longおよび Floatのいずれかを指定できます。 環境
変数名は <env-entry-name>内、その型は <env-entry-type>内、初期化済みの値は
<env-entry-value>内で定義します。 <env-entry-name>は、「java:comp/env」コン
テキストと関連しています。 

たとえば、次の 2つの環境変数は、java:comp/env/minBalanceおよび
java:comp/env/maxCreditBalanceの XMLディプロイメント・ディスクリプタ内で宣
言されます。

<env-entry>
     <env-entry-name>minBalance</env-entry-name>
     <env-entry-type>java.lang.Integer</env-entry-type>
     <env-entry-value>500</env-entry-value>
    </env-entry>
<env-entry>
     <env-entry-name>maxCreditBalance</env-entry-name>
     <env-entry-type>java.lang.Integer</env-entry-type>
     <env-entry-value>10000</env-entry-value>
</env-entry>

この Beanのコード内で、これらの環境変数には次のように InitialContextを介してア
クセスします。

InitialContext ic = new InitialContext();
Integer min = (Integer)ic.lookup("java:comp/env/minBalance");
Integer max = (Integer) ic.lookup("java:comp/env/maxCreditBalance"));

環境変数の値を取得するには、各環境要素に接頭辞「java:comp/env/」を使用する必要
があることに注意してください。これは、コンテナにより環境変数が格納された位置を示し
ます。

他の他の他の他の Enterprise JavaBeansの環境参照の環境参照の環境参照の環境参照  ディプロイメント・ディスクリプタ内で、EJBの参照を
定義できます。 Beanで他の Beanをコール・アウトすることがわかっている場合は、この参
照をディプロイメント・ディスクリプタ内で定義できます。 deployejbツールでは、EJB参
照が Beanのホーム・インタフェースにバインドされ、開始側 Beanではターゲットの正確
な JNDI名を知らなくても、ターゲット Beanを検索できます。 いずれにせよ、ターゲット
Beanのホーム・インタフェースを取得するには、JNDIを使用します。 取得後は、戻された
EJB参照で参照される Beanが、同じセッションでインスタンス化されます。

ターゲット Beanを環境の EJB参照として宣言すると一定レベルの間接性が得られるため、
開始側 Beanではターゲット Beanを論理名で参照できます。 これは、同じネームスペースに
あるターゲット Beanの JNDI名が、オペレーティング環境に応じて異なる可能性がある場
合に役立ちます。 
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環境内で EJBを定義するには、次の値を指定します。

1. ejb-ref-name — ターゲット Beanの論理名を指定します。 この名前は、Beanがター
ゲット Beanにアクセスするために JNDIの URLに使用されます。 この名前は
「ejb/myEmployee」のように「ejb/」で始める必要があり、
「java:comp/env/ejb」コンテキスト内で使用可能になります。 

2. ejb-ref-type — セッション Beanであるかエンティティ Beanであるかを定義しま
す。 値「Session」または「Entity」を指定する必要があります。

3. home — ホーム・インタフェースの完全修飾名を指定します。

4. remote — リモート・インタフェースの完全修飾名を指定します。

5. ejb-link— この EJB参照を実際の JNDI URLでリンクする名前を指定します。 

図 A-1のように、Beanの論理名は、EJBディプロイメント・ディスクリプタの
<ejb-link>要素と Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの
<ejb-mapping>要素内の <ejb-name>に、同じリンク名「HelloWorldBean」を指
定することで、JNDI名にマップされます。

図図図図 A-1 EJB参照のマッピング参照のマッピング参照のマッピング参照のマッピング

例例例例 A-4 環境内での環境内での環境内での環境内での EJB参照の定義参照の定義参照の定義参照の定義

この例では、Hello Beanの参照を次のように定義しています。

1. 開始側 Bean内でターゲット Beanに使用される論理名は、
「java:comp/env/ejb/HelloWorld」です。

注意注意注意注意 : <ejb-link>フィールドを使用して、Oracle固有のディプロイメ
ント・ディスクリプタ内で定義されている JNDI URLに論理名をマップす
る場合、実装は Enterprise JavaBeans 1.1仕様書に規定されているものとは
異なるものになります。

EJBのディプロイメント・ディスクリプタ Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ

.

.
<ejb-ref>
  <ejb-ref-name>ejb/HelloWorld</ejb-ref-name>
  .
  .
  <ejb-link>HelloWorldBean</ejb-link>
</ejb-ref>

<mappings>
  <ejb-mapping>
     <ejb-name>HelloWorldBean</ejb-name>
     <jndi-name>test/myHello</jndi-name>
  </ejb-mapping>
</mappings>

.

.

.
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2. ターゲット Beanはセッション Beanです。

3. そのホーム・インタフェースは hello.HelloHome、リモート・インタフェースは
hello.Helloです。

4. この Beanの JNDI URLへのリンクは、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプ
タでは「HelloWorldBean」という名前で定義されています。

図 A-1のように、両方の要素に同じ論理名を指定することで、<ejb-link>は Oracle固有
のディプロイメント・ディスクリプタの <ejb-mapping>要素内の <ejb-name>にマップ
されています。 この Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタでは、論理 Bean名
「java:comp/env/ejb/HelloWorld」を JNDI URL「/test/myHello」にマップするた
めに、次のように定義されています。

この Beanを実装内から起動するには、ディプロイメント・ディスクリプタで定義されてい
る <ejb-ref-name>を使用します。 この名前には、接頭辞「java:comp/env/ejb/」を
付けます。この接頭辞は、ディプロイメント・ディスクリプタに定義されている EJB参照が
コンテナにより配置される位置を示します。 

InitialContext ic = new InitialContext();
HelloHome hh = (HelloHome)ic.lookup("java:comp/env/ejb/HelloWorld");

注意注意注意注意 : Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの詳細は、A-22
ページの「Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ」を参照して
ください。

EJB
ディプロイメント・
ディスクリプタ

<ejb-ref>
  <description>Hello World Bean</description>
  <ejb-ref-name>ejb/HelloWorld</ejb-ref-name>
  <ejb-ref-type>Session</ejb-ref-type>
  <home>hello.HelloHome</home>
  <remote>hello.Hello</remote>
  <ejb-link>HelloWorldBean</ejb-link>
</ejb-ref>

Oracle固有の
ディプロイメント・
ディスクリプタ

<mappings>
  <ejb-mapping>
    <ejb-name>HelloWorldBean</ejb-name>

</ejb-ref>

    <jndi-name>/test/myHello</jndi-name>
  </ejb-mapping>
</mappings>
. . .
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リソース・マネージャの接続ファクトリ参照への環境参照リソース・マネージャの接続ファクトリ参照への環境参照リソース・マネージャの接続ファクトリ参照への環境参照リソース・マネージャの接続ファクトリ参照への環境参照  リソース・マネージャの接続
ファクトリ参照には、JMS、メール、XMLおよび JDBC DataSourceオブジェクトなどのリ
ソース・マネージャを含めることができます。 このリリースの Oracle8iでサポートされるリ
ソース・マネージャ接続ファクトリは、JDBC DataSourceのみです。 

EJB参照と同様に、JDBCを介してデータベースにアクセスするには、従来のメソッドを使
用する方法と、JDBCの DataSourceの環境要素を作成する方法があります。

JDBCの DataSourceの環境要素を作成するには、次の作業が必要です。

1. JDBCの DataSourceを JNDIネームスペース内でバインドします。 

2. EJBディプロイメント・ディスクリプタ内で論理名を作成します。 この名前は、常に
「java:comp/env/jdbc」で始める必要があります。 

3. EJBディプロイメント・ディスクリプタ内の論理名を、ステップ 1で Oracle固有のディ
プロイメント・ディスクリプタ内に作成した JNDI名にマップします。

図 A-2のように、JDBCの DataSourceは JNDI名「test/OrderDataSource」にバイン
ドされています。 Beanでこのリソースの認識に使用される論理名は、「jdbc/OrderDB」で
す。 これらの名前は、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ内でまとめてマップ
されます。 したがって、Beanの実装内では、Beanは「java:comp/env/jdbc/OrderDB」
環境要素を使用して OrderDataSourceへの接続を取得できます。

図図図図 A-2 JDBCのリソース・マネージャのマッピングのリソース・マネージャのマッピングのリソース・マネージャのマッピングのリソース・マネージャのマッピング

JDBCの DataSourceの環境要素は、次の情報を使用して定義されています。

要素要素要素要素 説明説明説明説明

<res-ref-name> 開始側 Bean内で使用される JDBCの DataSourceの論理名。 この名
前には、接頭辞「jdbc/」を付ける必要があります。 この例では、
注文管理データベースの論理名は「jdbc/OrderDB」です。

<res-type> リソースの Javaの型。 JDBCの場合、これは
javax.sql.DataSourceです。

EJBのディプロイメント・ディスクリプタ Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ

<enterprise-beans>
  .
<resource-ref> 
  <res-ref-name>jdbc/OrderDB</res-ref-name>
  <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>

<mappings>
  <resource-ref-mapping>
     <res-ref-name>jdbc/OrderDB</res-ref-name>
     <jndi-name>test/OrderDataSource</jndi-name>
  </resource-ref-mapping>
</mappings>

  <res-auth>Application</res-auth>

</enterprise-beans>
</resource-ref>
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例例例例 A-5 JDBC接続用の環境要素の定義接続用の環境要素の定義接続用の環境要素の定義接続用の環境要素の定義

環境要素を EJBディプロイメント・ディスクリプタ内で定義するには、論理名
「jdbc/OrderDB」、その型である javax.sql.DataSourceおよび認証者である
「Application」を指定します。

環境要素「jdbc/OrderDB」は、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ内で接続
の JNDIバインド名「test/OrderDataSource」にマップされます。

配置後は、アプリケーションで JDBCの DataSourceを次のように取得できます。

javax.sql.DataSource db;
java.sql.Connection conn;
.
.
.
db = (javax.sql.DataSource) initCtx.lookup("java:comp/env/jdbc/OrderDB");
conn = db.getConnection();

<res-auth> データベースへのサイン・オンの担当者を定義します。 この時点で
サポートされている値は、「Application」のみです。 アプリケー
ションは DataSource内でユーザー名とパスワードを提供し、デー
タベースの認証情報を提供します。

要素要素要素要素 説明説明説明説明

EJB
ディプロイメント・
ディスクリプタ

<resource-ref>
  <res-ref-name>jdbc/OrderDB</res-ref-name>
  <res-type>javax.sql.DataSource</res-type>
  <res-auth>Application</res-auth>
</resource-ref>

Oracle固有の
ディプロイメント・
ディスクリプタ

<mappings>
  <resource-ref-mapping>
    <res-ref-name>jdbc/OrderDB</res-ref-name>
    <jndi-name>test/OrderDataSource</jndi-name>
  </resource-ref-mapping>
</mappings
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Beanのサービスのサービスのサービスのサービス
Beanのトランザクション、セキュリティおよび再入可能性は、次の要素で定義されます。

� <reentrant>要素によって、Beanの再入可能性を定義します。 値「True」または
「False」を指定する必要があります。

� <transaction-type>要素によって、セッション Beanのトランザクション境界（デ
マーケーション）のタイプを定義します。 値は、セッション Beanでトランザクション
制御に Bean境界（デマーケーション）を使用する場合は「Bean」、コンテナ境界（デ
マーケーション）を使用する場合は「Container」にする必要があります。 

セッション Beanの場合もエンティティ Beanの場合も、トランザクション情報の詳細
は <assembly-descriptor>セクション内で定義することに注意してください。 詳細
は、A-18ページの「トランザクションの定義」を参照してください。

� <security-role-ref>要素で、Beanのセキュリティ・ロールの論理名を定義します。 
これは、Bean内で使用されるセキュリティ・ロール名を参照する論理名で、
<assembly-descriptor>セクションで定義されている実際のセキュリティ・ロール
にマップする必要があります。 詳細は、A-15ページの「セキュリティの定義」を参照し
てください。

例例例例 A-6 再入可能性、トランザクション境界（デマーケーション）およびセキュリティ・ロール再入可能性、トランザクション境界（デマーケーション）およびセキュリティ・ロール再入可能性、トランザクション境界（デマーケーション）およびセキュリティ・ロール再入可能性、トランザクション境界（デマーケーション）およびセキュリティ・ロール

次の例では、リエントラントでなく、Bean境界（デマーケーション）を持つトランザク
ションを使用し、そのセキュリティ・ロールの参照時に Bean実装内の論理名「CustRole」
を使用する、顧客 Beanを定義しています。 このロール名は SCOTTにマップされています。 

<enterprise-beans>
  <session>
     <ejb-name>CustomerBean</ejb-name>
     <home>customer.CustomerHome</home>
     <remote>customer.Customer</remote>
     <ejb-class>customerServer.CustomerBean</ejb-class>
     <reentrant>False</reentrant>
     <transaction-type>Bean</transaction-type>
     <security-role-ref>
       <role-name>CustRole</role-name>
       <role-link>SCOTT</role-link>
     </security-role-ref>
  </session>
</enterprise-beans>
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アプリケーション・アセンブラ・セクションアプリケーション・アセンブラ・セクションアプリケーション・アセンブラ・セクションアプリケーション・アセンブラ・セクション
アプリケーション・アセンブラにより、この記述子に含まれるすべての Beanの一般情報が
<assembly-descriptor>セクションに追加されます。 このセクションの構造は、次のと
おりです。

<assembly-descriptor>
 <security-role> </security-role>
 <method-permission> </method-permission>
 <container-transaction>  </container-transaction>
</assembly-descriptor>

各セクションでは、セキュリティ属性とトランザクション属性が記述されています。

セキュリティの定義セキュリティの定義セキュリティの定義セキュリティの定義
ディプロイメント・ディスクリプタ内で、ユーザーとメソッドのパーミッションに関して、
セキュリティの一部を管理できます。 メソッドのパーミッションを指定しなければ、デフォ
ルトではだれもアクセスを許可されません。

また、図 A-3のように、Bean実装内でロールの論理名を使用し、この論理名を適切なデー
タベース・ロールまたはユーザーにマップできます。 論理名からデータベース・ロールへの
マッピングは、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ内で指定します。 詳細は、
A-25ページの「セキュリティ・ロール」を参照してください。

図図図図 A-3 セキュリティのマッピングセキュリティのマッピングセキュリティのマッピングセキュリティのマッピング

EJBのディプロイメント・ディスクリプタ

<enterprise-beans>
...
  <security-role-ref>
    <role-name>POMgr</role-name>
    <role-link>SCOTT</role-link>
  <security-role-ref
...
</enterprise-beans>
<assembly-descriptor>
...
  <security-role>
    <role-name>SCOTT</role-name>
  </security-role>
  <method-permission>
   <role-name>SCOTT</role-name>
   <method>. . .</method>
  </method-permission>
...
</assembly-descriptor>
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isCallerInRoleなどのメソッドの Bean実装内でデータベース・ロールに論理名を使用す
る場合は、次の手順で論理名を実際のデータベース・ロールにマップできます。

1. <enterprise-beans>セクションの <security-role-ref>要素内で論理名を宣言
します。 たとえば、発注の例で使用しているロールを定義するには、Beanの実装内で
コール側が発注を承認するための認可を持っているかどうかをチェックできます。 した
がって、コール側は正しいロールで承認される必要があります。 注文を承認できるのは
発注管理者のみのため、Beanでデータベース・ロールを認識する必要がないようにす
るために、POMgrなどの論理名に関して isCallerInRoleをチェックできます。 その
ため、次のように、<enterprise-beans>セクションの
<security-role-ref><role-name>要素内で、論理セキュリティ・ロール POMgr
を定義します。

<enterprise-beans>
...
  <security-role-ref>
   <role-name>POMgr</role-name>
   <role-link>SCOTT</role-link>
  </security-role-ref>
</enterprise-beans>

<security-role-ref>要素内の <role-link>要素には、実際のデータベース・
ロールを指定できます。このロールを <assembly-descriptor>セクション内でさら
に定義します。 また、他の論理名を指定することもできます。この場合も
<assembly-descriptor>セクションで詳細に定義すると、Oracle固有のディプロイ
メント・ディスクリプタ内で実際のデータベース・ロールにマップされます。

2. ロールと、そのロールに適用するメソッドを定義します。 発注の例では、
PurchaseOrder Bean内で実行されるすべてのメソッドは、それ自体を SCOTTで許可
する必要があります。 PurchaseOrderが、<entity | session><ejb-name>要素で
宣言されている名前であることに注意してください。 

したがって、次の例では、ロールとして SCOTT、EJBとして PurchaseOrder、およ
び '*'記号ですべてのメソッドが定義されています。 

<assembly-descriptor>
 <security-role>
  <description>Role needed purchase order authorization</description>
  <role-name>SCOTT</role-name>
 </security-role>
 <method-permission>
  <role-name>SCOTT</role-name>

注意注意注意注意 : SCOTTは、<enterprise-beans>セクションの <role-link>
要素と同じです。 これにより、論理名 POMgrが SCOTTの定義に連結され
ます。
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  <method>
   <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
   <method-name>*</method-name>
  </method>
 </method-permission>
...
</assembly-descriptor>

両方のステップを実行すると、Beanの実装内で POMgrを参照でき、POMgrはコンテナに
より SCOTTに変換されます。 

<method>要素は、インタフェースまたは実装内で 1つ以上のメソッドを定義するために使
用されます。 EJB仕様によれば、この定義には次の 3つの書式のいずれかを使用できます。

1. 次のように、Bean名を指定し、Bean内のすべてのメソッドを示す '*'文字を使用して、
Bean内のすべてのメソッドを定義します。

<method>
<ejb-name>EJBNAME</ejb-name>
<method-name>*</method-name>

</method>

2. Bean内で一意に識別される特定のメソッドを定義します。 次のように、適切なインタ
フェース名とメソッド名を使用します。

<method>
<ejb-name>myBean</ejb-name>
<method-name>myMethodInMyBean</method-name>

</method>

3. 次のように、多数のオーバーロード・バージョン間で特定のシグネチャを持つメソッド
を定義します。

<method>
<ejb-name>myBean</ejb-name>
<method-name>myMethod</method-name>
<method-params>

<method-param>javax.lang.String</method-param>
<method-param>javax.lang.String</method-param>

<method-params>
<method>

注意注意注意注意 : 同じオーバーロード名を持つ複数のメソッドが存在する場合、こ
のスタイルの要素では、その名前を持つすべてのメソッドが参照されま
す。
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パラメータは、メソッドの入力パラメータの完全修飾による Javaの型です。 メソッドが
入力引数を取らない場合、<method-params>要素には要素は含まれません。 配列は、
int[][]のように、配列要素の型と後続の 1組以上の大カッコで指定します。

4. 複数のインタフェース内で定義されている特定のメソッド名を定義します。 Bean実装と
リモート・インタフェースまたはホーム・インタフェースの両方で、同じメソッド名が
定義されている場合があります。 この場合は、次のように <method-intf>要素を使用
して、どちらのメソッドを定義するのかを指定する必要があります。

<method>
<ejb-name>EmployeeService</ejb-name>
<method-intf>Remote</method-intf>
<method-name>create</method-name>
<method-params>

<method-param>java.lang.String</method-param>
<method-param>java.lang.String</method-param>

</method-params>
</method>

<method-intf>要素でリモート・インタフェースを定義すると、リモート・インタ
フェース内で定義されている create(String, String)メソッドは、ホーム・イン
タフェース内で定義されている create(String, String)メソッドと区別されます。
定義は次のようになります。

<method>
<ejb-name>EmployeeService</ejb-name>
<method-intf>Home</method-intf>
<method-name>create</method-name>
<method-params>

<method-param>java.lang.String</method-param>
<method-param>java.lang.String</method-param>

</method-params>
</method>

トランザクションの定義トランザクションの定義トランザクションの定義トランザクションの定義
エンティティ Beanで使用できるのはコンテナ管理のトランザクションのみですが、セッ
ション Beanでは、Bean管理またはコンテナ管理のトランザクションを使用できます。 セッ
ション Beanの場合は、<enterprise-beans>セクションの <transaction-type>要素
内で、Bean管理とコンテナ管理のうち、どちらのトランザクションを使用するかを定義し
ます。 値「Bean」または「Container」を指定する必要があります。 たとえば、次の例で
は、セッション Beanを Bean管理のトランザクションを行う Beanとして定義しています。

注意注意注意注意 : <method-intf>要素は、<method-name>要素の前に定義する
必要があります。
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<enterprise-beans>
 <session>
  . . .
  <transaction-type>Bean</transaction-type>
 </session>
</enterprise-beans>

コンテナ管理の Beanの場合は、トランザクション属性によって、コンテナで Beanのトラ
ンザクションをメンテナンスする方法を定義します。 トランザクション属性では、新規トラ
ンザクションを開始する状況、既存のトランザクションを続行する状況などを定義します。 
Bean管理の Beanについては、これらの属性を定義しません。 ただし、Bean管理の Beanで
別の Beanを起動する場合、ターゲット Beanは Bean管理でもコンテナ管理でもかまいませ
ん。 

トランザクション属性は <trans-attribute>要素で指定します。表 A-1は、その詳細を
示しています。

表表表表 A-1 トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性

トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性 説明説明説明説明

NotSupported Beanはトランザクションに関与しません。 クライアントがトランザ
クションに関与する間に Beanをコールすると、クライアントのト
ランザクションが一次停止されて Beanが実行され、Beanがクライ
アントに制御を戻すと、クライアントのトランザクションが再開さ
れます。

Required Beanはトランザクションに関与する必要があります。 クライアント
がトランザクションに関与している場合、Beanではクライアント
のトランザクションが使用されます。 クライアントがトランザク
ションに関与していなければ、コンテナにより Beanの新規トラン
ザクションが開始されます。

Supports クライアントが関与するトランザクションの状態が Beanに使用さ
れます。 クライアントがトランザクションを開始すると、クライア
ントのトランザクション・コンテキストが Beanで使用されます。 
クライアントがトランザクションに関与しなければ、どちらも
Beanで使用されません。

RequiresNew クライアントがトランザクションに関与するかどうかに関係なく、
この Beanには専用に存在する新規トランザクションが必要です。 
クライアントがトランザクションに関与する間に Beanをコールす
ると、クライアントのトランザクションは Beanが完了するまで一
時停止されます。
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トランザクション属性は、Bean全体または Bean内の個々のメソッドについて定義できま
す。 それぞれの定義は、<container-transaction>要素に含まれます。 Bean全体の属性
を定義する場合は、<container-transaction> <method> <ejb-name>要素内で Bean
名（<session>または <entity>要素内で定義した <ejb-name>）を指定します。 

次の例では、次の要件が定義されています。

� PurchaseOrder Bean内のすべてのメソッド（'*'文字で指定）には、トランザクション
が必要です（Required）。 

� PurchaseOrder Bean内の priceメソッドには、常に新規トランザクションが必要で
す（RequiresNew）。 

<assembly-descriptor>
...
 <container-transaction>
  <method>
    <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
    <method-name>*</method-name>
   </method>
   <trans-attribute>Required</trans-attribute>
 </container-transaction>
 <container-transaction>
  <method>
    <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
    <method-name>price</method-name>
   </method>

Mandatory クライアントは、この Beanを起動する前にトランザクションに関
与する必要があります。 Beanは、クライアントのトランザクショ
ン・コンテキストを使用します。

Never Beanはトランザクションに関与しません。 また、クライアントは、
Beanをコールしている間はトランザクションに関与できません。 ク
ライアントがトランザクションに関与すると、RemoteException
が発生します。

注意注意注意注意 : 各メソッドは、<method-permission>要素内で定義されている
とおり正確に指定できます。 詳細は、A-15ページの「セキュリティの定
義」を参照してください。

表表表表 A-1 トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性（続き）（続き）（続き）（続き）

トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性トランザクション属性 説明説明説明説明
A-20　Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



Enterprise JavaBeanのディプロイメント・ディスクリプタ
   <trans-attribute>RequiresNew</trans-attribute>
 </container-transaction>
 . . .
</assembly-descriptor>

最後に、グローバル・トランザクションに 2フェーズ・コミットを使用する場合は、Oracle
固有のディプロイメント・ディスクリプタ内の <transaction-manager>要素に、
UserTransactionオブジェクトの JNDI名を指定する必要があります。 詳細は、A-26ペー
ジの「トランザクションの 2フェーズ・コミット・エンジンの定義」を参照してください。
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Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ
Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの用途は、次のとおりです。

� マッピングの定義

� トランザクションの 2フェーズ・コミット・エンジンの定義

� run-asアイデンティティーの定義

� コンテナ管理の永続性の定義

このディプロイメント・ディスクリプタの構造は、次のとおりです。

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE oracle-descriptor PUBLIC "-//Oracle Corporation//DTD Enterprise JavaBeans 
1.1//EN" "oracle-ejb-jar.dtd">

<oracle-descriptor>
  <mappings>
    <ejb-mapping> </ejb-mapping>
    <resource-ref-mapping> </resource-ref-mapping>
  </mappings>
  <run-as> </run-as>
  <persistence-provider> </persistence-provider>
  <persistence-descriptor> </persistence-descriptor>
</oracle-descriptor>

ヘッダーヘッダーヘッダーヘッダー
次の 2つのヘッダーは、すべての Oracle8i EJBディプロイメント・ディスクリプタに必須で
す。 XMLのバージョンと XMLの DTDファイルの詳細が記述されます。

XMLバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバーバージョン・ナンバー
<?xml version="1.0"?>

DTDファイル名ファイル名ファイル名ファイル名
<!DOCTYPE oracle-descriptor PUBLIC "-//Oracle Corporation.//DTD Oracle 1.1//EN"
"oracle-ejb-jar.dtd">

注意注意注意注意 : DTD全体については、A-32ページの「Oracle固有のディプロイ
メント・ディスクリプタの DTD」を参照してください。
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マッピングの定義マッピングの定義マッピングの定義マッピングの定義
Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの主な用途は、EJBディプロイメント・
ディスクリプタ内で使用される論理名を、Oracle8iデータベース内で使用される実際の名前
にマップすることです。 次のように、様々な名前をマップできます。

Bean名名名名
A-5ページの「Bean名」で説明したように、Bean名には論理名または JNDI名を使用でき
ます。 次の例のように、論理名を定義した場合は、この名前を <mappings>セクション内で
実際の JNDI名にマップする必要があります。

例例例例 A-7 EJB名名名名

次の例では、EJBディプロイメント・ディスクリプタ内で、Beanの論理名 PurchaseOrder
を定義しています。 

   <enterprise-beans>
      <entity>
         <description>no description</description>
         <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
         <home>purchase.PurchaseOrderHome</home>
         <remote>purchase.PurchaseOrder</remote>
         <ejb-class>purchaseServer.PurchaseOrderBean</ejb-class>
         <persistence-type>Bean</persistence-type>

EJBの論理名の論理名の論理名の論理名 説明説明説明説明

<session | entity>
<ejb-name>内で定義さ
れている Bean名

<ejb-name>要素内で JNDI名のかわりに論理名を使用している場
合は、この名前を実際の JNDI名にマップする必要があります。 

EJB参照の環境要素 <ejb-ref>内でターゲット Beanの論理名を指定している場合は、
この論理名を EJBの実際の JNDI名にマップする必要があります。

JDBC DataSourceの環境
要素

環境要素として JDBC DataSourceを定義している場合は、
<res-ref-name>を実際の JNDI名にマップする必要があります。

セキュリティ・ロール <assembly-descriptor>内の
<security-role><role-name>要素で論理名を使用している場
合は、この論理名をデータベース内で使用する実際のユーザー名に
マップする必要があります。 

トランザクション・マネー
ジャ

グローバル・トランザクションに 2フェーズ・コミット・エンジン
を使用する場合は、このデータベースを表す OracleJTADataSource
オブジェクトの JNDI名を指定します。
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         <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
         <reentrant>False</reentrant>
      </entity>
   </enterprise-beans>

PurchaseOrder論理名は、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの
<mappings>セクション内で、その JNDI名にマップされます。 次の例は、Bean名を
<ejb-name>要素内で定義し、対応する JNDI名を <jndi-name>要素内で定義する方法を
示しています。

<oracle-descriptor>
  <mappings>
    <ejb-mapping>
      <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
      <jndi-name>/test/purchase</jndi-name>
    </ejb-mapping>
  </mappings>
. . .
</oracle-descriptor>

EJB参照参照参照参照
EJB参照のマッピングについては、A-9ページの「他の Enterprise JavaBeansの環境参照」
を参照してください。 マッピングの構造は、A-23ページの「Bean名」に示したように、
Bean名と同じです。

JDBCのののの DataSource
JDBCの DataSourceの接続のマッピングについては、A-12ページの「リソース・マネー
ジャの接続ファクトリ参照への環境参照」を参照してください。 JDBCの DataSourceは、次
のように <resource-ref-mapping>要素でバインドされている JNDI名にマップします。

<oracle-descriptor>
  <mappings>
    <resource-ref-mapping>
      <res-ref-name>jdbc/EmployeeAppDB</res-ref-name>
      <jndi-name>jdbc/OracleDataSource</jndi-name>
    </resource-ref-mapping>
  </mappings>
  ...
</oracle-descriptor>

<res-ref-name>要素には、EJBのディプロイメント・ディスクリプタ内で定義されてい
る JDBCの DataSourceが含まれています。 <jndi-name>要素には、ネームスペース内で
JDBCの DataSourceにバインドされている JNDI名が含まれています。 この例では、
「jdbc:comp/env/jdbc/EmployeeAppDB」環境名が JNDI名
「jdbc/OracleDataSource」にマップされています。
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セキュリティ・ロールセキュリティ・ロールセキュリティ・ロールセキュリティ・ロール
<assembly-descriptor>内で <role-name>の論理名を定義した場合は、この論理名を
Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ内の実際のデータベース・ロールまたは
ユーザーにマップする必要があります。 

たとえば、発注許可に必要なロールの論理ロール POMGRを、<assembly-descriptor>内
で定義します。 この認可を行うことが許可される実際のデータベース・ロールは、SCOTTで
す。 次の例は、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ内で必要なマッピングの定
義を示しています。

<mappings>
 <security-role-mapping>
   <security-role>
     <description>POMGR role mapping</description>
     <role-name>POMGR</role-name>
   </security-role>
   <oracle-role>SCOTT</oracle-role>
 </security-role-mapping>
</mappings>

 図 A-4のように、<assembly-descriptor><security-role><role-name>で定義さ
れている <role-name>の POMGRは、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの
<security-role-mapping>要素内で SCOTTにマップされています。

図図図図 A-4 セキュリティのマッピングセキュリティのマッピングセキュリティのマッピングセキュリティのマッピング

EJBのディプロイメント・ディスクリプタ

<enterprise-beans>
...
  <security-role-ref>
    <role-name>POMgr</role-name>
    <role-link>POMGR</role-link>
  <security-role-ref
...
</enterprise-beans>
<assembly-descriptor>
...
  <security-role>
    <role-name>POMGR</role-name>
  </security-role>
  <method-permission>
   <role-name>POMGR</role-name>
   <method>. . .</method>
  </method-permission>
...
</assembly-descriptor>

Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ

<mappings>
 . . .
 <security-role-mapping>
   <security-role>
     <description>mapping POMGR</description>
      <role-name>POMGR</role-name>
    <oracle-role>SCOTT</oracle-role>
   </security-role>
 </security-role-mapping>
...
</mappings>
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トランザクションのトランザクションのトランザクションのトランザクションの 2フェーズ・コミット・エンジンの定義フェーズ・コミット・エンジンの定義フェーズ・コミット・エンジンの定義フェーズ・コミット・エンジンの定義
グローバル・トランザクションに 2フェーズ・コミットを使用する場合は、
<transaction-manager>要素に、UserTransactionオブジェクトの JNDI名を指定す
る必要があります。 次の例では、UserTransactionオブジェクト「/test/myUTFor2pc」
を指定しています。 

<mappings>
 ...
 <transaction-manager>
   <jndi-name>/test/myUTFor2pc<jndi-name>
 </transaction-manager>
</mappings>

run-asアイデンティティーの定義アイデンティティーの定義アイデンティティーの定義アイデンティティーの定義
<run-as>要素は、Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ内で引き続きサポート
されている EJB 1.0の要素です。 <run-as>要素では、特定の EJBを指定のアイデンティ
ティーで実行するように定義できます。 Beanに指定できるアイデンティティーには、次の 3
タイプがあります。

<method>要素では、<run-as>の定義が適用されるメソッドを指定します。 その定義は、
次のとおりです。

� <ejb-name>: XMLのディプロイメント・ディスクリプタ内で定義されている Beanの論
理名。

� <method-name>: このモードが Bean内で適用されるメソッド名（*はすべてのメソッド
を意味します）。

� <method-params>: この名前でオーバーロード・パラメータを持つ複数のメソッドが
あり、その 1つにのみ <run-as>を適用する場合は、この要素内でパラメータを指定し
ます。

run-asアイデンティティーアイデンティティーアイデンティティーアイデンティティー 説明説明説明説明

CLIENT_IDENTITY Beanはクライアントのアイデンティティーで実行されます。 これ
はデフォルトです。 

SYSTEM_IDENTITY Beanは SYSTEMアイデンティティーで実行されます。 これは、
Beanが実行される環境のタイプに固有です。 たとえば、Oracle8i
データベース上では、SYSTEMアイデンティティーは SYSと等価
です。

SPECIFIED_IDENTITY 起動時に Beanの特定のアイデンティティーまたはロールを指定
できます。 このアイデンティティーは、<security-role>要素
内で指定します。
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たとえば、次の例では、PurchaseOrder EJB内で 2つの Stringパラメータが必要な price
メソッドを、起動時に常に SCOTTで実行するように定義しています。

  <run-as>
    <description>no description</description>
    <mode>SPECIFIED_IDENTITY</mode>
    <security-role>
      <role-name>SCOTT</role-name>
    </security-role>
    <method>
      <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
      <method-name>price</method-name>
      <methodl-params>
        <method-param>java.lang.String<method-param>
        <method-param>java.lang.String<method-param>
    </method>
  </run-as>

コンテナ管理の永続性の定義コンテナ管理の永続性の定義コンテナ管理の永続性の定義コンテナ管理の永続性の定義
エンティティ Beanの永続変数をコンテナで管理するように選択した場合は、永続性プロバ
イダ名前を指定し、各永続性プロバイダをコンテナ管理の永続 Beanにマップする必要があ
ります。 このバージョンでは、Oracle Persistence Service Interface Reference Implementation
（PSI-RI）永続性マネージャがサポートされます。 このマネージャを使用して、永続フィール
ドからデータベースへのマッピングを定義する必要があります。 

永続性プロバイダ永続性プロバイダ永続性プロバイダ永続性プロバイダ  永続性プロバイダにより、すべてのコンテナ管理フィールドの管理が制
御されます。 ここでは、Bean内のフィールドを対応する永続記憶域にマップする方法が定義
されます。 また、これらのフィールドを Beanから記憶域に保存して更新する方法も定義さ
れます。  

Oracle PSI-RI永続性プロバイダは、<persistence-provider>要素内で定義します。 次
の要素で永続性プロバイダを記述します。

注意注意注意注意 : <security-role>要素は、SPECIFIED_IDENTITY値の場合に
のみ指定します。 CLIENT_IDENTITY値と SYSTEM_IDENTITY値の場合、
<security-role>要素は無視されます。
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次の例では、Oracle PSI-RIの永続性プロバイダを定義しています。 論理名は「PSI-RI」と
して定義されており、永続性管理のためにコールされるクラスは
oracle.aurora.ejb.persistence.ocmp.OcmpEntityDeployerです。

<persistence-provider>
  <description> specifies a type of persistence manager </description>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <persistence-deployer>oracle.aurora.ejb.persistence.ocmp.OcmpEntityDeployer
  </persistence-deployer>
</persistence-provider>

永続フィールド永続フィールド永続フィールド永続フィールド  永続フィールドは、EJBディプロイメント・ディスクリプタの
<cmp-field>要素内で定義されています。 これらの各 <cmp-field>要素は、プロバイダ
で永続的に管理する必要があります。 <persistence-descriptor>要素を介して、単一
Bean内のすべての <cmp-field>要素に対して単一のプロバイダを定義します。 Beanのプ
ロバイダは、<persistence-descriptor>内で Beanとプロバイダの論理名の組合せを介
して定義します。 これらのフィールドは、次のとおりです。

たとえば、発注 Bean内のすべての永続フィールドを Oracle PSI-RIで管理するように定義す
るには、次の各フィールドで論理 Bean名 PurchaseOrderと論理永続性プロバイダ名
Oracle PSI-RIを指定します。

永続性プロバイダの要素永続性プロバイダの要素永続性プロバイダの要素永続性プロバイダの要素 説明説明説明説明

<description> プロバイダの記述を指定します。

<persistence-name> プロバイダの論理名を定義します。 このリリースでサポート
されるのは、Oracle PSI-RIのみです。 

<persistence-deployer> 永続性のメンテナンスに使用する Javaクラスを指定します。 
このクラスは、永続性が必要な場合に Oracleのコンテナによ
りコールされます。

永続性要素永続性要素永続性要素永続性要素 説明説明説明説明

<description> 永続性要素のテキスト記述を指定します。

<ejb-name> 永続フィールドを含む EJB。 これは、<cmp-field>要
素を定義したエンティティ Beanの場合と同じ
<ejb-name>です。

<persistence-name> <persistence-provider> <persistence-name>
要素内で定義した永続性プロバイダの論理名。 
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<persistence-descriptor>
  <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  . . . 
</persistence-descriptor>

Oracle PSI-RIでは、永続データ型がデータベース行にマップされます。 SQLを使用して、
Beanとデータベース間で永続フィールドが更新されます。 各永続データ型は、『Oracle8i 
SQLJ開発者ガイドおよびリファレンス』に記載されているOracle SQLJのデータ型にマッ
プされます。 データ型のマッピングの詳細は、5-2ページの表 5-1「ホスト式でサポートされ
ている型の対応」を参照してください。唯一の制限事項は、次のデータ型がサポートされな
いことです。
 

PSI-RIの使用を決定した場合は、<persistence-descriptor>にある <psi-ri>要素内
で次の要素を定義する必要があります。

表表表表 A-2 永続変数に関してサポートされない永続変数に関してサポートされない永続変数に関してサポートされない永続変数に関してサポートされない Javaの型の型の型の型 

Javaの型の型の型の型 Oracleの型定義の型定義の型定義の型定義 Oracleのデータ型のデータ型のデータ型のデータ型

SQLJのストリーム・
クラス

� sqlj.runtime.BinaryStream � LONGVARBINARY � LONG RAW

� sqlj.runtime.AsciiStream � LONGVARCHAR � LONG

� sqlj.runtime.UnicodeStream � LONGVARCHAR � LONG

Oracleの拡張機能 � oracle.sql.ROWID � ROWID � ROWID

� oracle.sql.BLOB � BLOB � BLOB

� oracle.sql.CLOB � CLOB � CLOB

問合せ結果オブジェ
クト

� java.sql.ResultSet � CURSOR � CURSOR

� SQLJ iterator objects � CURSOR � CURSOR

永続性要素永続性要素永続性要素永続性要素 説明説明説明説明

<schema> データベース表が格納されているスキーマを定義しま
す。

<table> 永続フィールドが保存される表を定義します。

<attr-mapping> この要素内で各コンテナ管理フィールドおよび対応する
表の行を定義します。

<field-name> Bean内で定義されているコンテナ管理フィールド名を
定義します。

<column-name> <field-name>が保存されるデータベース行を定義し
ます。
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たとえば、次の <psi-ri>では、顧客 Beanの永続フィールドである主キー、顧客名および
住所を、SCOTTのスキーマ内の customers表にマップしています。

<persistence-descriptor>
  <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <psi-ri>
      <schema>SCOTT</schema>
      <table>customers</table>
      <attr-mapping>
        <field-name>custid</field-name>
        <column-name>cust_id</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>name</field-name>
        <column-name>cust_name</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>addr</field-name>
        <column-name>cust_addr</column-name>
      </attr-mapping>
  </psi-ri>
</persistence-descriptor>

定義する永続フィールドがオブジェクトであれば、Oracle PSI-RIに対して、永続として定義
された一部またはすべてのフィールドを、単一のデータベース列にシリアライズできます。 
この列は、long Rawまたは Raw型として定義する必要があります。
 

<serialize-mapping>要素内で、各フィールドと宛先の列を定義します。 永続フィール
ドは、<attr-mapping>または <serialize-mapping>要素のどちらかでマップされま
す。両方ではマップできません。

次の例では、顧客 Beanの永続フィールドである顧客名と住所をシリアライズし、
custinfo列に保存しています。 通常、この操作は、オブジェクトをシリアライズする必要
がある場合に行います。

注意注意注意注意 : この Beanを配置する前に、表とその適切な行がスキーマに存在し
ている必要があります。

注意注意注意注意 : すべての Raw型の列には、4 KBという制限があります。 
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<persistence-descriptor>
  <ejb-name>PurchaseOrder</ejb-name>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <psi-ri>
   <schema>SCOTT</schema>
   <table>customers</table>
   <serialize-mapping>
    <field-name>name</field-name>
    <field-name>addr</field-name>
    <column-name>custinfo</column-name>
   </serialize-mapping>
  </psi-ri>
</persistence-descriptor>

例例例例 A-8 コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性コンテナ管理の永続性

次の例は、顧客の例でコンテナ管理の永続性を定義する詳細を示しています。  

<persistence-provider>
  <description>use the simple CMP provider</description>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <persistence-deployer>oracle.aurora.ejb.persistence.ocmp.OcmpEntityDeployer
  </persistence-deployer>
</persistence-provider>

<persistence-descriptor>
  <ejb-name>customerbean</ejb-name>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <psi-ri>
      <schema>SCOTT</schema>
      <table>customers</table>
      <attr-mapping>
        <field-name>custid</field-name>
        <column-name>cust_id</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>name</field-name>
        <column-name>cust_name</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>addr</field-name>

注意注意注意注意 : 1つ制限事項があり、<serialize-mapping>要素には主キーを
挿入できません。 挿入すると、findByPrimaryKeyを介してオブジェク
トを検索できなくなります。
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        <column-name>cust_addr</column-name>
      </attr-mapping>
  </psi-ri>
</persistence-descriptor>
</oracle-descriptor>

EJBクライアントのクライアントのクライアントのクライアントの JARセクションセクションセクションセクション
deployejbツールで実行されるタスクの 1つは、必要なスタブとスケルトンを含む JAR
ファイルを作成することです。このファイルは、クライアントにより実行時に使用されま
す。 この JARファイル名を XMLディプロイメント・ディスクリプタの
<ejb-client-jar>要素で指定しなければ、この JARファイルのデフォルト名は
server_generated.jarとなります。この JARファイルは、クライアントで実行できる
ように CLASSPATHに挿入する必要があります。

次の例では、deployejbで myClient.jar内にクライアントのスタブとスケルトンを作成
するように定義しています。

<ejb-client-jar>myClient.jar</ejb-client-jar>

Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの固有のディプロイメント・ディスクリプタの固有のディプロイメント・ディスクリプタの固有のディプロイメント・ディスクリプタの DTD
<!--
This is the XML DTD for the Oracle Specific EJB deployment descriptor
-->
<!--
The oracle-descriptor element is the root element of the Oracle-specific
deployment descriptor. It contains an optional description, optional structural
information about logical name mappings, optional definitions for run-as 
beans and/or methods, and definitions of container-managed persistence. -->
<!ELEMENT oracle-descriptor (mappings*, run-as*, persistence-provider*,
persistence-descriptor*)>
<!--
The mappings section enables you to map logical names defined in the XML 
deployment descriptor to actual names. Bean logical names are mapped to JNDI
names; security logical names are mapped to database roles or users. -->
<!ELEMENT mappings (ejb-mapping*, security-role-mapping*,
resource-ref-mapping*, transaction-manager*)>
<!--
The ejb-mapping element maps an EJB to its bound JNDI name -->
<!ELEMENT ejb-mapping (ejb-name, jndi-name)>
<!-- 
The security-role-mapping element maps security logical names to a database
role or user -->
<!ELEMENT security-role-mapping (security-role, oracle-role)>
<!--
The resource-ref-mapping element maps any environment variable defined in the
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XML deployment descriptor to the JNDI name for the target object -->
<!ELEMENT resource-ref-mapping (res-ref-name, jndi-name)>
<!--
The transaction manager defines the UserTransaction JNDI name that manages
the global transaction. This is only required for transactions that use two-phase 
commit -->
<!ELEMENT transaction-manager (description?, jndi-name)>
<!-- 
The jndi-name element specifies a JNDI name for a bound object -->
<!ELEMENT jndi-name (#PCDATA)>
<!--
The run-as element enables you to specify a bean or certain methods within 
a bean to run with an identity other than its own. The modes allowed are
CLIENT_IDENTITY (default), SYSTEM_IDENTITY, and SPECIFIED_IDENTITY. With the
SPECIFIED_IDENTITY mode, you must provide the identity within the <security-role> 
element.
-->
<!ELEMENT run-as (description?, mode, security-role, method)>
<!--
The mode element specifies the type of <run-as> identity. The values 
can be one of the following:SYSTEM_IDENTITY, SPECIFIED_IDENTITY, CLIENT_IDENTITY
if mode is SPECIFIED_IDENTITY, security-role must be specified
if mode is SYSTEM_IDENTITY or CLIENT_IDENTITY and security-role is
specified, security-role is ignored
-->
<!ELEMENT mode (#PCDATA)>
<!--
The security-role element specifies a database role -->
<!ELEMENT security-role (description?, role-name)>
<!-- The role-name element specifies a database role or user -->
<!ELEMENT role-name (#PCDATA)>
<!--
The method element defines a method by the bean's logical name, optionally
adding the interface name, the method name, and if overloading is present for
this method, the parameters of the method you are indicating.
-->
<!ELEMENT method (description?, ejb-name, method-intf?, method-name,
method-params?)>
<!--
The ejb-name element defines the logical name for the bean that was used in the XML 
deployment descriptor -->
<!ELEMENT ejb-name (#PCDATA)>
<!--The method interface defines where the method is specified-->
<!ELEMENT method-intf (#PCDATA)>
<!--
The method name element takes in the actual name of a method defined. -->
<!ELEMENT method-name (#PCDATA)>
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<!--
The method-params element specifies one or more parameters for a method. -->
<!ELEMENT method-params (method-param*)>
<!--
The method-param defines a single parameter for a method by its class type-->
<!ELEMENT method-param (#PCDATA)>
<!-- The oracle-role element specifies a database role or user -->
<!ELEMENT oracle-role (#PCDATA)>
<!-- The ejb-ref-name is the logical name for the EJB reference specified
in the XML deployment descriptor -->
<!ELEMENT ejb-ref-name (#PCDATA)>
<!-- The res-ref-name element is the logical name for the resource reference 
specified in the XML deployment descriptor -->
<!ELEMENT res-ref-name (#PCDATA)>

<!---
persistence-provider describes the container managed persistence
-->
<!--
The persistence-provider element specifies the CMP provider that you are using.
At this time, only Oracle8i’s PSI-RI is supported. -->
<!ELEMENT persistence-provider (description?, persistence-name,
persistence-deployer)>
<!ELEMENT description (#PCDATA)>
<!--
The persistence-name element defines the name of the provider. For Oracle8i,
this should be psi-ri -->
<!ELEMENT persistence-name (#PCDATA)>
<!-- The persistence-deployer is the class of the CMP provider. This should be 
oracle.aurora.ejb.persistence.ocmp.OcmpEntityDeployer. -->
<!ELEMENT persistence-deployer (#PCDATA)>
<!-- The persistence-descriptor element defines the persistence fields in the bean 
that must be managed by the CMP provider -->
<!ELEMENT persistence-descriptor (description?, ejb-name,
persistence-name, persistence-param*, psi-ri*)>
<!ELEMENT persistence-param (#PCDATA)>
<!-- The psi-ri element defines how the persistence fields int he beans are mapped 
to database tables and columns. -->
<!ELEMENT psi-ri (schema, table, attr-mapping+, serialize-mapping?)>
<!-- The schema element specifies the schema where the table exists -->
<!ELEMENT schema (#PCDATA)>
<!-- The table element specifies the table where to store the persistent fields -->
<!ELEMENT table (#PCDATA)>
<!-- The attr-mapping element specifies how each persistent field is mapped to a 
corresponding column in the table -->
<!ELEMENT attr-mapping (field-name, column-name)>
<!-- If you serialize all persistent fields into a single column, use the 
A-34　Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタの DTD
serialize-mapping element -->
<!ELEMENT serialize-mapping (field-name+, column-name)>
<!-- The field-name element specifies the persistent variable in the bean -->
<!ELEMENT field-name (#PCDATA)>
<!-- The column-name element specifies the column for a single persistent field -->
<!ELEMENT column-name (#PCDATA)>
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コード例コード例コード例コード例 : EJB

Oracle8i JVMでは、複数のサンプルが demoディレクトリにインストールされています。こ
の付録には、これらのサンプルの一部を記載しています。 

demoディレクトリにある例には、コンパイルして実行できるように、UNIX用にはMake
ファイル、Windows NT用にはバッチ・ファイルが付属しています。例を実行するには、標
準の EMPおよび DEPTデモ表を含む、Javaを使用できる Oracle8iデータベースが必要で
す。

これらの簡単な例では、詳細な Javaコーディング手法ではなく、ORBおよび CORBAの機
能の説明に重点を置いています。各例には、例に含まれるファイルの一覧、実行内容および
コンパイル方法と実行方法が記載された READMEファイルが付属しています。

� 基本例

� SQLJの例

� Beanの継承例

� エンティティ Beanの例

� セッションの例

� SSLの例
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README
Overview
========

This is the most basic program that you can create for the Orcale8i
EJB server. One bean, HelloBean, is implemented. The bean and
associated classes are loaded into the database, and the bean home
interface is published as /test/myHello, as specified in the bean
deployment descriptor hello.ejb.

The bean contains a single method: helloWorld, which simply returns a
String containing the JavaVM version number to the client that invokes
it.

This example shows the minimum number of files that you must provide
to implement an EJB application: five. The five are:

(1) the bean implementation:    helloServer/HelloBean.java in this example
(2) the bean remote interface:  hello/Hello.java
(3) the bean home interface:    hello/HelloHome.java
(4) the deployment descriptor:  hello.ejb
(5) a client app or applet:     Client.java is the application in this example

Source Files
============

Client.java
-----------

You invoke the client program from a command prompt, and pass it four
arguments, the

   - service URL (service ID, hostname, port, and SID if port is a listener)
   - name of the published bean to lookup and instantiate
   - username
   - password that authenticates the client to the Oracle8i database server

For example:
% java -classpath LIBs Client sess_iiop://localhost:2222 /test/myHello scott tiger
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where LIBs is the classpath that must include

$ORACLE_HOME/lib/aurora_client.jar
#If using Java 2, use classes12.zip instead of classes111.zip
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/classes111.zip
$ORACLE_HOME/lib/vbjorb.jar
$ORACLE_HOME/lib/vbjapp.jar
$JAVA_HOME/lib/classes.zip

(Note: for NT users, the environment variables would be %ORACLE_HOME% and
%JAVA_HOME%.)

The client code performs the following steps:

   - gets the arguments passed on the command line
   - creates a new JNDI Context (InitialContext())
   - looks up the published bean to find and activate its home interface
   - using the home interface, instantiates through its create()
     method a new bean object, hello
   - invokes the helloWorld() method on the hello object and prints the results

The printed output is:

Hello client, your javavm version is 8.1.5.

hello.ejb
---------

The bean deployment descriptor. This source file does the following:

   - shows the class name of the bean implementation in the deployment name:
       helloServer.HelloBean
   - names the published bean "/test/myHello"
   - declares the remote interface implementation: hello.Hello
   - declares the home interface: hello.HelloHome
   - sets RunAsMode to the client's identity (SCOTT in this case)
   - allows all members of the group PUBLIC to run the bean
   - sets the transaction attribute to TX_SUPPORTS

The deployement descriptor is read by the deployejb tool, which uses
it to load the required classes, and publish the bean home
interface. (Deployejb does much else also. See the Tools chapter in
the Oracle8i EJB and CORBA Developer's Guide for more information.)
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helloServer/HelloBean.java
--------------------------

This is the EJB implementation. Note that the bean class is public,
and that it implements the SessionBean interface, as required by the
EJB specification.

The bean implements the one method specified in the remote interface:
helloWorld(). This method gets the system property associated with
"oracle.server.version" as a String, and returns a greeting plus the
version number as a String to the invoking client.

The bean implementation also implements ejbCreate() with no parameters,
following the specification of the create() method in hello/HelloHome.java.

Finally, the methods ejbRemove(), setSessionContext(), ejbActivate(), and
ejbPassivate() are implemented as required by the SessionBean interface. In
this simple case, the methods are implemented with null bodies.

(Note that ejbActivate() and ejbPassivate() are never called in the
8.1.5 release of the EJB server, but they must be implemented as
required by the interface.)

hello/Hello.java
----------------

This is the bean remote interface. In this example, it specifies only
one method: helloWorld(), which returns a String object. Note the two
import statements, which are required, and that the helloWorld()
method must be declared as throwing RemoteException. All bean methods
must be capable of throwing this exception. If you omit the
declaration, the deployejb tool will catch it and error when you try
to deploy the bean.

hello/HelloHome.java
--------------------

This is the bean home interface. In this example, a single create()
method is declared. It returns a Hello object, as you saw in the
Client.java code.

Note especially that the create() method must be declared as able to
throw RemoteException and CreateException. These are required. If you
do not declare these, the deployejb tool will catch it and error when
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you try to deploy the bean.

Compiling and Running the Example
=================================

UNIX
----

Enter the command 'make all' or simply 'make' in the shell to compile,
load, and deploy the objects, and run the client program.  Other
targets are 'run' and 'clean'.

Make sure that a shell environment variable ORACLE_HOME is set to
point to the home location of the Oracle installation. This is
operating system dependent, so see the Installation documentation that
came with your system for the location. Also, review the README file
for the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server
(the Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.

Windows NT
----------

On Windows NT, run the batch file makeit.bat from a DOS command prompt
to compile, load, and deploy the objects. Run the batch file runit.bat
to run the client program, and see the results.

Make sure that the environment variables %ORACLE_HOME%, %CLASSPATH%,
and %SERVICE% are set appropriately for the DOS command window. You
can set these as either user or system environment variables from the
Control Panel. Double click on System in the Control Panel then on
the Environment tab to set these variables. Start a new DOS window
after setting environment variable values.

See the Installation documentation that came with your Oracle8i system
for the values of these variables. Also, review the README file for
the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server (the
Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.

You can also set an environment variable %JAVA_HOME% to point to the
root of your Java JDK. For example, SET JAVA_HOME=C:¥JDK1.1.6.
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クライアントクライアントクライアントクライアント
import hello.Hello;
import hello.HelloHome;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;

public class Client
{
  public static void main (String[] args) throws Exception {
    if (args.length != 4) {
      System.out.println ("usage: Client serviceURL objectName user password");
      System.exit (1);
    }
    String serviceURL = args [0];
    String objectName = args [1];
    String user = args [2];
    String password = args [3];

    Hashtable env = new Hashtable ();
    env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
    env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    Context ic = new InitialContext (env);

    HelloHome hello_home = (HelloHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
    Hello hello = hello_home.create ();
    System.out.println (hello.helloWorld ());
  }
}

Helloのホーム・インタフェースのホーム・インタフェースのホーム・インタフェースのホーム・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBHome;
import javax.ejb.CreateException;
import java.rmi.RemoteException;

public interface HelloHome extends EJBHome
B-6　Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



基本例
{
  public Hello create () throws RemoteException, CreateException;
}

Helloのリモート・インタフェースのリモート・インタフェースのリモート・インタフェースのリモート・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Hello extends EJBObject  
{
  public String helloWorld () throws RemoteException;
}

Helloのののの Bean実装実装実装実装
package helloServer;

import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionContext;
import java.rmi.RemoteException;

public class HelloBean implements SessionBean
{
  // Methods of the Hello interface
  public String helloWorld () throws RemoteException {
    String v = System.getProperty("oracle.server.version");
    return "Hello client, your javavm version is " + v + ".";
  }

  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {}
  public void ejbRemove() {}
  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {}
  public void ejbActivate () {}
  public void ejbPassivate () {}
}
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SQLJの例の例の例の例

README
Overview
========

This example demonstrates doing a database query using SQLJ. pay
attention to the makefile (UNIX) or the makeit.bat batch file (Windows
NT), and note that the files that SQLJ generates (SER files converted
to class files) must be loaded into the database with deployejb also.

Compare this example with the jdbcimpl basic EJB example, which uses
JDBC instead of SQLJ to perform exactly the same query.

Source files
============

Client.java
-----------

Invoke the client program from the command line, passing it four
arguments:
   - the name of the service URL, e.g. sess_iiop://localhost:2222
   - the path and name of the published bean, e.g. /test/employeeBean
   - the username for db authentication
   - the password (you wouldn't do this in a production program, of course)

For example

% java Client -classpath LIBs sess_iiop://localhost:2222 /test/employeeBean
   scott tiger

The client looks up and activates the bean, then invokes the query() method on
the bean. query() returns an EmpRecord structure with the salary and the name
of the employee whose ID number was passed to query().

There is no error checking in this code. See the User's Guide for more
information about the appropriate kinds of error checking in this kind of
client code.

The client prints:
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Emp name is ALLEN
Emp sal  is 3100.0

employeeServer/employeeBean.sqlj
--------------------------------

This class is the bean implementation. A SQLJ named iterator is declared to
hold the results of the query. The myIter.next(); statement is used as is to
keep the code simple: after all the parameter passed in is a known valid
primary key for the EMP table. (See what happens if you try an empno that is
not in the table.)

The EmpIter getter methods are used to retrieve the query results into the
EmpRecord object, which is then returned *by value*, as a serialized object,
to the client.

employeeServer/EmpRecord.java
-----------------------------

A class that is in essence a struct to contain the employee name and salary,
as well as the ID number.

Note that the class *must* be defined as implementing the java.rmi.Serializable
interface, to make it a valid serializable RMI object that can be passed from
server to the client.

employee/employee.java
----------------------

The bean remote interface. 

employee/employeeHome.java
--------------------------

The bean home interface.
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Compiling and Running the Example
=================================

UNIX
----

Enter the command 'make all' or simply 'make' in the shell to compile,
load, and deploy the objects, and run the client program.  Other
targets are 'run' and 'clean'.

Make sure that a shell environment variable ORACLE_HOME is set to
point to the home location of the Oracle installation. This is
operating system dependent, so see the Installation documentation that
came with your system for the location. Also, review the README file
for the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server
(the Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.

Windows NT
----------

On Windows NT, run the batch file makeit.bat from a DOS command prompt
to compile, load, and deploy the objects. Run the batch file runit.bat
to run the client program, and see the results.

Make sure that the environment variables %ORACLE_HOME%, %CLASSPATH%,
and %SERVICE% are set appropriately for the DOS command window. You
can set these as either user or system environment variables from the
Control Panel. Double click on System in the Control Panel then on
the Environment tab to set these variables. Start a new DOS window
after setting environment variable values.

See the Installation documentation that came with your Oracle8i system
for the values of these variables. Also, review the README file for
the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server (the
Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.

You can also set an environment variable %JAVA_HOME% to point to the
root of your Java JDK. For example, SET JAVA_HOME=C:¥JDK1.1.6.
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クライアントクライアントクライアントクライアント
import employee.Employee;
import employee.EmployeeHome;
import employee.EmpRecord;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;

public class Client {
  public static void main (String [] args) throws Exception {
    if (args.length != 4) {
      System.out.println("usage: Client serviceURL objectName user password");
      System.exit(1);
    }
    String serviceURL = args [0];
    String objectName = args [1];
    String user = args [2];
    String password = args [3];

    Hashtable env = new Hashtable();
    env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
    env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    Context ic = new InitialContext (env);

    EmployeeHome home = (EmployeeHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
    Employee testBean = home.create();
    EmpRecord empRec = empRec = testBean.query (7499);
    System.out.println ("Emp name is " + empRec.ename);
    System.out.println ("Emp sal  is " + empRec.sal);
  }
}
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ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
package employee;

import javax.ejb.*;
import java.rmi.RemoteException;

public interface EmployeeHome extends EJBHome {
  public Employee create()
       throws CreateException, RemoteException;
}

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
package employee;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Employee extends EJBObject  {
  public EmpRecord query (int empNumber)
       throws java.sql.SQLException, RemoteException;
}

Bean実装実装実装実装

EmployeeBean.sqlj
package employeeServer;

import employee.EmpRecord;

import java.sql.*;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.*;

public class EmployeeBean implements SessionBean {
  //SessionContext ctx;

  public void ejbCreate() throws CreateException, RemoteException {}
  public void ejbActivate() {}
  public void ejbPassivate() {}
  public void ejbRemove() {}
  public void setSessionContext(SessionContext ctx) {
    //this.ctx = ctx;
  }
B-12　Oracle8i Enterprise JavaBeans開発者ガイドおよびリファレンス



Beanの継承例
  public EmpRecord query (int empNumber) throws SQLException, RemoteException
  {
    String ename;
    double sal;

    #sql { select ename, sal into :ename, :sal from emp 
                  where empno = :empNumber }; 
System.out.println ("ename = " + ename);
System.out.println ("sal   = " + sal);

    return new EmpRecord (ename, empNumber, sal);
  }
}

EmpRecord.java
package employee;

public class EmpRecord implements java.io.Serializable {
  public String ename;
  public int empno;
  public double sal;

  public EmpRecord (String ename, int empno, double sal) {
    this.ename = ename;
    this.empno = empno;
    this.sal = sal;
  }
}

Beanの継承例の継承例の継承例の継承例

README
Overview
========

This example show two beans: Foo and Bar. In the example, the Bar bean
inherits from the Foo bean. The required coding and the effects of
this bean inheritance are demonstrated in this example.
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Source Files
============

Client.java
-----------

You invoke the client program from a command prompt, and pass it four
arguments, the

   - service URL (service ID, hostname, port, and SID if port is a listener)
   - name of the published bean to lookup and instantiate
   - username
   - password that authenticates the client to the Oracle8i database server

For example:
% java -classpath LIBs Client sess_iiop://localhost:2222 /test/myHello scott tiger

where LIBs is the classpath that must include

$ORACLE_HOME/lib/aurora_client.jar
#If using Java 2, use classes12.zip instead of classes111.zip
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/classes111.zip
$ORACLE_HOME/lib/vbjorb.jar
$ORACLE_HOME/lib/vbjapp.jar
$JAVA_HOME/lib/classes.zip

(Note: for NT users, the environment variables would be %ORACLE_HOME% and
%JAVA_HOME%.)

The client code performs the following steps:

   - gets the arguments passed on the command line
   - creates a new JNDI Context (InitialContext())
   - looks up the published bean to find and activate its home interface
   - using the home interface, instantiates through its create()
     method a new bean object, hello
   - invokes the helloWorld() method on the hello object and prints the results

The printed output is:

Hello World
Hello World from bar
Hello World 2 from bar
Hello World from bar
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foo.ejb
-------

The Foo bean deployment descriptor. See ../helloworld/readme.txt for a
more complete description of a typical example deployment descriptor.

bar.ejb
-------

The bar bean deployment descriptor.

inheritance/FooHome.java
------------------------

The Foo bean home interface. Specifies a single no-parameter create() method.

inheritance/Foo.java
--------------------

The Foo remote interface. Note that only a single method, hello(), is
specified.

inheritance/BarHome.java
------------------------

The Bar bean home interface. Specifies a single no-parameter create() method.

inheritance/Bar.java
--------------------

The Bar remote interface. Note that only a single method, hello2(), is
specified.

inheritanceServer/FooBean.java
------------------------------

The Foo bean implementation. Implements the hello() method of
inheritance/Foo.java, returning a String greeting.
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inheritanceServer/BarBean.java
------------------------------

The Bar bean implementation. Implements both the hello() method inherited from
FooBean, as well as the hello2() method specified in inheritance/Bar.java.

Note that this bean extends FooBean, so it does not implement SessionBean or
any of its methods, such as ejbRemove(0, ejbActivate(), and so on, which is
normally a requirement of a session bean. This is because BarBeam inherits the
implementation of these from FooBean.

Compiling and Running the Example
=================================

UNIX
----

Enter the command 'make all' or simply 'make' in the shell to compile,
load, and deploy the objects, and run the client program.  Other
targets are 'run' and 'clean'.

Make sure that a shell environment variable ORACLE_HOME is set to
point to the home location of the Oracle installation. This is
operating system dependent, so see the Installation documentation that
came with your system for the location. Also, review the README file
for the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server
(the Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.

Windows NT
----------

On Windows NT, run the batch file makeit.bat from a DOS command prompt
to compile, load, and deploy the objects. Run the batch file runit.bat
to run the client program, and see the results.

Make sure that the environment variables %ORACLE_HOME%, %CLASSPATH%,
and %SERVICE% are set appropriately for the DOS command window. You
can set these as either user or system environment variables from the
Control Panel. Double click on System in the Control Panel then on
the Environment tab to set these variables. Start a new DOS window
after setting environment variable values.
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See the Installation documentation that came with your Oracle8i system
for the values of these variables. Also, review the README file for
the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server (the
Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.

You can also set an environment variable %JAVA_HOME% to point to the
root of your Java JDK. For example, SET JAVA_HOME=C:¥JDK1.1.6.

クライアントクライアントクライアントクライアント
import inheritanceServer.*;
import inheritance.*;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;

public class Client
{
  public static void main(String[] args) throws Exception {
    if (args.length != 5) {
      System.out.println("usage: Client serviceURL fooBeanName "
  + "barBeanName username password");
      System.exit(1);
    }

    String serviceURL = args [0];
    String fooBeanName = args [1];
    String barBeanName = args[2];
    String username = args[3];
    String password = args[4];

    Hashtable env = new Hashtable();
    env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, username);
    env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    Context ic = new InitialContext(env);

    // Get a foo object from a foo published bean
    FooHome home = (FooHome) ic.lookup(serviceURL + fooBeanName);
    Foo foo = home.create();
    System.out.println(foo.hello());
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    // Get a bar object from a bar published bean
    BarHome barHome = (BarHome) ic.lookup(serviceURL + barBeanName);
    Bar bar = barHome.create();
    System.out.println(bar.hello());
    System.out.println(bar.hello2());

    // Get a foo object from a bar published bean
    BarHome fooBarHome = (BarHome)ic.lookup(serviceURL + barBeanName);
    Foo fooBar = (Foo) fooBarHome.create();
    System.out.println(fooBar.hello());
  }
}

ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース

BarHome.java
package inheritance;

import javax.ejb.EJBHome;
import javax.ejb.CreateException;
import java.rmi.RemoteException;

public interface FooHome extends EJBHome
{
  public Foo create () throws RemoteException, CreateException;
}

FooHome.java
package inheritance;

import javax.ejb.EJBHome;
import javax.ejb.CreateException;
import java.rmi.RemoteException;

public interface FooHome extends EJBHome
{
  public Foo create () throws RemoteException, CreateException;
}
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リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース

Bar.java
package inheritance;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Foo extends EJBObject  
{
  public String hello () throws RemoteException;
}

Foo.java
package inheritance;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Foo extends EJBObject  
{
  public String hello () throws RemoteException;
}

Bean実装実装実装実装

BarBean.java
package inheritanceServer;

import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.*;
import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.*;

public class FooBean implements SessionBean
{
  // Methods of the interface
  public String hello () throws RemoteException {
    return "Hello World";
  }

  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {
  }
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  public void ejbRemove() {
  }

  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {
  }

  public void ejbActivate () {
  }

  public void ejbPassivate () {
  }
}

FooBean.java
package inheritanceServer;

import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.*;
import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.*;

public class FooBean implements SessionBean
{
  // Methods of the interface
  public String hello () throws RemoteException {
    return "Hello World";
  }

  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {
  }

  public void ejbRemove() {
  }

  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {
  }

  public void ejbActivate () {
  }

  public void ejbPassivate () {
  }
}
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エンティティエンティティエンティティエンティティ Beanの例の例の例の例
次の 2つの例は、Bean管理またはコンテナ管理のオプションを使用して、エンティティ
Beanを実装する方法を示しています。

� Bean管理のエンティティ Beanの例

� コンテナ管理のエンティティ Beanの例

Bean管理のエンティティ管理のエンティティ管理のエンティティ管理のエンティティ Beanの例の例の例の例

クライアントクライアントクライアントクライアント
import purchase.PurchaseOrder;
import purchase.PurchaseOrderHome;
import purchase.LineItem;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;
import java.sql.*;
import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import javax.transaction.UserTransaction;
import java.util.*;

import oracle.jdbc.driver.*;
import oracle.aurora.jndi.jdbc_access.jdbc_accessURLContextFactory;

public class Client {
  public static void main (String [] args) throws Exception {
    System.out.println("Running client");
    if (args.length != 6) {
      System.out.println("usage: Client serviceURL jdbcURL objectName utName user 
password");
      System.exit(1);
    }
    String serviceURL = args [0];
    String jdbcURL = args [1];
    String objectName = args [2];
    String utName = args [3];
    String user = args [4];
    String password = args [5];

    Hashtable env = new Hashtable();
    env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put (jdbc_accessURLContextFactory.CONNECTION_URL_PROP, jdbcURL);
    env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
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    env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    DriverManager.registerDriver (new oracle.jdbc.driver.OracleDriver ());
    env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    Context ic = new InitialContext (env);

    PurchaseOrderHome home =
      (PurchaseOrderHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);

    // Begin a transaction to create a new PO
    UserTransaction ut;
    ut = (UserTransaction)ic.lookup ("local://UserTransaction:iiop");
    // ut = (UserTransaction)ic.lookup ("jdbc_access:/" + utName);
    ut.begin();

    // Create a new PO and add items to it
    PurchaseOrder po = home.create();
    po.addItem (111111, 2);
    po.addItem (333333, 4);

    // Price the PO
    System.out.println ("PO price $" + po.price ());

    // Get the po number for future reference
    String ponumber = (String)po.getPrimaryKey ();

    // Commit the transaction
    ut.commit();

    // This is now the future:

    // Start another transaction
    ut.begin ();

    // Retrieve the PO from its primary key
    PurchaseOrder po2 = home.findByPrimaryKey(ponumber);

    // Add another item
    po.addItem (222222, 1);

    // Check the PO contents
    System.out.println ("Contents of the PO:");
    Vector items = po.getContents ();
    Enumeration e = items.elements ();
    while (e.hasMoreElements ()) {
      LineItem item = (LineItem)e.nextElement ();
      System.out.println (item.quantity + " " + item.description + " at $"
  + (int)item.price + " each");
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    }

    // Compute the price again
    System.out.println ("PO price $" + po.price ());

    // Rollback the change
    ut.rollback ();
  }

}

ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
import javax.ejb.*;
import java.rmi.RemoteException;
import java.sql.SQLException;

public interface PurchaseOrderHome extends EJBHome {
  // Create a new PO
  public PurchaseOrder create() throws CreateException, RemoteException;

  // Find an existing one
  public PurchaseOrder findByPrimaryKey (String POnumber)
    throws FinderException, RemoteException;
}

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
package purchase;

/* 
   PurchaseOrder is an entity bean.

   It is a remote interface to a purchasing application.  

   The remote interface lets you manage PO contents (getContents,
   addItem) and execute complex logic on the server side (price).

*/

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;
import java.sql.SQLException;
import java.util.Vector;

public interface PurchaseOrder extends EJBObject  {
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  // Price the PO
  public float price() throws RemoteException;

  // Manage contents

  // getContents returns a Vector of LineItem objects
  public Vector getContents() throws RemoteException;

  public void addItem (int sku, int count) throws RemoteException;
}

Bean実装実装実装実装

PurchaseOrderBean.sqlj
package purchaseServer;

/* 
   This is the PurchaseOrder Bean.

   The bean manages its own persistence.  The PO line items are stored
   in the LINEITEMS table.  This table references the SKUS table that
   contain individual pricing information.  

*/

import purchase.*;
import java.sql.*;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.*;
import java.util.*;

#sql iterator ItemsIter (int skunumber, int count, String description,
 float price);

public class PurchaseOrderBean implements EntityBean {
  EntityContext ctx;

  Vector items;// The items in the PO (instances of LineItem)

  public void PurchaseOrderBean() {}
 
  // Bean Managed Persistence methods

  // The create methods takes care of generating a new PO and returns 
  // its primary key
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  public String ejbCreate () throws CreateException, RemoteException
  {
    String ponumber = null;
    try {
      #sql { select ponumber.nextval into :ponumber from dual };
      #sql { insert into pos (ponumber, status) values (:ponumber, 'OPEN') };
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "create", e);
    }
    return ponumber;
  }

  // Nothing to do here
  public void ejbPostCreate () { 
    items = new Vector ();
  }

  // The remove method deletes all line items belonging to the PO
  public void ejbRemove() throws RemoteException {
    // Get the PO number and delete
    String ponumber = (String)ctx.getPrimaryKey();
    try {
      #sql { delete from lineitems where ponumber = :ponumber };
      #sql { delete from pos where ponumber = :ponumber };
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "remove", e);
    }
  }

  // The load method populates the items array with all the existing 
  // line items
  public void ejbLoad() throws RemoteException {
    // Get the PO number 
    String ponumber = (String)ctx.getPrimaryKey();

    // Load all line items.  
    try {
      items = new Vector ();
      ItemsIter iter = null;
      try {
        #sql iter = { 
  select lineitems.skunumber, lineitems.count,
         skus.description, skus.price 
            from lineitems, skus 
            where ponumber = :ponumber and lineitems.skunumber = skus.skunumber
};
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        while (iter.next ()) {
  LineItem item =
    new LineItem (iter.skunumber(), iter.count(), iter.description(),
  iter.price());
  items.addElement (item);
}
      } finally {
if (iter != null) iter.close ();
      }
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "load", e);
    }
  }
  
  // The store method replaces all entries in the lineitems table with the
  // new entries from the bean
  public void ejbStore() throws RemoteException {
    // Get the PO number
    String ponumber = (String)ctx.getPrimaryKey();

    try {
      // Delete old entries
      #sql { delete from lineitems where ponumber = :ponumber };

      // Insert new entries
      Enumeration e = items.elements ();
      while (e.hasMoreElements ()) {
LineItem item = (LineItem)e.nextElement ();
        #sql { insert into lineitems (ponumber, skunumber, count)
                 values (:ponumber, :(item.sku), :(item.quantity))
};
      }
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "store", e);
    }
  }
  
  // The findByPrimaryKey method verifies that the POnumber exists
  public String ejbFindByPrimaryKey (String ponumber)
    throws FinderException, RemoteException
  {
    try {
      int count;
      #sql { select count (ponumber) into :count from pos 
       where ponumber = :ponumber };

      // There has to be one
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      if (count != 1)
throw new FinderException ("Inexistent PO: " + ponumber);
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "findByPrimaryKey", e);
    }
    // The ponumber is the primary key
    return ponumber;
  }

  // Business Methods

  // Price the PO
  public float price() throws RemoteException {
    float price = 0;
    Enumeration e = items.elements ();
    while (e.hasMoreElements ()) {
      LineItem item = (LineItem)e.nextElement ();
      price += item.quantity * item.price;
    }

    // 5% discount if buying more than 10 items
    if (items.size () > 10)
      price -= price * 0.05;

    // Shipping is a constant plus function of the number of items
    price += 10 + (items.size () * 2);

    return price;
  }

  // The getContents methods has to load the descriptions
  public Vector getContents() throws RemoteException {
    return items;
  }

  // The add Item method gets the price and description
  public void addItem (int sku, int count) throws RemoteException {
    try {
      String description;
      float price;
      #sql { select price, description into :price, :description 
             from skus where skunumber = :sku }; 
      items.addElement (new LineItem (sku, count, description, price));
    } catch (SQLException e) {
      throw new PurchaseException (this, "addItem", e);
    }
  }
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  // EntityBean Methods
  public void setEntityContext(EntityContext ctx) { this.ctx = ctx; }
  public void unsetEntityContext() {}
  public void ejbActivate() {}
  public void ejbPassivate() {}
}

LineItem.java
package purchase;

/* 

   This class represents one line item
   
*/

public class LineItem implements java.io.Serializable {
  public int sku;
  public int quantity;
  public String description;
  public float price;
  
  public LineItem (int sku, int quantity, String description, float price) {
    this.sku = sku;
    this.quantity = quantity;
    this.description = description;
    this.price = price;
  }
}

ディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタ
<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
//EN" "ejb-jar.dtd">
<ejb-jar>
   <enterprise-beans>
      <entity>
         <description>no description</description>
         <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
         <home>purchase.PurchaseOrderHome</home>
         <remote>purchase.PurchaseOrder</remote>
         <ejb-class>purchaseServer.PurchaseOrderBean</ejb-class>
         <persistence-type>Bean</persistence-type>
         <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
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         <reentrant>False</reentrant>
      </entity>
   </enterprise-beans>
   <assembly-descriptor>
      <security-role>
         <description>no description</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
      </security-role>
      <method-permission>
         <description>no description</description>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
         <method>
            <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
      </method-permission>
      <container-transaction>
         <description>no description</description>
         <method>
            <ejb-name>test/purchase</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
         <trans-attribute>Required</trans-attribute>
      </container-transaction>
   </assembly-descriptor>
</ejb-jar>

コンテナ管理のエンティティコンテナ管理のエンティティコンテナ管理のエンティティコンテナ管理のエンティティ Beanの例の例の例の例

クライアントクライアントクライアントクライアント
import customer.Customer;
import customer.CustomerHome;

import javax.naming.InitialContext;
import javax.naming.NamingException;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.RemoveException;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.FinderException;
import java.util.Enumeration;
import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;
import java.util.Hashtable;
import javax.naming.Context;
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public class CustomerClient
{
  public static void main(String[] argv)
  {
                
    System.out.println("client is running");
    try
      {

if (argv.length != 4) {
  System.out.println("usage: Client serviceURL 

objectName user password");
  System.exit(1);
}
String serviceURL = argv [0];
String objectName = argv [1];
String user = argv [2];
String password = argv [3];

Hashtable env = new Hashtable();
env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
Context ic = new InitialContext (env);
CustomerHome ch = (CustomerHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);

Customer cust = ch.create("Jake Terwilliger", "Pine Drive");
System.out.println("created " + cust.getName());
System.out.println (" address = " + cust.getAddress());
String pk = (String) cust.getPrimaryKey();
System.out.println("Primarykey = " + pk);

//imagine that time passes here, or this program is
//finished, and a later program wants to use the
//primary key
Customer cust1 = ch.create("Al Smith", "Sesame Street");

Customer cust2 = ch.create("Bob Davidson", "Elm Street");

Customer cust3 = ch.create("Carol Fernandez", "Cedar Blvd");

cust = null;
cust = ch.findByPrimaryKey(pk);
System.out.println("Found by primary key lookup");
System.out.println (" name = " + cust.getName());
System.out.println (" address = " + cust.getAddress());
cust.remove();
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System.out.println("removed bean");

cust = ch.findByWhere("where cust_addr = 'Elm Street'");
System.out.println("Found by findByWhere");
System.out.println (" name = " + cust.getName());
System.out.println (" address = " + cust.getAddress());
cust.remove();
System.out.println("removed bean");

Enumeration e = ch.findAllCustomers("");
while(e.hasMoreElements())
  {
    cust = (Customer) e.nextElement();
    System.out.println (" name = " + cust.getName());
    System.out.println (" address = " + cust.getAddress());
  }

      }
    catch (RemoveException e)
      {

System.out.println("RemoveException caught:" + e);
e.printStackTrace();

      }
    catch (NamingException e)
      {

System.out.println("NamingException caught:" + e);
e.printStackTrace();

      }
    catch (FinderException e)
      {

System.out.println("FinderException caught:" + e);
e.printStackTrace();

      }

    catch (CreateException e)
      {

System.out.println("CreateException caught:" + e);
e.printStackTrace();

      }

    catch (RemoteException e)
      {

System.out.println("RemoteException caught:" + e);
e.printStackTrace();

      }
  }
}
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ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
package customer;
import javax.ejb.EJBHome;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.FinderException;

public interface CustomerHome extends EJBHome
{
  public Customer findByPrimaryKey(String pk) throws RemoteException, 

FinderException;
  public Customer findByWhere(String whereString) throws RemoteException, 

FinderException;
  public java.util.Enumeration findAllCustomers(String whereString) throws 

RemoteException, FinderException;
  public Customer create(String custname, String custaddr) throws 

RemoteException, CreateException;
}

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
package customer;
import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Customer extends EJBObject
{
  public String getName() throws RemoteException;
  public String getAddress() throws RemoteException;
  public void setAddress(String addr) throws RemoteException;
}

Bean実装実装実装実装
package customerServer;
import customer.*;
import javax.ejb.*;
import java.sql.*;
import java.util.*;
import java.rmi.RemoteException;
import java.io.Serializable;

public class CustomerBean implements EntityBean
{
  private transient EntityContext ctx;
  public String name;
  public String addr;
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  public String getName() throws RemoteException
  {
    return name;
  }
  public void setName(String name) throws RemoteException
  {
    this.name = name;
  }
  public String getAddress() throws RemoteException
  {
    return addr;
  }
  public void setAddress(String addr) throws RemoteException
  {
    this.addr = addr;
  }
  public void setEntityContext(EntityContext ctx)
  {
    this.ctx = ctx;
    Properties props = ctx.getEnvironment();

  }
  public void unsetEntityContext()
  {
    this.ctx = null;
  }

  public String ejbCreate(String custname, String custaddr) throws CreateException, 
RemoteException
  {
    try {
      setName(custname);
      setAddress(custaddr);
    } catch (java.rmi.RemoteException e) {
      throw new CreateException();
    }
      return null;
  }

public String ejbFindByPrimaryKey(String pk) throws RemoteException, FinderException 
{
  return null;
}

  public void ejbPostCreate(String custname, String custaddr) throws CreateException
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  {
    // get primarykey
    String pk = (String)ctx.getPrimaryKey();
  }

  public void ejbActivate()
  {

  }

  public void ejbPassivate()
  {

  }

  public void ejbRemove()
  {
  }

  public void ejbLoad()
  {
    // You can get to the primary key
    String pk = (String)ctx.getPrimaryKey();
  }

  public void ejbStore()
  {
  }

}

XMLディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタディプロイメント・ディスクリプタ
<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 1.1
//EN" "ejb-jar.dtd">
<ejb-jar>
   <enterprise-beans>
      <entity>
         <ejb-name>customerbean</ejb-name>
         <home>customer.CustomerHome</home>
         <remote>customer.Customer</remote>
         <ejb-class>customerServer.CustomerBean</ejb-class>
         <persistence-type>Container</persistence-type>
         <prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
         <reentrant>False</reentrant>
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         <cmp-field><field-name>name</field-name></cmp-field>
         <cmp-field><field-name>addr</field-name></cmp-field>
         <primkey-field>name</primkey-field>
         <env-entry>
           <env-entry-name>realmName</env-entry-name>
           <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
           <env-entry-value>my.realm</env-entry-value>
         </env-entry>
         <env-entry>
           <env-entry-name>customerBean.databaseURL</env-entry-name>
           <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
           <env-entry-value>jdbc:oracle:kprb:</env-entry-value>
         </env-entry>
         <env-entry>
           <env-entry-name>customerBean.JDBCDriverName</env-entry-name>
           <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
           <env-entry-value>oracle.jdbc.driver.OracleDriver</env-entry-value>
         </env-entry>
      </entity>
   </enterprise-beans>
   <assembly-descriptor>
      <security-role>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
      </security-role>
      <method-permission>
         <role-name>PUBLIC</role-name>
         <method>
            <ejb-name>test/customer</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
      </method-permission>
      <container-transaction>
         <method>
            <ejb-name>test/customer</ejb-name>
            <method-name>*</method-name>
         </method>
         <trans-attribute>RequiresNew</trans-attribute>
      </container-transaction>
   </assembly-descriptor>
</ejb-jar>
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Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ固有のディプロイメント・ディスクリプタ
<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE oracle-descriptor PUBLIC "-//Oracle Corporation.//DTD Oracle 1.1//EN" 
"oracle-ejb-jar.dtd">
<oracle-descriptor>
<mappings>
  <ejb-mapping>
     <ejb-name>customerbean</ejb-name>
     <jndi-name>test/customer2</jndi-name>
  </ejb-mapping>
</mappings>

<persistence-provider>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <persistence-deployer>oracle.aurora.ejb.persistence.ocmp.OcmpEntityDeployer
  </persistence-deployer>
</persistence-provider>

<persistence-descriptor>
  <ejb-name>customerbean</ejb-name>
  <persistence-name>psi-ri</persistence-name>
  <psi-ri>
      <schema>SCOTT</schema>
      <table>customers</table>
      <attr-mapping>
        <field-name>name</field-name>
        <column-name>cust_name</column-name>
      </attr-mapping>
      <attr-mapping>
        <field-name>addr</field-name>
        <column-name>cust_addr</column-name>
      </attr-mapping>
  </psi-ri>
</persistence-descriptor>
</oracle-descriptor>

データベース表の更新データベース表の更新データベース表の更新データベース表の更新
connect scott/tiger

drop table CUSTOMERS;

create table CUSTOMERS (CUST_NAME VARCHAR(64) NOT NULL, CUST_ADDR VARCHAR(64), 
CUST_SERIALIZE LONG RAW );
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セッションの例セッションの例セッションの例セッションの例

README
Overview
========

This EJB example shows how you can create a second EJB in
the same server, but in a different session. The same username and
password are used to create the second object, and it accesses the
same published EJB.

Source Files
============

Client.java
-----------

You invoke the client program from a command prompt, and pass it four
arguments, the

   - service URL (service ID, hostname, port, and SID if port is a listener)
   - name of the published bean to lookup and instantiate
   - username
   - password that authenticates the client to the Oracle8i database server

For example:
% java -classpath LIBs Client sess_iiop://localhost:2481:ORCL |
     /test/myHello scott tiger

where LIBs is the classpath that must include

$ORACLE_HOME/lib/aurora_client.jar
#If using Java 2, use classes12.zip instead of classes111.zip
$ORACLE_HOME/jdbc/lib/classes111.zip
$ORACLE_HOME/lib/vbjorb.jar
$ORACLE_HOME/lib/vbjapp.jar
$JAVA_HOME/lib/classes.zip

The client code performs the following steps:

   - gets the arguments passed on the command line
   - creates a new JNDI Context (InitialContext())
   - looks up the published bean to find and activate its home interface
   - using the home interface, instantiates through its create()
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     method a new bean object, hello
   - sets the hello bean's message to "Hello World!"
   - asks the first hello bean to create another bean, by invoking the
       getOtherHello() method, passing it the authentication, service URL,
       and bean name parameters
   - invokes otherHelloWorld() on the first bean, and printing its 
       return value, which is derived from the second created bean

The printed output is:

Hello World!
Hello from the Other HelloBean Object

hello.ejb
---------

The bean deployment descriptor. 

helloServer/HelloBean.java
--------------------------

The EJB implementation. 

hello/Hello.java
----------------

The bean remote interface.

hello/HelloHome.java
--------------------

The bean's home interface.

Compiling and Running the Example
=================================
Before running this example, the user 'scott' needs to have 
javauserpriv. This can be enabled by doing:
$ svrmgrl
SVRMGRL> connect internal
SVRMGRL> grant javauserpriv to scott;
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SVRMGRL> quit
$

The configuration file INITSID.ORA must also specify that at least two
MTS servers can be activated. That is, the parameters MTS_SERVERS and
MTS_MAX_SERVERS must be set to at least the following: 

mts_servers=2
mts_max_servers=2

UNIX
----

Enter the command 'make all' or simply 'make' in the shell to compile,
load, and deploy the objects, and run the client program.  Other
targets are 'run' and 'clean'.

Make sure that a shell environment variable ORACLE_HOME is set to
point to the home location of the Oracle installation. This is
operating system dependent, so see the Installation documentation that
came with your system for the location. Also, review the README file
for the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server
(the Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.

Windows NT
----------

On Windows NT, run the batch file makeit.bat from a DOS command prompt
to compile, load, and deploy the objects. Run the batch file runit.bat
to run the client program, and see the results.

Make sure that the environment variables %ORACLE_HOME%, %CLASSPATH%,
and %SERVICE% are set appropriately for the DOS command window. You
can set these as either user or system environment variables from the
Control Panel. Double click on System in the Control Panel then on
the Environment tab to set these variables. Start a new DOS window
after setting environment variable values.

See the Installation documentation that came with your Oracle8i system
for the values of these variables. Also, review the README file for
the Oracle database, and the README file for the CORBA/EJB server (the
Oracle8i ORB), for additional up-to-date information.
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You can also set an environment variable %JAVA_HOME% to point to the
root of your Java JDK. For example, SET JAVA_HOME=C:¥JDK1.1.6.

クライアントクライアントクライアントクライアント
import hello.Hello;
import hello.HelloHome;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;

public class Client
{
  public static void main (String[] args) throws Exception {
    if (args.length != 4) {
      System.out.println ("usage: Client serviceURL objectName user password");
      System.exit (1);
    }
    String serviceURL = args [0];
    String objectName = args [1];
    String user = args [2];
    String password = args [3];

    Hashtable env = new Hashtable ();
    env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
    env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
    Context ic = new InitialContext (env);

    // Activate a Hello in the 8i server
    // This creates a first session in the server
    HelloHome hello_home = (HelloHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
    Hello hello = hello_home.create ();
    hello.setMessage ("Hello World!");
    System.out.println (hello.helloWorld ());

    // Ask the first Hello to activate another Hello in the same server
    // This creates Another SESSION used by the first session
    hello.getOtherHello (user, password, serviceURL + objectName);
    System.out.println (hello.otherHelloWorld ());
  }
}
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ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBHome;
import javax.ejb.CreateException;
import java.rmi.RemoteException;

public interface HelloHome extends EJBHome
{
  public Hello create () throws RemoteException, CreateException;
}

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.ejb.CreateException;

public interface Hello extends EJBObject  
{
  public String helloWorld () throws RemoteException;

  public void setMessage (String message) throws RemoteException;

  public void getOtherHello (String user, String password, String otherBeanURL)
       throws RemoteException, CreateException;

  public String otherHelloWorld () throws RemoteException;
}

Bean実装実装実装実装
package helloServer;

import hello.*;

import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.SessionContext;

import javax.ejb.CreateException;
import java.rmi.RemoteException;
import javax.naming.NamingException;
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import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;
import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

public class HelloBean implements SessionBean
{
  String message;
  Hello otherHello;

  // Methods of the Hello interface
  public String helloWorld () throws RemoteException {
    return message;
  }

  public void setMessage (String message) throws RemoteException {
    this.message = message;
  }

  public void getOtherHello (String user, String password, String otherBeanURL)
       throws RemoteException, CreateException
  {
    try {
      // start a new session
      Hashtable env = new Hashtable ();
      env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
      env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
      env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
      env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.NON_SSL_LOGIN);
      Context ic = new InitialContext (env);

      // create the other Bean instance
      HelloHome other_HelloHome = (HelloHome)ic.lookup (otherBeanURL);
      otherHello = other_HelloHome.create ();
      otherHello.setMessage ("Hello from the Other HelloBean Object");
    } catch (NamingException e) {
      e.printStackTrace ();
    }
  }

  public String otherHelloWorld () throws RemoteException {
    if (otherHello != null)
      return otherHello.helloWorld ();
    else
      return "otherBean is not accessed yet";
  }
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  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {}
  public void ejbRemove () {}
  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {}
  public void ejbActivate () {}
  public void ejbPassivate () {}
}

SSLの例の例の例の例

クライアント側の認証の例クライアント側の認証の例クライアント側の認証の例クライアント側の認証の例

README
Overview
========

This is the exact same example as under examples/ejb/basic/helloworld,
except that this example is using SSL client auth. So, except for the 
SSL details, please refer to the readme file under 
examples/ejb/basic/helloworld for other details.

The purpose of the example is to show how to use ssl client side 
authentication instead of username/password combination. 

Setup required
--------------

You need to open the encrypted wallet(ewallet.der) provided in this directory 
using the wallet manager tool provided by Oracle, and save it as clear
text wallet (cwallet.sso). The password is welcome12. 
Copy the generated cwallet.sso into TNS_ADMIN directory.

The encrypted wallet(ewallet.der) is only valid for Solaris platforms. For 
other platforms, you should generate the wallet using Oracle's owm tool.

This test also requires B64 encoded wallet(cert.txt) which is already present 
in this directory.  You can also generate your own using Oracle's owmgui tool
and using export option in the tool.

The parameter SSL_CLIENT_AUTHENTICATION in $TNSADMIN/sqlnet.ora should be set 
to TRUE.
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Restart the database.

The setup also requires creation of a global user, say guest. The script to create 
global user is in this directory(create.sh).  This script prompts for username
and password of a privileged user as input to this script.

クライアントクライアントクライアントクライアント
import hello.Hello;
import hello.HelloHome;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import java.util.Hashtable;

public class Client
{
  public static void main (String[] args) throws Exception {
    if (args.length != 4) {
      System.out.println ("usage: Client serviceURL objectName credentials_file 
password");
      System.exit (1);
    }
    String serviceURL = args [0];
    String objectName = args [1];
    String credsFile = args [2];
    String password = args [3];

    Hashtable env = new Hashtable ();
    env.put(Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.SSL_CLIENT_AUTH);
    env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    // Simply specify  a file that contains all the credential info. This is 
    // the file generated by the wallet manager tool.
    env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, credsFile);

    Context ic = new InitialContext (env);

    HelloHome hello_home = (HelloHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
    Hello hello = hello_home.create ();
    System.out.println (hello.helloWorld ());
  }
}
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ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBHome;
import javax.ejb.CreateException;
import java.rmi.RemoteException;

public interface HelloHome extends EJBHome
{
  public Hello create () throws RemoteException, CreateException;
}

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Hello extends EJBObject  
{
  public String helloWorld () throws RemoteException;
}

Bean実装実装実装実装
package helloServer;

import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionContext;
import java.rmi.RemoteException;

public class HelloBean implements SessionBean
{
  // Methods of the Hello interface
  public String helloWorld () throws RemoteException {
    String v = System.getProperty("oracle.server.version");
    return "Hello client, your javavm version is " + v + ".";
  }

  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {}
  public void ejbRemove() {}
  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {}
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  public void ejbActivate () {}
  public void ejbPassivate () {}
}

サーバー側の認証の例サーバー側の認証の例サーバー側の認証の例サーバー側の認証の例

README
Overview
========

This is the exact same example as under examples/ejb/basic/helloworld,
except that this example is using SSL server side auth. So, except for the 
SSL details, please refer to the readme file under 
examples/ejb/basic/helloworld for other details.

The purpose of the example is to show how to use ssl server side 
authentication. Since the client doesn't have certificate in this
case, it still passes username/password. 

Setup required
--------------

You need to open the encrypted wallet(ewallet.der) provided in this directory 
using the wallet manager tool provided by Oracle, and save it as clear
text wallet (cwallet.sso). The password is welcome12. 
Copy the generated cwallet.sso into TNS_ADMIN directory.

The encrypted wallet(ewallet.der) is only valid for Solaris platforms. For 
other platforms, you should generate the wallet using Oracle's owm tool.

The parameter SSL_CLIENT_AUTHENTICATION in $TNSADMIN/sqlnet.ora should be set 
to FALSE.

Restart the database.

クライアントクライアントクライアントクライアント
import hello.Hello;
import hello.HelloHome;

import oracle.aurora.jndi.sess_iiop.ServiceCtx;

import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
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import java.util.Hashtable;

public class Client
{
  public static void main (String[] args) throws Exception {
    if (args.length != 4) {
      System.out.println ("usage: Client serviceURL objectName user password");
      System.exit (1);
    }
    String serviceURL = args [0];
    String objectName = args [1];
    String user = args [2];
    String password = args [3];

    Hashtable env = new Hashtable ();
    env.put (Context.URL_PKG_PREFIXES, "oracle.aurora.jndi");
    env.put (Context.SECURITY_PRINCIPAL, user);
    env.put (Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
    env.put (Context.SECURITY_AUTHENTICATION, ServiceCtx.SSL_CREDENTIAL);
    Context ic = new InitialContext (env);

    HelloHome hello_home = (HelloHome)ic.lookup (serviceURL + objectName);
    Hello hello = hello_home.create ();
    System.out.println (hello.helloWorld ());
  }
}

ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBHome;
import javax.ejb.CreateException;
import java.rmi.RemoteException;

public interface HelloHome extends EJBHome
{
  public Hello create () throws RemoteException, CreateException;
}
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リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
package hello;

import javax.ejb.EJBObject;
import java.rmi.RemoteException;

public interface Hello extends EJBObject  
{
  public String helloWorld () throws RemoteException;
}

Bean実装実装実装実装
package helloServer;

import javax.ejb.SessionBean;
import javax.ejb.CreateException;
import javax.ejb.SessionContext;
import java.rmi.RemoteException;

public class HelloBean implements SessionBean
{
  // Methods of the Hello interface
  public String helloWorld () throws RemoteException {
    String v = System.getProperty("oracle.server.version");
    return "Hello client, your javavm version is " + v + ".";
  }

  // Methods of the SessionBean
  public void ejbCreate () throws RemoteException, CreateException {}
  public void ejbRemove() {}
  public void setSessionContext (SessionContext ctx) {}
  public void ejbActivate () {}
  public void ejbPassivate () {}
}
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 C

略称と頭字語略称と頭字語略称と頭字語略称と頭字語

この付録には、ネットワーク、分散オブジェクト開発および Javaの分野で使用されるごく
一般的な頭字語の一部が記載してあります。頭字語が指している製品または概念が、特定の
グループ、企業または製品に関連している場合は、頭字語の元の綴りの後にそのグループ
名、企業名または製品名を大カッコで囲んで示してあります。たとえば、次のようになりま
す。CORBA ...[OMG]。

この頭字語のリストはあくまでも参考です。完全にリストしていること、またはリストが正
確であるということは保証されません。

3GL 第三世代言語（third generation language）

4GL 第四世代言語（fourth generation language）

ACID アトミック性、一貫性、孤立性、持続性（atomicity, consistency, 
isolation, durability）

ACL アクセス制御リスト（Access Control List）

ADT 抽象データ型（abstract datatype）

AFC Application Foundation Classes [Microsoft]

ANSI 米国規格協会（American National Standards Institute）

API アプリケーション・プログラミング・インタフェース（Application 
Programming Interface）

AQ アドバンスト・キューイング（Advanced Queuing）[Oracle8]

ASCII 米国規格協会情報交換用標準コード（American Standard Code for 
Information Interchange）

ASP Active Server Pages [Microsoft]
アプリケーション・サービス・プロバイダ（application service 
provider）

AWT 抽象ウィンドウ操作ツールキット（Abstract Windowing Toolkit） 
[Java]
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BDK Bean Developer Kit [Java]

BLOB バイナリ・ラージ・オブジェクト（binary large object）

BOA 基本オブジェクト・アダプタ（Basic Object Adapter）[CORBA]

BSD Berkeley Software Distribution [UNIX]

C/S クライアント /サーバー（client/server）

CGI コモン・ゲートウェイ・インタフェース（Common Gateway 
Interface）

CICS 顧客情報管理システム（Customer Information Control System）
[IBM]

CLI コール・レベル・インタフェース（Call Level Interface）[SAG]

CLOB キャラクタ・ラージ・オブジェクト（character large object）

COM コンポーネント・オブジェクト・モデル（Component Object 
Model）[Microsoft]

COM+ 拡張コンポーネント・オブジェクト・モデル（Component Object 
Model, extended）[Microsoft]

CORBA 共通オブジェクト・リクエスト・ブローカ・アーキテクチャ
（Common Object Request Broker Architecture）[OMG]

DB データベース（database）

DBA データベース管理者、データベース管理（database administrator, 
database administration）

DBMS データベース管理システム（database management system）

DCE 分散コンピューティング環境（Distributed Computing 
Environment）[OSF]

DCOM 分散コンポーネント・オブジェクト・モデル（Distributed 
Component Object Model）[Microsoft]

DDCF Distributed Document Component Facility

DDE ダイナミック・データ・エクスチェンジ（Dynamic Data Exchange）
[Microsoft]

DDL データ定義言語（Data Definition Language）[SQL]

DLL ダイナミック・リンク・ライブラリ（Dynamic Link Library）
[Microsoft]

DLM 分散ロック・マネージャ（Distributed Lock Manager）[Oracle8]

DML データ操作言語（Data Manipulation Language）[SQL]

DOS ディスク・オペレーティング・システム（Disk Operating System）
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DSOM 分散システム・オブジェクト・モデル（Distributed System Object 
Model）[IBM]

DSS 意思決定支援システム（Decision Support System）

DTP 分散トランザクション処理（Distributed Transaction Processing）

EBCDIC 拡張 2進化 10進コード（Extended Binary-Coded Decimal 
Interchange Code）[IBM]

EJB Enterprise JavaBean

ERP Enterprise Resource Planning

ESIOP 環境固有 ORB間プロトコル（Environment-Specific Inter-ORB 
Protocol）

FTP ファイル転送プロトコル（File Transfer Protocol）

GB ギガバイト（gigabyte）

GIF 画像交換フォーマット（Graphics Interchange Format）

GIOP 汎用 ORB間プロトコル（General Inter-Orb Protocol）

GUI グラフィカル・ユーザー・インタフェース（Graphical User 
Interface）

GUID Globally-Unique Identifier

HTML ハイパーテキスト・マークアップ言語（Hypertext Markup 
Language）

HTTP ハイパーテキスト転送プロトコル（Hypertext Transfer Protocol）

IDE 統合開発環境（Integrated Development Environment）
対話型開発環境（Interactive Development Environment）

IDL インタフェース定義言語（Interface Definition Language）

IEEE 米国電気電子学会（Institute of Electrical and Electronics Engineers）

IIOP インターネット ORB間プロトコル（Internet Inter-ORB Protocol）

IIS Internet Information Server [Microsoft]

IP インターネット・プロトコル（internet protocol）

IPC プロセス間通信（interprocess communication）

IS 情報サービス（information services）

ISAM 索引順次アクセス方式（Indexed Sequential Access Method）

ISAPI Internet Server API [Microsoft]

ISO 国際標準化機構（International Standards Organization）
                                                                   略称と頭字語 C-3



ISP インターネット・サービス・プロバイダ（Internet Service Provider）

ISQL 対話型 SQL（Interactive SQL）[Interbase]

ISV 独立系ソフトウェア・ベンダー（Independent Software Vendor）

IT 情報技術（Information Technology）

J2EE Java 2 Enterprise Edition [Sun]

JAR Javaアーカイブ（tarの類推、tarを参照）（Java archive）

JCK Java Compatibility Kit [Sun]

JDBC Java database connectivity

JDK Java Developer Kit

JFC Java Foundation Classes

JIT just in time

JLS Java言語仕様（Java Language Specification）

JMF Java Media Framework

JMS Java Messaging Service

JNDI Java Naming and Directory Interface

JNI Javaネイティブ・インタフェース（Java Native Interface）

JOB Java Objects for Business [Sun]

JPEG Joint Photographic Experts Group

JRMP Java Remote Message Protocol

JSP Java Server Pages [Sun]
Javaストアド・プロシージャ（Java Stored Procedure）[Oracle]

JTA Java Transaction API

JTS Java Transaction Service

JWS Java Web Server [Sun]

KB キロバイト（kilobyte）

LAN ローカル・エリア・ネットワーク（Local Area Network）

LDAP Lightweight Directory Access Protocol

LDIF LDPA Data Interchange Format

LOB ラージ・オブジェクト（large object）

MB メガバイト（megabyte）

MIME Multipurpose Internet Mail Extensions
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MIS Management Information Services

MOM Message-Oriented Middleware

MPEG Motion Picture Experts Group

MTS マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server）[Oracle]

MTS Microsoft Transaction Server [Microsoft]

NCLOB 国内キャラクタ・ラージ・オブジェクト（national character large 
object）

NIC ネットワーク情報センター（Network Information Center）
[internet]

NNTP Net News Transfer Protocol

NSAPI Netscape Server Application Programming Interface

NSP ネットワーク・サービス・プロバイダ（Network Service Provider）

NT New Technology [Microsoft]

OCI Oracleコール・インタフェース（Oracle Call Interface）

OCX OLE Common Control [Microsoft]

ODBC Open Database Connectivity [Microsoft]

ODBMS オブジェクト・データベース管理システム（Object Database 
Management System）

ODL Object Definition Language [Microsoft]

ODMG オブジェクト・データベース・マネジメント・グループ（Object 
Database Management Group）

OEM 相手先商標製造会社（Original Equipment Manufacturer）

OID オブジェクト識別子（Object Identifier）

OLE オブジェクトのリンクと埋込み（Object Linking and Embedding）

OLTP  オンライン・トランザクション処理（On Line Transaction 
Processing）

OMA オブジェクト管理アーキテクチャ（Object Management 
Architecture）[OMG]

OMG オブジェクト・マネージメント・グループ（Object Management 
Group）

OO オブジェクト指向（object-oriented, object orientation）

OODBMS オブジェクト指向データベース管理システム（Object-oriented 
Database Management System）
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OQL オブジェクト照会言語（Object Query Language）

ORB オブジェクト・リクエスト・ブローカ（Object Request Broker）

ORDBMS オブジェクト・リレーショナル・データベース管理システム
（Object Relational Database Management System）

OS オペレーティング・システム（Operating System）

OSF オープン・ソフトウェア財団（Open Software Foundation）

OSI Open Systems Interconnect

OSQL オブジェクト SQL（Object SQL）

OTM Object Transaction Monitor

OTS Object Transaction Service

OWS Oracle Web Server

PB ペタバイト（petabyte）

PDF Portable Document Format [Adobe]

PGP Pretty Good Privacy

PL/SQL Procedural Language/SQL [Oracle]

POA ポータブル・オブジェクト・アダプタ（Portable Object Adapter）
[CORBA]

RAM ランダム・アクセス・メモリー（Random Access Memory）

RAS Remote Access Service [Microsoft]

RCS リビジョン管理システム（Revision Control System）

RDBMS リレーショナル・データベース管理システム（Relational Database 
Management System）

RFC Request For Comments

RFP Request For Proposal

RMI Remote Method Invocation [Sun]

ROM 読出し専用メモリー（Read Only Memory）

RPC リモート・プロシージャ・コール（Remote Procedure Call）

RTF リッチ・テキスト・ファイル（Rich Text File）

SAF Server Application Function [Netscape]

SAG SQLアクセス・グループ（SQL Access Group）

SCSI Small Computer System Interface

SDK ソフトウェア開発者キット（Software Developer Kit）
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SET Secure Electronic Transaction

SGML 標準汎用マークアップ言語（Standard Generalized Markup 
Language）

SID システム識別子（System Identifier）[Oracle]

SLAPD Standalone LDAP Daemon

SMP 対称型マルチプロセッシング（Symmetric Multiprocessing）

SMTP 簡易メール転送プロトコル（Simple Mail Transfer Protocol）

SPI Service Provider Interface

SQL 構造化照会言語（Structured Query Language）

SQLJ SQL for Java

SRAM スタティック（または同期）ランダム・アクセス・メモリー（Static 
（or Synchronous） Random Access Memory）

SSL セキュア・ソケット・レイヤー（Secure Socket Layer）

TB テラバイト（terabyte）

TCPS TCP for SSL

TCP/IP 伝送制御プロトコル /インターネット・プロトコル（Transmission 
Control Protocol/Internet Protocol）

TP トランザクション処理（Transaction Processing）

TPC Transaction Processing Council

TPCW TPC Webベンチマーク（TPC Web benchmark）

TPF トランザクション処理ファシリティ（Transaction Processing 
Facility）

TPM トランザクション処理モニター（Transaction Processing Monitor）

UCS 汎用文字セット（Universal Character Set）[ISO 10646]

UDP ユーザー・データグラム・プロトコル（User Datagram Protocol）

UI ユーザー・インタフェース（user interface）

UML Unified Modeling Language [Rational]

URI Uniform Resource Identifier

URL Universal Resource Locator

URN Universal Resource Name

VAR 付加価値再販業者（Value-Added Reseller）

VB Visual Basic [Microsoft]
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VRML Virtual Reality Modeling Language

WAI Web Application Interface [Netscape]

WAN 広域ネットワーク（Wide Area Network）

WIPS Web Interactions Per Second [TPCW]

WWW ワールド・ワイド・ウェブ（World Wide Web）

XA eXtended Architecture [X/Open]

XML eXtended Markup Language

jdb Javaデバッガ（Java debugger）[Sun]

tar テープ・アーカイブ、テープ・アーカイバ（tape archive, tape 
archiver）[UNIX]

tps トランザクション /秒（transactions per second）
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ACIDプロパティ，7-2
ADDRESSパラメータ，3-11，3-17
afterBeginメソッド，7-39
afterCompletionメソッド，7-40
APPLET_CLASSプロパティ，5-28
aurora_client.jarファイル，6-10
AuroraCertificateManagerクラス，6-24，6-25

setCertificateChainメソッド，6-24
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	手動インストールおよび構成�鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀��鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ᡴ鼀�ἀ�䴹耂ἀ�辉諺覻荴荀荃莋苰闒轗芵苄赜邬芷苩迪趇�洁㱴鼀䠀ᲇ币币鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�ᱷ鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁恴鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�ﱴ鼀和攀ﱴ鼀㑠䘀胩圁㠀�鼀��䒞夁��ἀ�耂����遵鼀����瑵鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��瑵鼀����䒞夁౵鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��ﱵ鼀䰀ἀ�
	ツールを使用して構成する場合�����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�뱸鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鼀�ἀ�䴹耂ἀ�佲慣汥㡩荊荘荞莀腅荃莓荘荧腛莋�쁹鼀ႛ洁ᱹ鼀䠀ᲇ币币쁹鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�ﱻ鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁䁹鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀��鼀和攀�鼀㑠䘀胩圁㠀�쁹鼀��䒞夁��ἀ�耂����灺鼀����呺鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��呺鼀����䒞夁鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀���鼀䰀ἀ�
	初期化ファイルを編集して構成する場合�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䱶鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币衶鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荣腛莋苰蹧靰芵苄赜邬芷苩迪趇�币偷鼀ႛ洁걶鼀䠀ᲇ币币偷鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�豹鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁큶鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�汷鼀和攀汷鼀㑠䘀胩圁㠀�偷鼀��䒞夁��ἀ�耂����x鼀����鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鼀����䒞夁籷鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��汸鼀䰀ἀ�

	高度な構成に関するオプション�����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�걧鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鼀�ἀ�䴹耂ἀ�䕊䊂ꢂ텃佒䉁靰苌卓䲂첍岐가币끨鼀ႛ洁౨鼀䠀ᲇ币币끨鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁と鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�챨鼀和攀챨鼀㑠䘀胩圁㠀�끨鼀��䒞夁��ἀ�耂����恩鼀����䑩鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䑩鼀����䒞夁�鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��챩鼀䰀ἀ�
	データベースのリスナーとディスパッチャ�夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�汱鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ꡱ鼀�ἀ�䴹耂ἀ�軨鎮荃莓荘荧腛莋芨苦苑赜邬�币灲鼀ႛ洁챱鼀䠀ᲇ币币灲鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�건鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�豲鼀和攀豲鼀㑠䘀胩圁㠀�灲鼀��䒞夁��ἀ�耂����⁳鼀����ѳ鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ѳ鼀����䒞夁鱲鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��豳鼀䰀ἀ�
	動的なリスナー・エンドポイント登録��䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﱮ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㡯鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荦腛荞荸腛荘苌莊荘荩腛苆荦荂荘荰荢荠莃�屯鼀䠀ᲇ币币p鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�㱲鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁聯鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�ᱰ鼀和攀ᱰ鼀㑠䘀胩圁㠀�p鼀��䒞夁��ἀ�耂����끰鼀����鑰鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鑰鼀����䒞夁Ɒ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��ᱱ鼀䰀ἀ�
	ディスパッチャへの直接接続�鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�豬鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币졬鼀�ἀ�䴹耂ἀ�鎮鍉苈莊荘荩腛腅荇莓荨荼荃莓荧鍯類�ႛ洁鼀䠀ᲇ币币遭鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�챯鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁ၭ鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�걭鼀和攀걭鼀㑠䘀胩圁㠀�遭鼀��䒞夁��ἀ�耂����䁮鼀����⑮鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��⑮鼀����䒞夁뱭鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��걮鼀䰀ἀ�
	EJBおよびCORBA用のSSLの構成�夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ᱪ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币塪鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荦荂荘荰荢荠莃苖苌銼郚郚醱�币⁫鼀ႛ洁籪鼀䠀ᲇ币币⁫鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�屭鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁ꁪ鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�㱫鼀和攀㱫鼀㑠䘀胩圁㠀�⁫鼀��䒞夁��ἀ�耂����큫鼀����둫鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��둫鼀����䒞夁䱫鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��㱬鼀䰀ἀ�


	4 エンティティBean�퀬鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�밪鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鼀�ἀ�䴹耂ἀ�䕊䊂첎冏욂왊䑂䎂채慴慓潵牣敳苖苌荁荎荚荘+鼀䠀ᲇ币币쀫鼀�ᲇ币����᐀�켹耂䂺椁켹�ﰭ鼀暂倀䂺椁켹�Ā耂켹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�켹耂켹耂؀���툹耂ႛ洁䀫鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�툹耂ႛ洁ἀ�؀��鼀和攀�鼀㑠䘀胩圁㠀�쀫鼀��䒞夁��ἀ�툹耂����瀬鼀����听鼀㪣䬀ἀ�툹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��听鼀����䒞夁鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�툹���䂺椁��和攀���鼀䰀ἀ�
	エンティティBeanの定義�鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�籛鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币롛鼀�ἀ�䴹耂ἀ�裋醶草荵荗荆荎荧苰钺芤閡蹇苈莍荗荢荎苌軀赳�䠀ᲇ币币聜鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�뱞鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁\鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�鱜鼀和攀鱜鼀㑠䘀胩圁㠀�聜鼀��䒞夁��ἀ�耂����そ鼀����ᑝ鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᑝ鼀����䒞夁걜鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��鱝鼀䰀ἀ�
	永続データの管理�ἀ�촹耂鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�챢鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࡣ鼀�ἀ�䴹耂ἀ�㌠䥉佐荁荶莊荐腛荖莇莓苌赜邬�币큣鼀ႛ洁Ᵽ鼀䠀ᲇ币币큣鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�౦鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁偣鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�鼀和攀鼀㑠䘀胩圁㠀�큣鼀��䒞夁��ἀ�耂����聤鼀����摤鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��摤鼀����䒞夁ﱣ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��鼀䰀ἀ�
	主キーによる一意な識別�耂灢鼀����䒞夁��Ԁ�ᲇ币ᲇ币ၠ鼀ꁼ䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��ᲇ币벘币顠鼀�ἀ�촹耂�尀襩醱荦腛荞苌談鞝é圁豠鼀币��尀�ᤁ�氀�뱠鼀៺䠀ᲇ币Ԁ��ᲇ币����᐀�耂䂺椁�鱣鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���촹耂ႛ洁鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�촹耂ႛ洁ἀ�؀�籡鼀和攀籡鼀㑠䘀胩圁㠀�恡鼀��䒞夁��ἀ�촹耂����ၢ鼀����鼀㪣䬀ἀ�촹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鼀����䒞夁象鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�촹���䂺椁��和攀��籢鼀䰀ἀ�
	依存オブジェクトを伴う複雑なロジックの実行��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⡞鼀�ἀ�䴹耂ἀ�軥荌腛苉苦苩裪裓苈躯闊�裹䠀币鼀ႛ洁䱞鼀䠀ᲇ币币鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�ⱡ鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀���耂ႛ洁灞鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�౟鼀和攀౟鼀㑠䘀胩圁㠀�鼀��䒞夁��ἀ�耂����ꁟ鼀����葟鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��葟鼀����䒞夁ᱟ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��ౠ鼀䰀ἀ�

	セッションBeanとエンティティBeanの違い��䴹耂벚币ഀ�؀�ౙ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䡙鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荇莓荥荂荥荂䉥慮苌鋨譠�裹䠀币ၚ鼀ႛ洁汙鼀䠀ᲇ币币ၚ鼀�ᲇ币����᐀��耂䂺椁��䱜鼀暂倀䂺椁��Ā耂�耂؀�ἀ�욃倀ἀ��耂�耂؀���耂ႛ洁遙鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�ⱚ鼀和攀ⱚ鼀㑠䘀胩圁㠀�ၚ鼀��䒞夁��ἀ�耂����쁚鼀����ꑚ鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꑚ鼀����䒞夁㱚鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��ⱛ鼀䰀ἀ�
	コールバック・メソッドの実装�����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀��鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ᡍ鼀�ἀ�䴹耂ἀ�敪打瑯牥芨苦苑敪扌潡撂첎林瀀币鼀ႛ洁㱍鼀䠀ᲇ币币鼀�ᲇ币����᐀��耂䂺椁��᱐鼀暂倀䂺椁��Ā耂�耂؀�ἀ�욃倀ἀ��耂�耂؀���耂ႛ洁恍鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�ﱍ鼀和攀ﱍ鼀㑠䘀胩圁㠀�鼀��䒞夁��ἀ�耂����過鼀����瑎鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��瑎鼀����䒞夁౎鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��ﱎ鼀䰀ἀ�
	ejbCreateおよびejbPostCreateの使用�ഀ�؀�鱖鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓䉥慮苆荇莓荥荂荥荂䉥慮苌裡芢�ﱖ鼀䠀ᲇ币币ꁗ鼀�ᲇ币����᐀��耂䂺椁���鼀暂倀䂺椁��Ā耂�耂؀�ἀ�욃倀ἀ��耂�耂؀���츹耂ႛ洁⁗鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�츹耂ႛ洁ἀ�؀�뱗鼀和攀뱗鼀㑠䘀胩圁㠀�ꁗ鼀��䒞夁��ἀ�츹耂����偘鼀����㑘鼀㪣䬀ἀ�츹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㑘鼀����䒞夁챗鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�츹���䂺椁��和攀��뱘鼀䰀ἀ�
	setEntityContextの使用�夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ⱔ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币桔鼀�ἀ�䴹耂ἀ�敪扃牥慴斂ꢂ텥橢偯獴䍲敡瑥苌蹧靰�ႛ洁豔鼀䠀ᲇ币币さ鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�汗鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀����耂ႛ洁끔鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��耂ႛ洁ἀ�؀�䱕鼀和攀䱕鼀㑠䘀胩圁㠀�さ鼀��䒞夁��ἀ��耂����鼀����쑕鼀㪣䬀ἀ��耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쑕鼀����䒞夁展鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�����䂺椁��和攀��䱖鼀䰀ἀ�
	ejbRemoveの使用�큓鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�뱑鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鼀�ἀ�䴹耂ἀ�獥瑅湴楴祃潮瑥硴苌蹧靰�裹䠀币쁒鼀ႛ洁᱒鼀䠀ᲇ币币쁒鼀�ᲇ币����᐀�耂䂺椁�ﱔ鼀暂倀䂺椁�Ā耂耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耂耂؀����耂ႛ洁䁒鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��耂ႛ洁ἀ�؀��鼀和攀�鼀㑠䘀胩圁㠀�쁒鼀��䒞夁��ἀ��耂����灓鼀����呓鼀㪣䬀ἀ��耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��呓鼀����䒞夁鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�����䂺椁��和攀���鼀䰀ἀ�
	ejbStoreおよびejbLoadの使用��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䱏鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币衏鼀�ἀ�䴹耂ἀ�敪扒敭潶斂첎林瀀ἀ�耂裹䠀币偐鼀ႛ洁걏鼀䠀ᲇ币币偐鼀�ᲇ币����᐀��耂䂺椁��豒鼀暂倀䂺椁��Ā耂�耂؀�ἀ�욃倀ἀ��耂�耂؀���耂ႛ洁큏鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耂ႛ洁ἀ�؀�汐鼀和攀汐鼀㑠䘀胩圁㠀�偐鼀��䒞夁��ἀ�耂����Q鼀����鼀㪣䬀ἀ�耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鼀����䒞夁籐鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��汑鼀䰀ἀ�

	エンティティBeanの作成�鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�尹鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币頹鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧芩苧鑺鉵跏苝荇莓荥荂荥荂䉥慮苖苌荁荎荚荘�币怺鼀�ᲇ币����᐀�휹耂䂺椁휹�鰼鼀暂倀䂺椁휹�Ā耂휹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�휹耂휹耂؀����ႛ洁鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��ႛ洁ἀ�؀�簺鼀和攀簺鼀㑠䘀胩圁㠀�怺鼀��䒞夁��ἀ������ျ鼀����鼀㪣䬀ἀ��漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鼀����䒞夁谺鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��簻鼀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂职鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�汊鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ꡊ鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荒腛莋药荢荎腅莁荜荢荨苌軀醕�币灋鼀ႛ洁챊鼀䠀ᲇ币币灋鼀�ᲇ币����᐀�혹耂䂺椁혹�걍鼀暂倀䂺椁혹�Ā耂혹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�혹耂혹耂؀����耂ႛ洁鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��耂ႛ洁ἀ�؀�豋鼀和攀豋鼀㑠䘀胩圁㠀�灋鼀��䒞夁��ἀ��耂����⁌鼀����ь鼀㪣䬀ἀ��耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ь鼀����䒞夁鱋鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�����䂺椁��和攀��豌鼀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�၊鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﱇ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㡈鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币I鼀ႛ洁屈鼀䠀ᲇ币币I鼀�ᲇ币����᐀��耂䂺椁��㱋鼀暂倀䂺椁��Ā耂�耂؀�ἀ�욃倀ἀ��耂�耂؀���픹耂ႛ洁聈鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�픹耂ႛ洁ἀ�؀�᱉鼀和攀᱉鼀㑠䘀胩圁㠀�I鼀��䒞夁��ἀ�픹耂����끉鼀����鑉鼀㪣䬀ἀ�픹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鑉鼀����䒞夁ⱉ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�픹���䂺椁��和攀��᱊鼀䰀ἀ�
	主キー��끋鼀愔ꀄἀ��耂ꁇ鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�豅鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币졅鼀�ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币遆鼀ႛ洁鼀䠀ᲇ币币遆鼀�ᲇ币����᐀��䂺椁�챈鼀暂倀䂺椁�Ā耂�؀�ἀ�욃倀ἀ���؀���혹耂ႛ洁၆鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�혹耂ႛ洁ἀ�؀�걆鼀和攀걆鼀㑠䘀胩圁㠀�遆鼀��䒞夁��ἀ�혹耂����䁇鼀����⑇鼀㪣䬀ἀ�혹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��⑇鼀����䒞夁뱆鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�혹���䂺椁��和攀��걇鼀䰀ἀ�
	エンティティBeanクラス�鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�᱃鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币塃鼀�ἀ�䴹耂ἀ�軥荌腛�ἀ�䴹耂ἀ��耂裹䠀币⁄鼀ႛ洁籃鼀䠀ᲇ币币⁄鼀�ᲇ币����᐀��䂺椁�屆鼀暂倀䂺椁�Ā耂�؀�ἀ�욃倀ἀ���؀����耂ႛ洁ꁃ鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��耂ႛ洁ἀ�؀�㱄鼀和攀㱄鼀㑠䘀胩圁㠀�⁄鼀��䒞夁��ἀ��耂����큄鼀����둄鼀㪣䬀ἀ��耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��둄鼀����䒞夁䱄鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�����䂺椁��和攀��㱅鼀䰀ἀ�
	エンティティ・データ用のデータベース表および列の作成�벚币ഀ�؀�걀鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荇莓荥荂荥荂䉥慮荎莉荘�裹䠀币끁鼀ႛ洁ు鼀䠀ᲇ币币끁鼀�ᲇ币����᐀��䂺椁�鼀暂倀䂺椁�Ā耂�؀�ἀ�욃倀ἀ���؀����ႛ洁ぁ鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��ႛ洁ἀ�؀�챁鼀和攀챁鼀㑠䘀胩圁㠀�끁鼀��䒞夁��ἀ������恂鼀����䑂鼀㪣䬀ἀ��漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䑂鼀����䒞夁�鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��챂鼀䰀ἀ�
	エンティティBeanの配置�鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�㰾鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币砾鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荇莓荥荂荥荂腅荦腛荞靰苌荦腛荞荸腛荘镜芨苦苑韱苌跬邬�币䀿鼀�ᲇ币����᐀��䂺椁�籁鼀暂倀䂺椁�Ā耂�؀�ἀ�욃倀ἀ���؀����ႛ洁쀾鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��ႛ洁ἀ�؀�尿鼀和攀尿鼀㑠䘀胩圁㠀�䀿鼀��䒞夁��ἀ������鼀����퐿鼀㪣䬀ἀ��漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��퐿鼀����䒞夁氿鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��局鼀䰀ἀ�
	クライアントから配置済みエンティティBeanへのアクセス�ഀ�؀�찻鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币࠼鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荇莓荥荂荥荂䉥慮苌鑺鉵�裹䠀币퀼鼀ႛ洁ⰼ鼀䠀ᲇ币币퀼鼀�ᲇ币����᐀�휹耂䂺椁휹�ి鼀暂倀䂺椁휹�Ā耂휹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�휹耂휹耂؀����ႛ洁值鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā��ႛ洁ἀ�؀�鼀和攀鼀㑠䘀胩圁㠀�퀼鼀��䒞夁��ἀ������耽鼀����搽鼀㪣䬀ἀ��漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��搽鼀����䒞夁ﰼ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā����䂺椁��和攀��鼀䰀ἀ�

	Bean管理の永続性とコンテナ管理の永続性の違い�䴹耂벚币ഀ�؀�簴鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币렴鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荒莓荥荩談鞝苌襩醱邫9耂裹䠀币耵鼀ႛ洁�鼀䠀ᲇ币币耵鼀�ᲇ币����᐀�퐹耂䂺椁퐹�밷鼀暂倀䂺椁퐹�Ā耂퐹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�퐹耂퐹耂؀���팹耂ႛ洁5鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�팹耂ႛ洁ἀ�؀�鰵鼀和攀鰵鼀㑠䘀胩圁㠀�耵鼀��䒞夁��ἀ�팹耂����〶鼀����ᐶ鼀㪣䬀ἀ�팹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᐶ鼀����䒞夁갵鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�팹���䂺椁��和攀��鰶鼀䰀ἀ�
	コンテナ管理の永続性�팹耂9鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⠷鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荇莓荥荂荥荂䉥慮苌跬邬�裹䠀币鼀ႛ洁䰷鼀䠀ᲇ币币鼀�ᲇ币����᐀�퐹耂䂺椁퐹�ⰺ鼀暂倀䂺椁퐹�Ā耂퐹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�퐹耂퐹耂؀���휹耂ႛ洁瀷鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�휹耂ႛ洁ἀ�؀�స鼀和攀స鼀㑠䘀胩圁㠀�鼀��䒞夁��ἀ�휹耂����ꀸ鼀����萸鼀㪣䬀ἀ�휹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��萸鼀����䒞夁᰸鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�휹���䂺椁��和攀��హ鼀䰀ἀ�

	EJBの参照とJDBCのDataSourcesへのアクセス��؀�Ⱝ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币栭鼀�ἀ�䴹耂ἀ�䩄䉃苌䑡瑡卯畲捥猀�턹耂裹䠀币〮鼀ႛ洁谭鼀䠀ᲇ币币〮鼀�ᲇ币����᐀�툹耂䂺椁툹�氰鼀暂倀䂺椁툹�Ā耂툹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�툹耂툹耂؀���턹耂ႛ洁뀭鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�턹耂ႛ洁ἀ�؀�䰮鼀和攀䰮鼀㑠䘀胩圁㠀�〮鼀��䒞夁��ἀ�턹耂����鼀����쐮鼀㪣䬀ἀ�턹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쐮鼀����䒞夁尮鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�턹���䂺椁��和攀��䰯鼀䰀ἀ�
	EJBの参照�愔ꀄἀ�퀹耂‴鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ల鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䠲鼀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮談鞝苌襩醱邫苆荒莓荥荩談鞝苌襩醱邫苌裡芢ù䠀ᲇ币币ဳ鼀�ᲇ币����᐀�턹耂䂺椁턹�䰵鼀暂倀䂺椁턹�Ā耂턹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�턹耂턹耂؀���퐹耂ႛ洁進鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�퐹耂ႛ洁ἀ�؀�ⰳ鼀和攀ⰳ鼀㑠䘀胩圁㠀�ဳ鼀��䒞夁��ἀ�퐹耂����쀳鼀����ꐳ鼀㪣䬀ἀ�퐹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꐳ鼀����䒞夁㰳鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�퐹���䂺椁��和攀��ⰴ鼀䰀ἀ�
	JDBCのDataSources���䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鰯鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�䕊䊂첎冏였�䴹耂ἀ�퀹耂裹䠀币ꀰ鼀ႛ洁ﰯ鼀䠀ᲇ币币ꀰ鼀�ᲇ币����᐀�툹耂䂺椁툹��鼀暂倀䂺椁툹�Ā耂툹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�툹耂툹耂؀���퀹耂ႛ洁‰鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�퀹耂ႛ洁ἀ�؀�배鼀和攀배鼀㑠䘀胩圁㠀�ꀰ鼀��䒞夁��ἀ�퀹耂����倱鼀����㐱鼀㪣䬀ἀ�퀹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㐱鼀����䒞夁찰鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�퀹���䂺椁��和攀��백鼀䰀ἀ�


	5 JNDI接続とセッションIIOPサービス�Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ᳵ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币壵鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荁荶莌荢荧芩苧苌䕊䊃䦃疃垃䚃亃枂첋亓글洁糵鸀䠀ᲇ币币⃶鸀�ᲇ币����᐀�뤹耂䂺椁뤹�峸鸀暂倀䂺椁뤹�Ā耂뤹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�뤹耂뤹耂؀���밹耂ႛ洁ꃵ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�밹耂ႛ洁ἀ�؀�㳶鸀和攀㳶鸀㑠䘀胩圁㠀�⃶鸀��䒞夁��ἀ�밹耂����탶鸀����듶鸀㪣䬀ἀ�밹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��듶鸀����䒞夁䳶鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�밹���䂺椁��和攀��㳷鸀䰀ἀ�
	JNDI接続の基本事項�耂怪鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䰨鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币蠨鼀�ἀ�䴹耂ἀ�㐠荇莓荥荂荥荂䉥慮�켹耂裹䠀币倩鼀ႛ洁갨鼀䠀ᲇ币币倩鼀�ᲇ币����᐀�령耂䂺椁령�谫鼀暂倀䂺椁령�Ā耂령耂؀�ἀ�욃倀ἀ�령耂령耂؀���켹耂ႛ洁퀨鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�켹耂ႛ洁ἀ�؀�氩鼀和攀氩鼀㑠䘀胩圁㠀�倩鼀��䒞夁��ἀ�켹耂����*鼀����鼀㪣䬀ἀ�켹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鼀����䒞夁簩鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�켹���䂺椁��和攀��氪鼀䰀ἀ�
	ネームスペース�ꀄἀ�령耂鼀����䒞夁��؀�ᲇ币ᲇ币逥鼀ꁼ䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��ᲇ币ﲘ币ᠦ鼀�ἀ�뜹耂�渀䩎䑉郚醱苌諮陻躖趀�ద鼀ⲙ币��渀�ᤁ�縀�㰦鼀៺䠀ᲇ币؀��ᲇ币����᐀�찹耂䂺椁찹�ᰩ鼀暂倀䂺椁찹�Ā耂찹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�찹耂찹耂؀���뜹耂ႛ洁怦鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�뜹耂ႛ洁ἀ�؀�ﰦ鼀和攀ﰦ鼀㑠䘀胩圁㠀�鼀��䒞夁��ἀ�뜹耂����逧鼀����琧鼀㪣䬀ἀ�뜹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��琧鼀����䒞夁ధ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�뜹���䂺椁��和攀��ﰧ鼀䰀ἀ�
	データベース・オブジェクトに対する実行権限��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�氣鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ꠣ鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荬腛莀荘荹腛荘�ἀ�령耂裹䠀币瀤鼀ႛ洁찣鼀䠀ᲇ币币瀤鼀�ᲇ币����᐀�쨹耂䂺椁쨹�갦鼀暂倀䂺椁쨹�Ā耂쨹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�쨹耂쨹耂؀���령耂ႛ洁鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�령耂ႛ洁ἀ�؀�谤鼀和攀谤鼀㑠䘀胩圁㠀�瀤鼀��䒞夁��ἀ�령耂����‥鼀����Х鼀㪣䬀ἀ�령耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��Х鼀����䒞夁鰤鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�령���䂺椁��和攀��谥鼀䰀ἀ�
	URL構文�鼀愔ꀄἀ�쬹耂ꀠ鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�谞鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币젞鼀�ἀ�䴹耂ἀ�啒䲂첃劃鎃粁它沃鎃枂욃亃覃堀币速鼀ႛ洁鼀䠀ᲇ币币速鼀�ᲇ币����᐀�쬹耂䂺椁쬹�찡鼀暂倀䂺椁쬹�Ā耂쬹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�쬹耂쬹耂؀���쨹耂ႛ洁ဟ鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�쨹耂ႛ洁ἀ�؀�갟鼀和攀갟鼀㑠䘀胩圁㠀�速鼀��䒞夁��ἀ�쨹耂����䀠鼀����␠鼀㪣䬀ἀ�쨹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��␠鼀����䒞夁밟鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�쨹���䂺椁��和攀��갠鼀䰀ἀ�
	URLのコンポーネントとクラス����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﰠ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㠡鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荦腛荞荸腛荘腅草荵荗荆荎荧苉野芷苩軀赳負賀�䠀ᲇ币币"鼀�ᲇ币����᐀�쬹耂䂺椁쬹�㰤鼀暂倀䂺椁쬹�Ā耂쬹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�쬹耂쬹耂؀���찹耂ႛ洁耡鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�찹耂ႛ洁ἀ�؀�ᰢ鼀和攀ᰢ鼀㑠䘀胩圁㠀�"鼀��䒞夁��ἀ�찹耂����뀢鼀����鐢鼀㪣䬀ἀ�찹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鐢鼀����䒞夁Ⱒ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�찹���䂺椁��和攀��ᰣ鼀䰀ἀ�

	JNDIを使用したバインド済みオブジェクトへのアクセス�币ഀ�؀�㰗鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币砗鼀�ἀ�䴹耂ἀ�䩎䑉⁉湩瑩慬䍯湴數璂첎븀䠀币䀘鼀ႛ洁鰗鼀䠀ᲇ币币䀘鼀�ᲇ币����᐀�줹耂䂺椁줹�簚鼀暂倀䂺椁줹�Ā耂줹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�줹耂줹耂؀���젹耂ႛ洁쀗鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�젹耂ႛ洁ἀ�؀�尘鼀和攀尘鼀㑠䘀胩圁㠀�䀘鼀��䒞夁��ἀ�젹耂����鼀����퐘鼀㪣䬀ἀ�젹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��퐘鼀����䒞夁氘鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�젹���䂺椁��和攀��尙鼀䰀ἀ�
	JNDIサポート・クラスのインポート�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ᰜ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币堜鼀�ἀ�䴹耂ἀ�啒䲍岕똀ἀ�䴹耂ἀ�쬹耂裹䠀币”鼀ႛ洁簜鼀䠀ᲇ币币”鼀�ᲇ币����᐀�젹耂䂺椁젹�尟鼀暂倀䂺椁젹�Ā耂젹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�젹耂젹耂؀���쬹耂ႛ洁ꀜ鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�쬹耂ႛ洁ἀ�؀�㰝鼀和攀㰝鼀㑠䘀胩圁㠀�”鼀��䒞夁��ἀ�쬹耂����퀝鼀����됝鼀㪣䬀ἀ�쬹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��됝鼀����䒞夁䰝鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�쬹���䂺椁��和攀��㰞鼀䰀ἀ�
	JNDI InitialContextの取得�Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�같鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鼀�ἀ�䴹耂ἀ�䩎䑉荔荼腛荧腅荎莉荘苌荃莓荼腛荧�鼀ႛ洁చ鼀䠀ᲇ币币뀚鼀�ᲇ币����᐀�줹耂䂺椁줹�鼀暂倀䂺椁줹�Ā耂줹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�줹耂줹耂؀���윹耂ႛ洁〚鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�윹耂ႛ洁ἀ�؀�찚鼀和攀찚鼀㑠䘀胩圁㠀�뀚鼀��䒞夁��ἀ�윹耂����怛鼀����䐛鼀㪣䬀ἀ�윹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䐛鼀����䒞夁�鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�윹���䂺椁��和攀��찛鼀䰀ἀ�

	セッションIIOPサービス�鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�Ⰶ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币栆鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓腅荞荃莀荁荅荧苌郝鋨�〇鼀ႛ洁谆鼀䠀ᲇ币币〇鼀�ᲇ币����᐀�숹耂䂺椁숹�氉鼀暂倀䂺椁숹�Ā耂숹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�숹耂숹耂؀���쌹耂ႛ洁뀆鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�쌹耂ႛ洁ἀ�؀�䰇鼀和攀䰇鼀㑠䘀胩圁㠀�〇鼀��䒞夁��ἀ�쌹耂����鼀����쐇鼀㪣䬀ἀ�쌹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쐇鼀����䒞夁將鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�쌹���䂺椁��和攀��䰈鼀䰀ἀ�
	セッションIIOPサービスの概要���䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�찔鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࠕ鼀�ἀ�䴹耂ἀ�䩎䑉苰蹧靰芵芽药荃莓荨跏苝草荵荗荆荎荧苖苌荁荎荚荘�币퀕鼀�ᲇ币����᐀�섹耂䂺椁섹�ఘ鼀暂倀䂺椁섹�Ā耂섹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�섹耂섹耂؀���줹耂ႛ洁倕鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�줹耂ႛ洁ἀ�؀�鼀和攀鼀㑠䘀胩圁㠀�퀕鼀��䒞夁��ἀ�줹耂����耖鼀����搖鼀㪣䬀ἀ�줹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��搖鼀����䒞夁ﰕ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�줹���䂺椁��和攀��鼀䰀ἀ�
	セッション管理�ꀄἀ�섹耂瀔鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�尒鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币頒鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓䥉佐荔腛荲荘苌詔靶�币怓鼀ႛ洁밒鼀䠀ᲇ币币怓鼀�ᲇ币����᐀�옹耂䂺椁옹�鰕鼀暂倀䂺椁옹�Ā耂옹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�옹耂옹耂؀���쀹耂ႛ洁鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�쀹耂ႛ洁ἀ�؀�簓鼀和攀簓鼀㑠䘀胩圁㠀�怓鼀��䒞夁��ἀ�쀹耂����န鼀����鼀㪣䬀ἀ�쀹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鼀����䒞夁谓鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�쀹���䂺椁��和攀��簔鼀䰀ἀ�
	サービス・コンテキスト・クラス����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⠐鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓談鞝�ἀ�섹耂裹䠀币鼀ႛ洁䰐鼀䠀ᲇ币币鼀�ᲇ币����᐀�씹耂䂺椁씹�Ⱃ鼀暂倀䂺椁씹�Ā耂씹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�씹耂씹耂؀���섹耂ႛ洁瀐鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�섹耂ႛ洁ἀ�؀�఑鼀和攀఑鼀㑠䘀胩圁㠀�鼀��䒞夁��ἀ�섹耂����ꀑ鼀����萑鼀㪣䬀ἀ�섹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��萑鼀����䒞夁ᰑ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�섹���䂺椁��和攀��ఒ鼀䰀ἀ�
	セッション・コンテキスト・クラス���䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�簍鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币렍鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荔腛荲荘腅荒莓荥荌荘荧腅荎莉荘�耎鼀ႛ洁�鼀䠀ᲇ币币耎鼀�ᲇ币����᐀�쐹耂䂺椁쐹�밐鼀暂倀䂺椁쐹�Ā耂쐹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�쐹耂쐹耂؀���옹耂ႛ洁�鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�옹耂ႛ洁ἀ�؀�鰎鼀和攀鰎鼀㑠䘀胩圁㠀�耎鼀��䒞夁��ἀ�옹耂����』鼀����ᐏ鼀㪣䬀ἀ�옹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᐏ鼀����䒞夁갎鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�옹���䂺椁��和攀��鰏鼀䰀ἀ�
	セッション管理の使用例�耂‍鼀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ఋ鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䠋鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓腅荒莓荥荌荘荧腅荎莉荘�鼀ႛ洁氋鼀䠀ᲇ币币ဌ鼀�ᲇ币����᐀�쌹耂䂺椁쌹�䰎鼀暂倀䂺椁쌹�Ā耂쌹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�쌹耂쌹耂؀���씹耂ႛ洁逋鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�씹耂ႛ洁ἀ�؀�Ⰼ鼀和攀Ⰼ鼀㑠䘀胩圁㠀�ဌ鼀��䒞夁��ἀ�씹耂����쀌鼀����ꐌ鼀㪣䬀ἀ�씹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꐌ鼀����䒞夁㰌鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�씹���䂺椁��和攀��Ⰽ鼀䰀ἀ�
	セッション・タイムアウトの設定����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鰈鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓談鞝苌蹧靰韡�裹䠀币ꀉ鼀ႛ洁ﰈ鼀䠀ᲇ币币ꀉ鼀�ᲇ币����᐀�숹耂䂺椁숹��鼀暂倀䂺椁숹�Ā耂숹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�숹耂숹耂؀���쐹耂ႛ洁 鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�쐹耂ႛ洁ἀ�؀�밉鼀和攀밉鼀㑠䘀胩圁㠀�ꀉ鼀��䒞夁��ἀ�쐹耂����倊鼀����㐊鼀㪣䬀ἀ�쐹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㐊鼀����䒞夁찉鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�쐹���䂺椁��和攀��밊鼀䰀ἀ�

	Oracle8i JVMのバージョン・ナンバーの検索�벚币ഀ�؀�밃鼀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鼀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓䥉佐荔腛荲荘�裹䠀币쀄鼀ႛ洁ᰄ鼀䠀ᲇ币币쀄鼀�ᲇ币����᐀�븹耂䂺椁븹�ﰆ鼀暂倀䂺椁븹�Ā耂븹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�븹耂븹耂؀���숹耂ႛ洁䀄鼀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�숹耂ႛ洁ἀ�؀��鼀和攀�鼀㑠䘀胩圁㠀�쀄鼀��䒞夁��ἀ�숹耂����瀅鼀����吅鼀㪣䬀ἀ�숹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��吅鼀����䒞夁鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�숹���䂺椁��和攀���鼀䰀ἀ�
	非IIOPプレゼンテーションからのセッション中のEJBオブジェクトの活性化
	アプレットからのEJBオブジェクトの起動���Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�賷鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币죷鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䕊䊃䦃疃垃䚃亃枂즃䆃亃媃墂랂䆃皃貃抃林炂챈呍䲂첏䎐대币郸鸀�ᲇ币����᐀�밹耂䂺椁밹�쳺鸀暂倀䂺椁밹�Ā耂밹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�밹耂밹耂؀���봹耂ႛ洁ჸ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�봹耂ႛ洁ἀ�؀�곸鸀和攀곸鸀㑠䘀胩圁㠀�郸鸀��䒞夁��ἀ�봹耂����䃹鸀����⓹鸀㪣䬀ἀ�봹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��⓹鸀����䒞夁본鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�봹���䂺椁��和攀��곹鸀䰀ἀ�
	署名付きJARファイルを使用したサンドボックス・セキュリティへの準拠�ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币᣿鸀�ἀ�䴹耂ἀ�铱䥉佐荶莌荛莓荥腛荖莇莓芩苧苌荚荢荖莇莓銆苌䕊䊃䦃甠荗荆荎荧苌誈邫覻����᐀�묹耂䂺椁묹�ᰂ鼀暂倀䂺椁묹�Ā耂묹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�묹耂묹耂؀���븹耂ႛ洁惿鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�븹耂ႛ洁ἀ�؀�ﳿ鸀和攀ﳿ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�븹耂����退鼀����琀鼀㪣䬀ἀ�븹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��琀鼀����䒞夁ఀ鼀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�븹���䂺椁��和攀��ﰀ鼀䰀ἀ�
	アプレット内のオブジェクト検索の実行�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�泼鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币꣼鸀�ἀ�䴹耂ἀ�辐隼镴芫䩁劃璃䂃䎃讂林炂떂붃咃鎃梃箃抃亃墁䖃媃䲃薃誃斃䊂횂첏肋鈀币����᐀�봹耂䂺椁봹�곿鸀暂倀䂺椁봹�Ā耂봹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�봹耂봹耂؀���먹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�먹耂ႛ洁ἀ�؀�賽鸀和攀賽鸀㑠䘀胩圁㠀�烽鸀��䒞夁��ἀ�먹耂����⃾鸀����Ӿ鸀㪣䬀ἀ�먹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��Ӿ鸀����䒞夁鳽鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�먹���䂺椁��和攀��賾鸀䰀ἀ�
	EJBオブジェクトにアクセスするアプレット用のHTMLの修正�؀�ﳹ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㣺鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荁荶莌荢荧鏠苌草荵荗荆荎荧貟践苌軀赳�洁峺鸀䠀ᲇ币币û鸀�ᲇ币����᐀�밹耂䂺椁밹�㳽鸀暂倀䂺椁밹�Ā耂밹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�밹耂밹耂؀���묹耂ႛ洁胺鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�묹耂ႛ洁ἀ�؀�᳻鸀和攀᳻鸀㑠䘀胩圁㠀�û鸀��䒞夁��ἀ�묹耂����냻鸀����铻鸀㪣䬀ἀ�묹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��铻鸀����䒞夁⳻鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�묹���䂺椁��和攀��᳼鸀䰀ἀ�


	6 IIOPのセキュリティ�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�᳎鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币壎鸀�ἀ�䴹耂ἀ�鑆观E䘀ἀ�䴹耂ἀ�갹耂裹䠀币⃏鸀ႛ洁糎鸀䠀ᲇ币币⃏鸀�ᲇ币����᐀�ꤹ耂䂺椁ꤹ�峑鸀暂倀䂺椁ꤹ�Ā耂ꤹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꤹ耂ꤹ耂؀���갹耂ႛ洁ꃎ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�갹耂ႛ洁ἀ�؀�㳏鸀和攀㳏鸀㑠䘀胩圁㠀�⃏鸀��䒞夁��ἀ�갹耂����탏鸀����듏鸀㪣䬀ἀ�갹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��듏鸀����䒞夁䳏鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�갹���䂺椁��和攀��㳐鸀䰀ἀ�
	概要���탸鸀愔ꀄἀ�ꜹ耂샴鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�곲鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�㔠䩎䑉郚醱苆荚荢荖莇莓䥉佐荔腛荲荘�ႛ洁ೳ鸀䠀ᲇ币币냳鸀�ᲇ币����᐀�꠹耂䂺椁꠹�鸀暂倀䂺椁꠹�Ā耂꠹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�꠹耂꠹耂؀���뤹耂ႛ洁ン鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�뤹耂ႛ洁ἀ�؀�쳳鸀和攀쳳鸀㑠䘀胩圁㠀�냳鸀��䒞夁��ἀ�뤹耂����惴鸀����䓴鸀㪣䬀ἀ�뤹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䓴鸀����䒞夁�鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�뤹���䂺椁��和攀��쳴鸀䰀ἀ�
	データ整合性�愔ꀄἀ�똹耂热鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�峫鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币飫鸀�ἀ�䴹耂ἀ�卓䲂첃澁它垃螃鎂첃沃厃嚃䞁它嚃螃錀鸀ႛ洁볫鸀䠀ᲇ币币惬鸀�ᲇ币����᐀�똹耂䂺椁똹�鳮鸀暂倀䂺椁똹�Ā耂똹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�똹耂똹耂؀���딹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�딹耂ႛ洁ἀ�؀�糬鸀和攀糬鸀㑠䘀胩圁㠀�惬鸀��䒞夁��ἀ�딹耂����ჭ鸀����鸀㪣䬀ἀ�딹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁賬鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�딹���䂺椁��和攀��糭鸀䰀ἀ�
	セキュア・ソケット・レイヤー（SSL）の使用�܀�ᲇ币ᲇ币鸀ꁼ䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��ᲇ币㲙币磰鸀�ἀ�ꜹ耂�耀詔靶�攀糰鸀ן䠀胩圁泰鸀沙币��耀�ᤁ�退�鳰鸀៺䠀ᲇ币܀��ᲇ币����᐀�딹耂䂺椁딹�糳鸀暂倀䂺椁딹�Ā耂딹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�딹耂딹耂؀���ꜹ耂ႛ洁샰鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꜹ耂ႛ洁ἀ�؀�峱鸀和攀峱鸀㑠䘀胩圁㠀�䃱鸀��䒞夁��ἀ�ꜹ耂����鸀����퓱鸀㪣䬀ἀ�ꜹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��퓱鸀����䒞夁泱鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꜹ���䂺椁��和攀��峲鸀䰀ἀ�
	SSLのバージョンのネゴシエーション�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�쳭鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币࣮鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荌莅荁腅荜荐荢荧腅莌荃莄腛腩卓䲁檂첎林瀀鸀䠀ᲇ币币탮鸀�ᲇ币����᐀�똹耂䂺椁똹�ೱ鸀暂倀䂺椁똹�Ā耂똹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�똹耂똹耂؀���꠹耂ႛ洁僮鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�꠹耂ႛ洁ἀ�؀�鸀和攀鸀㑠䘀胩圁㠀�탮鸀��䒞夁��ἀ�꠹耂����胯鸀����擯鸀㪣䬀ἀ�꠹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��擯鸀����䒞夁ﳮ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�꠹���䂺椁��和攀��鸀䰀ἀ�

	認証���ჯ鸀愔ꀄἀ�됹耂ë鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⣩鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荦腛荞邮趇邫9耂ἀ�똹耂裹䠀币鸀ႛ洁䳩鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�꼹耂䂺椁꼹�ⳬ鸀暂倀䂺椁꼹�Ā耂꼹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�꼹耂꼹耂؀���똹耂ႛ洁烩鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�똹耂ႛ洁ἀ�؀�೪鸀和攀೪鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�똹耂����ꃪ鸀����蓪鸀㪣䬀ἀ�똹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��蓪鸀����䒞夁ᳪ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�똹���䂺椁��和攀��೫鸀䰀ἀ�
	クライアント側の認証�넹耂탞鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�볜鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䅵牯牡䍥牴楦楣慴敍慮慧敲荎莉荘�생鸀ႛ洁᳝鸀䠀ᲇ币币생鸀�ᲇ币����᐀�넹耂䂺椁넹�ﳟ鸀暂倀䂺椁넹�Ā耂넹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�넹耂넹耂؀���눹耂ႛ洁䃝鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�눹耂ႛ洁ἀ�؀��鸀和攀�鸀㑠䘀胩圁㠀�생鸀��䒞夁��ἀ�눹耂����烞鸀����哞鸀㪣䬀ἀ�눹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��哞鸀����䒞夁鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�눹���䂺椁��和攀���鸀䰀ἀ�
	認証のためのJNDIの使用�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�糦鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币룦鸀�ἀ�䴹耂ἀ�鑆还E䘀ἀ�䴹耂ἀ�됹耂裹䠀币胧鸀ႛ洁�鸀䠀ᲇ币币胧鸀�ᲇ币����᐀�뀹耂䂺椁뀹�볩鸀暂倀䂺椁뀹�Ā耂뀹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�뀹耂뀹耂؀���됹耂ႛ洁ç鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�됹耂ႛ洁ἀ�؀�鳧鸀和攀鳧鸀㑠䘀胩圁㠀�胧鸀��䒞夁��ἀ�됹耂����ヨ鸀����ᓨ鸀㪣䬀ἀ�됹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᓨ鸀����䒞夁곧鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�됹���䂺椁��和攀��鳨鸀䰀ἀ�
	ユーザー名とパスワードを使用したクライアント側の認証�벚币ഀ�؀�೤鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䣤鸀�ἀ�䴹耂ἀ�鑆还苌芽苟苌䩎䑉苌蹧靰�裹䠀币ქ鸀ႛ洁泤鸀䠀ᲇ币币ქ鸀�ᲇ币����᐀�댹耂䂺椁댹�䳧鸀暂倀䂺椁댹�Ā耂댹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�댹耂댹耂؀���꼹耂ႛ洁郤鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�꼹耂ႛ洁ἀ�؀�⳥鸀和攀⳥鸀㑠䘀胩圁㠀�ქ鸀��䒞夁��ἀ�꼹耂����샥鸀����ꓥ鸀㪣䬀ἀ�꼹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꓥ鸀����䒞夁㳥鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�꼹���䂺椁��和攀��⳦鸀䰀ἀ�
	クライアント認証のための証明書の使用�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鳡鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�莆腛荕腛隼苆荰荘莏腛荨苰蹧靰芵芽荎莉荃荁莓荧醤苌鑆还�币ꃢ鸀�ᲇ币����᐀�눹耂䂺椁눹��鸀暂倀䂺椁눹�Ā耂눹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�눹耂눹耂؀���뀹耂ႛ洁⃢鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�뀹耂ႛ洁ἀ�؀�볢鸀和攀볢鸀㑠䘀胩圁㠀�ꃢ鸀��䒞夁��ἀ�뀹耂����僣鸀����㓣鸀㪣䬀ἀ�뀹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㓣鸀����䒞夁쳢鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�뀹���䂺椁��和攀��볣鸀䰀ἀ�
	AuroraCertificateManagerクラス�币ഀ�؀�ⳟ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币棟鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧鑆还苌芽苟苌还难辑苌蹧靰�洁賟鸀䠀ᲇ币币ム鸀�ᲇ币����᐀�넹耂䂺椁넹�波鸀暂倀䂺椁넹�Ā耂넹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�넹耂넹耂؀���댹耂ႛ洁냟鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�댹耂ႛ洁ἀ�؀�䳠鸀和攀䳠鸀㑠䘀胩圁㠀�ム鸀��䒞夁��ἀ�댹耂����鸀����쓠鸀㪣䬀ἀ�댹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쓠鸀����䒞夁峠鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�댹���䂺椁��和攀��䳡鸀䰀ἀ�

	サーバー側の認証�ἀ�긹耂惜鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䳚鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币裚鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧醤苌鑆还9耂裹䠀币僛鸀ႛ洁곚鸀䠀ᲇ币币僛鸀�ᲇ币����᐀�꨹耂䂺椁꨹�賝鸀暂倀䂺椁꨹�Ā耂꨹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�꨹耂꨹耂؀���넹耂ႛ洁탚鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�넹耂ႛ洁ἀ�؀�泛鸀和攀泛鸀㑠䘀胩圁㠀�僛鸀��䒞夁��ἀ�넹耂����Ü鸀����鸀㪣䬀ἀ�넹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁糛鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�넹���䂺椁��和攀��泜鸀䰀ἀ�
	認可���냖鸀愔ꀄἀ�갹耂ꃒ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�賐鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币죐鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䅵牯牡䍵牲敮璃亃覃堀괹耂裹䠀币郑鸀ႛ洁鸀䠀ᲇ币币郑鸀�ᲇ币����᐀�갹耂䂺椁갹�쳓鸀暂倀䂺椁갹�Ā耂갹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�갹耂갹耂؀���괹耂ႛ洁ბ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�괹耂ႛ洁ἀ�؀�곑鸀和攀곑鸀㑠䘀胩圁㠀�郑鸀��䒞夁��ἀ�괹耂����䃒鸀����ⓒ鸀㪣䬀ἀ�괹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ⓒ鸀����䒞夁병鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�괹���䂺椁��和攀��곒鸀䰀ἀ�
	トラスト・ポイントの設定�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀��鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ᣘ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荔腛药腛醤苌鑆还��긹耂裹䠀币鸀ႛ洁㳘鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�ꬹ耂䂺椁ꬹ�᳛鸀暂倀䂺椁ꬹ�Ā耂ꬹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꬹ耂ꬹ耂؀���긹耂ႛ洁惘鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�긹耂ႛ洁ἀ�؀�ﳘ鸀和攀ﳘ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�긹耂����郙鸀����瓙鸀㪣䬀ἀ�긹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��瓙鸀����䒞夁೙鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�긹���䂺椁��和攀��ﳙ鸀䰀ἀ�
	サーバー証明書の連鎖の解析�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�法鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币꣕鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荧莉荘荧腅荼荃莓荧苌郝鋨ù䠀币烖鸀ႛ洁쳕鸀䠀ᲇ币币烖鸀�ᲇ币����᐀�괹耂䂺椁괹�곘鸀暂倀䂺椁괹�Ā耂괹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�괹耂괹耂؀���꨹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�꨹耂ႛ洁ἀ�؀�賖鸀和攀賖鸀㑠䘀胩圁㠀�烖鸀��䒞夁��ἀ�꨹耂����⃗鸀����ӗ鸀㪣䬀ἀ�꨹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ӗ鸀����䒞夁鳖鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�꨹���䂺椁��和攀��賗鸀䰀ἀ�
	AuroraCurrentクラス���䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﳒ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㣓鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荔腛药腛还难辑苌顁趽苌觰郍�币Ô鸀ႛ洁峓鸀䠀ᲇ币币Ô鸀�ᲇ币����᐀�갹耂䂺椁갹�㳖鸀暂倀䂺椁갹�Ā耂갹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�갹耂갹耂؀���ꬹ耂ႛ洁胓鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꬹ耂ႛ洁ἀ�؀�᳔鸀和攀᳔鸀㑠䘀胩圁㠀�Ô鸀��䒞夁��ἀ�ꬹ耂����냔鸀����铔鸀㪣䬀ἀ�ꬹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��铔鸀����䒞夁Ⳕ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꬹ���䂺椁��和攀��᳕鸀䰀ἀ�


	7 トランザクション操作�炟鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�岝鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币额鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䩄䉃苌邧賀躖趀�ἀ�阹耂裹䠀币悞鸀ႛ洁벝鸀䠀ᲇ币币悞鸀�ᲇ币����᐀�锹耂䂺椁锹�鲠鸀暂倀䂺椁锹�Ā耂锹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�锹耂锹耂؀���阹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�阹耂ႛ洁ἀ�؀�粞鸀和攀粞鸀㑠䘀胩圁㠀�悞鸀��䒞夁��ἀ�阹耂����႟鸀����鸀㪣䬀ἀ�阹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁貞鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�阹���䂺椁��和攀��粟鸀䰀ἀ�
	トランザクションの概要�耂䂺鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�Ⲹ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币梸鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䩔䆂첐ꞌ삎隍耀耂ἀ�ꄹ耂裹䠀币ス鸀ႛ洁貸鸀䠀ᲇ币币ス鸀�ᲇ币����᐀�ꀹ耂䂺椁ꀹ�治鸀暂倀䂺椁ꀹ�Ā耂ꀹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꀹ耂ꀹ耂؀���ꄹ耂ႛ洁낸鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꄹ耂ႛ洁ἀ�؀�䲹鸀和攀䲹鸀㑠䘀胩圁㠀�ス鸀��䒞夁��ἀ�ꄹ耂����鸀����쒹鸀㪣䬀ἀ�ꄹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쒹鸀����䒞夁岹鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꄹ���䂺椁��和攀��䲺鸀䰀ἀ�
	グローバル・トランザクションとローカル・トランザクション�ഀ�؀�곋鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�㘠䥉佐苌荚荌莅莊荥荂9耂裹䠀币냌鸀ႛ洁ೌ鸀䠀ᲇ币币냌鸀�ᲇ币����᐀�鼹耂䂺椁鼹�鸀暂倀䂺椁鼹�Ā耂鼹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鼹耂鼹耂؀���ꤹ耂ႛ洁ヌ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꤹ耂ႛ洁ἀ�؀�쳌鸀和攀쳌鸀㑠䘀胩圁㠀�냌鸀��䒞夁��ἀ�ꤹ耂����惍鸀����䓍鸀㪣䬀ἀ�ꤹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䓍鸀����䒞夁�鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꤹ���䂺椁��和攀��쳍鸀䰀ἀ�
	トランザクションのデマーケート����䒞夁��ࠀ�ᲇ币ᲇ币鸀ꁼ䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��ᲇ币粙币磉鸀�ἀ�錹耂�鈀荏莍腛药莋腅荧莉莓荕荎荖莇莓苆莍腛荊莋腅荧莉莓荕荎荖莇莓���ᲇ币����᐀�꘹耂䂺椁꘹�糌鸀暂倀䂺椁꘹�Ā耂꘹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�꘹耂꘹耂؀���錹耂ႛ洁색鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�錹耂ႛ洁ἀ�؀�峊鸀和攀峊鸀㑠䘀胩圁㠀�䃊鸀��䒞夁��ἀ�錹耂����鸀����퓊鸀㪣䬀ἀ�錹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��퓊鸀����䒞夁泊鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�錹���䂺椁��和攀��峋鸀䰀ἀ�
	コンテナ管理またはBean管理のトランザクション�䴹耂벚币ഀ�؀�쳆鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࣇ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荧莉莓荕荎荖莇莓苌荦荽腛荐腛荧�탇鸀ႛ洁ⳇ鸀䠀ᲇ币币탇鸀�ᲇ币����᐀�ꔹ耂䂺椁ꔹ�ೊ鸀暂倀䂺椁ꔹ�Ā耂ꔹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꔹ耂ꔹ耂؀���鼹耂ႛ洁僇鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鼹耂ႛ洁ἀ�؀�鸀和攀鸀㑠䘀胩圁㠀�탇鸀��䒞夁��ἀ�鼹耂����胈鸀����擈鸀㪣䬀ἀ�鼹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��擈鸀����䒞夁ﳇ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鼹���䂺椁��和攀��鸀䰀ἀ�
	トランザクション・コンテキストの伝播�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�峄鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币飄鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荒莓荥荩談鞝苜芽苍䉥慮談鞝苌荧莉莓荕荎荖莇莓ù䠀ᲇ币币情鸀�ᲇ币����᐀�ꐹ耂䂺椁ꐹ�鳇鸀暂倀䂺椁ꐹ�Ā耂ꐹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꐹ耂ꐹ耂؀���꘹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�꘹耂ႛ洁ἀ�؀�糅鸀和攀糅鸀㑠䘀胩圁㠀�情鸀��䒞夁��ἀ�꘹耂����჆鸀����鸀㪣䬀ἀ�꘹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁賅鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�꘹���䂺椁��和攀��糆鸀䰀ἀ�
	リソースの確保�ꀄἀ�ꐹ耂Ä鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⣂鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荧莉莓荕荎荖莇莓腅荒莓荥荌荘荧苌鍠鑤�洁䳂鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�ꌹ耂䂺椁ꌹ�ⳅ鸀暂倀䂺椁ꌹ�Ā耂ꌹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꌹ耂ꌹ耂؀���ꔹ耂ႛ洁烂鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꔹ耂ႛ洁ἀ�؀�ೃ鸀和攀ೃ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�ꔹ耂����ꃃ鸀����蓃鸀㪣䬀ἀ�ꔹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��蓃鸀����䒞夁᳃鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꔹ���䂺椁��和攀��ೄ鸀䰀ἀ�
	2フェーズ・コミット�ꌹ耂郁鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�粿鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币뢿鸀�ἀ�䴹耂ἀ�莊荜腛荘苌詭闛�ἀ�ꐹ耂裹䠀币胀鸀ႛ洁�鸀䠀ᲇ币币胀鸀�ᲇ币����᐀�ꈹ耂䂺椁ꈹ�볂鸀暂倀䂺椁ꈹ�Ā耂ꈹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꈹ耂ꈹ耂؀���ꐹ耂ႛ洁À鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꐹ耂ႛ洁ἀ�؀�鳀鸀和攀鳀鸀㑠䘀胩圁㠀�胀鸀��䒞夁��ἀ�ꐹ耂����チ鸀����ᓁ鸀㪣䬀ἀ�ꐹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᓁ鸀����䒞夁곀鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꐹ���䂺椁��和攀��鳁鸀䰀ἀ�
	JTAの概要�愔ꀄἀ�ꈹ耂₿鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ಽ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䢽鸀�ἀ�䴹耂ἀ�㊃璃䚁它妁䖃劃纃抃最ꌹ耂裹䠀币Ⴞ鸀ႛ洁沽鸀䠀ᲇ币币Ⴞ鸀�ᲇ币����᐀�ꄹ耂䂺椁ꄹ�䳀鸀暂倀䂺椁ꄹ�Ā耂ꄹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꄹ耂ꄹ耂؀���ꌹ耂ႛ洁邽鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꌹ耂ႛ洁ἀ�؀�Ⲿ鸀和攀Ⲿ鸀㑠䘀胩圁㠀�Ⴞ鸀��䒞夁��ἀ�ꌹ耂����삾鸀����꒾鸀㪣䬀ἀ�ꌹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��꒾鸀����䒞夁㲾鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꌹ���䂺椁��和攀��ⲿ鸀䰀ἀ�
	JTAの制限事項�ἀ�ꄹ耂낼鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鲺鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�䩔䆂첊咗瘀�䴹耂ἀ�ꈹ耂裹䠀币ꂻ鸀ႛ洁ﲺ鸀䠀ᲇ币币ꂻ鸀�ᲇ币����᐀�ꀹ耂䂺椁ꀹ��鸀暂倀䂺椁ꀹ�Ā耂ꀹ耂؀�ἀ�욃倀ἀ�ꀹ耂ꀹ耂؀���ꈹ耂ႛ洁₻鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꈹ耂ႛ洁ἀ�؀�벻鸀和攀벻鸀㑠䘀胩圁㠀�ꂻ鸀��䒞夁��ἀ�ꈹ耂����傼鸀����㒼鸀㪣䬀ἀ�ꈹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㒼鸀����䒞夁첻鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꈹ���䂺椁��和攀��벼鸀䰀ἀ�

	JTAのサーバー側デマーケーション��䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀��鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ᢱ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮談鞝苌荧莉莓荕荎荖莇莓�币鸀ႛ洁㲱鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�鸹耂䂺椁鸹�Ჴ鸀暂倀䂺椁鸹�Ā耂鸹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鸹耂鸹耂؀���鴹耂ႛ洁悱鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鴹耂ႛ洁ἀ�؀�ﲱ鸀和攀ﲱ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�鴹耂����邲鸀����璲鸀㪣䬀ἀ�鴹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��璲鸀����䒞夁ಲ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鴹���䂺椁��和攀��ﲲ鸀䰀ἀ�
	コンテナ管理のトランザクション����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�벵鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荧莉莓荕荎荖莇莓苌詔靶�裹䠀币삶鸀ႛ洁Ჶ鸀䠀ᲇ币币삶鸀�ᲇ币����᐀�鴹耂䂺椁鴹�ﲸ鸀暂倀䂺椁鴹�Ā耂鴹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鴹耂鴹耂؀���ꀹ耂ႛ洁䂶鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�ꀹ耂ႛ洁ἀ�؀��鸀和攀�鸀㑠䘀胩圁㠀�삶鸀��䒞夁��ἀ�ꀹ耂����炷鸀����咷鸀㪣䬀ἀ�ꀹ耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��咷鸀����䒞夁鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�ꀹ���䂺椁��和攀���鸀䰀ἀ�
	Bean管理のトランザクション����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䲳鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币袳鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荒莓荥荩談鞝苌荧莉莓荕荎荖莇莓�傴鸀ႛ洁겳鸀䠀ᲇ币币傴鸀�ᲇ币����᐀�鸹耂䂺椁鸹�貶鸀暂倀䂺椁鸹�Ā耂鸹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鸹耂鸹耂؀���鐹耂ႛ洁킳鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鐹耂ႛ洁ἀ�؀�沴鸀和攀沴鸀㑠䘀胩圁㠀�傴鸀��䒞夁��ἀ�鐹耂����µ鸀����鸀㪣䬀ἀ�鐹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁粴鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鐹���䂺椁��和攀��沵鸀䰀ἀ�

	JTAのクライアント側デマーケーション�夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﲫ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㢬鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荔腛药腛醤苅苌莊荜腛荘苌詭闛�币­鸀ႛ洁岬鸀䠀ᲇ币币­鸀�ᲇ币����᐀�鰹耂䂺椁鰹�㲯鸀暂倀䂺椁鰹�Ā耂鰹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鰹耂鰹耂؀���鬹耂ႛ洁肬鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鬹耂ႛ洁ἀ�؀�Ჭ鸀和攀Ჭ鸀㑠䘀胩圁㠀�­鸀��䒞夁��ἀ�鬹耂����낭鸀����钭鸀㪣䬀ἀ�鬹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��钭鸀����䒞夁ⲭ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鬹���䂺椁��和攀��Ხ鸀䰀ἀ�
	サーバー側でのリソースの確保�����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�沮鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ꢮ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䩔䆂첃咁它澁宑ꒃ暃綁它傁它嚃螃錀炯鸀ႛ洁첮鸀䠀ᲇ币币炯鸀�ᲇ币����᐀�鰹耂䂺椁鰹�겱鸀暂倀䂺椁鰹�Ā耂鰹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鰹耂鰹耂؀���鸹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鸹耂ႛ洁ἀ�؀�貯鸀和攀貯鸀㑠䘀胩圁㠀�炯鸀��䒞夁��ἀ�鸹耂����₰鸀����Ұ鸀㪣䬀ἀ�鸹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��Ұ鸀����䒞夁鲯鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鸹���䂺椁��和攀��貰鸀䰀ἀ�

	2フェーズ・コミット・エンジンの構成�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�販鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币좩鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䩔䆂첃亃覃䎃䆃鎃枑ꒃ暃綁它傁它嚃螃錀ႛ洁鸀䠀ᲇ币币邪鸀�ᲇ币����᐀�餹耂䂺椁餹�첬鸀暂倀䂺椁餹�Ā耂餹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�餹耂餹耂؀���鰹耂ႛ洁Ⴊ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鰹耂ႛ洁ἀ�؀�겪鸀和攀겪鸀㑠䘀胩圁㠀�邪鸀��䒞夁��ἀ�鰹耂����䂫鸀����⒫鸀㪣䬀ἀ�鰹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��⒫鸀����䒞夁벪鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鰹���䂺椁��和攀��겫鸀䰀ἀ�
	DataSourceオブジェクトの動的作成��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�Ყ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币墧鸀�ἀ�䴹耂ἀ�㊃璃䚁它妁䖃劃纃抃极䖃䞃鎃垃鎂첍岐가ႛ洁粧鸀䠀ᲇ币币₨鸀�ᲇ币����᐀�頹耂䂺椁頹�岪鸀暂倀䂺椁頹�Ā耂頹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�頹耂頹耂؀���騹耂ႛ洁ꂧ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�騹耂ႛ洁ἀ�؀�㲨鸀和攀㲨鸀㑠䘀胩圁㠀�₨鸀��䒞夁��ἀ�騹耂����킨鸀����뒨鸀㪣䬀ἀ�騹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��뒨鸀����䒞夁䲨鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�騹���䂺椁��和攀��㲩鸀䰀ἀ�
	トランザクションのタイムアウト設定��䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�겤鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䑡瑡卯畲捥草荵荗荆荎荧苌鎮鍉跬邬¥鸀ႛ洁ಥ鸀䠀ᲇ币币낥鸀�ᲇ币����᐀�霹耂䂺椁霹�鸀暂倀䂺椁霹�Ā耂霹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�霹耂霹耂؀���餹耂ႛ洁ゥ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�餹耂ႛ洁ἀ�؀�첥鸀和攀첥鸀㑠䘀胩圁㠀�낥鸀��䒞夁��ἀ�餹耂����悦鸀����䒦鸀㪣䬀ἀ�餹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䒦鸀����䒞夁�鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�餹���䂺椁��和攀��첦鸀䰀ἀ�
	セッション同期インタフェースの使用��䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�㲢鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币碢鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荧莉莓荕荎荖莇莓苌荞荃莀荁荅荧郝鋨�ႛ洁鲢鸀䠀ᲇ币币䂣鸀�ᲇ币����᐀�阹耂䂺椁阹�粥鸀暂倀䂺椁阹�Ā耂阹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�阹耂阹耂؀���頹耂ႛ洁삢鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�頹耂ႛ洁ἀ�؀�岣鸀和攀岣鸀㑠䘀胩圁㠀�䂣鸀��䒞夁��ἀ�頹耂����鸀����풣鸀㪣䬀ἀ�頹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��풣鸀����䒞夁沣鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�頹���䂺椁��和攀��岤鸀䰀ἀ�
	JDBCの制限事項��阹耂鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�첟鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࢠ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓鎯諺荃莓荞荴荆腛荘苌蹧靰�ႛ洁Ⲡ鸀䠀ᲇ币币킠鸀�ᲇ币����᐀�锹耂䂺椁锹�ಣ鸀暂倀䂺椁锹�Ā耂锹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�锹耂锹耂؀���霹耂ႛ洁傠鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�霹耂ႛ洁ἀ�؀�鸀和攀鸀㑠䘀胩圁㠀�킠鸀��䒞夁��ἀ�霹耂����股鸀����撡鸀㪣䬀ἀ�霹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��撡鸀����䒞夁ﲠ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�霹���䂺椁��和攀��鸀䰀ἀ�

	A XMLディプロイメント・ディスクリプタ��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�㱻鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币硻鸀�ἀ�䴹耂ἀ�佲慣汥賅靌苌荦荂荶莍荃莁莓荧腅荦荂荘荎莊荶荞苌䑔䐀币币䁼鸀�ᲇ币����᐀�蜹耂䂺椁蜹�籾鸀暂倀䂺椁蜹�Ā耂蜹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�蜹耂蜹耂؀���蠹耂ႛ洁쁻鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�蠹耂ႛ洁ἀ�؀�屼鸀和攀屼鸀㑠䘀胩圁㠀�䁼鸀��䒞夁��ἀ�蠹耂����鸀����푼鸀㪣䬀ἀ�蠹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��푼鸀����䒞夁汼鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�蠹���䂺椁��和攀��屽鸀䰀ἀ�
	Enterprise JavaBeanのディプロイメント・ディスクリプタ�ἀ�䴹耂ᲇ币벚币梑鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荁荶莊荐腛荖莇莓腅荁荚莓荵莉腅荚荎荖莇莓�鸀䠀ᲇ币币を鸀�ᲇ币����᐀�逹耂䂺椁逹�沔鸀暂倀䂺椁逹�Ā耂逹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�逹耂逹耂؀���鄹耂ႛ洁낑鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鄹耂ႛ洁ἀ�؀�䲒鸀和攀䲒鸀㑠䘀胩圁㠀�を鸀��䒞夁��ἀ�鄹耂����鸀����쒒鸀㪣䬀ἀ�鄹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쒒鸀����䒞夁岒鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鄹���䂺椁��和攀��䲓鸀䰀ἀ�
	ヘッダー�Ⴁ鸀愔ꀄἀ�蔹耂�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⢛鸀�ἀ�䴹耂ἀ�㜠荧莉莓荕荎荖莇莓醀跬�裹䠀币鸀ႛ洁䲛鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�輹耂䂺椁輹�Ⲟ鸀暂倀䂺椁輹�Ā耂輹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�輹耂輹耂؀���锹耂ႛ洁炛鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�锹耂ႛ洁ἀ�؀�ಜ鸀和攀ಜ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�锹耂����ꂜ鸀����蒜鸀㪣䬀ἀ�锹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��蒜鸀����䒞夁Ნ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�锹���䂺椁��和攀��ಝ鸀䰀ἀ�
	JARファイル�ꀄἀ�輹耂邚鸀����䒞夁��ऀ�ᲇ币ᲇ币゘鸀ꁼ䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��ᲇ币벙币뢘鸀�ἀ�蔹耂�ꐀ荷荢荟腛�鸀ן䠀胩圁겘鸀币��ꐀ�ᤁ�됀��鸀៺䠀ᲇ币ऀ��ᲇ币����᐀�鈹耂䂺椁鈹�벛鸀暂倀䂺椁鈹�Ā耂鈹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鈹耂鈹耂؀���蔹耂ႛ洁�鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�蔹耂ႛ洁ἀ�؀�鲙鸀和攀鲙鸀㑠䘀胩圁㠀�肙鸀��䒞夁��ἀ�蔹耂����゚鸀����ᒚ鸀㪣䬀ἀ�蔹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᒚ鸀����䒞夁겙鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�蔹���䂺椁��和攀��鲚鸀䰀ἀ�
	Enterprise JavaBeansの記述子�䴹耂벚币ഀ�؀�ಖ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䢖鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䩁劃璃䂃䎃謀䴹耂ἀ�輹耂裹䠀币႗鸀ႛ洁沖鸀䠀ᲇ币币႗鸀�ᲇ币����᐀�鄹耂䂺椁鄹�䲙鸀暂倀䂺椁鄹�Ā耂鄹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�鄹耂鄹耂؀���輹耂ႛ洁邖鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�輹耂ႛ洁ἀ�؀�ⲗ鸀和攀ⲗ鸀㑠䘀胩圁㠀�႗鸀��䒞夁��ἀ�輹耂����삗鸀����꒗鸀㪣䬀ἀ�輹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��꒗鸀����䒞夁㲗鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�輹���䂺椁��和攀��Ⲙ鸀䰀ἀ�
	アプリケーション・アセンブラ・セクション���Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鲓鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�䕮瑥牰物獥⁊慶慂敡湳苌譌轱蹱�币ꂔ鸀ႛ洁ﲓ鸀䠀ᲇ币币ꂔ鸀�ᲇ币����᐀�逹耂䂺椁逹��鸀暂倀䂺椁逹�Ā耂逹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�逹耂逹耂؀���鈹耂ႛ洁ₔ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�鈹耂ႛ洁ἀ�؀�범鸀和攀범鸀㑠䘀胩圁㠀�ꂔ鸀��䒞夁��ἀ�鈹耂����傕鸀����㒕鸀㪣䬀ἀ�鈹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㒕鸀����䒞夁첔鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�鈹���䂺椁��和攀��법鸀䰀ἀ�

	Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ�耂벚币ഀ�؀�ᲀ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币墀鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䕊䊃亃覃䎃䆃鎃枂챊䅒荚荎荖莇莓�₁鸀ႛ洁粀鸀䠀ᲇ币币₁鸀�ᲇ币����᐀�訹耂䂺椁訹�岃鸀暂倀䂺椁訹�Ā耂訹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�訹耂訹耂؀���謹耂ႛ洁ꂀ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�謹耂ႛ洁ἀ�؀�㲁鸀和攀㲁鸀㑠䘀胩圁㠀�₁鸀��䒞夁��ἀ�謹耂����킁鸀����뒁鸀㪣䬀ἀ�謹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��뒁鸀����䒞夁䲁鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�謹���䂺椁��和攀��㲂鸀䰀ἀ�
	ヘッダー�鸀愔ꀄἀ�蘹耂킐鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�벎鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䕮瑥牰物獥⁊慶慂敡溂첃暃䊃皃趃䎃膃鎃极䖃暃䊃境亃誃皃帀币삏鸀�ᲇ币����᐀�褹耂䂺椁褹�ﲑ鸀暂倀䂺椁褹�Ā耂褹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�褹耂褹耂؀���逹耂ႛ洁䂏鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�逹耂ႛ洁ἀ�؀��鸀和攀�鸀㑠䘀胩圁㠀�삏鸀��䒞夁��ἀ�逹耂����炐鸀����咐鸀㪣䬀ἀ�逹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��咐鸀����䒞夁鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�逹���䂺椁��和攀���鸀䰀ἀ�
	マッピングの定義�ἀ�褹耂悎鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䲌鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币袌鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荷荢荟腛��䴹耂ἀ�蘹耂裹䠀币傍鸀ႛ洁게鸀䠀ᲇ币币傍鸀�ᲇ币����᐀�踹耂䂺椁踹�貏鸀暂倀䂺椁踹�Ā耂踹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�踹耂踹耂؀���蘹耂ႛ洁킌鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�蘹耂ႛ洁ἀ�؀�沍鸀和攀沍鸀㑠䘀胩圁㠀�傍鸀��䒞夁��ἀ�蘹耂�����鸀����鸀㪣䬀ἀ�蘹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁粍鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�蘹���䂺椁��和攀��沎鸀䰀ἀ�
	トランザクションの2フェーズ・コミット・エンジンの定義�币ഀ�؀��鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ᢊ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荽荢荳莓荏苌鋨譠��褹耂裹䠀币鸀ႛ洁㲊鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�费耂䂺椁费�᲍鸀暂倀䂺椁费�Ā耂费耂؀�ἀ�욃倀ἀ�费耂费耂؀���褹耂ႛ洁悊鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�褹耂ႛ洁ἀ�؀�ﲊ鸀和攀ﲊ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�褹耂����邋鸀����璋鸀㪣䬀ἀ�褹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��璋鸀����䒞夁ಋ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�褹���䂺椁��和攀��ﲋ鸀䰀ἀ�
	run-asアイデンティティーの定義�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�沇鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ꢇ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荧莉莓荕荎荖莇莓苌㊃璃䚁它妁䖃劃纃抃极䖃䞃鎃垃鎂첒怀币炈鸀�ᲇ币����᐀�谹耂䂺椁谹�겊鸀暂倀䂺椁谹�Ā耂谹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�谹耂谹耂؀���踹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�踹耂ႛ洁ἀ�؀�貈鸀和攀貈鸀㑠䘀胩圁㠀�炈鸀��䒞夁��ἀ�踹耂����₉鸀����҉鸀㪣䬀ἀ�踹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��҉鸀����䒞夁鲈鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�踹���䂺椁��和攀��貉鸀䰀ἀ�
	コンテナ管理の永続性の定義�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﲄ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㢅鸀�ἀ�䴹耂ἀ�牵渭慳荁荃荦莓荥荂荥荂腛苌鋨譠��鸀ႛ洁岅鸀䠀ᲇ币币�鸀�ᲇ币����᐀�謹耂䂺椁謹�㲈鸀暂倀䂺椁謹�Ā耂謹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�謹耂謹耂؀���费耂ႛ洁肅鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�费耂ႛ洁ἀ�؀�ᲆ鸀和攀ᲆ鸀㑠䘀胩圁㠀��鸀��䒞夁��ἀ�费耂����낆鸀����钆鸀㪣䬀ἀ�费耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��钆鸀����䒞夁Ⲇ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�费���䂺椁��和攀��ᲇ鸀䰀ἀ�
	EJBクライアントのJARセクション�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�貂鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币좂鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荒莓荥荩談鞝苌襩醱邫苌鋨譠�币邃鸀ႛ洁鸀䠀ᲇ币币邃鸀�ᲇ币����᐀�訹耂䂺椁訹�첅鸀暂倀䂺椁訹�Ā耂訹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�訹耂訹耂؀���谹耂ႛ洁ႃ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�谹耂ႛ洁ἀ�؀�것鸀和攀것鸀㑠䘀胩圁㠀�邃鸀��䒞夁��ἀ�谹耂����䂄鸀����⒄鸀㪣䬀ἀ�谹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��⒄鸀����䒞夁벃鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�谹���䂺椁��和攀��겄鸀䰀ἀ�

	Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタのDTD��؀�걽鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�佲慣汥賅靌苌荦荂荶莍荃莁莓荧腅荦荂荘荎莊荶荞ù䠀ᲇ币币끾鸀�ᲇ币����᐀�蜹耂䂺椁蜹�鸀暂倀䂺椁蜹�Ā耂蜹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�蜹耂蜹耂؀���訹耂ႛ洁ま鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�訹耂ႛ洁ἀ�؀�챾鸀和攀챾鸀㑠䘀胩圁㠀�끾鸀��䒞夁��ἀ�訹耂����恿鸀����䑿鸀㪣䬀ἀ�訹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䑿鸀����䒞夁�鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�訹���䂺椁��和攀��챿鸀䰀ἀ�

	B コード例: EJB�耂⃼鴀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�೺鴀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䣺鴀�ἀ�䴹耂ἀ�荔腛药腛醤苌鑆还苌韡9耂裹䠀币჻鴀ႛ洁泺鴀䠀ᲇ币币჻鴀�ᲇ币����᐀�刹耂䂺椁刹�䳽鴀暂倀䂺椁刹�Ā耂刹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�刹耂刹耂؀���唹耂ႛ洁郺鴀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�唹耂ႛ洁ἀ�؀�⳻鴀和攀⳻鴀㑠䘀胩圁㠀�჻鴀��䒞夁��ἀ�唹耂����샻鴀����ꓻ鴀㪣䬀ἀ�唹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꓻ鴀����䒞夁㳻鴀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�唹���䂺椁��和攀��⳼鴀䰀ἀ�
	基本例��쁲鸀愔ꀄἀ�脹耂끮鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鱬鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�䡥汬澂챂敡溎삑销ἀ�船耂裹䠀币ꁭ鸀ႛ洁ﱬ鸀䠀ᲇ币币ꁭ鸀�ᲇ币����᐀�脹耂䂺椁脹��鸀暂倀䂺椁脹�Ā耂脹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�脹耂脹耂؀���船耂ႛ洁⁭鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�船耂ႛ洁ἀ�؀�뱭鸀和攀뱭鸀㑠䘀胩圁㠀�ꁭ鸀��䒞夁��ἀ�船耂����偮鸀����㑮鸀㪣䬀ἀ�船耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㑮鸀����䒞夁챭鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�船���䂺椁��和攀��뱮鸀䰀ἀ�
	README�愔ꀄἀ�倹耂鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�챸鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࡹ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䄠塍䲃暃䊃皃趃䎃膃鎃极䖃暃䊃境亃誃皃帀洁ⱹ鸀䠀ᲇ币币큹鸀�ᲇ币����᐀�耹耂䂺椁耹�౼鸀暂倀䂺椁耹�Ā耂耹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�耹耂耹耂؀���蜹耂ႛ洁偹鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�蜹耂ႛ洁ἀ�؀�鸀和攀鸀㑠䘀胩圁㠀�큹鸀��䒞夁��ἀ�蜹耂����聺鸀����摺鸀㪣䬀ἀ�蜹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��摺鸀����䒞夁ﱹ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�蜹���䂺椁��和攀��鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�耹耂灸鸀����䒞夁��਀�ᲇ币ᲇ币ၶ鸀ꁼ䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��ᲇ币ﲙ币顶鸀�ἀ�倹耂�똀剅䅄䵅�鱶鸀ן䠀胩圁豶鸀Ⲛ币��똀�ᤁ�였�뱶鸀៺䠀ᲇ币਀��ᲇ币����᐀�萹耂䂺椁萹�鱹鸀暂倀䂺椁萹�Ā耂萹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�萹耂萹耂؀���倹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�倹耂ႛ洁ἀ�؀�籷鸀和攀籷鸀㑠䘀胩圁㠀�恷鸀��䒞夁��ἀ�倹耂����ၸ鸀����鸀㪣䬀ἀ�倹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁豷鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�倹���䂺椁��和攀��籸鸀䰀ἀ�
	Helloのホーム・インタフェース��䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⡴鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�耹耂裹䠀币鸀ႛ洁䱴鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�茹耂䂺椁茹�ⱷ鸀暂倀䂺椁茹�Ā耂茹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�茹耂茹耂؀���耹耂ႛ洁灴鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�耹耂ႛ洁ἀ�؀�౵鸀和攀౵鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�耹耂����ꁵ鸀����葵鸀㪣䬀ἀ�耹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��葵鸀����䒞夁ᱵ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�耹���䂺椁��和攀��౶鸀䰀ἀ�
	Helloのリモート・インタフェース�䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�籱鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币롱鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䡥汬澂첃突它肁䖃䎃鎃広璃䚁它堀币聲鸀ႛ洁�鸀䠀ᲇ币币聲鸀�ᲇ币����᐀�船耂䂺椁船�뱴鸀暂倀䂺椁船�Ā耂船耂؀�ἀ�욃倀ἀ�船耂船耂؀���萹耂ႛ洁r鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�萹耂ႛ洁ἀ�؀�鱲鸀和攀鱲鸀㑠䘀胩圁㠀�聲鸀��䒞夁��ἀ�萹耂����び鸀����ᑳ鸀㪣䬀ἀ�萹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᑳ鸀����䒞夁걲鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�萹���䂺椁��和攀��鱳鸀䰀ἀ�
	HelloのBean実装�ⁱ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�౯鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䡯鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䡥汬澂첃誃芁它极䖃䎃鎃広璃䚁它堀ၰ鸀ႛ洁汯鸀䠀ᲇ币币ၰ鸀�ᲇ币����᐀�脹耂䂺椁脹�䱲鸀暂倀䂺椁脹�Ā耂脹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�脹耂脹耂؀���茹耂ႛ洁遯鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�茹耂ႛ洁ἀ�؀�Ɒ鸀和攀Ɒ鸀㑠䘀胩圁㠀�ၰ鸀��䒞夁��ἀ�茹耂����쁰鸀����ꑰ鸀㪣䬀ἀ�茹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꑰ鸀����䒞夁㱰鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�茹���䂺椁��和攀��ⱱ鸀䰀ἀ�

	SQLJの例�愔ꀄἀ�簹耂ၠ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﱝ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㡞鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮軀醕��䴹耂ἀ�紹耂裹䠀币_鸀ႛ洁属鸀䠀ᲇ币币_鸀�ᲇ币����᐀�簹耂䂺椁簹�㱡鸀暂倀䂺椁簹�Ā耂簹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�簹耂簹耂؀���紹耂ႛ洁聞鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�紹耂ႛ洁ἀ�؀�ᱟ鸀和攀ᱟ鸀㑠䘀胩圁㠀�_鸀��䒞夁��ἀ�紹耂����끟鸀����鑟鸀㪣䬀ἀ�紹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鑟鸀����䒞夁ⱟ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�紹���䂺椁��和攀��ᱠ鸀䰀ἀ�
	README�愔ꀄἀ�儹耂䁬鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ⱪ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币桪鸀�ἀ�䴹耂ἀ�諮陻韡�ἀ�䴹耂ἀ�脹耂裹䠀币に鸀ႛ洁豪鸀䠀ᲇ币币に鸀�ᲇ币����᐀�笹耂䂺椁笹�汭鸀暂倀䂺椁笹�Ā耂笹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�笹耂笹耂؀���脹耂ႛ洁끪鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�脹耂ႛ洁ἀ�؀�䱫鸀和攀䱫鸀㑠䘀胩圁㠀�に鸀��䒞夁��ἀ�脹耂����鸀����쑫鸀㪣䬀ἀ�脹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쑫鸀����䒞夁屫鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�脹���䂺椁��和攀��䱬鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�笹耂큩鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�뱧鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�剅䅄䵅�ἀ�䴹耂ἀ�儹耂裹䠀币쁨鸀ႛ洁ᱨ鸀䠀ᲇ币币쁨鸀�ᲇ币����᐀�缹耂䂺椁缹�ﱪ鸀暂倀䂺椁缹�Ā耂缹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�缹耂缹耂؀���儹耂ႛ洁䁨鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�儹耂ႛ洁ἀ�؀��鸀和攀�鸀㑠䘀胩圁㠀�쁨鸀��䒞夁��ἀ�儹耂����灩鸀����呩鸀㪣䬀ἀ�儹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��呩鸀����䒞夁鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�儹���䂺椁��和攀���鸀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂恧鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䱥鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币补鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�笹耂裹䠀币偦鸀ႛ洁걥鸀䠀ᲇ币币偦鸀�ᲇ币����᐀�縹耂䂺椁縹�豨鸀暂倀䂺椁縹�Ā耂縹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�縹耂縹耂؀���笹耂ႛ洁큥鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�笹耂ႛ洁ἀ�؀�汦鸀和攀汦鸀㑠䘀胩圁㠀�偦鸀��䒞夁��ἀ�笹耂����g鸀����鸀㪣䬀ἀ�笹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁籦鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�笹���䂺椁��和攀��汧鸀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀��鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ᡣ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币鸀ႛ洁㱣鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�紹耂䂺椁紹�ᱦ鸀暂倀䂺椁紹�Ā耂紹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�紹耂紹耂؀���缹耂ႛ洁恣鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�缹耂ႛ洁ἀ�؀�ﱣ鸀和攀ﱣ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�缹耂����遤鸀����瑤鸀㪣䬀ἀ�缹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��瑤鸀����䒞夁౤鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�缹���䂺椁��和攀��ﱤ鸀䰀ἀ�
	Bean実装�愔ꀄἀ�紹耂聢鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�池鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ꡠ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币灡鸀ႛ洁챠鸀䠀ᲇ币币灡鸀�ᲇ币����᐀�簹耂䂺椁簹�걣鸀暂倀䂺椁簹�Ā耂簹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�簹耂簹耂؀���縹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�縹耂ႛ洁ἀ�؀�象鸀和攀象鸀㑠䘀胩圁㠀�灡鸀��䒞夁��ἀ�縹耂����⁢鸀����Ѣ鸀㪣䬀ἀ�縹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��Ѣ鸀����䒞夁鱡鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�縹���䂺椁��和攀��豢鸀䰀ἀ�

	Beanの継承例�ἀ�眹耂灑鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�屏鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币顏鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮軀醕��䴹耂ἀ�砹耂裹䠀币恐鸀ႛ洁뱏鸀䠀ᲇ币币恐鸀�ᲇ币����᐀�眹耂䂺椁眹�鱒鸀暂倀䂺椁眹�Ā耂眹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�眹耂眹耂؀���砹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�砹耂ႛ洁ἀ�؀�籐鸀和攀籐鸀㑠䘀胩圁㠀�恐鸀��䒞夁��ἀ�砹耂����ၑ鸀����鸀㪣䬀ἀ�砹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁豐鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�砹���䂺椁��和攀��籑鸀䰀ἀ�
	README�愔ꀄἀ�甹耂ꁝ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�豛鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币졛鸀�ἀ�䴹耂ἀ�卑䱊苌韡��䴹耂ἀ�簹耂裹䠀币遜鸀ႛ洁鸀䠀ᲇ币币遜鸀�ᲇ币����᐀�瘹耂䂺椁瘹�챞鸀暂倀䂺椁瘹�Ā耂瘹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�瘹耂瘹耂؀���簹耂ႛ洁ၜ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�簹耂ႛ洁ἀ�؀�걜鸀和攀걜鸀㑠䘀胩圁㠀�遜鸀��䒞夁��ἀ�簹耂����䁝鸀����⑝鸀㪣䬀ἀ�簹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��⑝鸀����䒞夁뱜鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�簹���䂺椁��和攀��걝鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�瘹耂せ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�᱙鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币塙鸀�ἀ�䴹耂ἀ�剅䅄䵅�ἀ�䴹耂ἀ�甹耂裹䠀币⁚鸀ႛ洁籙鸀䠀ᲇ币币⁚鸀�ᲇ币����᐀�稹耂䂺椁稹�屜鸀暂倀䂺椁稹�Ā耂稹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�稹耂稹耂؀���甹耂ႛ洁ꁙ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�甹耂ႛ洁ἀ�؀�㱚鸀和攀㱚鸀㑠䘀胩圁㠀�⁚鸀��䒞夁��ἀ�甹耂����큚鸀����둚鸀㪣䬀ἀ�甹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��둚鸀����䒞夁䱚鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�甹���䂺椁��和攀��㱛鸀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂쁘鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�걖鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�瘹耂裹䠀币끗鸀ႛ洁౗鸀䠀ᲇ币币끗鸀�ᲇ币����᐀�礹耂䂺椁礹�鸀暂倀䂺椁礹�Ā耂礹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�礹耂礹耂؀���瘹耂ႛ洁し鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�瘹耂ႛ洁ἀ�؀�챗鸀和攀챗鸀㑠䘀胩圁㠀�끗鸀��䒞夁��ἀ�瘹耂����恘鸀����䑘鸀㪣䬀ἀ�瘹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䑘鸀����䒞夁�鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�瘹���䂺椁��和攀��챘鸀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�偖鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�㱔鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币硔鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币䁕鸀ႛ洁鱔鸀䠀ᲇ币币䁕鸀�ᲇ币����᐀�砹耂䂺椁砹�籗鸀暂倀䂺椁砹�Ā耂砹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�砹耂砹耂؀���稹耂ႛ洁쁔鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�稹耂ႛ洁ἀ�؀�展鸀和攀展鸀㑠䘀胩圁㠀�䁕鸀��䒞夁��ἀ�稹耂����鸀����푕鸀㪣䬀ἀ�稹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��푕鸀����䒞夁汕鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�稹���䂺椁��和攀��屖鸀䰀ἀ�
	Bean実装�愔ꀄἀ�砹耂鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�챑鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࡒ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币큒鸀ႛ洁ⱒ鸀䠀ᲇ币币큒鸀�ᲇ币����᐀�眹耂䂺椁眹�ౕ鸀暂倀䂺椁眹�Ā耂眹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�眹耂眹耂؀���礹耂ႛ洁偒鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�礹耂ႛ洁ἀ�؀�鸀和攀鸀㑠䘀胩圁㠀�큒鸀��䒞夁��ἀ�礹耂����聓鸀����摓鸀㪣䬀ἀ�礹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��摓鸀����䒞夁ﱒ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�礹���䂺椁��和攀��鸀䰀ἀ�

	エンティティBeanの例�O鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⡍鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮苌豰辳韡9耂ἀ�眹耂裹䠀币鸀ႛ洁䱍鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�渹耂䂺椁渹�ⱐ鸀暂倀䂺椁渹�Ā耂渹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�渹耂渹耂؀���眹耂ႛ洁灍鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�眹耂ႛ洁ἀ�؀�౎鸀和攀౎鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�眹耂����ꁎ鸀����葎鸀㪣䬀ἀ�眹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��葎鸀����䒞夁ᱎ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�眹���䂺椁��和攀��౏鸀䰀ἀ�
	Bean管理のエンティティBeanの例�夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䰾鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币蠾鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荦荂荶莍荃莁莓荧腅荦荂荘荎莊荶荞?鸀ႛ洁갾鸀䠀ᲇ币币倿鸀�ᲇ币����᐀�瀹耂䂺椁瀹�豁鸀暂倀䂺椁瀹�Ā耂瀹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�瀹耂瀹耂؀���焹耂ႛ洁퀾鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�焹耂ႛ洁ἀ�؀�氿鸀和攀氿鸀㑠䘀胩圁㠀�倿鸀��䒞夁��ἀ�焹耂����@鸀����鸀㪣䬀ἀ�焹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁簿鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�焹���䂺椁��和攀��汀鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�渹耂遌鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�籊鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币롊鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荇莓荥荂荥荂䉥慮苌韡9耂裹䠀币聋鸀ႛ洁�鸀䠀ᲇ币币聋鸀�ᲇ币����᐀�漹耂䂺椁漹�뱍鸀暂倀䂺椁漹�Ā耂漹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�漹耂漹耂؀���琹耂ႛ洁K鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�琹耂ႛ洁ἀ�؀�鱋鸀和攀鱋鸀㑠䘀胩圁㠀�聋鸀��䒞夁��ἀ�琹耂����が鸀����ᑌ鸀㪣䬀ἀ�琹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᑌ鸀����䒞夁걋鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�琹���䂺椁��和攀��鱌鸀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂⁊鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ై鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䡈鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�渹耂裹䠀币၉鸀ႛ洁汈鸀䠀ᲇ币币၉鸀�ᲇ币����᐀�猹耂䂺椁猹�䱋鸀暂倀䂺椁猹�Ā耂猹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�猹耂猹耂؀���渹耂ႛ洁遈鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�渹耂ႛ洁ἀ�؀�ⱉ鸀和攀ⱉ鸀㑠䘀胩圁㠀�၉鸀��䒞夁��ἀ�渹耂����쁉鸀����ꑉ鸀㪣䬀ἀ�渹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꑉ鸀����䒞夁㱉鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�渹���䂺椁��和攀��ⱊ鸀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�끇鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鱅鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币ꁆ鸀ႛ洁ﱅ鸀䠀ᲇ币币ꁆ鸀�ᲇ币����᐀�爹耂䂺椁爹��鸀暂倀䂺椁爹�Ā耂爹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�爹耂爹耂؀���漹耂ႛ洁⁆鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�漹耂ႛ洁ἀ�؀�뱆鸀和攀뱆鸀㑠䘀胩圁㠀�ꁆ鸀��䒞夁��ἀ�漹耂����假鸀����㑇鸀㪣䬀ἀ�漹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㑇鸀����䒞夁챆鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�漹���䂺椁��和攀��뱇鸀䰀ἀ�
	Bean実装�愔ꀄἀ�爹耂䁅鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ⱃ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币桃鸀�ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币い鸀ႛ洁豃鸀䠀ᲇ币币い鸀�ᲇ币����᐀�焹耂䂺椁焹�汆鸀暂倀䂺椁焹�Ā耂焹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�焹耂焹耂؀���猹耂ႛ洁끃鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�猹耂ႛ洁ἀ�؀�䱄鸀和攀䱄鸀㑠䘀胩圁㠀�い鸀��䒞夁��ἀ�猹耂����鸀����쑄鸀㪣䬀ἀ�猹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쑄鸀����䒞夁屄鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�猹���䂺椁��和攀��䱅鸀䰀ἀ�
	ディプロイメント・ディスクリプタ���䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�뱀鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮軀醕��䴹耂ἀ�爹耂裹䠀币쁁鸀ႛ洁᱁鸀䠀ᲇ币币쁁鸀�ᲇ币����᐀�瀹耂䂺椁瀹�ﱃ鸀暂倀䂺椁瀹�Ā耂瀹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�瀹耂瀹耂؀���爹耂ႛ洁䁁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�爹耂ႛ洁ἀ�؀��鸀和攀�鸀㑠䘀胩圁㠀�쁁鸀��䒞夁��ἀ�爹耂����灂鸀����呂鸀㪣䬀ἀ�爹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��呂鸀����䒞夁鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�爹���䂺椁��和攀���鸀䰀ἀ�

	コンテナ管理のエンティティBeanの例�夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�찪鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࠫ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荦腛荞荸腛荘镜苌赘遖9耂裹䠀币퀫鸀ႛ洁Ⱛ鸀䠀ᲇ币币퀫鸀�ᲇ币����᐀�根耂䂺椁根�మ鸀暂倀䂺椁根�Ā耂根耂؀�ἀ�욃倀ἀ�根耂根耂؀���椹耂ႛ洁倫鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�椹耂ႛ洁ἀ�؀�鸀和攀鸀㑠䘀胩圁㠀�퀫鸀��䒞夁��ἀ�椹耂����耬鸀����搬鸀㪣䬀ἀ�椹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��搬鸀����䒞夁ﰫ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�椹���䂺椁��和攀��鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�昹耂鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀��鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ᠼ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮談鞝苌荇莓荥荂荥荂䉥慮苌韡�鸀ႛ洁㰼鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�朹耂䂺椁朹�᰿鸀暂倀䂺椁朹�Ā耂朹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�朹耂朹耂؀���瀹耂ႛ洁怼鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�瀹耂ႛ洁ἀ�؀�ﰼ鸀和攀ﰼ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�瀹耂����逽鸀����琽鸀㪣䬀ἀ�瀹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��琽鸀����䒞夁ఽ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�瀹���䂺椁��和攀��ﰽ鸀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂耻鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�氹鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币꠹鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�昹耂裹䠀币瀺鸀ႛ洁찹鸀䠀ᲇ币币瀺鸀�ᲇ币����᐀�洹耂䂺椁洹�갼鸀暂倀䂺椁洹�Ā耂洹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�洹耂洹耂؀���昹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�昹耂ႛ洁ἀ�؀�谺鸀和攀谺鸀㑠䘀胩圁㠀�瀺鸀��䒞夁��ἀ�昹耂����※鸀����л鸀㪣䬀ἀ�昹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��л鸀����䒞夁鰺鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�昹���䂺椁��和攀��谻鸀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�္鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﰶ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㠷鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币8鸀ႛ洁尷鸀䠀ᲇ币币8鸀�ᲇ币����᐀�氹耂䂺椁氹�㰺鸀暂倀䂺椁氹�Ā耂氹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�氹耂氹耂؀���朹耂ႛ洁耷鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�朹耂ႛ洁ἀ�؀�᰸鸀和攀᰸鸀㑠䘀胩圁㠀�8鸀��䒞夁��ἀ�朹耂����뀸鸀����鐸鸀㪣䬀ἀ�朹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鐸鸀����䒞夁ⰸ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�朹���䂺椁��和攀��᰹鸀䰀ἀ�
	Bean実装�愔ꀄἀ�氹耂ꀶ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�谴鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币젴鸀�ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币逵鸀ႛ洁鸀䠀ᲇ币币逵鸀�ᲇ币����᐀�欹耂䂺椁欹�찷鸀暂倀䂺椁欹�Ā耂欹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�欹耂欹耂؀���洹耂ႛ洁ဵ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�洹耂ႛ洁ἀ�؀�갵鸀和攀갵鸀㑠䘀胩圁㠀�逵鸀��䒞夁��ἀ�洹耂����䀶鸀����␶鸀㪣䬀ἀ�洹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��␶鸀����䒞夁밵鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�洹���䂺椁��和攀��갶鸀䰀ἀ�
	XMLディプロイメント・ディスクリプタ�夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ᰲ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币堲鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮軀醕��䴹耂ἀ�氹耂裹䠀币″鸀ႛ洁簲鸀䠀ᲇ币币″鸀�ᲇ币����᐀�樹耂䂺椁樹�尵鸀暂倀䂺椁樹�Ā耂樹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�樹耂樹耂؀���氹耂ႛ洁ꀲ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�氹耂ႛ洁ἀ�؀�㰳鸀和攀㰳鸀㑠䘀胩圁㠀�″鸀��䒞夁��ἀ�氹耂����퀳鸀����됳鸀㪣䬀ἀ�氹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��됳鸀����䒞夁䰳鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�氹���䂺椁��和攀��㰴鸀䰀ἀ�
	Oracle固有のディプロイメント・ディスクリプタ�耂벚币ഀ�؀�갯鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�塍䲃暃䊃皃趃䎃膃鎃极䖃暃䊃境亃誃皃帀ႛ洁ర鸀䠀ᲇ币币뀰鸀�ᲇ币����᐀�椹耂䂺椁椹�鸀暂倀䂺椁椹�Ā耂椹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�椹耂椹耂؀���欹耂ႛ洁〰鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�欹耂ႛ洁ἀ�؀�찰鸀和攀찰鸀㑠䘀胩圁㠀�뀰鸀��䒞夁��ἀ�欹耂����怱鸀����䐱鸀㪣䬀ἀ�欹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䐱鸀����䒞夁�鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�欹���䂺椁��和攀��찱鸀䰀ἀ�
	データベース表の更新�椹耂倯鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�㰭鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币砭鸀�ἀ�䴹耂ἀ�佲慣汥賅靌苌荦荂荶莍荃莁莓荧腅荦荂荘荎莊荶荞ù䠀ᲇ币币䀮鸀�ᲇ币����᐀�根耂䂺椁根�簰鸀暂倀䂺椁根�Ā耂根耂؀�ἀ�욃倀ἀ�根耂根耂؀���樹耂ႛ洁쀭鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�樹耂ႛ洁ἀ�؀�尮鸀和攀尮鸀㑠䘀胩圁㠀�䀮鸀��䒞夁��ἀ�樹耂����鸀����퐮鸀㪣䬀ἀ�樹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��퐮鸀����䒞夁氮鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�樹���䂺椁��和攀��尯鸀䰀ἀ�

	セッションの例�ꀄἀ�戹耂䀞鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�Ⱌ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币栜鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮軀醕��䴹耂ἀ�挹耂裹䠀币〝鸀ႛ洁谜鸀䠀ᲇ币币〝鸀�ᲇ币����᐀�戹耂䂺椁戹�氟鸀暂倀䂺椁戹�Ā耂戹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�戹耂戹耂؀���挹耂ႛ洁뀜鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�挹耂ႛ洁ἀ�؀�䰝鸀和攀䰝鸀㑠䘀胩圁㠀�〝鸀��䒞夁��ἀ�挹耂����鸀����쐝鸀㪣䬀ἀ�挹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쐝鸀����䒞夁尝鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�挹���䂺椁��和攀��䰞鸀䰀ἀ�
	README�愔ꀄἀ�怹耂瀪鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�尨鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币頨鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荒莓荥荩談鞝苌荇莓荥荂荥荂䉥慮苌韡�ႛ洁밨鸀䠀ᲇ币币怩鸀�ᲇ币����᐀�愹耂䂺椁愹�鰫鸀暂倀䂺椁愹�Ā耂愹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�愹耂愹耂؀���根耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�根耂ႛ洁ἀ�؀�簩鸀和攀簩鸀㑠䘀胩圁㠀�怩鸀��䒞夁��ἀ�根耂����ဪ鸀����鸀㪣䬀ἀ�根耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁谩鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�根���䂺椁��和攀��簪鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�愹耂(鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⠦鸀�ἀ�䴹耂ἀ�剅䅄䵅�ἀ�䴹耂ἀ�怹耂裹䠀币鸀ႛ洁䰦鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�改耂䂺椁改�Ⱙ鸀暂倀䂺椁改�Ā耂改耂؀�ἀ�욃倀ἀ�改耂改耂؀���怹耂ႛ洁瀦鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�怹耂ႛ洁ἀ�؀�ధ鸀和攀ధ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�怹耂����ꀧ鸀����萧鸀㪣䬀ἀ�怹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��萧鸀����䒞夁ᰧ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�怹���䂺椁��和攀��న鸀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂逥鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�簣鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币렣鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�愹耂裹䠀币耤鸀ႛ洁�鸀䠀ᲇ币币耤鸀�ᲇ币����᐀�搹耂䂺椁搹�밦鸀暂倀䂺椁搹�Ā耂搹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�搹耂搹耂؀���愹耂ႛ洁$鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�愹耂ႛ洁ἀ�؀�鰤鸀和攀鰤鸀㑠䘀胩圁㠀�耤鸀��䒞夁��ἀ�愹耂����〥鸀����ᐥ鸀㪣䬀ἀ�愹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᐥ鸀����䒞夁갤鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�愹���䂺椁��和攀��鰥鸀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�‣鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�డ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币䠡鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币ဢ鸀ႛ洁氡鸀䠀ᲇ币币ဢ鸀�ᲇ币����᐀�挹耂䂺椁挹�䰤鸀暂倀䂺椁挹�Ā耂挹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�挹耂挹耂؀���改耂ႛ洁逡鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�改耂ႛ洁ἀ�؀�Ⱒ鸀和攀Ⱒ鸀㑠䘀胩圁㠀�ဢ鸀��䒞夁��ἀ�改耂����쀢鸀����ꐢ鸀㪣䬀ἀ�改耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ꐢ鸀����䒞夁㰢鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�改���䂺椁��和攀��Ⱓ鸀䰀ἀ�
	Bean実装�愔ꀄἀ�挹耂뀠鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鰞鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币ꀟ鸀ႛ洁ﰞ鸀䠀ᲇ币币ꀟ鸀�ᲇ币����᐀�戹耂䂺椁戹��鸀暂倀䂺椁戹�Ā耂戹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�戹耂戹耂؀���搹耂ႛ洁‟鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�搹耂ႛ洁ἀ�؀�밟鸀和攀밟鸀㑠䘀胩圁㠀�ꀟ鸀��䒞夁��ἀ�搹耂����倠鸀����㐠鸀㪣䬀ἀ�搹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㐠鸀����䒞夁찟鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�搹���䂺椁��和攀��밠鸀䰀ἀ�

	SSLの例�鸀愔ꀄἀ�弹耂퀛鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�밙鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荚荢荖莇莓苌韡�ἀ�戹耂裹䠀币쀚鸀ႛ洁ᰚ鸀䠀ᲇ币币쀚鸀�ᲇ币����᐀�夹耂䂺椁夹�ﰜ鸀暂倀䂺椁夹�Ā耂夹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�夹耂夹耂؀���戹耂ႛ洁䀚鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�戹耂ႛ洁ἀ�؀��鸀和攀�鸀㑠䘀胩圁㠀�쀚鸀��䒞夁��ἀ�戹耂����瀛鸀����君鸀㪣䬀ἀ�戹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��君鸀����䒞夁鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�戹���䂺椁��和攀���鸀䰀ἀ�
	クライアント側の認証の例�」鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ᰋ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币堋鸀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮軀醕��䴹耂ἀ�尹耂裹䠀币‌鸀ႛ洁簋鸀䠀ᲇ币币‌鸀�ᲇ币����᐀�嬹耂䂺椁嬹�導鸀暂倀䂺椁嬹�Ā耂嬹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�嬹耂嬹耂؀���尹耂ႛ洁ꀋ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�尹耂ႛ洁ἀ�؀�㰌鸀和攀㰌鸀㑠䘀胩圁㠀�‌鸀��䒞夁��ἀ�尹耂����퀌鸀����됌鸀㪣䬀ἀ�尹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��됌鸀����䒞夁䰌鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�尹���䂺椁��和攀��㰍鸀䰀ἀ�
	README�愔ꀄἀ�夹耂怙鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�䰗鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币蠗鸀�ἀ�䴹耂ἀ�卓䲂첗ἀ�䴹耂ἀ�弹耂裹䠀币倘鸀ႛ洁갗鸀䠀ᲇ币币倘鸀�ᲇ币����᐀�娹耂䂺椁娹�谚鸀暂倀䂺椁娹�Ā耂娹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�娹耂娹耂؀���弹耂ႛ洁퀗鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�弹耂ႛ洁ἀ�؀�氘鸀和攀氘鸀㑠䘀胩圁㠀�倘鸀��䒞夁��ἀ�弹耂�����鸀����鸀㪣䬀ἀ�弹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁簘鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�弹���䂺椁��和攀��氙鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�娹耂鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀��鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币᠕鸀�ἀ�䴹耂ἀ�剅䅄䵅�ἀ�䴹耂ἀ�夹耂裹䠀币鸀ႛ洁㰕鸀䠀ᲇ币币鸀�ᲇ币����᐀�帹耂䂺椁帹�ᰘ鸀暂倀䂺椁帹�Ā耂帹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�帹耂帹耂؀���夹耂ႛ洁怕鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�夹耂ႛ洁ἀ�؀�ﰕ鸀和攀ﰕ鸀㑠䘀胩圁㠀�鸀��䒞夁��ἀ�夹耂����逖鸀����琖鸀㪣䬀ἀ�夹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��琖鸀����䒞夁ఖ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�夹���䂺椁��和攀��ﰖ鸀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂耔鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�氒鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ꠒ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�娹耂裹䠀币瀓鸀ႛ洁찒鸀䠀ᲇ币币瀓鸀�ᲇ币����᐀�崹耂䂺椁崹�강鸀暂倀䂺椁崹�Ā耂崹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�崹耂崹耂؀���娹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�娹耂ႛ洁ἀ�؀�谓鸀和攀谓鸀㑠䘀胩圁㠀�瀓鸀��䒞夁��ἀ�娹耂����—鸀����Д鸀㪣䬀ἀ�娹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��Д鸀����䒞夁鰓鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�娹���䂺椁��和攀��谔鸀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�ဒ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�ﰏ鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币㠐鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币�鸀ႛ洁尐鸀䠀ᲇ币币�鸀�ᲇ币����᐀�尹耂䂺椁尹�㰓鸀暂倀䂺椁尹�Ā耂尹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�尹耂尹耂؀���帹耂ႛ洁耐鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�帹耂ႛ洁ἀ�؀�ᰑ鸀和攀ᰑ鸀㑠䘀胩圁㠀��鸀��䒞夁��ἀ�帹耂����뀑鸀����鐑鸀㪣䬀ἀ�帹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鐑鸀����䒞夁Ⱁ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�帹���䂺椁��和攀��ᰒ鸀䰀ἀ�
	Bean実装�愔ꀄἀ�尹耂ꀏ鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�谍鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币젍鸀�ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币逎鸀ႛ洁鸀䠀ᲇ币币逎鸀�ᲇ币����᐀�嬹耂䂺椁嬹�찐鸀暂倀䂺椁嬹�Ā耂嬹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�嬹耂嬹耂؀���崹耂ႛ洁ဎ鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�崹耂ႛ洁ἀ�؀�갎鸀和攀갎鸀㑠䘀胩圁㠀�逎鸀��䒞夁��ἀ�崹耂����䀏鸀����␏鸀㪣䬀ἀ�崹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��␏鸀����䒞夁밎鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�崹���䂺椁��和攀��갏鸀䰀ἀ�

	サーバー側の認証の例�唹耂郾鴀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�糼鴀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币룼鴀�ἀ�䴹耂ἀ�䉥慮軀醕��䴹耂ἀ�嘹耂裹䠀币能鴀ႛ洁�鴀䠀ᲇ币币能鴀�ᲇ币����᐀�唹耂䂺椁唹�볿鴀暂倀䂺椁唹�Ā耂唹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�唹耂唹耂؀���嘹耂ႛ洁ý鴀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�嘹耂ႛ洁ἀ�؀�鳽鴀和攀鳽鴀㑠䘀胩圁㠀�能鴀��䒞夁��ἀ�嘹耂����ヾ鴀����ᓾ鴀㪣䬀ἀ�嘹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��ᓾ鴀����䒞夁곽鴀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�嘹���䂺椁��和攀��鳾鴀䰀ἀ�
	README�愔ꀄἀ�匹耂쀊鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�갈鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧醤苌鑆还苌韡ù䠀币뀉鸀ႛ洁ఉ鸀䠀ᲇ币币뀉鸀�ᲇ币����᐀�吹耂䂺椁吹�鸀暂倀䂺椁吹�Ā耂吹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�吹耂吹耂؀���嬹耂ႛ洁〉鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�嬹耂ႛ洁ἀ�؀�찉鸀和攀찉鸀㑠䘀胩圁㠀�뀉鸀��䒞夁��ἀ�嬹耂����怊鸀����䐊鸀㪣䬀ἀ�嬹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��䐊鸀����䒞夁�鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�嬹���䂺椁��和攀��찊鸀䰀ἀ�
	クライアント�愔ꀄἀ�吹耂倈鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�㰆鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币砆鸀�ἀ�䴹耂ἀ�剅䅄䵅�ἀ�䴹耂ἀ�匹耂裹䠀币䀇鸀ႛ洁鰆鸀䠀ᲇ币币䀇鸀�ᲇ币����᐀�堹耂䂺椁堹�簉鸀暂倀䂺椁堹�Ā耂堹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�堹耂堹耂؀���匹耂ႛ洁쀆鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�匹耂ႛ洁ἀ�؀�將鸀和攀將鸀㑠䘀胩圁㠀�䀇鸀��䒞夁��ἀ�匹耂����鸀����퐇鸀㪣䬀ἀ�匹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��퐇鸀����䒞夁氇鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�匹���䂺椁��和攀��專鸀䰀ἀ�
	ホーム・インタフェース�耂鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�찃鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币ࠄ鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荎莉荃荁莓荧9耂ἀ�吹耂裹䠀币퀄鸀ႛ洁Ⰴ鸀䠀ᲇ币币퀄鸀�ᲇ币����᐀�圹耂䂺椁圹�ఇ鸀暂倀䂺椁圹�Ā耂圹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�圹耂圹耂؀���吹耂ႛ洁倄鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�吹耂ႛ洁ἀ�؀�鸀和攀鸀㑠䘀胩圁㠀�퀄鸀��䒞夁��ἀ�吹耂����者鸀����搅鸀㪣䬀ἀ�吹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��搅鸀����䒞夁ﰄ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�吹���䂺椁��和攀��鸀䰀ἀ�
	リモート・インタフェース�瀃鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�封鸀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币頁鸀�ἀ�䴹耂ἀ�荺腛莀腅荃莓荞荴荆腛荘�裹䠀币怂鸀ႛ洁밁鸀䠀ᲇ币币怂鸀�ᲇ币����᐀�嘹耂䂺椁嘹�鰄鸀暂倀䂺椁嘹�Ā耂嘹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�嘹耂嘹耂؀���堹耂ႛ洁鸀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�堹耂ႛ洁ἀ�؀�簂鸀和攀簂鸀㑠䘀胩圁㠀�怂鸀��䒞夁��ἀ�堹耂����ဃ鸀����鸀㪣䬀ἀ�堹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��鸀����䒞夁谂鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�堹���䂺椁��和攀��簃鸀䰀ἀ�
	Bean実装�愔ꀄἀ�嘹耂�鸀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鴀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币⣿鴀�ἀ�䴹耂ἀ�莊莂腛荧腅荃莓荞荴荆腛荘ù䠀币鴀ႛ洁䳿鴀䠀ᲇ币币鴀�ᲇ币����᐀�唹耂䂺椁唹�Ⰲ鸀暂倀䂺椁唹�Ā耂唹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�唹耂唹耂؀���圹耂ႛ洁烿鴀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�圹耂ႛ洁ἀ�؀�ఀ鸀和攀ఀ鸀㑠䘀胩圁㠀�鴀��䒞夁��ἀ�圹耂����ꀀ鸀����萀鸀㪣䬀ἀ�圹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��萀鸀����䒞夁ᰀ鸀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�圹���䂺椁��和攀��ఁ鸀䰀ἀ�


	C 略称と頭字語�ἀ�伹耂냹鴀����䒞夁��Ā�䴹耂벚币ഀ�؀�鳷鴀ᠱ䬀ἀ�䴹耂ᲇ币벚币��ἀ�䴹耂ἀ�䈠荒腛荨韡㨠䕊䈀ἀ�刹耂裹䠀币ꃸ鴀ႛ洁ﳷ鴀䠀ᲇ币币ꃸ鴀�ᲇ币����᐀�丹耂䂺椁丹��鴀暂倀䂺椁丹�Ā耂丹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�丹耂丹耂؀���刹耂ႛ洁⃸鴀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�刹耂ႛ洁ἀ�؀�본鴀和攀본鴀㑠䘀胩圁㠀�ꃸ鴀��䒞夁��ἀ�刹耂����價鴀����㓹鴀㪣䬀ἀ�刹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��㓹鴀����䒞夁쳸鴀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�刹���䂺椁��和攀��볹鴀䰀ἀ�
	索引���僻鴀愔ꀄἀ�丹耂䃷鴀����䒞夁��଀�ᲇ币ᲇ币鴀ꁼ䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��ᲇ币㲚币棵鴀�ἀ�伹耂�저䌠鞪迌苆鎪躚質�胩圁峵鴀沚币��저�ᤁ��賵鴀៺䠀ᲇ币଀��ᲇ币����᐀�䴹耂䂺椁䴹�泸鴀暂倀䂺椁䴹�Ā耂䴹耂؀�ἀ�욃倀ἀ�䴹耂䴹耂؀���伹耂ႛ洁냵鴀≺䘀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��Ā�伹耂ႛ洁ἀ�؀�䳶鴀和攀䳶鴀㑠䘀胩圁㠀�ヶ鴀��䒞夁��ἀ�伹耂����鴀����쓶鴀㪣䬀ἀ�伹耂漀���ႛ洁䳹鼀��〲䍖��쓶鴀����䒞夁島鴀₣䬀탺鼀ﳺ鼀〲䍖��和攀��Ā�伹���䂺椁��和攀��䳷鴀䰀ἀ�


